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分
解
せ
よ　

 

巻
頭
言
に
代
え
て

　
「
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
（
芸
資
研
）」
の
英
語
表
記
は
、“ A

rchival R
esearch C

enter”

と
い
う
。「
芸
術
資
源
」
は
英
語
で
は

“ A
rt resources”

だ
か
ら
、
こ
こ
で“ archival”

と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
の
形
容
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
不
思
議
に
思
う
方
も
お

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。“ A

rchival R
esearch”

は
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
は「
文
献
調
査
」で
、
本
学
の
芸
資
研
が
や
っ
て
い
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
当
て
は
ま
ら
な
い
。
三
巻
目
と
な
っ
た
『C

O
M

PO
ST

』
の
冒
頭
で
、
あ
ら
た
め
て
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
め
ざ

す
も
の
を
、
創
設
に
関
わ
っ
た
者
の
一
人
と
し
て
個
人
的
に
再
確
認
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

　

移
転
の
話
も
ま
だ
な
い
十
年
以
上
前
、
京
都
芸
大
の
将
来
を
構
想
す
る
な
か
で
、
古
都
・
京
都
に
位
置
す
る
日
本
最
古
の
小
規
模
公

立
芸
術
大
学
と
し
て
、
他
大
学
に
な
い
京
芸
の
特
質
を
芸
術
の
創
造
的
研
究
教
育
に
さ
ら
に
生
か
す
方
策
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
な
か

で
、
⑴
芸
術
の
歴
史
研
究
・
資
料
保
存
と
芸
術
創
造
を
よ
り
直
截
に
つ
な
ぐ
こ
と
、
⑵
美
術
・
音
楽
・
伝
統
芸
能
、
さ
ら
に
他
の
学
問
領

域
な
ど
異
な
る
領
域
を
横
断
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
の
二
点
を
柱
に
、
こ
れ
ま
で
の
単
線
的
な
歴
史
観
を
突
き
崩
す
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
な
る

流
行
の
概
念
を
冠
し
て
、A

rchival R
esearch C

enter

の
構
想
が
浮
上
し
た
。
京
芸
に
は
芸
術
資
料
館
・
附
属
図
書
館
と
日
本
伝
統
音

楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
芸
術
学
専
攻
、
音
楽
学
専
攻
、
保
存
修
復
専
攻
が
あ
る
の
で
、
⑴
だ
け
な
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
可
能
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
研
究
と
創
造
の
一
体
化
に
、
異
ジ
ャ
ン
ル
の
越
境
的
協
働
を
重
ね
て
展
開
す
る
た
め
に
は
、
別
次
元
の
視
点

が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
「
創
造
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
あ
り
、 

当
初
、
頭
文
字
で“ A

R
C

”

と
呼
ば
れ
た
構
想
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ

ト
も
そ
れ
だ
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
十
月
七
日
、「
未
完
の
歴
史
〜
創
造
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
題
し
た
第
一
回
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
、
京
都
市
立
堀
川
音
楽
高
校
音
楽
ホ
ー
ル
で
、
音
楽
家
の
塩
見
允
枝
子
氏
、
美
術
家
の
森
村
泰
昌
氏
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。
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の
同
一
性
を
守
り
、
顕
揚
す
る
の
で
は
な
く
（
そ
れ
は
美
術

館
に
ま
か
せ
て
お
こ
う
）、
そ
れ
ら
の
分
解
と
混
交
を
通
し

て
、
新
た
な
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
開
示
す
る
。
そ
れ
こ

そ
が
新
た
な
創
造
の
糧
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
問
題
は
、
図
式
に
入
れ
て
い
る
「
メ
デ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
実
現
の
め
ど
が
つ
か
ず
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の

公
開
を
支
え
る
情
報
技
術
系
の
組
織
が
充
実
し
な
い
こ
と
だ
。

　

と
は
い
え
近
年
、
芸
資
研
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
世
代

や
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
自
由
な
創
造
的
協
働
が
生
ま
れ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
私
自
身
は
、
総
合
基
礎
実
技
ア
ー
カ

イ
ブ
を
地
道
に
や
っ
て
き
た
だ
け
だ
が
、
沓
掛
キ
ャ
ン
パ
ス

自
体
が
得
が
た
い
芸
術
資
源
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

管
理
の
ゆ
る
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
ち
こ
ち
に
創
造
の
た
め
の

「
空
き
地
」
が
あ
る
。
つ
ち
の
い
え
の
あ
る
丘
は
粘
土
の
山

で
あ
り
、
葛
や
蔦
、
茅
な
ど
自
然
素
材
の
宝
庫
で
あ
る
。

　

し
て
み
れ
ば
、
芸
資
研
の
紀
要
が
『C

O
M

PO
ST

』
と
名

付
け
ら
れ
た
の
は
、
言
い
え
て
妙
と
思
う
。
コ
ン
ポ
ス
ト
は

分
解
と
混
交
、
腐
敗
と
発
酵
の
場
だ
か
ら
だ
。
桐
月
沙
樹
が

オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
す
る
木
版
の
表
紙
も
、
同
一
性
の
罠
か
ら
自

由
に
分
解
と
変
容
を
続
け
る
。

井
上
明
彦　

　
「
芸
術
資
源
」
の
名
称
は
二
〇
一
四
年
の
設
立
の
と
き
に
つ
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
創
造
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
言
い
換
え
た

も
の
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
広
く
芸
術
に
関
わ
る
資
料
や
情
報
の
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
形
成
し
つ
つ
、
そ
れ
を
歴
史

的
な
研
究
対
象
と
し
て
で
な
く
、創
造
活
動
を
誘
発
す
る
も
の
と
し
て
動
的
に
捉
え
直
す
組
織
と
し
て
。
だ
が
、力
点
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ

た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
を
美
術
館
・
図
書
館
が
扱
わ
な
い
資
料
を
収
集
保
存
す
る
組
織
と
す
る
支
配
的
な
見
方
に
対
し
、
議
論
を
リ
ー
ド
し

た
石
原
友
明
准
教
授
（
当
時
）
は
、「
制
度
の
な
か
に
意
図
的
に
つ
く
ら
れ
た
空
き
地
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
唱
し
た
。
一
方
で
、
当
時
の

建
畠
晢
学
長
は
、
現
代
美
術
の
な
か
に
ア
ー
カ
イ
ブ
的
な
発
想
や
手
法
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
創
造
性
を
強

調
さ
れ
た
。
私
自
身
は
、
も
っ
ぱ
ら
有
名
芸
術
家
の
言
説
や
二
次
資
料
を
収
集
す
る
組
織
に
な
る
こ
と
を
危
惧
し
、
担
当
し
た
図
式
の

デ
ザ
イ
ン
の
な
か
に
、
作
品
関
連
資
料
と
同
等
に
、
ア
ノ
ニ
マ
ス
な
景
観
や
生
活
文
化
、
道
具
や
素
材
、
伝
統
技
術
や
科
学
技
術
な
ど
を

組
み
込
ん
だ
﹇
芸
資
研
概
念
図
参
照
﹈。
実
際
、
創
作
活
動
に
お
い
て
は
、
各
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
過
去
の
作
品
や
発
想
以
上
に
、
芸
術
以
外
の

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
知
見
が
大
き
く
作
用
す
る
場
合
が
多
い
。
芸
術
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、「
す
で
に
あ
る
も
の
」
す
べ
て
が
芸

術
資
源
で
あ
り
う
る
。
い
や
む
し
ろ
、
落
書
き
や
廃
物
や
傷
を
も
「
資
源
」
に
変
え
る
の
が
芸
術
の
力
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
創
造
は
、

既
存
の
価
値
シ
ス
テ
ム
の
問
い
直
し
や
流
動
化
と
と
も
に
展
開
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
創
造
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
は
、
蓄
積
さ
れ

た
資
料
体
の
整
然
と
し
た
秩
序
で
は
な
く
、
資
料
の
意
味
や
価
値
の
宙
吊
り
と
流
動
化
の
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
鍵
と
な
る
の
は
、「
分
解
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
代
以
降
の
芸
術
で
は
、
作
者
・
作
品
の
同
一
性
・
統
一
性
が
価
値
基
準
と

な
っ
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
た
主
体
と
し
て
の
作
者
の
統
一
的
な
意
図
に
よ
る
統
一
的
所
産
と
し
て
の
作
品
。

そ
の
自
己
完
結
的
な
同
一
性
が
美
術
館
の
保
存
対
象
と
な
り
、
市
場
で
の
価
値
を
保
証
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
分
解
は
、
こ
の
同
一
性
・

統
一
性
を
多
様
で
異
質
な
諸
部
分
・
諸
成
分
へ
と
解
体
し
、
他
な
る
も
の
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
実
際
、「
作
品
」
と
は
、
分
か
ち
え
な
い

統
一
的
実
体
で
あ
る
以
前
に
、
内
外
の
多
様
な
記
憶
や
素
材
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
相
互
作
用
す
る
異
質
な
諸
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
曲
の
な
か
に
多
様
な
響
き
の
記
憶
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
に
。
芸
術
に
お
い
て
伝
播
し
て
い
く
の
は
、
全
体
で
は
な
く
そ
う
し

た
部
分
で
あ
る
。
同
様
に「
作
者
」も
ま
た
、
時
間
や
場
所
か
ら
超
絶
し
て
自
己
同
一
性
を
保
つ
主
体
と
し
て
作
品
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
逆
に
作
品
に
よ
っ
て
そ
の
つ
ど
つ
く
ら
れ
る
異
質
な
諸
要
素
の
混
成
態
に
す
ぎ
な
い
。

　
「
創
造
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ
」は
、
こ
う
し
た
分
解
と
と
も
に
作
動
す
る
。
そ
れ
は
、
既
存
の
芸
術
の
作
者
・
作
品
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

芸資研概念図
2014年（作図：井上明彦）
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造本コンクールで審査員奨励賞に輝いた装丁のアー

トワークに、しかも敬愛する塩見允枝子さんの後を

受けて手を加えるなど、恐れ多いにもほどがあると

いうものだが、マラルメの『骰子一擲』を参照した
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高嶋  慈

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
真
に
み
る
、

接
収
住
宅
と
「
占
領
」
の
眼
差
し

高
嶋  

慈　
　

「
無
垢
な
る
犠
牲
者
」
と
い
う
表
象
・
言
説
に
よ
っ
て
加
害
の
戦
争
記
憶
の
忘
却
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
共
同
体
の
構
築
を
強
化

す
る
の
で
は
な
く
、「
占
領
期
」
と
い
う
一
種
の
忘
却
空
間
を
い
か
に
想
起
す
る
こ
と
が
可
能
か
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
記
念

碑
や
公
的
建
築
物
が
体
現
す
る
大
文
字
の
歴
史
で
は
な
く
、
可
視
化
さ
れ
に
く
い
「
家
庭
」
と
い
う
私
的
領
域
に
光
を
当
て
、

「
異
文
化
の
接
触
や
侵
蝕
」
と
い
う
面
か
ら
「
占
領
」
を
い
か
に
捉
え
直
す
か
。「
目
の
前
の
現
在
の
光
景
」
し
か
写
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
写
真
の
原
理
的
性
質
に
抗
い
、
不
可
視
の
「
過
去
」
を
「
現
在
」
の
内
に
召
喚
し
、
重
ね
合
わ
せ
、
時
制
を

多
重
的
に
攪
乱
さ
せ
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ッ
ク
な
写
真
的
実
践
は
い
か
に
可
能
か
。
ア
ー
ト
を
通
し
て
、（
と
り
わ
け
負
の
）
歴
史

表
象
を
批
評
的
か
つ
多
角
的
に
問
い
直
す
試
み
は
い
か
に
実
践
さ
れ
る
か
。

こ
う
し
た
問
い
を
考
え
る
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
筆
者
は
大
坪
晶
の
写
真
作
品
《Shadow

 in the H
ouse

》（
二
〇
一
七
―
）

に
着
目
し
、
関
連
資
料
の
リ
サ
ー
チ
、
テ
ク
ス
ト
執
筆
、
展
覧
会
企
画
に
協
力
し
て
き
た
。《Shadow

 in the H
ouse

》
は
、

日
本
各
地
に
現
存
す
る
「
接
収
住
宅
」
の
室
内
空
間
を
被
写
体
と
し
、
室
内
で
動
い
た
身
体
の
軌
跡
を
長
時
間
露
光
撮
影
に

よ
っ
て
「
お
ぼ
ろ
げ
な
影
」「
あ
る
か
な
き
か
の
気
配
」
と
し
て
写
し
込
ん
だ
写
真
作
品
で
あ
る
﹇
図
1
﹈。「
接
収
住
宅
」
と

は
、
第
二
次
大
戦
後
の
占
領
期
（
一
九
四
五
―
五
二
年
）、
高
級
将
校
と
そ
の
家
族
の
住
居
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
占
領
軍

に
よ
っ
て
強
制
的
に
接
収
さ
れ
た
個
人
邸
宅
を
指
す
。
接
収
さ
れ
た
住
宅
数
は
、
部
隊
配
置
の
変
遷
に
伴
っ
て
変
動
す
る
が
、

全
国
主
要
都
市
で
約
二
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
戸
に
の
ぼ
る1

❖

。
近
代
建
築
の
歴
史
的
価
値
か
ら
文
化
財
と
し
て
保
存
・
修
復
さ
れ
、

一
般
公
開
や
美
術
館
な
ど
に
転
用
さ
れ
て
い
る
邸
宅
や
現
役
の
住
宅
も
あ
る
が
、
所
有
者
の
代
替
わ
り
や
売
却
、
老
朽
化
に
よ

る
取
り
壊
し
と
と
も
に
、「
接
収
の
記
憶
」
は
上
書
き
さ
れ
、
忘
却
さ
れ
て
い
く
。
大
坪
の
写
真
作
品
は
、
積
極
的
に
は
語
ら

れ
な
い
負
の
歴
史
に
対
し
、
お
ぼ
ろ
げ
な
「
影
」
を
室
内
に
写
し
込
む
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
操
作
に
よ
っ
て
、
接
収
前
の
住
人

／
占
領
軍
の
軍
人
家
族
／
返
還
後
の
住
人
と
い
っ
た
記
憶
の
多
層
性
と
そ
の
判
別
不
可
能
性
を
示
し
つ
つ
、「
忘
却
へ
の
抵
抗

と
想
起
へ
の
通
路
」
と
し
て
の
ア
ー
ト
の
可
能
性
を
示
す
も
の
だ
と
言
え
る
。

ま
た
、《Shadow

 in the H
ouse

》
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
存
す
る
接
収
住
宅
の
室
内
空
間
の
記
録
に
加
え
、
関
連
資
料

の
リ
サ
ー
チ
―
所
有
者
や
管
理
者
、
か
つ
て
メ
イ
ド
と
し
て
雇
わ
れ
た
高
齢
女
性
へ
の
聞
き
取
り
、
図
面
や
接
収
関
連
文
書
、

写
真
な
ど
―
を
も
う
一
つ
の
軸
と
し
て
い
る
。
だ
が
占
領
当
時
、
米
軍
関
係
の
建
物
・
土
地
へ
の
日
本
人
の
立
ち
入
り
は
制
限

さ
れ
、
敗
戦
直
後
の
物
資
不
足
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
プ
レ
ス
・
コ
ー
ド
の
統
制
な
ど
の
要
因
も
あ
り
、「
占
領
期
の
接
収
住
宅
の

外
観
・
室
内
を
記
録
し
た
写
真
」
を
日
本
国
内
で
探
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
筆
者
は
二
〇
一
八
〜
一
九
年
度
の

京
都
市
立
芸
術
大
学
特
別
研
究
助
成
を
受
け
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
（
ま
た
は
国
立
公
文

書
記
録
管
理
局 N

ational A
rchives and R

ecords A
dm

inistration

、
以
下
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
関
連
写
真
資
料
を
大

坪
と
と
も
に
調
査
し
た
。
主
な
調
査
対
象
は
、「R

G
 111-SC

（
米
陸
軍
通
信
隊
記
録
）」
の
「
一
九
四
一
―
五
四
年
」
の
写
真

ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
陸
軍
通
信
隊
（Signal C

orps

）」
が
世
界
各
地
で
撮
影
し
た
米
陸
軍
の
活
動
記
録
で
あ
る
。

主
な
調
査
目
的
は
、
接
収
住
宅
の
外
観
・
室
内
の
記
録
写
真
を
洗
い
出
し
、
ど
の
よ
う
な
住
宅
が
接
収
対
象
に
な
り
、
室
内
で
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［図1］ 大坪晶《Shadow in the House_Former Tadatsugu Honda House》2017

ど
の
よ
う
な
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
の
レ
ベ
ル
で
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
と
、
裏
書
に
記
さ
れ
た
情
報
か

ら
所
在
地
や
所
有
者
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。
当
該
ア
ー
カ
イ
ブ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
4
章
の
内
容
と
不
可
分
の
た

め
後
述
す
る
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
な
く
、
膨
大
な
紙
焼
き
写
真
の
森
を
手
探
り
で
分
け
入
る
調
査
過
程
で
、
接
収
住
宅
以

外
に
も
米
軍
が
占
領
期
の
風
景
を
写
し
た
興
味
深
い
写
真
に
多
く
遭
遇
し
た
。
ま
た
、
こ
の
調
査
自
体
が
、「
写
真
ア
ー
カ
イ

ブ
」
の
体
験
や
構
造
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
の
調
査
結
果
を
、
以
下
の
よ
う
な
段
階
的
手
続
き
で
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、

1
．「
接
収
住
宅
の
記
録
写
真
」
と
い
う
個
別
具
体
的
な
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
か
ら
、
2
．お
よ
び
3
．モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
博
覧

会
と
い
う
近
代
的
視
覚
装
置
を
写
し
た
写
真
群
に
お
け
る
「
占
領
」
の
眼
差
し
を
表
象
論
と
し
て
読
み
解
く
試
み
を
経
て
、
4
．

ア
ー
カ
イ
ブ
と
写
真
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
構
造
的
暴
力
性
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
該
ア
ー
カ
イ
ブ
の
調
査
を
、

写
真
の
資
料
的
価
値
、
視
覚
表
象
論
、
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
総
体
を
め
ぐ
る
、
異
な
る
軸
線
の
議
論
へ
と
開
い
て
い
く
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
実
験
的
な
試
み
で
も
あ
る
。

1
．
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
所
蔵
の
接
収
住
宅
の
記
録
写
真
の
調
査
報
告

1-

1
．
接
収
住
宅
の
概
要
と
先
行
研
究

は
じ
め
に
、
占
領
軍
の
住
宅
政
策
と
「
接
収
住
宅
」
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
活
動
拠
点
と
し
て
、
旧
日
本
軍
の
軍

事
施
設
、
公
共
施
設
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
、
病
院
、
学
校
、
倉
庫
な
ど
の
既
存
の
建
築
物
を
接
収
・
改
修
し
て
使
用
し

た
。
ま
た
、
軍
関
係
者
の
住
居
と
し
て
、
占
領
初
期
は
ホ
テ
ル
な
ど
を
接
収
し
、
兵
舎
と
し
て
「
キ
ャ
ン
プ
」
も
設
営
さ
れ
た2

❖

が
、
一
九
四
六
年
二
月
に
扶
養
家
族
の
入
国
が
許
可
さ
れ
た
た
め
、
家
族
用
住
宅
二
万
戸
の
建
設
要
求
が
日
本
政
府
に
出
さ
れ
、
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下
記
の
二
つ
の
家
族
用
住
宅
政
策
が
採
ら
れ
た
。
①
欧
米
流
の
生
活
に
適
し
た
家
族
用
住
宅
を
一
つ
の
区
画
に
集
中
的
に
新
築

す
る
「
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
エ
リ
ア
」
の
開
発
。
②
高
級
将
校
向
け
の
住
宅
と
し
て
、「
邸
宅
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
な
大
型
の
個
人
住
宅
を
強
制
的
に
接
収
す
る
「
接
収
住
宅
」。
①
は
、
新
築
の
住
宅
群
に
加
え
て
、
学
校
、
運
動
場
、
プ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
購
買
所
、
診
療
所
な
ど
様
々
な
施
設
を
備
え
、
フ
ェ
ン
ス
で
区
切
ら
れ
て
日
本
人
は
立
入
禁
止
だ
っ
た
。

代
表
例
に
、
東
京
・
代
々
木
の
日
本
陸
軍
の
練
兵
場
を
接
収
し
て
造
成
し
た
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ
イ
ツ
」、
同
じ
く
日
本
陸
軍
の

成
増
飛
行
場
を
接
収
し
て
造
成
し
た
「
グ
ラ
ン
ト
ハ
イ
ツ
」
が
あ
る
。
時
期
に
よ
り
変
動
す
る
が
、
全
国
で
約
九
三
〇
〇
〜
九

六
〇
〇
戸
が
新
築
さ
れ
た3

❖

。

一
方
、
②
の
「
接
収
住
宅
」
は
前
述
の
よ
う
に
全
国
で
約
二
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
戸
に
の
ぼ
る
。「
接
収
住
宅
の
大
半
は
当

時
の
大
・
中
規
模
の
都
市
住
宅
で
あ
り
、
建
築
史
学
が
「
近
代
住
宅
」
と
呼
ぶ
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
都
市
部
や
郊
外
に

建
て
ら
れ
た
和
・
洋
風
住
宅
で
あ
る
」4

❖

。
洋
風
住
宅
が
最
初
に
選
ば
れ
た
が5

❖

、
数
が
足
り
な
い
の
で
和
風
の
近
代
住
宅
も
対
象

に
な
っ
た
。
入
居
前
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
に
従
い
、
建
物
の
毀
損
部
分
の
補
修
、
内
装
の
洋
風
化
（
壁
や
柱
を
ペ
ン
キ
で
白
く

塗
る
な
ど
）、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
衛
生
設
備
、
ボ
イ
ラ
ー
や
暖
房
設
備
、
ジ
ー
プ
を
駐
車
す
る
車
庫
の
新
設
な
ど
の
改
修

が
な
さ
れ
た6

❖

。
日
本
の
占
領
は
「
間
接
統
治
方
式
」
で
あ
っ
た
た
め
、
接
収
は
日
本
の
政
府
機
関
「
特
別
調
達
局7

❖

」
が
代
行
し
、

土
地
と
建
物
の
賃
貸
契
約
書
を
所
有
者
と
交
わ
し
た
。
特
別
調
達
局
か
ら
接
収
の
通
知
が
来
る
と
、
住
人
は
期
日
ま
で
に
退
去

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
洋
館
／
和
館
に
分
か
れ
た
り
離
れ
に
住
む
「
別
居
型
」
や
、
住
宅
内
に
仕
切
り
を
設
置
し
て

生
活
導
線
を
区
分
し
た
「
同
居
型
」
も
あ
っ
た8

❖

。
所
有
者
の
多
く
は
会
社
役
員
や
資
産
家
、
華
族
で
あ
り
、
個
人
宅
の
接
収
に

は
支
配
階
級
層
や
富
裕
層
の
資
産
解
体
に
よ
る
民
主
化
と
い
う
狙
い
も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る9

❖

。

接
収
住
宅
は
「
民
間
の
個
人
の
家
」
が
対
象
で
あ
り
、
資
料
も
限
ら
れ
る
が
、
近
年
、
都
市
史
・
建
築
史
・
生
活
史
の
観
点

か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
所
蔵
写
真
資
料
を
用
い
て
東
京
の
建
物
接
収
を
全
般
的
に

調
査
し
た
佐
藤
洋
一
（
二
〇
〇
六
）
が
接
収
住
宅
に
つ
い
て
も
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
よ
り
大
場
修
、
玉
田
浩

之
、
原
戸
喜
代
里
、
木
口
な
つ
み
の
研
究
チ
ー
ム
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
の
接
収
住
宅
関
係
史
料
を
用
い
て
、
京
都
の

接
収
住
宅
の
分
布
や
数
量
把
握
、
改
修
の
実
態
調
査
を
進
め
た10

❖

。
二
〇
一
五
年
か
ら
は
調
査
範
囲
を
全
国
規
模
に
広
げ
、
大
場

修
、
長
田
城
治
、
角
哲
、
砂
本
文
彦
、
玉
田
浩
之
、
村
上
し
ほ
り
ら
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
名
古
屋
・
広
島
・
岡
山
・
神
戸
・
大

阪
・
別
府
・
山
形
・
札
幌
な
ど
地
方
都
市
に
お
け
る
接
収
の
実
態
調
査
を
行
な
っ
た11

❖

。
都
市
史
・
建
築
史
の
観
点
か
ら
接
収
物

件
の
分
布
や
地
理
的
条
件
を
把
握
し
、
接
収
解
除
後
の
都
市
計
画
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
生
活
史
の
観
点
か
ら
は
、

接
収
住
宅
の
建
築
様
式
や
改
修
の
実
態
（
特
に
台
所
や
水
回
り
の
衛
生
の
重
視
）
を
明
ら
か
に
し
、
戦
後
日
本
の
住
宅
の
近
代

化
・
洋
式
化
に
与
え
た
影
響
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
一
連
の
成
果
は
二
〇
二
一
年
、
大
場
修
編
『
占
領
下
日
本
の
地
方
都
市　

接
収
さ
れ
た
住
宅
・
建
築
と
都
市
空
間
』（
思
文
閣
出
版
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
生
活
史
の
視
点
か
ら
占
領
期
京
都

研
究
を
行
な
っ
た
西
川
（
二
〇
一
七
）
は
、
接
収
住
宅
の
改
修
や
設
備
の
工
事
の
記
録
史
料
に
つ
い
て
「
占
領
す
る
側
が
持
ち

込
む
ア
メ
リ
カ
式
生
活
文
化
と
、
京
都
住
民
の
生
活
文
化
と
の
異
文
化
接
触
の
記
録
と
し
て
読12

❖

」
ん
で
い
る
。
な
お
原
戸
・
木

口
・
大
場
（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
京
都
の
調
査
で
は
、
接
収
住
宅
の
総
数
百
二
十
一
戸
に
対
し
、
現
存
数
は
二
十
七
戸
と
二
割

強
に
過
ぎ
な
い
。

1-

2
．
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
所
蔵
の
接
収
住
宅
の
記
録
写
真
の
調
査
報
告

前
述
の
よ
う
に
大
半
が
現
存
し
な
い
住
宅
の
接
収
当
時
の
姿
や
室
内
風
景
、
そ
し
て
そ
こ
で
生
活
し
た
軍
人
家
族
が
記
録

さ
れ
た
写
真
を
探
す
こ
と
が
、
今
回
の
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
で
の
調
査
の
主
な
目
的
で
あ
る
。
二
回
に
わ
た
る
調
査
で
、
東
京
四
十
八

戸
、
軽
井
沢
十
戸
、
横
浜
一
戸
、
福
岡
一
戸
の
計
六
十
戸
の
接
収
住
宅
の
外
観
記
録
写
真
（
同
じ
住
宅
の
別
ア
ン
グ
ル
も
含
む

と
総
数
七
十
二
枚
）
と
、
計
二
十
二
枚
の
室
内
の
記
録
写
真
、
合
計
九
十
四
枚
を
確
認
で
き
た
﹇
表
1
﹈。
そ
の
中
に
は
、
外
観

や
台
所
の
改
修
を
記
録
し
た
写
真
も
見
つ
か
っ
た
。
な
お
、「
占
領
期
の
接
収
住
宅
」
で
は
な
い
が
、「M

ilitary A
ssistance 
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［表1］ 外観写真の見つかった住宅のリスト

BOX 所蔵番号 ハウスナンバー 所在地 所有者名 撮影日

406

244162 渋谷区 1946.4.20

244163 渋谷区 1946.4.20

244164 渋谷区 1946.4.20

533

279692 No.166 芝区白金三光町256 1946.10.2

279693 No.615 麻布区中野町24 1946.10.2

279695 No.578 豊島区池袋3丁目 1946.10.2

537

280931 No.512 豊島区高田本町2-1 1946.10.2

280932 No.606 麻布区檜町3 1946.10.2

280933 No.715 ― 1946.10.2

280934 No.40 牛込区薬王寺町39 1946.10.2

280935 No.594 本郷区上富士前町123 1946.10.2

280936 No.438 豊島区目白町4丁目41 1946.10.2

280937 No.514 淀橋区下落合1丁目473 1946.10.2

280938 No.233 大森区馬込町東2丁目934 1946.10.2

280939 No.402 芝区白金台町1丁目10 1946.10.2

280940 No.544 大森区上池上1051 1946.10.2

538 280941 No.673 品川区五反田6丁目191 1946.10.2

540
281773 ― 1946.10.22

281775 ― 1946.10.22

546

283252 No.666 渋谷区代々木本町808 1946.11.6

283253 No.531 荏原区平塚8丁目1086 1946.11.6

283254 No.530 荏原区小山町7丁目501 1946.11.6

283326 No.480 目黒区駒場町861 1946.11.6

548

283920 No.895 ― 1947.1.13

283921 No.89 渋谷区代々木大山町1066 1947.1.13

284009 No.800 麻布区永坂町 1947.1.21

549 284047 No.088 渋谷区代々木大山町1066 1947.1.23

551 284749 ― 1947.3.11

554 285563 福岡 旧末永邸 1947.3.24

569 289851 No.84 渋谷区代々木西原911 1947.1.3

574

291031 芝区白金三光町498 ハットリ・ハウス
（服部金太郎） 1945.12.18

291032 目黒区上目黒8丁目522 1945.12.18

291033 目黒区上目黒8丁目522 1945.12.18

291034 渋谷区松濤町79 1945.12.19

291035 品川区大井町金子町5861 1945.12.21

291037 麴町区一番町1丁目20 沢田廉三 1945.12.21

BOX 所蔵番号 ハウスナンバー 所在地 所有者名 撮影日
578 292216 渋谷区原宿3丁目354 武者小路子爵 1945.12.21

585

294189 軽井沢 1947.11.3

294190 軽井沢 1947.11.3

294243 目白 徳川侯爵 1947.8.21

586 294460 軽井沢 1947.11.3

590

295761 #830 軽井沢 1947.12.18

295762 #961 軽井沢 1947.12.18

295763 #866 軽井沢 1947.12.18

295764 #1428 軽井沢 1947.12.18

595

296978 東京 イトウ・ハウス 1947.7.14

296979 #1406 軽井沢 1947.12.18

296980 #1405 軽井沢 1947.12.18

296981 #1233 軽井沢 1947.12.18

597
297485 #134 麻布区一本松町23

297486 #193 世田谷区代田町2丁目1058 1946.6.13

667 318527 No.669 品川区西大崎1丁目113

668
318693 #529 荏原区小山町8丁目1102

318694 #542 大森区田園調布3丁目75

669

319164 #229 大森区東町馬込町3丁目79

319165 #373 ―
319166 #563 芝区高輪南町53

319167 #503 渋谷区松濤町24

828 389539 #11-20 横浜 1951.12.21

844 396531 #142 目黒区駒場 前田侯爵 1952.4.10

971 451061 東京（※国連軍関係者用） 1954.3.25

1055 484872 鎌倉（※米軍事顧問団関係者用） 1958.8.8
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A
dvisory G

roup

（
M 

A 

A 

G
：
米
軍
事
顧
問
団
）」
関
係
者
が
使
用
し
た
鎌
倉
の
和
風
住
宅
一
戸
と
、「
国
連
軍
関
係
者
が

使
用
し
た
東
京
の
上
流
中
産
階
級
の
家
」
の
外
観
と
室
内
写
真
も
あ
っ
た
。
後
者
の
外
観
は
和
風
住
宅
だ
が
、
室
内
（
居
間
、

寝
室
、
台
所
）
は
洋
風
で
あ
る
。

写
真
の
裏
書
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
華
族
、
外
交
官
の
沢
田
廉
三
と
い
っ
た
所
有
者
名
も
数
例
記
さ
れ
て
い
る
。
住
所

記
載
の
あ
っ
た
十
数
例
は
、
芝
区
（
現
・
港
区
）
麻
布
・
白
金
、
渋
谷
区
松
濤
、
目
黒
区
駒
場
、
豊
島
区
目
白
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
山
の
手
の
高
級
住
宅
地
で
あ
る
。
ま
た
、
住
所
記
載
が
な
く
と
も
、
ハ
ウ
ス
ナ
ン
バ
ー
の
明
記
が
あ
れ
ば
、
占
領
軍
が

接
収
し
た
施
設
・
住
宅
の
位
置
を
記
し
た
地
図
「C

ity M
ap C

entral T
okyo

」（
一
九
四
六
年
十
一
月
版
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
所

蔵
）
の
リ
ス
ト
と
照
合
す
れ
ば
、
所
在
地
が
特
定
で
き
る
。
こ
の
地
図
を
見
る
と
、
接
収
住
宅
は
都
心
部
西
側
に
あ
る
程
度

の
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
分
布
し
、
上
記
の
地
区
に
加
え
、
渋
谷
区
代
々
木
大
山
町
、
麻
布
区
（
現
・
渋
谷
区
）
広
尾
、
品

川
区
（
東
）
五
反
田
、
品
川
区
北
品
川
（
御
殿
山
）、
大
森
区
（
現
・
大
田
区
）
田
園
調
布
な
ど
高
級
住
宅
地
が
多
い
。

外
観
の
記
録
写
真
か
ら
は
、
接
収
住
宅
の
多
様
な
建
築
ス
タ
イ
ル
が
分
か
る
。
そ
の
多
く
は
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
様
式
な
ど

庭
付
き
の
近
代
洋
風
住
宅
で
あ
る
が
﹇
図
2 

・ 

3 

・ 

4 

・ 

5
﹈、
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
様
式
﹇
図
6
﹈、
煙
突
を
備
え
た
洋
館
﹇
図

7
﹈、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
邸
宅
﹇
図
8
﹈
も
見
ら
れ
る
。
図
8
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
だ
が
、
右
端
の
一
階

部
分
に
は
障
子
と
縁
側
が
あ
り
、
和
室
を
備
え
た
和
洋
折
衷
様
式
だ
と
分
か
る
﹇
図
8‒

2
﹈。
ま
た
、
日
本
家
屋
﹇
図
9
﹈
や
、

洋
館
と
和
館
が
合
体
し
た
和
洋
折
衷
﹇
図
10
﹈
も
あ
っ
た
。
福
岡
の
旧
末
永
邸
は
日
本
家
屋
﹇
図
11
﹈
に
加
え
、
洋
館
と
日
本

庭
園
も
有
し
て
い
る
﹇
図
12
﹈。「
住
宅
」
と
い
う
よ
り
城
館
の
よ
う
な
「
ハ
ッ
ト
リ
・
ハ
ウ
ス
」﹇
図
13
﹈
は
、
セ
イ
コ
ー
の

創
業
者
の
服
部
金
太
郎
の
邸
宅
で
あ
っ
た
が
、
東
京
裁
判
の
判
事
た
ち
の
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
、
裁
判
期
間
中
は
有
刺
鉄

線
で
囲
わ
れ
立
入
禁
止
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
イ
ト
ウ
・
ハ
ウ
ス
」﹇
図
14
﹈
は
、
裏
書
に
よ
れ
ば
「
元
戦
争
捕
虜
十
七
名
が

居
住
し
、
連
合
国
軍
の
法
務
局
（Legal Section

）
で
戦
争
犯
罪
を
担
当
し
て
い
る
」。
正
面
玄
関
の
階
段
に
座
っ
た
四
名

の
米
兵
は
笑
顔
で
カ
メ
ラ
の
方
を
向
き
、
こ
う
し
た
記
念
撮
影
的
な
も
の
は
こ
の
一
例
の
み
確
認
で
き
、
珍
し
い
。
さ
ら
に
、

［図2］ Allied Dependent Housing Unit #529、東京、荏原区（現・品川区）小山町8丁目1102、撮影日不明
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 318693）

［図3］ 武者小路子爵邸、東京、渋谷区、1945年12月21日撮影。マーシャル将軍の住居となった。
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 292216）
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［図4］ Allied Dependent Housing Unit #373、東京、撮影日不明
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 319165）

［図5］ U.S. House No.088、東京、渋谷区代々木大山町1066、1947年1月23日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 284047）

［図6］  徳川侯爵邸、東京、目白、1947年8月21日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 294243）

［図7］  U.S. House No.578、東京、1946年10月2日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 279695）
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［図8-2］ 図8のアップ。右端の一階部分に障子と縁側、プール傍の女性裸像の前に
「U.S.A. 800」のナンバープレートが写る。

［図8］ U.S. House No.800、東京、麻布区永坂町（現・港区麻布永坂）、1947年1月21日撮影
ケーシー少将の住居となった。

（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 284009）
 

［図10］ U.S. House No.402、東京、芝区（現・港区）白金台町1丁目10、1946年10月2日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 280939）

［図9］ 東京、1946年10月22日撮影
2階建ての日本家屋だが、洋風の部屋も備える。ある陸軍少佐とその家族が入居予定。

（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 281775）
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［図12］ 末永邸、福岡、1947年3月24日撮影
洋館のベランダより日本庭園をのぞむ。

（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 285564）

［図11］ 末永邸、福岡、1947年3月24日撮影
なお末永邸は2010年、火災で焼失した。

（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 285563）

［図13］ フェンスで囲われた「ハットリ・ハウス」、東京、芝区（現・港区）白金三光町、1948年6月18日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 301714）
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［図14］ 「イトウ・ハウス」、東京、1947年7月14日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 296978）

外
観
の
改
修
工
事
を
記
録
し
た
写
真
も
見
つ
か
っ
た
﹇
図
15
﹈。

こ
れ
ら
接
収
住
宅
の
多
く
は
門
柱
や
表
札
の
傍
ら
な
ど
に
「
ナ
ン
バ
ー
」
が
付
け
ら
れ
﹇
図
4
お
よ
び
図
5
右
端
部
分
﹈、
裏

書
に
「U

.S. H
ouse N

o.**

」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
図
8
‐
2
で
は
、
プ
ー
ル
傍
の
女
性
裸
像
の
前
に
「U

.S.A
. 

800

」
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
（
お
そ
ら
く
撮
影
用
に
）
置
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
管
理
」
と
い
う
外
観
写
真
の
使
用

用
途
を
示
す
の
が
、
入
居
す
る
軍
関
係
者
が
地
図
と
照
合
し
て
い
る
様
子
を
捉
え
た
一
枚
で
あ
る
﹇
図
16
﹈。

ま
た
、
室
内
写
真
の
中
に
は
、
和
室
に
ベ
ッ
ド
を
置
く
と
い
っ
た
和
洋
折
衷
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
加
え
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ズ
ム
的
な
「
戦
利
品
」
の
所
有
や
典
型
的
な
植
民
地
的
光
景
を
示
し
た
も
の
も
あ
り
、「
占
領
」
の
眼
差
し
を
読
み
解
く
こ
と

が
で
き
る
﹇
図
17  

・ 

18
﹈。
軍
人
一
家
の
夕
食
風
景
を
捉
え
た
一
枚
で
は
、
和
服
の
日
本
人
女
性
の
メ
イ
ド
が
給
仕
す
る
﹇
図
19
﹈。

和
装
は
当
事
の
標
準
だ
が
、「
あ
え
て
使
用
人
を
写
し
込
む
」
点
は
演
出
を
匂
わ
せ
、「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
衣
服
を
ま
と
っ
た
女
性

が
主
人
一
家
に
笑
顔
で
仕
え
る
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
植
民
地
的
光
景
を
示
す
。
同
じ
一
家
の
別
の
写
真
で
は
、
妻

が
日
本
人
の
料
理
人
に
ア
メ
リ
カ
式
料
理
を
指
導
し
て
い
る
﹇
図
20
﹈。
料
理
人
は
割
烹
着
に
菜
箸
と
い
う
和
風
の
ス
タ
イ
ル
で

あ
り
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
が
備
わ
っ
た
近
代
的
な
キ
ッ
チ
ン
と
対
照
的
だ
。
ま
た
、
住
宅
の
外
観
は
洋
風
で
も
、
台
所
の
機
能
性
を

高
め
る
た
め
、
改
修
予
定
で
あ
る
こ
と
が
裏
書
に
書
か
れ
た
写
真
も
あ
っ
た
﹇
図
21
﹈。
こ
れ
ら
は
、
占
領
を
契
機
に
異
文
化
の

接
触
が
起
き
た
現
場
を
「
家
庭
内
の
私
的
な
領
域
」
に
お
い
て
捉
え
て
お
り
、
戦
後
の
日
本
人
の
住
環
境
の
近
代
化
や
文
化
的

な
精
神
性
の
変
化
の
一
つ
の
証
左
と
い
え
る
。

2
．「
占
領
／
被
占
領
の
複
数
の
ベ
ク
ト
ル
」
が
可
視
化
さ
れ
た
京
都
駅
前
広
場

次
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
博
覧
会
と
い
う
近
代
的
視
覚
装
置
と
と
も
に
、「
占
領
」
の
眼
差
し
を
読
み
解
く
表
象
論
的
実
践

と
し
て
、
京
都
駅
前
広
場
と
「
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
」（
一
九
五
〇
）
の
記
録
写
真
に
着
目
す
る
。
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［図16］ 接収された大蔵省庁舎で行なわれた家族住宅の抽選の様子、東京、1946年5月7日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 247065）

［図15］ 修理中の家族住宅、東京、1946年10月22日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 281773）

［図18］図8のU.S. House No.800の居間、1947年11月11日撮影
合戦絵が描かれた衝立の前に座るケーシー少将
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 295040）

［図17］ 末永邸、福岡、寝室、1947年3月24日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 285567）
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［図21］ 東京、1946年10月22日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 281777）

［図20］リー大尉の妻と日本人の料理人、
東京の自宅にて、1946年10月15日撮影

（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 281866）

［図19］ リー大尉と家族の夕食、東京、1946年10月15日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 281868）

大
規
模
な
戦
災
を
免
れ
た
京
都
に
は
、
一
九
四
五
年
九
月
二
十
五
日
に
ま
ず
米
軍
の
第
六
軍
が
進
駐
し
、
一
九
四
六
年
一
月

以
降
に
入
れ
替
わ
っ
た
第
八
軍
第
一
軍
団
の
司
令
部
が
置
か
れ
た
。
個
人
邸
宅
に
加
え
、
都
ホ
テ
ル
（
現
・
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都

ホ
テ
ル
）
や
京
都
ホ
テ
ル
（
現
・
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
）
が
将
校
宿
舎
と
し
て
接
収
さ
れ
た
ほ
か
、
京
都
植
物
園
（
現
・
京

都
府
立
植
物
園
）
に
新
築
の
家
族
用
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
京
都
市
美
術
館
（
現
・
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
）
が
第
六

軍
の
占
領
部
隊
の
宿
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
た
記
録
写
真
も
見
つ
か
っ
た
﹇
図
22
﹈。
撮
影
日
は
一
九
四
五
年
十
月
七
日
。
九
月
二

十
五
日
の
京
都
進
駐
か
ら
わ
ず
か
十
数
日
後
で
あ
り
、
館
内
に
簡
易
ベ
ッ
ド
を
並
べ
た
急
ご
し
ら
え
の
宿
舎
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
し
て
、
直
接
的
な
接
収
の
対
象
で
は
な
い
公
共
空
間
で
あ
る
も
の
の
、
三
つ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
併
存
に
よ
っ
て

「
占
領
／
被
占
領
の
複
数
の
ベ
ク
ト
ル
が
可
視
化
さ
れ
た
空
間
」
と
な
っ
た
の
が
、
京
都
駅
前
広
場
で
あ
る
。

京
都
駅
前
広
場
の
一
つ
め
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、「
京
都
駐
留
の
第
八
軍
第
一
軍
団
が
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
世
界
大
戦
で

戦
っ
た
戦
歴
地
を
記
し
た
巨
大
な
看
板
」
で
あ
る
﹇
図
23
﹈。
こ
の
戦
歴
標
は
講
和
条
約
発
効
ま
で
京
都
駅
舎
の
北
側
正
面
に
向

か
い
合
っ
て
建
っ
て
い
た13

❖

。
図
23
は
仰
角
の
た
め
サ
イ
ズ
が
誇
張
さ
れ
て
い
る
が
、
別
の
写
真
﹇
図
24
﹈
を
見
る
と
、
周
辺
の

光
景
と
と
も
に
、
広
場
中
央
に
建
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
つ
め
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、「
京
都
市
民　

非
戦
災
感
謝
記
念
塔
建
設
用
地
」
に
建
て
ら
れ
た
仮
の
塔
で
あ
る
﹇
図
25
、
一

九
四
九
年
九
月
十
五
日
撮
影14
❖

﹈。
写
真
中
央
に
は
紅
白
の
幕
と
テ
ン
ト
に
囲
ま
れ
た
仮
の
塔
が
建
ち
、
僧
侶
や
神
父
も
参
加
し
た
地

鎮
祭
と
募
金
受
付
の
記
録
写
真
も
あ
っ
た
。『
京
都
新
聞
』
の
記
事
は
、
京
都
市
観
光
連
盟
会
長
、
国
会
議
員
、
特
別
調
達
局

京
都
支
局
長
ら
が
「
京
都
市
非
戦
災
感
謝
運
動
」
を
発
起
し
、
九
月
十
五
日
に
記
念
塔
の
地
鎮
祭
を
行
な
う
予
定
だ
と
報
じ
て

い
る15

❖

。
だ
が
、
地
鎮
祭
後
、
市
民
か
ら
批
判
や
反
対
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
塔
の
建
設
は
中
止
さ
れ
た16

❖

。

こ
こ
で
、
こ
の
「
非
戦
災
感
謝
記
念
塔
」（
仮
）
の
周
囲
を
ア
ッ
プ
で
見
て
み
よ
う
﹇
図
25‒

2
﹈。
す
る
と
、
仮
の
塔
の
左
側

に
、
上
述
の
「
第
八
軍
第
一
軍
団
の
戦
歴
標
」
が
建
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
右
側
に
は
三
つ
め
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、

す
な
わ
ち
「
引
揚　

復
員
の
皆
様
‼　

永
い
間
御
苦
労
さ
ま
で
し
た　

京
都
府
」
と
書
か
れ
た
別
の
塔
が
写
り
、
上
部
に
は
日
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［図22］ 第六軍の宿舎となった京都市美術館、1945年10月7日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 214550）

の
丸
と
思
わ
れ
る
パ
ー
ツ
が
付
い
て
い
る
。
京
都
駅
は
、
戦
地
か
ら
の
復
員
兵
や
旧
植
民
地
か
ら
の
引
揚
者
が
帰
国
し
た
舞
鶴

港
か
ら
鉄
道
で
到
着
し
、
さ
ら
に
地
元
各
地
へ
と
帰
郷
す
る
通
過
点
だ
っ
た
。
占
領
軍
に
よ
る
制
圧
の
誇
示
と
「
占
領
」
の
可

視
化
、「
非
戦
災
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
彼
ら
に
「
感
謝
」
す
る
被
占
領
民
と
し
て
の
「
従
順
」
な
身
振
り
（
観
光
連
盟
会
長

が
運
動
発
起
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
寺
社
や
文
化
財
の
焼
失
を
免
れ
た
こ
と
へ
の
安
堵
と
プ
ラ
イ
ド
が
微

妙
に
同
居
す
る
）、
そ
し
て
対
内
的
に
は
「
引
揚
」「
復
員
」
の
同
胞
に
対
す
る
共
同
体
の
再
確
認
。
こ
の
よ
う
に
、
京
都
駅
前

広
場
は
、
占
領
軍
か
ら
被
占
領
者
へ
、
反
対
に
被
占
領
者
か
ら
占
領
者
へ
、
そ
し
て
被
占
領
国
の
内
部
か
ら
帰
還
者
へ
、
と
い

う
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
主
体
と
ベ
ク
ト
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
、
ズ
レ
な
が
ら
併
存
す
る
、
極
め
て
政
治
的
な
空
間
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
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［図24］ 中国・四国地方の占領任務を担当した英連邦占領軍（BCOF）の兵士が撮影した写真。
1947年2月24日頃撮影。呉市史編纂室所蔵、英連邦占領軍写真資料より。R. Stacey氏提供。

［図25-2］ 図25のアップ。

［図25］ 京都駅前広場のモニュメント、1949年9月15日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 340035）

［図23］ 第八軍第一軍団の戦歴標、京都、撮影年不明、6月4日
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 285040）
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3
．「
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
」（
一
九
五
〇
）
の
記
録
写
真
に
お
け
る
「
占
領
」
の
眼
差
し

一
方
、
戦
前
／
戦
後
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
の
断
層
／
連
続
性
と
し
て
も
、
演
出
さ
れ
た
写
真
に
内
包
さ
れ
た
「
占
領
」

の
眼
差
し
の
点
で
も
興
味
深
い
の
が
、
兵
庫
県
西
宮
市
の
西
宮
球
場
及
び
そ
の
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
」
で

あ
る
。
会
期
は
一
九
五
〇
年
三
月
十
八
日
か
ら
六
月
十
一
日
の
約
三
か
月
間
で
、
朝
日
新
聞
社
主
催
、
外
務
省
・
通
産
省
・
建

設
省
・
文
部
省
・
国
鉄
・
西
宮
市
が
後
援
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
全
面
的
協
力
の
も
と
、
戦
後
初
の
本
格
的
博
覧
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、

入
場
者
数
は
約
二
百
万
人
に
の
ぼ
っ
た17

❖

。 

会
場
は
、
西
宮
球
場
を
含
む
第
一
会
場
と
第
二
会
場
に
分
か
れ
、
各
種
パ
ビ
リ
オ

ン
や
ジ
オ
ラ
マ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
、
政
治
、
経
済
、
産
業
、
文
化
、
自
然
景
観
な
ど
を
紹
介
し
た
﹇
図
26
﹈。
全
体
的
に
ア

メ
リ
カ
礼
賛
と
啓
蒙
色
が
強
く
、
第
一
会
場
で
は
、「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
の
パ
ビ
リ
オ
ン
﹇
図
27
﹈
と
と
も
に
、「
自
動
車
館
」、

「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
館
」、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
、
ア
メ
リ
カ
製
品
の
売
店
な
ど
「
消
費
文
化
」
が
宣
伝
さ
れ
た
。
第
二
会
場
で
は
「
ア

メ
リ
カ
一
周
野
外
大
パ
ノ
ラ
マ
」
と
し
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
金
門
橋
、
ヨ
セ
ミ
テ
公
園
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
滝
、「
空
飛

ぶ
ホ
テ
ル
」
の
大
旅
客
機
の
模
型
か
ら
見
下
ろ
す
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
リ
ン
カ
ー
ン
像
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
河
の
シ
ョ
ー
・
ボ
ー
ト
、
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
、
ハ
ワ
イ
館
な
ど
「
観
光
」
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力
が
満
載

さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
メ
イ
ン
会
場
の
西
宮
球
場
は
、
日
中
戦
争
勃
発
の
一
九
三
七
年
に
竣
工
し
、
戦
前
か
ら
新
聞
社
主
催
の
大
規
模
な

博
覧
会
の
会
場
と
な
っ
て
き
た
場
所
で
あ
る
。
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、
河
田
明
久
が
指
摘
す
る
よ
う
に18

❖

、
日
中
戦
争
勃
発
の

翌
一
九
三
八
年
に
開
催
さ
れ
た
「
支
那
事
変
聖
戦
博
覧
会
」
で
あ
る
。
球
場
本
館
で
は
中
国
大
陸
か
ら
持
ち
帰
っ
た
戦
没
将
兵

の
遺
品
、
捕
獲
し
た
敵
軍
兵
器
、
日
本
軍
の
新
型
兵
器
や
戦
場
シ
ー
ン
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
展
示
さ
れ
、
中
国
大
陸
の
地

勢
や
戦
場
を
圧
縮
し
て
再
現
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体
を
軍
艦
の
艦
首
を
か
た
ど
っ
た
観
覧
台
か
ら
一
望
す
る
「
支
那
大
陸
大
パ

［図27］ アメリカ博覧会、西宮
「ホワイトハウス」のパビリオン内で展示された、ワシントンD.C.の市街模型、1950年3月18日撮影

（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 339879）

［図26］ 『朝日新聞』（大阪版）1950年3月18日

高嶋  慈
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上：［図28］ アメリカ博覧会、西宮、1950年3月20日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 339881）

右下：［図29］ アメリカ博覧会、西宮、1950年3月29日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 339880）

左下：［図30］ アメリカ博覧会、西宮、1950年3月20日撮影
（アメリカ国立公文書館所蔵 RG111-SC 339877）

ノ
ラ
マ
」
が
目
玉
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
の
「
ア
メ
リ
カ
一
周
野
外
大
パ
ノ
ラ
マ
」
と
呼
応
す
る
ほ
か
、
電
気
仕

掛
け
の
ジ
オ
ラ
マ
、
実
物
大
模
型
、
本
物
の
旅
客
機
／
戦
闘
機
に
よ
る
シ
ョ
ー
や
模
擬
空
中
戦
、
家
族
連
れ
向
け
の
遊
園
地
ス

ペ
ー
ス
や
動
物
の
展
示
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
と
支
那
事
変
聖
戦
博
覧
会
と
の
多
く
の
共
通
点
を
河
田
は
指
摘
し
て
い
る
。

帝
国
主
義
・
戦
争
賛
美
／
ア
メ
リ
カ
礼
賛
・
消
費
社
会
の
宣
伝
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
真
逆
な
が
ら
、
国
家
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

の
博
覧
会
が
そ
の
娯
楽
性
で
観
客
を
魅
了
し
、
熱
狂
の
う
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
身
体
的
受
容
へ
と
動
員
し
て
い
く
連
続
性
が
透

け
て
見
え
る
。

で
は
、
被
占
領
国
民
を
「
ア
メ
リ
カ
」
の
経
済
的
・
文
化
的
優
越
性
で
啓
蒙
・
馴
致
す
る
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
に
よ
る
統
治
」

で
あ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
当
の
ア
メ
リ
カ
は
視
覚
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
ど
う
表
象
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示

す
の
が
、
模
型
や
パ
ビ
リ
オ
ン
を
背
景
に
日
本
人
観
客
を
写
し
た
一
連
の
写
真
と
そ
の
「
演
出
」
で
あ
る
。
ま
ず
、「
ラ
シ
ュ

モ
ア
山
の
四
大
統
領
の
彫
像
を
仰
ぎ
見
る
日
本
人
家
族
」
を
捉
え
た
一
枚
を
見
て
み
よ
う
﹇
図
28
﹈。
こ
こ
で
は
、
戦
後
民
主

主
義
の
理
想
的
遂
行
者
と
し
て
の
「
近
代
家
族
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
、「
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
大
統
領
を
仰
ぎ
見
る
日
本

人
」
と
い
う
視
線
の
構
造
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
日
本
人
家
族
は
実
際
に
は
彫
像
を
見
て
お
ら
ず

4

4

4

4

4

（
実
際
に
「
彫

像
を
眺
め
て
い
る
」
人
物
は
彼
ら
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
）、
不
自
然
な
視
線
の
逆
転
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
明
確
さ
の
代
価

と
し
て
「
演
出
」
を
強
調
し
て
し
ま
う
。「
教
え
る
」
ア
メ
リ
カ
／
「
学
ぶ
」
日
本
と
い
う
同
様
の
構
図
が
、
大
人
と
子
ど
も
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
対
比
を
加
え
て
反
復
さ
れ
る
の
が
、
リ
ン
カ
ー
ン
像
の
レ
プ
リ
カ
を
前
に
し
た
別
の
一
枚
で
あ
る
﹇
図
29
﹈。
こ

こ
で
は
、
制
服
の
軍
人
が
日
本
人
の
子
ど
も
と
手
を
つ
な
い
で
「
親
密
さ
」
を
表
現
し
つ
つ
、「
子
ど
も
・
女
性
」
に
よ
っ
て

支
配
関
係
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
民
主
主
義
の
「
模
範
」
で
あ
る
米
国
会
議
事
堂
を
背
景
に
し
た
別
の
写
真
で
も
、「
教
え

る
」
ア
メ
リ
カ
／「
学
ぶ
」
日
本
の
構
造
が
反
復
さ
れ
る
﹇
図
30
﹈。
こ
こ
で
は
「
学
ぶ
」
日
本
人
は
背
広
姿
の
男
性
に
限
定
さ
れ
、

（
女
性
参
政
権
が
認
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
政
治
へ
の
主
体
的
参
加
か
ら
の
「
女
性
」
の
排
除
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
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4
．
ア
ー
カ
イ
ブ
と
写
真
の
も
つ
暴
力
性

最
後
に
、
本
調
査
で
触
発
さ
れ
た
経
験
を
元
に
、
視
野
を
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
論
へ
と
総
体
的
に
広
げ
る
。
以
下
で
は
、
今
回

の
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
で
の
主
な
調
査
対
象
で
あ
る
「R

G
 111-SC

（
米
陸
軍
通
信
隊
記
録
）」
の
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
の
特
性
に
つ
い
て

概
説
し
、
そ
の
調
査
体
験
を
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
《
ア
ト
ラ
ス
》
と
比
較
し
つ
つ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
と
写
真
の
も
つ
暴
力

性
に
つ
い
て
述
べ
る19

❖

。

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
写
真
閲
覧
室
で
見
ら
れ
る
写
真
は
九
五
〇
万
枚
以
上
と
膨
大
で
、
一
部
し
か
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
て
お
ら

ず
、
当
該
ア
ー
カ
イ
ブ
の
閲
覧
も
現
地
に
赴
く
必
要
が
あ
る
。「R

G
 111-SC

」
は
、
世
界
各
地
に
お
け
る
米
陸
軍
の
活
動
を

「
陸
軍
通
信
隊
（Signal C

orps

）」
が
記
録
し
た
写
真
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
。
一
部
は
米
軍
紙
「
星
条
旗
新
聞
（Stars &

 

Stripes

）」
に
も
掲
載
さ
れ
た
た
め
、
報
道
色
の
強
い
写
真
も
多
く
、
撮
影
地
域
や
対
象
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
。
基
本
的

に
ス
ピ
ー
ド
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
報
道
用
カ
メ
ラ
）
で
撮
影
さ
れ
た
、
四
×
五
イ
ン
チ
判
の
モ
ノ
ク
ロ
の
密
着
プ
リ
ン
ト
が
収
め

ら
れ
て
い
る20

❖

。
裏
面
に
は
、
撮
影
日
や
場
所
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
撮
影
者
な
ど
の
情
報
が
タ
イ
プ
打
ち
で
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
所
蔵

番
号
が
手
書
き
で
記
さ
れ
、
も
の
に
よ
っ
て
は
別
の
管
理
番
号
や
「
米
陸
軍
通
信
隊
」「
機
密
解
除
」
の
ス
タ
ン
プ
、
手
書
き

メ
モ
、「T

okyo

」「K
orea

」
な
ど
の
地
名
・
国
名
や
人
名
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
る
な
ど
、
一
枚
の
紙
面
の
上
に
情

報
の
レ
イ
ヤ
ー
が
輻
輳
し
て
い
る
。

対
象
地
域
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
や
日
本
だ
け
で
な
く
、
日
本
軍
の
旧
占
領
地
域
や
戦
闘
地
域
（
朝
鮮
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ど
）、
同
じ
く
敗
戦
国
の
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
も
含
む
。
ま
た
、
撮
影
対
象
は
、
①
軍
の
活
動
記
録
（
軍
の

パ
レ
ー
ド
や
公
式
行
事
、
日
本
軍
か
ら
押
収
し
た
武
器
や
設
備
類
、
戦
犯
の
連
行
、
接
収
し
た
建
築
物
な
ど
）、
②
報
道
写
真

的
な
性
格
が
強
い
も
の
（
東
京
裁
判
、
普
通
選
挙
、
メ
ー
デ
ー
、
引
揚
や
復
員
の
様
子
、
水
害
や
火
事
の
災
害
現
場
な
ど
）、

③
軍
の
宣
伝
（
現
地
で
の
軍
の
救
援
活
動
、
食
料
配
給
、
市
民
や
子
ど
も
と
の
交
流
な
ど
）、

④
記
念
写
真
的
な
ス
ナ
ッ
プ
（
軍
関
係
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
で
の
休
暇
な

ど
）
や
観
光
的
な
風
景
写
真
も
含
ま
れ
る
な
ど
、
極
め
て
多
様
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
か
つ
調
査
の
障
壁
と
な
る
の
は
、
こ
の
「R

G
 111-SC

」
の
写
真
ア
ー
カ
イ

ブ
が
テ
ー
マ
別
に
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
お
ろ
か
、
紙
の
目
録
も
な
い
こ

と
だ
。
ア
ー
カ
イ
ブ
の
分
類
方
法
（
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
）
は
「
出
所
の
原
則
」

と
「
原
秩
序
尊
重
」
に
従
う
た
め
、
作
成
者
が
構
築
し
た
配
列
が
維
持
さ
れ
た
ま
ま
、
資
料

ボ
ッ
ク
ス
内
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ー
ド
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
か
ら

「Japanese H
om

e

」、「D
ependent H

ousing

」、「Japan, K
yoto

」
な
ど
キ
ー
ワ
ー
ド
を

探
し
、
記
載
さ
れ
た
所
蔵
番
号
の
写
真
が
収
納
さ
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
を
特
定
し
、
閲
覧
申
請
す

る
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
か
つ
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
。
出
納
は
ボ
ッ
ク
ス
単
位
で
行
な

い
、
さ
ら
に
ボ
ッ
ク
ス
内
に
収
め
ら
れ
た
十
冊
前
後
の
フ
ォ
ル
ダ
の
中
か
ら
見
た
い
写
真
を

探
す
た
め
、
目
的
の
写
真
を
確
実
に
一
本
釣
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹇
図
31
﹈。「
写
真
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
」
と
も
形
容
さ
れ
る
、
脈
絡
の
な
い
膨
大
な
写
真
群
の
中
を
進
み
な
が
ら
探
す
作
業
は
、
海
図
の
な
い
航
海
、
手

探
り
で
鉱
脈
を
掘
っ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
だ
。
た
だ
そ
こ
に
は
、
時
間
と
手
間
が
か
か
る
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
な
く
、
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
拾
え
な
か
っ
た
写
真
と
の
思
い
が
け
な
い
遭
遇
と
い
う
プ
ラ
ス
面
も
あ
る
。

そ
こ
で
私
が
体
験
し
た
の
は
、
写
真
そ
の
も
の
に
刻
印
さ
れ
た
暴
力
的
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く

4

4

4

4

4

、
写
真
が
あ
る
「
量
」
的
限

界
を
超
え
た
時
に
帯
び
る
暴
力
性
と
、
イ
メ
ー
ジ
の
軽
重
と
は
無
関
係
に
全
て
を
等
価
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
下
で
均
質
化
し
て

し
ま
う
暴
力
的
な
作
用
と
い
う
、
二
重
、
三
重
の
写
真
の
暴
力
性
だ
っ
た
。
軍
事
パ
レ
ー
ド
で
整
列
し
た
兵
士
た
ち
、
淡
々
と

写
さ
れ
た
工
場
や
港
湾
の
風
景
、現
地
の
人
々
や
街
頭
の
ス
ナ
ッ
プ
、人
々
が
談
笑
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
、休
暇
で
ス
キ
ー
を
楽
し
む

［図31］ NARA写真資料の閲覧の様子。
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写
真
な
ど
、
極
め
て
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
が
グ

リ
ッ
ド
状
に
整
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
パ

ネ
ル
の
総
数
は
八
〇
九
枚
（
二
〇
二
二
年
一

月
時
点
）
に
も
及
ぶ
。
リ
ヒ
タ
ー
の
「
フ
ォ

ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
の
元
ネ
タ
の
写
真

や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
も
含
ま
れ
、
資
料
的
価
値

を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
戦
後
西
ド
イ
ツ
の

社
会
様
相
の
記
録
（
商
品
広
告
、
生
活
風

景
）
と
い
う
側
面
も
持
つ
。
リ
ヒ
タ
ー
の
個

人
史
（
家
族
写
真
、
妻
や
息
子
の
ス
ナ
ッ

プ
）、
作
品
資
料
、
社
会
様
相
の
反
映
、
映

像
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
／
「
負
の
過
去
」
の
記
憶
の
抑
圧21

❖

と
い
っ
た
ど
の
レ
ベ
ル
で
《
ア
ト
ラ
ス
》
を
受
容
・
解
釈
す
る
か
は
見

る
者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
開
か
れ
た
構
造
は
、
見
る
者
の
欲
望
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
異
な
る
姿
を
現
わ
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
に
収
め
ら
れ
た
写
真
群
の
間
に
は
、
潜
在
的
な
読
み
取
り
へ
と
開
か
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
無
数
に
張
り
巡
ら

さ
れ
、
内
部
で
胎
動
し
て
い
る
。
厳
密
な
グ
リ
ッ
ド
構
造
、
矩
形
で
分
割
す
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
、
通
し
番
号
に
よ
る
リ
ニ
ア
な

秩
序
化
は
、
安
定
し
た
秩
序
を
脅
か
そ
う
と
す
る
写
真
の
力
を
防
波
堤
の
よ
う
に
堰
き
止
め
、
写
真
が
あ
る
「
量
」
的
限
界

を
超
え
た
時
に
帯
び
る
暴
力
性
を
な
ん
と
か
制
御
し
よ
う
と
す
る
抑
制
装
置
で
あ
る
。
調
査
資
料
の
収
集
過
程
は
、
写
真
の

「
量
」
的
作
用
が
帯
び
る
暴
力
性
、
内
容
の
軽
重
と
は
無
関
係
に
全
て
を
均
質
化
し
て
し
ま
う
暴
力
的
な
作
用
、
内
部
で
蠢
く

無
数
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
潜
在
性
、
そ
う
し
た
諸
力
と
拮
抗
す
る
制
御
装
置
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
構
造
に
つ
い
て
、
メ
タ
レ

ベ
ル
で
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

［図32］ ゲルハルト・リヒター《アトラス》展示風景、堂島リバービエンナーレ2019
ⓒ Gerhard Richter　Photograph: Kenta Hasegawa

様
子
や
風
光
明
媚
な
雪
山
。
そ
れ
ら
に
混

じ
っ
て
突
如
、
原
爆
の
ケ
ロ
イ
ド
患
者
や
焼

け
野
原
の
市
街
地
を
写
し
た
写
真
が
出
現
す

る
。
そ
の
遭
遇
が
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
の
は
、

イ
メ
ー
ジ
自
体
の
ト
ラ
ウ
マ
的
な
衝
撃
よ
り

も
、「
写
さ
れ
た
も
の
の
軽
さ
／
重
さ
」
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
て
を
等
価
な
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
下
、
均
質
化
し
て
し
ま
う
写
真
の
暴
力

的
な
力
が
露
出
す
る
か
ら
だ
。

こ
う
し
た
、写
真
イ
メ
ー
ジ
の
カ
オ
テ
ィ
ッ

ク
な
奔
流
と
そ
の
暴
力
的
な
作
用
を
浴
び
る

よ
う
な
「
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
の
体
験
」
は
、

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
《
ア
ト
ラ
ス
》

﹇
図
32
﹈
を
想
起
さ
せ
た
。
リ
ヒ
タ
ー
が
一
九

六
〇
年
代
初
期
か
ら
収
集
し
始
め
た
膨
大
な

写
真
を
パ
ネ
ル
に
貼
付
し
て
展
示
す
る
《
ア

ト
ラ
ス
》
に
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
家
族
写

真
、
風
景
写
真
、
静
物
、
新
聞
や
雑
誌
の
切

り
抜
き
、
商
品
広
告
、
強
制
収
容
所
の
写
真
、

ポ
ル
ノ
写
真
、
ド
イ
ツ
赤
軍
事
件
の
報
道
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5
．
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
「R

G
 111-SC

」
の
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
を
対
象
と
し
、
接
収
住
宅
の
記
録
が
も

つ
資
料
的
価
値
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
も
特
に
室
内
写
真
に
内
包
さ
れ
た
「
占
領
」
の
眼
差
し
を
読
み
解
き
な
が

ら
、
分
析
対
象
を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
博
覧
会
と
い
っ
た
近
代
的
視
覚
装
置
へ
と
展
開
し
た
。
さ
ら
に
、
量
的
限
界
を
超
え
た
写

真
と
、
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
一
種
の
制
御
装
置
と
が
せ
め
ぎ
合
う
界
面
に
つ
い
て
も
、
リ
ヒ
タ
ー
の
《
ア
ト
ラ
ス
》
を
参
照
し

な
が
ら
考
察
し
た
。
こ
う
し
た
本
稿
の
試
み
は
、
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
に
対
す
る
複
数
の
眼
差
し
の
横
断
的
交
差
で
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
稿
で
の
分
析
対
象
は
、
米
陸
軍
通
信
隊
と
い
う
公
的
機
関
の
活
動
記
録
や
広
報
的
写
真
群
に
限
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
本
稿
で
言
及
す
る
「
占
領
」
の
眼
差
し
も
公
的
記
録
や
広
報
と
い
う
対
外
的
意
味
を
帯
び
て
い
る
。
ま
た
現
在
、

「
京
都
〈
カ
ラ
ー
写
真
〉
研
究
会
」
に
よ
り
、
占
領
軍
兵
士
が
私
的
に
撮
影
し
た
、
よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
カ
ラ
ー
写
真
の
収

集
と
公
開
が
進
行
中
で
あ
る22

❖

。
そ
の
中
に
は
京
都
市
内
の
接
収
住
宅
の
室
内
を
家
族
と
と
も
に
写
し
た
写
真
も
含
ま
れ
、
一
家

団
欒
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
着
物
を
着
て
の
日
本
人
と
の
交
流
も
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
大
文
字
の
「
支
配
者
」
に
は
必
ず

し
も
還
元
で
き
な
い
、
家
族
写
真
や
観
光
写
真
の
も
つ
、
よ
り
私
的
で
親
密
な
眼
差
し
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
複
合
的

な
眼
差
し
の
元
で
「
占
領
期
日
本
」
を
捉
え
直
す
こ
と
が
、
今
後
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
の
資
料
調
査
に
あ
た
り
、
佐
藤
洋
一
氏
に
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
《
ア
ト

ラ
ス
》
の
現
在
時
点
の
パ
ネ
ル
枚
数
に
つ
い
て
は
、
ワ
コ
ウ
・
ワ
ー
ク
ス
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、《
ア
ト

ラ
ス
》
の
画
像
掲
載
に
あ
た
り
、
飯
田
高
誉
氏
、
レ
ン
バ
ッ
ハ
ハ
ウ
ス
美
術
館
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
飯
田
高
誉
編
（
二
〇
二
〇
）『「
文
明
」

と
「
野
蛮
」
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
：
ゴ
ダ
ー
ル
『
イ
メ
ー
ジ
の
本
』
か
ら
リ
ヒ
タ
ー
《
ア
ト
ラ
ス
》
へ
』（
新
曜
社
）
よ
り
画
像
デ
ー
タ
を
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　

注

❖
1 

村
上
し
ほ
り
「
占
領
下
日
本
に
お
け
る
占
領
軍
家
族
住
宅
の
様
相
」

大
場
編
（
二
〇
二
一
）
五
七
頁
。

❖
2 

村
上
ほ
か
（
二
〇
二
〇
ａ
）。

❖
3 

注
1
と
同
じ
。

❖
4 

大
場
修
「
地
方
都
市
の
占
領
空
間
と
接
収
を
め
ぐ
る
研
究
背
景
」

大
場
編
（
二
〇
二
一
）
十
五
頁
。

❖
5 

占
領
軍
調
達
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
五
六
）
五
三‒

五
四
頁
。

❖
6 

占
領
軍
調
達
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
五
九
）
三
三‒

三
四
頁
。

❖
7 

米
軍
が
占
領
に
必
要
と
す
る
建
物
・
設
備
の
営
繕
、
物
資
・
役
務
の

調
達
を
行
な
う
日
本
政
府
機
関
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
戦
災
復
興
院
と
終
戦

連
絡
中
央
事
務
局
を
一
本
化
す
る
目
的
で
一
九
四
七
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
安
保
条
約
、
行
政
協
定
の
調
印
後
の
一
九
五
二
年
四
月
に
「
調
達

庁
」
に
改
変
さ
れ
た
。
西
川
（
二
〇
一
七
）
一
〇
五
頁
、
村
上
ほ
か
（
二
〇

一
七
）
二
四
四
二
頁
。

❖
8 

原
戸
・
木
口
・
大
場
（
二
〇
一
五
）
一
二
六‒

一
二
七
頁
。

❖
9 

佐
藤
（
二
〇
〇
六
）
一
〇
三‒

一
〇
五
頁
。

❖
10 

木
口
・
原
戸
・
大
場
・
玉
田
（
二
〇
一
三
）、
原
戸
・
木
口
・
大
場

（
二
〇
一
五
）。
ま
た
、
玉
田
（
二
〇
一
三
）
は
、
同
デ
ー
タ
に
加
え
て
京
都

市
内
の
接
収
住
宅
一
件
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

❖
11 

大
場
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
長
田
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
長
田
ほ
か

（
二
〇
一
八
）、
長
田
ほ
か
（
二
〇
二
〇
）、
角
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
角
ほ
か

（
二
〇
一
九
）、
角
ほ
か
（
二
〇
二
一
）、
楠
本
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
阪
本
ほ

か
（
二
〇
二
〇
）、
佐
々
木
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
佐
々
木
ほ
か
（
二
〇
一
七

ａ
）、
佐
々
木
ほ
か
（
二
〇
一
七
ｂ
）、
佐
々
木
ほ
か
（
二
〇
二
〇
）、
砂
本

ほ
か
（
二
〇
一
六
ａ
）、
砂
本
ほ
か
（
二
〇
一
六
ｂ
）、
砂
本
ほ
か
（
二
〇

二
〇
）、
砂
本
ほ
か
（
二
〇
二
一
）、
玉
田
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
中
村
ほ
か

（
二
〇
一
六
）、
中
村
ほ
か
（
二
〇
一
七
）
西
尾
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
西
尾

ほ
か
（
二
〇
一
七
）、
村
上
ほ
か
（
二
〇
一
六
）、
村
上
ほ
か
（
二
〇
一
七
）、

村
上
ほ
か
（
二
〇
二
〇
ａ
）、
村
上
ほ
か
（
二
〇
二
〇
ｂ
）。

❖
12 

西
川
（
二
〇
一
七
）
八
九
頁
。

❖
13 

京
都
駅
開
業
１
０
０
年
記
念
事
業
推
進
協
議
会
編
（
一
九
七
七
）、

西
川
（
二
〇
一
七
）
二
二
四
頁
。

❖
14 

西
川
前
掲
書
、
二
二
二‒

二
二
三
頁
。

❖
15 

『
京
都
新
聞
』
一
九
四
九
年
九
月
十
三
日
。

❖
16 

『
京
都
新
聞
』
一
九
四
九
年
十
一
月
六
日
。

❖
17 

「
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
」
に
つ
い
て
は
下
記
を
参
照
し
た
。
朝
日
新
聞

社
に
よ
る
公
式
カ
タ
ロ
グ
の
平
井
常
次
郎
編
（
一
九
五
〇
）、
津
金
澤
（
二

〇
〇
二
）、
井
川
（
二
〇
〇
四
）、
河
田
（
二
〇
一
一
）。

❖
18 

河
田
（
二
〇
一
一
）。

❖
19 

以
下
の
内
容
は
、
拙
稿
の
高
嶋
（
二
〇
一
八
）
と
の
重
複
や
再
構
成

を
含
む
。

❖
20 

佐
藤
（
二
〇
一
六
）。

❖
21 

ブ
ク
ロ
ー
（
二
〇
一
〇
）。

❖
22 

「
カ
ラ
ー
で
写
さ
れ
た
占
領
期
の
京
都
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
、
二

〇
二
〇
年
十
一
月
よ
り
『
京
都
新
聞
』
に
て
連
載
。
ま
た
、「
戦
後
京
都
の

「
色
」
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
た
！

カ
ラ
ー
写
真
が
描
く
〈
オ
キ
ュ
パ
イ
ド
・

ジ
ャ
パ
ン
〉
と
そ
の
後
」
展
が
京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
に
て
開
催
さ
れ

（
二
〇
二
一
年
七
月
二
十
四
日
〜
緊
急
事
態
宣
言
の
た
め
、
会
期
半
ば
の
八

月
十
九
日
で
閉
幕
）、
同
名
カ
タ
ロ
グ
も
刊
行
。
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Ｑ
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。
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）
九
一
三‒

九
一
四
頁
。

砂
本
文
彦
・
大
場
修
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
・
村
上
し
ほ
り
（
二
〇
二
〇
）「
宮
島
ホ
テ
ル
（
税
務
講
習
所
広
島
支
所
）
の
接
収
と

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
技
術
報
告
集
』（
六
二
）
三
八
三‒

三
八
八
頁
。

砂
本
文
彦
・
大
場
修
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
・
村
上
し
ほ
り
（
二
〇
二
一
）「
占
領
期
岡
山
に
お
け
る
接
収
住
宅
と
保
養
所
に
関
す

る
研
究
」『
日
本
建
築
学
会
技
術
報
告
集
』（
六
五
）
五
二
一‒

五
二
六
頁
。

占
領
軍
調
達
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
五
六
）『
占
領
軍
調
達
史　

占
領
軍
調
達
の
基
調
』
調
達
庁
総
務
部
調
査
課
。

占
領
軍
調
達
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
五
九
）『
占
領
軍
調
達
史　

部
門
編
3 

工
事
』
調
達
庁
総
務
部
総
務
課
。

高
嶋
慈
（
二
〇
一
八
）「
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
の
新
館
（A

rchives II

）
と
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
」artscape 

二
〇
一
八
年
十
月
十
五 

日
号（
Ｄ
Ｎ
Ｐ
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
・
発
行
）。
二
〇
二
二
年
一
月
三
〇
日
閲
覧
。https://artscape.jp/report/review

/10149816_ 

1735.htm
l

玉
田
浩
之
（
二
〇
一
三
）「
占
領
軍
に
よ
る
接
収
住
宅
と
接
収
施
設
地
図
の
建
築
史
的
分
析
」
中
部
大
学
編
『
ア
リ
ー
ナ
＝A

R
E

N
A

 

第
15

号
別
冊
』
風
媒
社
、
二
六‒

三
五
頁
。

玉
田
浩
之
・
大
場
修
・
砂
本
文
彦
・
角
哲
・
村
上
し
ほ
り
・
長
田
城
治
（
二
〇
一
六
）「
占
領
軍
家
族
住
宅
「
皇
子
山
ハ
イ
ツ
」
の
建
設
経
緯

と
跡
地
転
用　

占
領
下
日
本
の
都
市
・
住
宅
に
関
す
る
研
究 

そ
の
８
」『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
二
〇
一
六
）
九
二
三‒

九
二
四
頁
。

津
金
澤
聡
広
（
二
〇
〇
二
）「
朝
日
新
聞
社
の
「
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
」」
津
金
澤
聡
広
編
『
戦
後
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
』
世
界
思
想

社
、
一
六
一‒

一
八
六
頁
。

中
村
咲
子
・
秋
月
佐
耶
子
・
大
場
修
・
原
戸
喜
代
里
・
砂
本
文
彦
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
・
村
上
し
ほ
り
（
二
〇
一
六
）「
占
領
下

愛
知
に
お
け
る
進
駐
軍
住
宅
地
区
と
施
設
移
転　

占
領
下
日
本
の
都
市
・
住
宅
に
関
す
る
研
究　

そ
の
7
」『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演

梗
概
集
』（
二
〇
一
六
）
九
二
一‒

九
二
二
頁
。

中
村
莉
乃
・
楠
本
真
由
・
大
場
修
・
砂
本
文
彦
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
・
村
上
し
ほ
り
（
二
〇
一
七
）「
占
領
下
滋
賀
に
お
け
る
保

養
施
設
の
接
収
と
改
修
の
実
態　

占
領
下
日
本
の
都
市
・
住
宅
に
関
す
る
研
究　

そ
の
14
」『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
二

〇
一
七
）
二
四
五‒

二
四
六
頁
。

仲
本
和
彦
（
二
〇
〇
八
）『
研
究
者
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
徹
底
ガ
イ
ド
』
凱
風
社
。

西
尾
聡
基
・
大
場
修
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
・
村
上
し
ほ
り
（
二
〇
一
六
）「
占
領
期
宮
崎
に
お
け
る
住
宅
接
収
の
研
究
に
つ
い
て

　

占
領
下
日
本
の
都
市
・
住
宅
に
関
す
る
研
究　

そ
の
4
」『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
二
〇
一
六
）
九
一
五‒
九
一
六
頁
。

西
尾
聡
基
・
大
場
修
・
砂
本
文
彦
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
・
村
上
し
ほ
り
（
二
〇
一
七
）「
占
領
下
福
岡
に
お
け
る
施
設
接
収
と
米

軍
ハ
ウ
ス　

占
領
下
日
本
の
都
市
・
住
宅
に
関
す
る
研
究　

そ
の
12
」『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
二
〇
一
七
）
二
四
一‒

二
四
二
頁
。

西
川
祐
子
（
二
〇
一
七
）『
古
都
の
占
領　

生
活
史
か
ら
み
る
京
都　

１
９
４
５‒

１
９
５
２
』
平
凡
社
。

原
田
健
一
（
二
〇
一
六
）「
占
領
期
に
お
け
る
映
像
の
戦
線
」
山
辺
昌
彦
・
井
上
祐
子
編
『
東
京
復
興
写
真
集
』
勉
誠
出
版
、
三
二
五‒

三
三

五
頁
。

原
戸
喜
代
里
・
木
口
な
つ
み
・
大
場
修
（
二
〇
一
五
）「
占
領
期
京
都
に
お
け
る
接
収
住
宅
に
関
す
る
研
究
」『
住
宅
総
合
研
究
財
団
研
究
論

文
集
』（
四
一
）
一
二
一‒

一
三
二
頁
。

半
藤
一
利
編
著
（
二
〇
〇
七
）『
米
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
真
集　

敗
戦
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
記
録
』
上
下
巻
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
出
版
。

平
井
常
次
郎
編
（
一
九
五
〇
）『
ア
メ
リ
カ
博
覧
会
』
朝
日
新
聞
社
。

ブ
ク
ロ
ー
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｈ
・
Ｄ
（
二
〇
一
〇
）「
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
《
ア
ト
ラ
ス
》
―
没
価
値
性
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
」
木
下
哲

夫
・
大
坂
直
史
訳
、
ワ
コ
ウ
・
ワ
ー
ク
ス
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
『
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー　

ア
ト
ラ
ス
（T

E
X

T
 SE

R
IE

S

）』
ワ
コ
ウ
・

ワ
ー
ク
ス
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
、
六
五‒

九
四
頁
。

村
上
し
ほ
り
・
大
場
修
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
・
砂
本
文
彦
（
二
〇
一
六
）「
占
領
期
の
神
戸
に
お
け
る
接
収
ホ
テ
ル
の
状
況　

占

領
下
日
本
の
都
市
・
住
宅
に
関
す
る
研
究　

そ
の
9
」『
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
二
〇
一
六
）
九
二
五‒

九
二
六
頁
。

村
上
し
ほ
り
・
大
場
修
・
砂
本
文
彦
・
玉
田
浩
之
・
角
哲
・
長
田
城
治
（
二
〇
一
七
）「
占
領
下
日
本
に
お
け
る
部
隊
配
備
と
占
領
軍
家
族
住

宅
の
様
相
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』（
七
三
九
）
二
四
四
一‒

二
四
五
〇
頁
。

村
上
し
ほ
り
・
大
場
修
・
砂
本
文
彦
・
角
哲
・
玉
田
浩
之
・
長
田
城
治
（
二
〇
二
〇
ａ
）「
占
領
下
神
戸
に
お
け
る
土
地
・
建
物
の
接
収
と

キ
ャ
ン
プ
建
設
に
関
す
る
研
究
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』（
七
七
八
）
二
七
四
九‒

二
七
五
九
頁
。

村
上
し
ほ
り
・
大
場
修
・
砂
本
文
彦
・
角
哲
・
玉
田
浩
之
・
長
田
城
治
（
二
〇
二
〇
ｂ
）「
占
領
下
大
阪
に
お
け
る
建
物
の
接
収
と
占
領
軍
家

族
住
宅
地
区
の
建
設
に
関
す
る
研
究
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』 （
七
七
八
）
二
八
三
九‒

二
八
四
九
頁
。
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山本和弘

写
真
的
距
離

―
不
鮮
明
画
像
と
し
て
の
版
画
は
現
代
美
術
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
【
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
版1
❖

】

山
本
和
弘　
　

1
．
現
代
美
術
に
お
け
る
版
画

1-

1
．
写
真
を
用
い
た
版
画
は
現
代
美
術
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か

一
九
八
三
年
に
東
京
国
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
現
代
美
術
に
お
け
る
写
真
」
展
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
写

真
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
た
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
導
入
部
と
し
た
も
の
だ
っ
た
﹇
図
1
﹈。
そ
の
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
部
門
は
、
写
真
や

印
刷
物
を
原
版
と
し
た
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
版
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
展
覧
会
の
本
編
は
一
九
七
〇
年
代
以

後
か
ら
写
真
を
使
っ
て
意
欲
的
な
作
品
を
発
表
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
美
術
家
に
よ

る
、
写
真
を
使
っ
た
版
画
か
ら
写
真
そ
の
も
の
へ
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
の
変
化
に
一
種
の
進
化
の
過
程
を
み
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ

で
は
版
画
と
写
真
の
優
劣
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
の
現
代
美
術
に
お
け
る
重
視
の
さ
れ
方
の
推
移
が
着
目
さ
れ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
版
画
の
歴
史
は
、
十
九
世
紀
に
画
像
界
に
登
場
し
た
新
参
者
の
写
真
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
長
く
古
い
。

版
画
は
現
代
美
術
と
は
別
の
領
域
で
生
息
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
〇
年
代
に
写
真
製
版
の
技
法
を
絵
画
に
仮
託
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
時
期
、
版
画
は
現
代
美
術
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
小
論
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
の
写
真
の
隆
盛
に
よ
っ
て
現
代
美
術
か
ら
淘
汰
さ
れ
た
か
に
み
え
た
版
画
が
、

実
は
絵
画
に
も
写
真
に
も
解
決
で
き
な
か
っ
た
問
題
を
解
く
重
要
な
役
割
を
「
そ
の
後
」
に
演
じ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

仮
説
を
検
証
す
る
。
写
真
を
用
い
た
版
画
は
写
真
そ
の
も
の
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
が
、
写
真
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
の
で
き

な
い
写
真
を
用
い
た
版
画
な
ら
で
は
の
特
質
が
見
落
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1-

2
．
現
代
美
術
に
な
っ
た
版
画
：
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト

「
現
代
美
術
に
お
け
る
写
真
」
展
の
企
画
者
の
一
人
の
藤
井
久
栄
は
「
一
九
七
〇
年
代
の
フ
ォ
ト
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
品
も
写

真
製
版
の
版
画
も
除
い
た
」
と
そ
の
論
考
の
冒
頭
で
明
言
し
て
い
る2

❖

。
こ
れ
は
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
版
画
を
採
用
し
た
が
、
フ
ォ

ト
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
絵
画
と
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
以
外
の
写
真
製
版
の
版
画
を
除
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
次
に
「
こ
れ
ら
は

検
討
の
上
、
結
果
と
し
て
除
い
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
深
長
な
記
述
が
続
く
が
、
そ
の
検
討
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
は

い
な
い3

❖

。「
本
展
は
写
真
家
の
写
真
に
よ
る
展
覧
会
で
は
な
く
、
美
術
家
に
よ
る
写
真
を
取
り
入
れ
た
展
覧
会
で
あ
る
」
と
い

う
言
明
は
一
九
八
〇
年
代
の
現
代
美
術
と
写
真
と
の
関
係
を
論
じ
る
際
の
定
型
と
も
な
る
が
、
こ
の
展
覧
会
で
初
め
て
表
明
さ

れ
た
も
の
だ4

❖

。
こ
れ
を
受
け
て
「
現
代
美
術
に
な
っ
た
写
真
」
展
（
栃
木
県
立
美
術
館
、
一
九
八
七
年
）
も
写
真
家
を
凌
駕
す

る
技
術
を
も
っ
た
美
術
家
の
登
場
の
萌
芽
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
写
真
家
の
写
真
も
現
代
美
術
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た

﹇
図
2
﹈。

「
現
代
美
術
に
お
け
る
写
真
」
展
の
予
備
的
考
察
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
論
考
「
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
と
写
真
―
５
人
の
画
家
の
場
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1-

3
．
国
際
版
画
展
再
考

一
九
七
一
年
一
月
号
の
『
美
術
手
帖
』
で
は
「
近
年
版
画
の
国
際
展
が
ブ
ー
ム
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
て

い
る
」
と
、
第
七
回
東
京
国
際
版
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
に
関
連
し
て
美
術
評
論
家
の
三
木
多
門
は
報
告
し
て
い
る7

❖

。
そ
の
理
由

と
し
て
「
版
画
の
形
式
が
取
り
扱
い
易
く
、
輸
送
、
保
険
そ
の
他
の
諸
経
費
が
軽
便
で
あ
る
こ
と8

❖

」
を
あ
げ
、
ま
る
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
移
送
す
れ
ば
容
易
に
大
空
間
を
充
実
さ
せ
て
国
際
展
の
華
と
な
り
え
た
一
九
九
〇
年
代
の
映
像
作
品
の
隆
盛
期
の
状
況
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
。
国
立
国
際
美
術
館
館
長
の
本
間
正
義
も
「
版
画
展
は
輸
送
が
軽
便
で
、
経
費
の
面
で
も
国
際
展
と
し
て
実
施

し
易
く
、
今
や
世
界
各
地
で
国
際
展
ラ
ッ
シ
ュ
と
も
い
う
べ
き
様
相
を
呈
し
て
き
た
」
と
述
べ
、
版
画
の
軽
便
性
を
強
調
し
て

い
る9

❖

。
ま
た
本
間
は
「
国
際
版
画
展
」
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
よ
う
な
「
総
合
国
際
展
」
を
比
較
し
て
「
国
際
版

画
展
の
開
催
は
、
今
日
で
は
弱
小
国
で
も
、
幾
多
の
都
市
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に10

❖

、「
マ
ー
ケ
ッ

ト
方
式
で
は
、（
中
略
）
新
人
ク
ラ
ス
の
値
ぶ
み
を
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
予
算
的
な
面
か
ら
も
公
募
展
方
式
を
と
っ
た
」

と
も
述
べ11

❖

、
正
面
か
ら
版
画
の
市
場
性
に
言
及
し
て
も
い
る
。
一
般
に
総
合
国
際
展
で
は
市
場
性
は
表
向
き
に
は
ベ
ー
ル
に
隠

さ
れ
て
い
た
が
、
国
際
版
画
展
で
は
オ
ー
プ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
世
界
の
現
代
版
画
：
25
年
」
展
（
東
京
都
美
術

館
な
ど
、
一
九
八
一
年
）
で
の
「
現
代
美
術
の
中
で
版
画
の
占
め
る
位
置
と
い
う
の
は
次
第
に
重
み
を
ま
し
て
き
て
い
る
」
と

い
う
「
あ
い
さ
つ
」
と12

❖

、
三
木
の
『
美
術
手
帖
』
で
の
報
告
「
現
代
美
術
の
な
か
で
版
画
が
果
す
役
割
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
国
際
版
画
展
隆
盛
の
何
よ
り
の
理
由
」
は
ほ
ぼ
同
じ
状
況
を
語
っ
て
い
る13

❖

。

そ
の
一
方
で
、
写
真
家
と
写
真
を
使
う
美
術
家
は
ほ
と
ん
ど
交
差
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
例
え
ば
一
九
七
〇
年
八
月
号

の
『
美
術
手
帖
』
は
「
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て　

現
代
写
真
の
位
相
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
で
紹
介
・
議
論
さ
れ

て
い
る
の
は
全
員
が
写
真
家
で
あ
り
、
写
真
を
使
う
美
術
家
は
ひ
と
り
も
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
九
七
八
年
一
二
月
号

の
同
誌
で
も
「
写
真
の
座
標
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
で
い
る
が
、
美
術
家
に
よ
る
写
真
で
は
な
く
、
写
真
家
の
仕
事
が
美
術
の

合
」
に
お
い
て
藤
井
は
次
の
よ
う
に
版
画
と
写
真
の
関
係
を
指
摘
す
る
。「
写
真
は
雑
多
な
イ
メ
ー
ジ
の
複
製
で
あ
り
、
写
真

を
製
版
し
た
版
画
は
〈
複
製
の
複
製
〉
で
あ
る
」
と5

❖

。
初
め
に
あ
る
対
象
が
あ
っ
て
、
そ
の
近
く
に
写
真
と
い
う
複
製
画
像
が

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
遠
く
に
版
画
と
い
う
複
製
画
像
が
あ
る
、
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
の
ミ
メ
ー
シ
ス
論
の
よ
う
な
像
の
階
梯
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
実
在
論
的
な
指
摘
は
版
画
と
写
真
、
そ
し
て
絵
画
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
重
要
だ
。
そ
の
根
拠
が

「
大
き
く
引
き
伸
ば
し
た
写
真
に
粗
い
粒
子
の
質
感
は
あ
っ
て
も
物
質
感
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ6

❖

。

小
さ
な
フ
ィ
ル
ム
か
ら
引
き
伸
ば
さ
れ
た
大
き
な
写
真
は
必
然
的
に
粗
い
粒
子
の
不
鮮
明
画
像
を
も
た
ら
す
。
コ
ン
セ
プ
ト

の
伝
達
が
一
義
的
で
あ
り
、
精
緻
な
写
真
プ
リ
ン
ト
へ
の
需
要
は
ま
だ
高
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
粗
い
粒
子
の
不
鮮
明

画
像
と
し
て
の
写
真
は
、
網
点
に
よ
っ
て
さ
ら
に
不
鮮
明
に
な
り
、
か
つ
複
製
の
複
製
に
な
る
こ
と
を
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
。

［図1］ 「現代美術における写真」展カタログ表紙  
1983年  東京国立近代美術館

［図2］ 「現代美術になった写真」展カタログ表紙
1987年　栃木県立美術館

山本和弘
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外
部
状
況
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
現
代
美
術
、
す
な
わ
ち
芸
術
経
済
学
者
ハ
ン
ス
・
ア
ビ
ン
グ
の
い
う
「
ア
ー
ト

ワ
ー
ル
ド
・
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ド
・
ア
ー
ト
」
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る14

❖

。

1-

4
．
粗
い
粒
子
の
マ
チ
エ
ー
ル

小
論
の
目
的
の
一
つ
は
、
写
真
を
用
い
た
版
画
と
写
真
、
そ
し
て
写
真
の
よ
う
な
絵
画
の
マ
チ
エ
ー
ル
の
相
違
を
吟
味
す
る

こ
と
だ
。
あ
ら
た
め
て
マ
チ
エ
ー
ル
と
は
画
面
表
層
の
質
感
と
定
義
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
の
三
種
は
写
真
ら
し
さ
で
は
共
通

す
る
も
の
の
、
そ
の
素
材
は
当
然
な
が
ら
異
な
る
。
異
な
り
な
が
ら
も
、
あ
た
か
も
写
真
の
よ
う
に
見
え
る
絵
画
と
写
真
か
ら

逃
走
し
よ
う
と
す
る
版
画
と
写
真
ら
し
さ
を
自
己
言
及
的
に
確
認
す
る
写
真
の
相
違
か
ら
、
か
つ
て
低
い
評
価
を
受
け
た
版
画

と
絵
画
の
復
権
の
可
能
性
を
考
察
し
た
い
。

手
の
排
除
、
よ
り
正
確
に
は
特
権
的
な
技
を
も
っ
た
手
わ
ざ
の
排
除
に
、
写
真
と
い
う
機
械
的
メ
デ
ィ
ア
は
貢
献
し
た
。
も

と
よ
り
描
か
れ
て
い
な
い
画
像
と
し
て
の
写
真
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
油
彩
で
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
を
回
復
し
た
の
は
ゲ
ル

ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
（
一
九
三
二‒
）
だ
っ
た
﹇
図
3
﹈。
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
（
一
九
二
八‒

一
九
八
七
）
が
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
に
よ
る
機
械
的
な
粗
い
粒
子
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
絵
画
に
も
た
ら
し
た
の
に
対
し
て
﹇
図
4
﹈ 

、
リ
ヒ
タ
ー
は
絵
具
を
「
手

で
」「
機
械
的
に
」「
描
く
」
写
真
絵
画
と
、
抽
象
絵
画

│
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
イ
ン
ク
を
刷
り
込
む
ス
ク
ィ
ー
ジ
を
応
用

し
て
「
描
か
な
い
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
け
っ
し
て
版
画
的
と
は
評
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

│
を
同
時
進
行
で
制
作
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
逆
説
的
に
成
立
す
る
絵
画
を
生
み
出
し
た
。
ま
た
イ
ン
ク
が
紙
の
上
で
織
り
成
す
微
細
な
網
点
の
饗
宴
を
拡
大
し
て

油
彩
に
置
き
換
え
て
版
画
を
絵
画
化
し
た
の
は
ジ
グ
マ
ー
・
ポ
ル
ケ
（
一
九
四
一‒

二
〇
一
〇
）
だ
っ
た
﹇
図
5
﹈。
リ
ヒ
タ
ー

と
ポ
ル
ケ
と
い
う
「
ズ
ル
い
画
家
」
た
ち
の
絵
画
が
現
代
美
術
の
前
線
に
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
版
画
は
現
代
版
画
た
り
え
て
も
、

も
は
や
現
代
美
術
に
な
っ
た
版
画
と
は
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

山本和弘

右：［図3］ ゲルハルト・リヒター《婚約者を連れたヘルガ・マトゥーラ》1966年
カンヴァス・油彩、199.5×99cm、デュッセルドルフ美術館蔵

左上：［図4］ アンディ・ウォーホル《最重要指名手配者No.1　ジョン・M》1964年
カンヴァス・シルクスクリーン、122×105cm、ハーバート・F.ジョンソン美術館／コーネル大学蔵

左下［図5］ ジグマー・ポルケ《花瓶Ⅱ》1965年　綿布・染料、90×75cm、デュッセルドルフ美術館蔵
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す
抽
象
絵
画
と
が
等
価
に
写
真
を
模
し
て
真
似
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
後
者
は
版
画
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
絵
画
で
あ
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
絵
画
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
ピ
ー
タ
ー
・
ガ
ラ
シ
が

歴
史
的
な
検
討
を
行
っ
た
展
覧
会
「
写
真
以
前
」（
一
九
八
一
年
）

の
状
態
に
憧
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
濃
淡
の
境
目
の
な
い
写
真

の
連
続
階
調
に
こ
そ
憧
れ
て
い
た
の
で
あ
る17

❖

。
す
な
わ
ち
カ
メ
ラ
に

よ
る
三
次
元
の
二
次
元
へ
の
正
確
な
機
械
的
転
写
で
は
な
く
、
二
次

元
平
面
で
の
連
続
階
調
へ
の
絵
画
メ
デ
ィ
ウ
ム
に
よ
る
肉
薄
で
あ
る
。

2-

2
．
写
真
的
距
離
：
版
画
／
絵
画

カ
メ
ラ
を
用
い
た
唯
一
無
二
の
精
密
な
描
写
力
を
写
真
の
一
義

的
な
特
質
と
措
定
し
た
と
き
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
芸
術
ア
カ
デ

ミ
ー
の
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
・
ク
ラ
ス
に
よ
る
大
判
で
高
精
細
の
写
真
展
を

「
遠
・
近
（
原
題 D

istanz und N
ähe

）」 

と
命
名
し
た
ヴ
ル
フ
・

ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
ラ
ー
ト
に
な
ら
っ
て
、
そ
の
特
質
へ
の
遠
近
の
度

合
い
を
写
真
的
距
離
と
小
論
で
は
定
義
し
て
お
こ
う
﹇
図
7
﹈。

紙
と
イ
ン
ク
の
親
密
な
関
係
を
大
画
面
へ
と
転
用
さ
せ
た
ズ
ル
い

絵
画
の
出
現
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
藤
井
久
栄
は
「
版
画
は
そ
れ
に

2
．
版
画
／
写
真
／
絵
画

2-

1
．
網
点
と
連
続
階
調

こ
こ
で
写
真
と
版
画
、
そ
し
て
写
真
と
絵
画
を
分
か
つ
役
目
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
網
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

『
事
典　

プ
リ
ン
ツ
21
』
に
よ
れ
ば
、「
写
真
、
絵
画
な
ど
諧マ
マ

調
、
濃
淡
の
あ
る
も
の
を
再
現
す
る
場
合
」
に
用
い
ら
れ
る
の
が

網
点
で
あ
り
、「
粗
密
の
集
合
体
と
な
る
微
細
な
点
を
網
点
と
い
う
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る15

❖

。
こ
こ
で
は
写
真
と
絵
画
が
階
調

を
も
つ
と
さ
れ
る
が
、
厳
密
に
は
連
続
階
調
を
も
つ
の
は
写
真
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
が
銀
塩
と
ゼ
ラ
チ
ン
を
基
体
と
す
る
感
光

乳
剤
固
有
の
特
質
だ
か
ら
だ
。
し
い
て
付
言
す
れ
ば
、
絵
画
の
階
調
は
非
連
続
階
調
あ
る
い
は
断
続
的
階
調
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。「
一
般
に
網
点
が
細
か
い
ほ
ど
解
像
力
が
高
く
、
原
画
の
再
現
に
忠
実
で
美
し
く
見
え
る
」
の
で16

❖

、
階
調
と

い
う
用
語
を
使
う
な
ら
ば
、
網
点
は
疑
似
的
連
続
階
調
の
発
生
装
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
写
真
原
版
の
階
調
を
そ
の

ま
ま
再
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
細
か
い
網
点
を
用
い
て
い
か
に
写
真
原
版
に
近
づ
け
る
か
と
い
う
の
は

印
刷
業
界
の
発
想
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
網
点
そ
の
も
の
の
構
造
的
魅
力
を
活
か
す
た
め
に
、
粗
い
網
版
を
使
う
美
術
家

の
仕
事
が
、
よ
り
大
き
く
、
よ
り
高
精
細
な
写
真
を
用
い
る
美
術
家
の
対
案
と
な
る
。
現
代
美
術
に
お
い
て
は
、
四
×
五
イ
ン

チ
の
カ
ラ
ー
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
面
積
換
算
で
約
一
二
八
倍
に
引
き
伸
ば
し
て
も
ま
っ
た
く
粒
子
の
ア
レ
な
い
、
高
精
細
の
巨
大

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
プ
リ
ン
ト
を
つ
く
り
だ
し
た
ト
ー
マ
ス
・
ル
フ
（
一
九
五
八‒

）
な
ど
の
タ
ブ
ロ
ー
的
要
素
の
強
い
写
真
が
、

一
九
九
〇
年
代
に
優
勢
と
な
っ
た
か
ら
だ
﹇
図
6
﹈。

こ
こ
で
確
認
す
べ
き
な
の
は
、
リ
ヒ
タ
ー
が
疑
似
的
連
続
階
調
が
限
界
で
あ
る
絵
具
を
用
い
て
、
連
続
階
調
と
等
価
な
画
面

を
作
り
出
す
こ
と
に
腐
心
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ボ
ケ
た
写
真
絵
画
と
版
画
の
ス
ク
ィ
ー
ジ
で
絵
具
を
伸
ば

山本和弘

右：［図6］ トーマス・ルフ
《肖像（シモーヌ・ブッフ）》1988年
タイプCプリント、205×160cm、
栃木県立美術館蔵

左：［図7］ 「遠・近」展カタログ表紙　
1992年
ifa（ドイツ対外文化交流研究所）
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輪
を
か
け
た
希
薄
な
紙
片
に
す
ぎ
な
い
。
写
真
は
現
実
の
代
替
物
、
現
実
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
見
る
見
方
が
で
き
よ
う
が
、
版

画
は
写
真
以
上
に
現
実
か
ら
遠
ざ
か
る
」
と
記
し
て
い
る18

❖

。
こ
こ
で
は
写
真
の
物
質
的
希
薄
性
と
版
画
の
さ
ら
な
る
希
薄
性
と

が
、
現
実
の
対
象
か
ら
遠
ざ
か
る
距
離
の
大
き
さ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
に
み
た
プ
ラ
ト
ン
流
ミ
メ
ー
シ
ス
論
が
こ
こ

で
も
顔
を
出
す
。
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
以
下
の
よ
う
に
終
わ
る
。「
ま
た
、
刷
る
行
為
に
は
描
く
行
為
に
一
脈
通
じ
る
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
実
体
か
ら
一
層
遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る19

❖

」。
対
象
か
ら
の
距
離
す
な
わ
ち
遠
さ
に
お
い
て

版
画
が
絵
画
と
近
い
そ
の
分
だ
け
余
計
に
、
絵
画
は
現
代
美
術
に
お
け
る
版
画
を
蔭
の
存
在
た
ら
し
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
書
斎
や
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
で
個
人
的
に
鑑
賞
さ
れ
る
版
画
と
、
巨
大
化
す
る
美
術
館
や
総
合
国
際
展
の
会
場
で

遠
目
の
利
く
巨
大
作
品
の
需
要
が
増
え
る
と
い
う
、
鑑
賞
環
境
の
文
化
経
済
的
変
化
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
小
論

の
ひ
と
つ
の
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
巨
大
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
あ
り
な
が
ら
粗
い
粒
子
に
よ
る
ボ
ケ
を
克
服
し
た
高
精
細
写
真

は
、
巨
大
サ
イ
ズ
を
復
活
さ
せ
た
新
表
現
主
義
絵
画
な
ど
と
ほ
ぼ
互
角
に
対
峙
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
総
合
国
際
展
で
も
対

等
に
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
化
し
た
。
し
か
し
版
画
が
総
合
国
際
展
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
巨
大
化

す
る
美
術
鑑
賞
市
場
は
、
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
鑑
賞
を
要
請
す
る
版
画
の
活
躍
の
場
を
、
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
以
降
の
現
代
美
術

か
ら
徐
々
に
奪
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

2-

3
．
版
画
か
ら
の
写
真
の
逃
走

「
現
代
美
術
に
お
け
る
写
真
」
展
第
二
部
の
エ
ッ
セ
イ
「
写
真
に
よ
る
美
術

―
日
本
の
状
況
」
で
、
企
画
者
の
一
人
の
近
藤

幸
夫
は
「
一
九
六
〇
年
代
に
一
般
化
し
た
写
真
製
版
の
技
術
は
版
画
家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
る
夥
し
い
数

の
作
品
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ら
は
造
形
芸
術
の
外
延
を
広
げ
日
常
的
な
事
物
を
も
作
品
に
と
り
い
れ
て
い
っ
た
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト

に
端
を
発
す
る
も
の
の
、
次
第
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
効
果
の
み
を
目
的
と
し
た
マ
ニ
エ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
を
も
多
く
生
み

出
す
結
果
と
な
っ
た
」
と
述
べ20

❖

、
先
に
見
た
藤
井
の
「
こ
れ
ら
は
検
討
の
上
、
結
果
と
し
て
除
い
た
の
で
あ
る
」
に
対
す
る
明

確
な
回
答
を
提
示
し
て
い
る
。

現
代
美
術
に
写
真
が
入
る
端
緒
と
な
っ
た
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
も
現
代
美
術
の
中
で
重

要
な
役
割
を
演
じ
続
け
て
い
る
。「
彼
ら
﹇
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
：
引
用
者
注
﹈
の
技
法
は
も
っ
ぱ
ら
印
刷
物
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
か
版
画
で

あ
り
、
そ
の
特
徴
的
な
手
法
は
映
像
の
拡
大
、
反
復
、
重
ね
合
わ
せ
な
ど
で
あ
っ
た
」
と
「
現
代
美
術
に
お
け
る
写
真
」
展
の

企
画
者
の
一
人
の
松
本
透
が
第
三
部
「
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
と
写
真
」
の
エ
ッ
セ
イ
で
総
括
す
る
と
お
り21

❖

、
こ
こ
で

も
写
真
を
用
い
た
版
画
は
積
極
的
に
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
写
真
製
版
の
版
画
は
す
で
に
台
頭
す
る
写
真
の
議
論
か
ら
除

か
れ
て
い
た
が
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
か
ら
も
除
か
れ
た
こ
と
が
次
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。「
そ
の
場
合
に
個
々
の

写
真
は
、
実
物
お
よ
び
文
字
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
特
定
の
事
物
の
写
真
で
あ
る
こ
と
を
や
め
（
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
写
真
で
あ
る
こ
と
を
や
め
）、
事
物
お
よ
び
概
念
一
般
に
対
す
る
、
映
像
一
般
を
意
味
し
始
め
る
だ
ろ
う
（
オ
ブ

ジ
ェ
と
し
て
の
写
真
に
収
束
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
）。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
自
己
以
外
の
何
も
の
も
指
し
示
さ
な
い
自
己
同
一
的
な

事
物
に
な
り
、
事
物
―
映
像
―
概
念
を
並
置
し
た
作
品
全
体
も
ま
た
、
自
己
完
結
的
な
シ
ス
テ
ム
と
な
る
の
で
あ
る
」
と22

❖

。
現

代
美
術
の
様
々
な
変
貌
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
は
二
十
一
世
紀
の
今
日
ま
で
そ
の
底
流
に
あ
り
続

け
て
お
り
、「
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
の
写
真
」
と
は
、
そ
の
基
盤
に
写
真
が
あ
る
状
態
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
松
本
の
分
析
は

一
九
九
〇
年
の
「
移
行
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
展
（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
）
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
河
本
信
治
の
そ
れ
に
先
行
す
る
も

の
で
あ
る
。
河
本
は
「
写
真
家
た
ち
は
、
近
代
写
真
の
枠
組
み
の
中
に
呪
縛
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
美
術
家
た
ち
は
、

本
当
の
問
題
は
写
真
技
術
で
は
な
く
、
生
産
さ
れ
た
写
真
イ
メ
ー
ジ
の
制
御
を
超
え
た
増
殖
と
蓄
積
に
あ
る
こ
と
を
鋭
く
見
抜

い
た
」
と
述
べ23

❖

、
写
真
家
と
美
術
家
の
写
真
に
対
す
る
態
度
の
差
異
に
着
目
し
た
。
と
同
時
に
、
版
画
家
と
い
う
美
術
家
と
コ

ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
美
術
家
が
、
写
真
へ
の
態
度
に
お
い
て
明
確
に
差
異
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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派
」
か
ら
思
索
を
派
生
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
峯
村
の
い
う
写
真
の
透
明
性
は
、
先
に
確
認
し
た
松
本
と
河
本
が
言
及
す
る
コ
ン

セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
写
真
の
直
接
性
と
こ
そ
通
じ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
峯
村
は
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
写

真
を
「
概
念
派
」
と
し
て
、「
位
置
派
」
さ
ら
に
は
絵
画
の
延
長
線
上
に
あ
る
「
映
像
派
」
と
も
区
別
し
て
お
り
、
小
論
の
議

論
に
は
こ
の
映
像
派
の
分
類
の
方
が
有
効
で
あ
る
の
だ
が
。

3
．
網
点
と
連
続
階
調
と
の
闘
争

3-

1
．
現
代
美
術
の
嫡
子
と
庶
子

版
画
家
た
ち
の
繊
細
な
行
為
は
、
ポ
ル
ケ
以
前
に
す
で
に
印
刷
産
業
に
よ
っ
て
搾
取
さ
れ
て
い
た
。
複
製
印
刷
物
を
複
写
し

て
写
真
化
す
る
方
法
を
、「
脱
走
す
る
写
真
」
展
（
水
戸
芸
術
館
、
一
九
九
〇
年
）
を
企
画
し
た
長
谷
川
祐
子
は
「
リ
・
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
」
と
呼
び
、「「
リ
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
」
に
よ
っ
て
印
画
紙
と
し
て
現
前
さ
せ
た
と
き
、
そ
れ
は
身
体
性
を
も
っ
た

オ
ブ
ジ
ェ
と
な
る
」
と
指
摘
し
て28

❖

、
印
刷
物
と
写
真
の
マ
チ
エ
ー
ル
の
差
異
を
物
質
性
と
み
な
す
と
と
も
に
、
印
刷
さ
れ
た
写

真
を
あ
ら
た
め
て
写
真
と
し
て
回
収
す
る
美
術
家
ら
の
写
真
の
写
真
と
い
う
べ
き
方
法
に
着
目
し
た
。
長
谷
川
は
「
写
真
は

一
八
三
〇
年
代
、
近
代
と
と
も
に
生
ま
れ
た
。
近
代
的
自
我
の
表
出
に
貢
献
し
て
き
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
の
展
開
の
一
方
で
、

人
々
は
こ
の
〝
庶
子
〞
を
ど
う
扱
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
今
ま
で
き
た
」
と
写
真
の
曖
昧
な
出
自
を
分
析
し
て
、
伝
統

あ
る
絵
画
や
版
画
が
正
嫡
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
写
真
の
始
ま
り
は
美
術
の
部
外
者
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る29

❖

。
そ
し
て
物

質
性
の
議
論
に
は
「
写
真
と
物
質
性
の
間
に
は
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が
あ
る
。
一
つ
は
写
真
映
像
の
持
つ
直
接
性
、
真
実
性
、
迫

真
性
、
ス
ピ
ー
ド
、
な
ど
を
絵
画
や
彫
刻
の
中
に
取
り
込
も
う
と
す
る
、
写
真
の
外
部
か
ら
き
た
ベ
ク
ト
ル
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
あ
ま
り
に
流
通
し
過
ぎ
、
実
在
感
の
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
写
真
に
そ
れ
が
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

2-

4
．
写
真
の
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
か
ら
の
独
立

同
じ
一
九
九
〇
年
に
、
版
画
か
ら
写
真
へ
と
い
う
流
れ
に
反
し
て
写
真
と
版
画
を
等
価
に
扱
う
展
覧
会
が
山
口
県
立
美
術
館

で
開
か
れ
た
。「
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
ア
ー
ト
」
展
で
あ
る
。「
こ
の
展
覧
会
は
一
九
七
〇
年
以
後
の
写
真
製
版
に
よ
る
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
の
展
開
を
（
中
略
）
明
ら
か
に
す
る
企
画
で
あ
る
」
と
美
術
評
論
家
の
針
生
一
郎
が
「
誤
解
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら

わ
か
る
よ
う
に24

❖

、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
は
写
真
製
版
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
。
針
生
の
誤
解
は
、
こ
の
企
画
は
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
で
は
な
い
版
画
を
も
広
く
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
写
真
製
版
＝
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
」
と
一
般
に
理
解
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
写
真
製
版
は
写
真
原
版
の
フ
ィ
ル
ム
や
そ
の
プ
リ
ン
ト
か
ら
い
く
つ
か
の
遮
蔽
面
（
ス
ク
リ
ー
ン
）
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
当
然
な
が
ら
原
版
の
像
は
不
鮮
明
に
な
る
宿
命
に
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
遮
蔽
面
の
弱
点
で
は
な
い
。
美
点
で
あ

る
こ
と
を
見
出
し
た
の
は
こ
の
企
画
に
参
加
し
た
版
画
家
た
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
不
鮮
明
な
遮
蔽
面
を
現
代
美
術
と
し
て
前
景

化
し
た
の
は
画
家
の
ポ
ル
ケ
で
あ
る
。
ポ
ル
ケ
は
透
過
性
の
あ
る
遮
蔽
面
と
し
て
網
点
の
ゆ
る
い
ド
ッ
ト
を
何
度
も
拡
大
コ

ピ
ー
し
て
再
解
釈
し
た
。

だ
が
美
術
評
論
家
の
峯
村
敏
明
は
、
す
で
に
一
九
八
〇
年
三
月
号
の
『
美
術
手
帖
』
の
特
集
「
美
術
に
よ
る
写
真
、
写
真
に

よ
る
美
術
」
に
寄
せ
て
「
か
つ
て
私
は
、
写
真
を
透
明
性
の
媒
体
だ
と
し
て
、
彫
刻
の
不
透
明
性
、
絵
画
の
半
透
明
性
に
対
比

さ
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
記
し
て
、
透
明
性
を
写
真
の
議
論
に
誘
い
込
む25

❖

。
さ
ら
に
峯
村
は
「
何
ら
か
の
意
味
で
存
在
の
定

位
を
求
め
る
手
段
と
し
て
の
写
真
」
を
「
位
置
派
」
と
呼
び26

❖

、「
位
置
派
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
写
像
は
、
こ
の
よ
う
な
写
真
の
透

明
性
に
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
の
不
透
明
さ
に
じ
か
に
達
し
、
実
在
を
打
つ
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

記
し27

❖

、
透
明
か
ら
不
透
明
へ
の
階
調
に
メ
デ
ィ
ウ
ム
の
存
在
論
的
差
異
を
見
出
し
て
い
る
。
だ
が
画
像
表
面
の
支
持
体
と
い

う
観
点
で
は
、
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
は
絵
画
や
版
画
と
同
じ
く
不
透
明
で
あ
り
、
透
明
な
の
は
フ
ィ
ル
ム
で
あ
る
。「
も
の

山本和弘
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て
展
開
さ
れ
る
可
能
性
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
写
真
と
い
う
肉
体
の
内
部
か
ら
で
た
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
」
と
解
決
の
方
向

性
を
示
す30

❖

。
長
谷
川
の
こ
の
写
真
の
特
性
の
記
述
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
ま
ま
版
画
の
特
性
す
な
わ
ち
非
直
接
性
、
非
真
実

性
、
非
迫
真
性
、
鈍
速
に
も
な
る
。
そ
の
う
え
で
「
極
言
す
れ
ば
写
真
は
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
く
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
こ
の
定
義
に
お
い
て
は
〝
自
立
〞
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
、「
庶
子
」
で
あ
り
な
が
ら
も
実
は
「
自
立
」
す
る

写
真
独
自
の
立
ち
位
置
を
こ
う
表
現
し
た31

❖

。
こ
こ
に
も
写
真
を
援
用
し
た
版
画
で
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
の
写
真
、

し
か
も
巨
大
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
隆
盛
の
根
拠
の
ひ
と
つ
が
見
出
さ
れ
る
。

3-

2
．
写
真
と
版
画
の
（
非
）
物
質
性

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
版
画
の
物
質
性
で
あ
る
。「
物
を
素
材
と
し
て
で
な
く
主
体
と
し
て
作
品
化
さ
せ
る
こ
と
で
新

し
い
芸
術
表
現
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
派
の
試
み
は
、
印
画
紙
に
焼
き
付
け
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
や
記
憶
を
物
質
化
し
て

い
く
写
真
の
あ
り
方
と
同
様
で
あ
っ
た
」
と
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
の
千
葉
由
美
子
は
述
べ
、
写
真
の
物
質
性
を
も
の
派
の
即
物
的
存

在
感
と
非
物
質
的
観
念
と
が
融
合
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
た32

❖

。
と
こ
ろ
が
、
美
術
評
論
の
光
田
由
里
は
同
じ
企
画
の

メ
イ
ン
テ
キ
ス
ト
で
「
写
真
の
複
数
性
や
非
物
質
感
に
も
、
旧
来
の
美
術
品
価
値
基
準
を
変
え
う
る
要
素
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
、

写
真
を
非
物
質
的
と
記
し
て
い
る33

❖

。
先
に
み
た
と
お
り
長
谷
川
は
写
真
を
物
質
的
と
し
て
い
た
。
光
田
は
「
区
切
ら
れ
た
平
面

で
あ
る
写
真
画
像
は
、
実
際
に
は
あ
る
角
度
の
、
あ
る
光
の
反
射
状
態
の
切
り
取
り
に
過
ぎ
な
い
」
と
述
べ
、
印
画
紙
の
「
薄

い
紙
」
を
も
の
派
の
木
や
石
な
ど
と
対
比
し
て
い
る34

❖

。
こ
う
し
た
議
論
を
経
て
、
光
田
は
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
の
現
代
美
術

に
お
け
る
写
真
の
意
義
を
「
徹
底
し
た
表
象
批
判
」
と
総
括
す
る
。
と
す
れ
ば
粗
い
粒
子
に
よ
る
写
真
の
写
真
を
版
画
で
不
鮮

明
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
面
の
物
質
感
を
よ
り
希
薄
化
さ
せ
た
斎
藤
智
（
一
九
三
六‒

二
〇
一
三
）
の
仕
事
は
、
同
じ
表

象
批
判
で
あ
り
な
が
ら
も
徹
底
さ
に
欠
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
﹇
図
8
﹈。
徹
底
し
た
表
象
批
判
を
「
写
真
の
写
真
」
で
展
開
し

た
高
松
次
郎
は
、
長
谷
川
の
指
摘
し
た
「
写
真
映
像
の
持
つ
直
接
性
、
真

実
性
、
迫
真
性
、
ス
ピ
ー
ド
」
と
い
う
写
真
の
特
性
を
活
用
し
た
こ
と
に

な
る35

❖

。「
写
真
の
写
真
」
を
版
画
化
す
る
と
同
時
に
画
像
を
徹
底
的
に
ボ

カ
し
た
斎
藤
智
は
、
ま
っ
た
く
逆
に
「
非
直
接
性
、
非
真
実
性
、
非
迫
真

性
、
鈍
速
」
と
い
う
写
真
の
特
性
を
後
景
に
追
い
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

徹
底
性
を
欠
い
た
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
不
鮮
明
画
像
を
積
極
的
に
提

示
し
な
が
ら
絵
画
に
も
写
真
に
も
未
到
の
根
源
的
な
画
像
批
判
を
お
こ

な
っ
た
の
で
あ
る
。
何
等
か
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
で
定
着
さ
れ
、
固
着
さ
れ
た

確
定
的
で
専
制
的
な
鮮
明
画
像
を
疑
わ
し
い
も
の
と
し
て
浮
上
さ
せ
る
こ

と
、
そ
れ
が
版
画
の
非
物
質
的
で
あ
る
が
ゆ
え
の
批
評
性
な
の
で
あ
る
。

3-

3
．
版
画
の
拡
散
と
現
代
美
術
か
ら
の
淘
汰

一
九
五
七
年
に
始
ま
り
一
九
七
九
年
の
第
十
一
回
を
最
後
に
終
了
し
た

東
京
国
際
版
画
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
つ
い
て
、「
版
画
の
一
九
七
〇
年
代
」

展
（
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
一
九
九
六
年
）
の
企
画
者
の
瀬
尾
典
昭
は
、

従
来
の
版
画
と
新
た
な
版
画
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
の
拡
大
に
つ
い
て
興
味
深
い

報
告
を
行
っ
て
い
る
。「
一
九
七
〇
年
の
第
七
回
に
は
オ
フ
セ
ッ
ト
が
許

可
さ
れ
、
一
九
七
四
年
の
第
九
回
か
ら
は
（
中
略
）
モ
ノ
タ
イ
プ
の
出

品
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
の
一
九
七
九
年
の
第
十
一
回
に
は
、

山本和弘
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規
定
に
は
表
れ
て
い
な
い
が
、
写
真
そ
の
も
の
も
出
品
を
認
め
ら
れ
大
き
な
変
化
が
表
れ
て
い
た
」
と
記
し
て
、
版
画
展
が
自

ら
版
画
の
定
義
を
拡
張
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る36

❖

。

ま
た
目
黒
区
美
術
館
の
正
木
基
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
駒
井
哲
郎
や
斎
藤
清
、
棟
方
志
功
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
受
賞
し
た
事
実
を
あ
げ
な
が
ら
、
そ
れ
が
版
画
そ
の
も
の
の
優
越
性
で
は
な
く
、「
縄

文
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
や
「
民
族
的
な
ヴ
ァ
イ
タ
リ
ズ
ム
」
が
「
海
外
か
ら
日
本
固
有
の
表
現
」
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る37

❖

。
こ
れ
は
二
十
世
紀
末
か
ら
も
の
派
が
に
わ
か
に
米
国
の
研
究
市
場
と
美
術
市
場
で
同
時
に
称
揚
さ
れ
る
の
と
同
じ

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
彼
ら
の
よ
う
な
「
版
画
と
し
て
の
版
画
」
で
は
な
く

「
現
代
美
術
と
し
て
の
版
画
」
が
登
場
し
て
、「
版
形
式
の
多
様
化
と
拡
散
」
が
進
ん
だ
動
向
を
正
木
は
み
て
い
る38

❖

。
正
木
の
指

摘
す
る
「
版
形
式
の
多
様
化
と
拡
散
」
を
受
け
る
よ
う
に
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
の
滝
沢
恭
司
は
、「
従
来
、
絵
画
あ

る
い
は
版
画
の
領
域
に
見
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
さ
え
も
、
写
真
の
中
に
表
出
し
て
き
た
」
と
み
な
が
ら
、
写
真
の
表
現
の
新
し
さ

で
は
な
く
、
絵
画
と
版
画
と
の
代
替
可
能
性
を
写
真
に
み
て
、
そ
の
共
存
関
係
を
「
マ
ニ
エ
ラ
の
交
叉
点
」
と
命
名
し
た39

❖

。
さ

ら
に
正
木
は
「
版
画
は
版
画
の
文
脈
で
、
そ
し
て
美
術
総
体
の
文
脈
で
も
」
と
版
画
の
お
か
れ
た
地
政
学
的
文
脈
を
指
摘
し
て
、

国
家
と
帝
国
、
国
家
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
よ
う
な
二
重
構
造
の
中
で
翻
弄
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
点
に
版
画
の
運
命
を
み
る
興
味

深
い
指
摘
を
行
っ
た40

❖

。
こ
の
比
喩
を
受
け
て
画
像
芸
術
全
体
が
帝
国
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
絵
画
と
そ
の
覇
権
を
争
う
戦
い

の
只
中
に
身
を
投
じ
て
リ
ス
ク
を
と
っ
た
の
が
写
真
で
あ
り
、
リ
ス
ク
回
避
で
や
や
距
離
を
と
っ
た
の
が
版
画
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
版
画
は
現
代
美
術
か
ら
表
面
的
に
は
淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。

3-

4
．
網
点
の
逆
襲

小
論
で
確
認
し
た
い
の
は
、
網
点
が
像
を
ボ
ケ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
細
部
で
は
鮮
明
化
を
促
進
さ
せ
る
と
い
う
相
反
し
た
効

果
で
あ
る
。
絵
画
に
お
い
て
像
が
ボ
ケ
る
作
品
は
わ
ず
か
の
例
外
を
除
け
ば
基
本
的
に
は
な
い
。
絵
画
の
ボ
ケ
は
タ
ブ
ー
と
い

う
よ
り
も
、
肉
眼
に
依
存
す
る
限
り
「
写
真
以
前
」
に
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
。
脳
を
通
じ
て
パ
ン
フ
ォ
ー
カ
ス
を
目
指
す
か

の
よ
う
な
人
間
（
画
家
）
の
眼
を
も
と
に
絵
画
は
制
作
さ
れ
る
か
ら
だ
。
対
し
て
、
写
真
の
部
分
的
な
ボ
ケ
は
け
っ
し
て
タ

ブ
ー
で
は
な
い
が
、
し
か
し
画
面
全
体
の
ボ
ケ
は
タ
ブ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
は
正
確
な
描
写
力
を
劣
化
さ
せ
、
写
真
の
絵
画
に
対

す
る
本
来
的
な
機
能
的
優
位
性
を
阻
害
す
る
か
ら
だ
。
し
か
し
写
真
製
版
は
、
図
ら
ず
も
画
面
全
体
が
ボ
ケ
る
現
象
を
引
き
起

こ
し
た
。
技
術
的
に
は
小
さ
な
写
真
原
版
を
引
き
伸
ば
し
て
ボ
ケ
た
画
像
を
網
点
で
疑
似
的
に
連
続
階
調
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
原
版
の
階
調
を
相
当
程
度
に
再
現
し
た
も
の
が
可
能
だ
。
引
き
伸
ば
し
に
よ
っ
て
ボ
ケ
た
写
真
を
、
印
画
紙
で
は
作
品
た

り
え
な
い
も
の
を
、
擬
似
的
連
続
階
調
に
す
べ
て
変
換
し
尽
く
す
方
法
が
写
真
製
版
だ
。
し
か
し
網
点
の
線
数
が
高
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
網
点
が
目
立
た
な
く
な
り
品
質
の
高
い
印
刷
物
に
な
る
が
、
こ
れ
で
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
版
画
は
写
真
に
追
い

つ
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
線
数
と
は
印
刷
用
語
で
「lpi

（line per inch

）」
と
表
記
さ
れ
る
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
世
界
の
「dpi

（dot per inch

）」
と
同
じ
く
一
種
の
解
像
度
と
解
し
て
よ
い
。
こ
の
線
数
を
後
追
い
す
る
限
り
、
版
画
は
写
真
の
劣
位
に
置

か
れ
る
の
み
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ス
ク
リ
ー
ン
線
数
す
な
わ
ち
網
点
を
粗
く
す
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
の
劣
性
は
高
ま
る
が
、

未
知
の
画
像
と
し
て
の
斬
新
度
は
逆
説
的
に
高
ま
る
の
で
あ
る
。

4
．
鮮
明
画
像
の
有
用
性
と
不
鮮
明
画
像
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
非
有
用
性

4-

1
．
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
に
鮮
明
で
巨
大
な
写
真
は
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

写
真
を
使
っ
た
版
画
を
完
全
に
除
外
し
た
展
覧
会
に
、
先
述
の
「
移
行
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
展
が
あ
る
。
な
ぜ
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
ル
・
ア
ー
ト
は
写
真
を
使
っ
た
版
画
で
は
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
の
写
真
に
こ
だ
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
移
行

山本和弘
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失
し
た
失
敗
写
真
へ
の
着
目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
廃
棄
物
と
し
て
の
画
像
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
だ
が
、
日
本
に
お
い
て
も

一
九
八
〇
年
に
注
目
す
べ
き
洞
察
が
あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
批
評
家
の
上
野
昂
志
は
一
九
七
〇
年
代
の
現

代
美
術
に
お
け
る
写
真
に
関
す
る
言
説
の
中
で
、「
失
敗
写
真
」
に
ふ
れ
て
い
る
。「
そ
こ
﹇
美
術
：
引
用
者
注
﹈
で
は
、
基
本
的

に
失
敗
と
い
う
概
念
は
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
も
っ
と
も
よ
く
撮
れ
た
一
枚
と
い
う
概
念
が
な
い
の
だ44

❖

」。
こ
の
こ
と
は

「
写
真
家
に
は
、
失
敗
と
い
う
概
念
も
、
も
っ
と
も
よ
く
撮
れ
た
一
枚
と
い
う
概
念
も
あ
る
」
と
い
う
写
真
と
現
代
美
術
に
お

け
る
写
真
の
決
定
的
な
差
異
を
指
摘
し
て
い
る45

❖

。
プ
ロ
の
写
真
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
写
真
と
い
わ
れ
た
議
論
と
は
次
元
を
異
に
す

る
。
も
っ
と
も
よ
く
撮
れ
た
一
枚
の
蔭
で
失
敗
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
膨
大
な
数
の
フ
ィ
ル
ム
や
印
画
紙
は
、
写
真
と
し
て
の
有

用
性
を
失
っ
て
は
い
る
が
、
画
像
と
し
て
の
存
在
価
値
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
日
本
で
気
づ
い
て
い
た
美
術

家
こ
そ
、
写
真
を
援
用
す
る
版
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
行
為
の
繰
り
返
し
や
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
よ
り
不
鮮
明

度
を
増
し
た
一
枚
の
写
真
は
、
写
真
家
と
世
間
一
般
の
い
う
失
敗
写
真
へ
と
後
退
し
て
い
く
と
同
時
に
、
う
ま
く
撮
れ
た
写
真

か
ら
も
離
れ
、
画
像
一
般
と
り
わ
け
美
術
そ
の
も
の
を
批
評
す
る
作
品
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
不
鮮
明

画
像
を
位
置
づ
け
る
言
説
は
、
リ
ヒ
タ
ー
や
ポ
ル
ケ
に
関
す
る
言
説
の
登
場
以
前
の
日
本
に
は
な
か
っ
た
。
だ
が
版
画
家
た
ち

の
手
に
よ
っ
て
作
品
は
着
実
に
生
み
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

4-

3
．
な
ぜ
不
鮮
明
画
像
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
現
代
美
術
と
し
て
重
要
な
の
だ
ろ
う
か

展
覧
会
場
を
ほ
ぼ
ボ
ケ
作
品
で
埋
め
尽
く
し
た
展
覧
会
が
、
一
九
九
四
年
に
梅
津
元
が
企
画
し
た
「「
う
つ
す
こ
と
」
と

「
見
る
こ
と
」
―
意
識
拡
大
装
置
」（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
）
だ
。
企
画
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
不
鮮
明
画
像
は
主
題
化
さ
れ

て
は
い
な
い
が
、
梅
津
は
「
芸
術
を
情
報
化
し
て
し
ま
う
写
真
の
力
を
否
認
す
る
こ
と
で
、
大
戦
直
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

モ
ダ
ニ
ズ
ム
絵
画
は
活
力

―
絵
画
と
彫
刻
の
浸
透
作
用

―
を
え
て
き
た
」
と
批
評
家
ダ
グ
ラ
ス
・
ク
リ
ン
プ
の
フ
レ
ー
ズ

す
る
イ
メ
ー
ジ
」
展
で
河
本
信
治
は
、
美
術
家
た
ち
は
写
真
技
術
で
は
な
く
、
写
真
イ
メ
ー
ジ
の
制
御
を
超
え
た
増
殖
と
蓄
積

に
本
当
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
鋭
く
見
抜
い
た
、
と
強
調
し
て
い
た
。
河
本
は
一
九
八
〇
年
代
の
写
真
の
重
要
性
を
指
摘
す
る

上
で
、「
写
真
は
美
術
家
の
「
着
想
」
を
機
械
的
に
提
示
す
る
手
段
と
し
て
作
品
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
り41

❖

」、
ま
た
「
こ
こ
で

写
真
は
、
定
着
さ
れ
た
映
像
＝
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
な
い
」
と
写
真
の
無
媒
介
性
を
重
視
す
る42

❖

。
先
に
検
討
し
た
峯
村
の
透
明
性

や
長
谷
川
の
い
う
直
接
性
の
議
論
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
つ
ま
り
写
真
を
用
い
た
版
画
は
写
真
の
無
媒
介
性
を
絵
画
的
な
恣
意

性
へ
と
逆
行
さ
せ
る
た
め
に
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
プ
リ
ン
ト
が
重
視
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

成
功
し
た
写
真
と
失
敗
し
た
写
真
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
感
光
乳
剤
の
み
が
も
つ
マ
チ
エ
ー
ル
で
あ
る
。

「
移
行
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
展
に
寄
稿
し
た
パ
リ
国
立
近
代
美
術
館
の
ア
ラ
ン
・
サ
ヤ
グ
は
こ
う
述
べ
る
。「
写
真
は

―
被
写
体

の
組
成
の
違
い
を
消
し
去
る

―
統
一
的
な
マ
チ
エ
ー
ル
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
特
異
で
普
遍
的
な
準
拠
の
枠
で
あ

る43
❖

」。
絵
画
の
写
真
も
版
画
や
印
刷
物
の
写
真
も
写
真
の
写
真
も
そ
れ
自
体
が
平
面
で
あ
る
被
写
体
が
写
真
に
変
換
さ
れ
る
と

き
、
写
真
は
す
べ
て
の
平
面
作
品
を
総
括
し
う
る
唯
一
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
画
面
が
物
理

的
に
も
視
覚
的
に
も
真
正
の
オ
ー
ル
オ
ー
バ
ー
に
な
り
う
る
メ
デ
ィ
ウ
ム
と
し
て
の
写
真
を
サ
ヤ
グ
は
こ
う
評
し
た
。
絵
画
も

版
画
も
写
真
の
も
つ
こ
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
志
向
し
、
憧
れ
、
そ
し
て
強
く
反
発
す
る
。
こ
う
し
て
私
た
ち
は
失
敗
し
た
不
鮮
明

画
像
と
し
て
の
写
真
と
版
画
と
絵
画
と
、
そ
れ
ら
の
マ
チ
エ
ー
ル
の
魅
力
を
等
価
に
比
較
し
う
る
視
座
を
よ
う
や
く
得
た
の
で

あ
る
。

4-

2
．
失
敗
写
真
と
い
う
不
鮮
明
画
像

小
論
で
は
根
源
的
な
画
像
批
判
の
事
例
と
し
て
リ
ヒ
タ
ー
と
ポ
ル
ケ
に
幾
度
か
触
れ
て
き
た
が
、
そ
の
基
盤
は
有
用
性
を
喪

山本和弘
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を
変
奏
す
る
こ
と
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
を
身
も
だ
え
さ
せ
た
写
真
の
芸
術
外
へ
の
浸
透
力
と
情
報
化
を
こ
う
表
現
し
た46

❖

。
物

質
性
で
は
な
く
情
報
性
が
画
像
の
議
論
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
写
真
的
距
離
は
可
視
光
線
の
範
囲
か
ら
も
逸
脱
し
て
い
く
。

こ
の
企
画
で
は
写
真
と
絵
画
と
わ
ず
か
な
版
画
と
デ
ジ
タ
ル
作
品
が
同
じ
土
俵
で
批
評
し
合
う
の
だ
が
、
不
鮮
明
画
像
の
考
察

に
示
唆
を
与
え
る
の
が
美
術
史
家
の
伊
藤
俊
治
で
あ
る
。
伊
藤
は
「
石
版
印
刷
の
た
め
の
下
絵
を
描
く
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の

だ
が
、
ニ
エ
プ
ス
は
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
が
映
し
出
す
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
に
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
く
」
と
指
摘
す

る47
❖

。
石
版
の
考
案
者
ゼ
ー
ネ
フ
ェ
ル
ダ
ー
に
「
手
わ
ざ
を
使
わ
ず
に
」
追
い
つ
こ
う
と
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
セ
フ
ォ
ー
ル
・
ニ
エ

プ
ス
（
一
七
六
五‒

一
八
三
三
）
の
粗
い
粒
子
は
見
事
な
失
敗
写
真
と
し
て
の
ヘ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
完
成
さ
せ
た
の
だ
﹇
図

9
﹈。ま

た
不
鮮
明
画
像
に
理
論
的
視
座
を
与
え
た
論
者
の
ひ
と
り
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ウ
ル
リ
ヒ
は
、「
不
鮮
明
は
あ
る
絵
の
い

か
に
も
写
真
ら
し
い
外
観
を
促
進
し
、
そ
れ
が
画
像
で
あ
る
こ
と
を
〈
見
過
ご
さ
せ
る
〉。
そ
の
一
方
で
、
不
鮮
明
が
強
ま
る

ほ
ど
、
対
象
を
見
極
め
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
、
つ
い
に
画
像
で
あ
る
こ
と
を
妨
害
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
画
像
が

媒
体
で
あ
る
こ
と
に
ど
う
し
て
も
気
づ
く
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、
画
像
と
は
鮮
明
な
ま
ま
永
続
す
る
不
自
然
な
も
の
で
は
な

く
、
時
間
や
空
間
相
応
に
崩
壊
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た48

❖

。

社
会
生
活
に
ボ
ケ
た
画
像
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
危
険
か
安
全
か
、
正
し
い
か
誤
り
か
を
判
断
す
る
眼
差
し
の

基
本
的
機
能
に
そ
れ
ら
は
反
す
る
か
ら
だ
。
眼
差
し
の
生
理
的
で
基
本
的
な
機
能
に
従
う
よ
う
に
画
像
の
技
術
は
進
化
し
て
き

た
。
目
前
の
事
象
の
み
な
ら
ず
、
地
球
の
裏
側
や
宇
宙
の
果
て
ま
で
も
克
明
に
映
し
出
す
鮮
明
画
像
こ
そ
が
有
用
性
を
も
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
よ
っ
て
不
鮮
明
画
像
は
失
敗
写
真
や
失
敗
画
像
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
美
術
も
ま
た
こ
の
眼
差
し
の
基
本
機
能
に
従
属
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
不
鮮
明
画
像
は
私
た
ち
に
問
い
か
け
る
。

何
が
描
か
れ
て
い
る
か
、
何
が
写
っ
て
い
る
か
、
何
が
刷
ら
れ
て
い
る
か
で
は
な
く
、
日
常
的
機
能
か
ら
解
放
さ
れ
て
作
品
を

眼
差
す
こ
と
そ
の
も
の
が
不
鮮
明
画
像
に
よ
っ
て
主
題
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

山本和弘

［図9］ ジョセフ・ニセフォール・ニエプス《ル・グラの窓からの眺め》1826 or 27年
ヘリオグラフ・しろめ板、16.7 x 20.3 cm、

ゲルンシャイム・コレクション／ハリー・ランソム・センター蔵
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山本和弘

［図11］ 松本旻《風景9-B（Printing）》1975年
紙・シルクスクリーン、54×81cm、栃木県立美術館蔵

［図10］ 秋岡美帆《ゆれるかげ》1991年
麻紙・NECO、216×276cm、栃木県立美術館蔵

4-

4
．
不
鮮
明
画
像
が
語
り
か
け
る
も
の

ピ
ン
ホ
ー
ル
を
カ
メ
ラ
（
部
屋
）
仕
立
て
に
し
て
、
穴
に
レ
ン
ズ
を
つ
け
た
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
キ
ュ
ラ
の
原
理
を
初
め
て
科

学
的
に
記
述
し
た
と
い
わ
れ
る
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
は
、『
自
然
魔
術
』（
一
五
五
八
年
）
に
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。「
穴
に
水
晶
の
レ
ン
ズ
を
入
れ
る
と
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
見
え
る
。

（
中
略
）
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
。
非
常
に
愉
快
な
気
持
ち
で
み
ら
れ
る
だ
ろ
う49

❖

」。
私
た
ち
の
前
に
茫

漠
と
広
が
る
世
界
を
こ
う
し
て
視
覚
的
に
鮮
明
に
と
ら
え
た
と
き
、
私
た
ち
は
世
界
と
対
等
の
立
場
に
あ
る
と
思
っ
た
。
自
然

哲
学
が
哲
学
と
自
然
科
学
と
に
分
か
れ
る
時
代
、
あ
る
い
は
科
学
技
術
が
独
走
し
始
め
る
こ
の
時
代
に
、
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
は

「
魔
術
に
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
い
ま
わ
し
く
不
吉
な
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
い
ま
一
つ
の
魔
術
が
自
然
魔
術
で
あ
り
、
優

れ
た
賢
者
た
ち
す
べ
て
が
容
認
し
、
絶
賛
の
う
ち
に
崇
敬
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
た
し
か
に
記
し
て
い
る50

❖

。
後
者
が
自
然
科
学

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
非
科
学
的
用
語
で
は
、
前
者
が
黒
魔
術
、
後
者
が
白
魔
術
と
な
る
だ
ろ
う
。
鮮
明
画
像
は

こ
の
と
き
か
ら
科
学
的
か
つ
社
会
的
有
用
性
を
も
っ
て
広
く
世
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
状
況
は
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
今
日

も
加
速
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
け
っ
し
て
減
速
す
る
こ
と
は
な
い
。

だ
が
、
鮮
明
画
像
を
制
し
た
も
の
が
世
界
を
制
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
る
で
監
視
カ
メ
ラ
が
四
六
時
中
私
た
ち
を
監
視
す
る

社
会
と
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
減
速
し
て
自
分
の
眼
を
凝
ら
し
て
納
得
す
る
ま
で
眼
差
す
こ
と
を
不
鮮
明
画
像
は
私
た
ち

に
語
り
か
け
て
い
る
。
も
し
こ
の
視
座
が
獲
得
さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
国
公
立
美
術
館
の
多
く
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
先
述
の
斎
藤

智
﹇
図
8
﹈
や
ブ
レ
た
写
真
の
ボ
ケ
を
N 

E 

C 

O
プ 

リ
ン
ト
で
さ
ら
に
増
幅
さ
せ
た
秋
岡
美
帆
（
一
九
五
二‒

二
〇
一
八
）﹇
図

10
﹈
の
不
鮮
明
プ
リ
ン
ト
が
リ
ヒ
タ
ー
の
絵
画
﹇
図
3
﹈
よ
り
も
カ
ッ
コ
よ
く
、
同
じ
く
多
数
の
国
公
立
美
術
館
に
死
蔵
さ
れ

て
い
る
網
点
の
抽
象
パ
タ
ー
ン
を
具
体
的
風
景
と
等
価
に
併
存
さ
せ
た
松
本
旻
（
一
九
三
六‒

）﹇
図
11
﹈
の
網
点
版
画
が
ポ
ル

ケ
の
絵
画
﹇
図
5
﹈
よ
り
も
ス
ゴ
い
と
い
う
視
座
も
獲
得
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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箇
所
。

❖
23 

河
本
信
治
（
一
九
九
〇
）「
序
論
」
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
『
移
行
す
る

イ
メ
ー
ジ
』
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
八‒

九
頁
。

❖
24 

針
生
一
郎
（
一
九
九
〇
）「
写
真
と
版
画
の
新
し
い
関
係
」
展
覧
会

カ
タ
ロ
グ
『
版
画
と
写
真
の
臨
界
点
か
ら　

プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
ア
ー
ト
展
』

山
口
県
立
美
術
館
、
ノ
ン
ブ
ル
な
し
。

❖
25 

峯
村
敏
明
（
一
九
八
〇
）「
存
在
に
さ
す
移
ろ
い
の
影　

写
真
の
彫

刻
化　

彫
刻
の
写
真
化
」『
美
術
手
帖
』（
三
月
号
・
四
六
二
）
美
術
出
版
社
、

一
一
九
頁
。

❖
26 

前
掲
書
、
一
一
七
頁
。

❖
27 

前
掲
書
、
一
一
九
頁
。

❖
28 

長
谷
川
祐
子
（
一
九
九
〇
）「
写
真
：
解
禁
さ
れ
た
誘
惑
装
置

―

八
〇
年
代
の
多
様
な
る
表
現
へ
の
考
察
」
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
『
脱
走
す
る
写

真
』
水
戸
芸
術
館
、
一
四
頁
。

❖
29 

前
掲
書
、
一
二
頁
。

❖
30 

前
掲
書
、
一
四
頁
。

❖
31 

前
掲
書
、
一
五
頁
。

❖
32 

千
葉
由
美
子
（
二
〇
一
一
）「
は
じ
め
に
」
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
『
一
九

七
〇
年
代
へ　

写
真
と
美
術
の
転
換
期
』Y

U
M

IK
O

 C
H

IBA
 A

SSO
C

I-

❖
49 

ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
（
二
〇
一
七
、
原
著
一

五
五
八
）『
自
然
魔
術
』
澤
井
繁
男
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
三
八
頁
。

❖
50 

前
掲
書
、
二
四
頁
。

山本和弘
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モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
で
取
得
し
た

ダ
ン
ス
動
作
に
対
す
る
知
覚
評
価
と
脳
活
動

│
躍
動
感
と
滑
ら
か
さ
は
背
反
す
る
か
？

津
崎 

実
・
川
上 

央
・
佐
藤
直
哉
・
青
木
敬
士　
　

１
．
は
じ
め
に

本
論
文
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
描
画
さ
れ
る
ダ
ン
ス
動
画
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
は
三
次
元
モ
デ

ル
（
以
下
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
）
に
ポ
ー
ズ
を
つ
け
、
視
点
を
定
め
た
二
次
元
平
面
上
で
の
描
画
像
で
あ
る
。
こ
の
手
法
で
作
ら
れ

た
映
像
作
品
は
Ｓ
Ｆ
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
も
の
の
映
画
で
あ
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
作
品
で
も
多
数
目
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

本
報
告
の
全
体
的
な
目
的
は
、
第
二
筆
者
が
提
案
・
開
発
し
た
動
画
修
正
手
法
の
効
果
の
有
効
性
に
つ
い
て
物
理
層
、
生
理

層
、
心
理
層
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
心
理
層
で
は
知
覚
評
価
実
験
に
よ
る
確
認
を
実
施
す
る
。
さ

ら
に
生
理
層
で
は
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
脳
機
能
計
測
を
実
施
し
、
最
後
に
物
理
層
で
は
、
修
正
を
施
す
こ
と
に
よ
る
刺
激
の
変
化
に
つ
い

て
重
心
点
の
移
動
軌
跡
を
推
定
す
る
こ
と
を
通
し
て
確
認
す
る1

❖

。

３
Ｄ
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
に
と
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
出
現
は
何
よ
り
も
の
牽
引
力
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
可
能
と
し
た
の
は
正
確
か
つ
人
の
手
間
を
省
い
て
量
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
り
、
三
次

元
の
構
造
物
を
あ
る
角
度
か
ら
見
た
二
次
元
画
像
を
作
る
手
法
は
、
消
失
点
を
定
め
た
遠
近
法
に
よ
る
描
画
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
二
次
元
上
の
絵
画
で
し
か
な
い
も
の
が
立
体
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
我
々
に
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
我
々
の
脳
が
網
膜
に
投
影
さ
れ
る
二
次
元
画
像
に
対
す
る
知
覚
情
報
処
理
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

各
感
覚
器
官
か
ら
の
入
力
に
与
え
ら
れ
る
情
報
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
の
欠
損
が
存
在
す
る
。
仮
に
現
実
世
界
に
歌
う
人
が

い
た
と
し
て
も
、
視
覚
情
報
か
ら
は
そ
の
声
の
情
報
は
得
ら
れ
ず
、
聴
覚
情
報
か
ら
は
そ
の
姿
は
得
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
我
々

が
感
じ
取
る
現
実
感
、
あ
る
い
は
臨
場
感
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
欠
落
の
あ
る
各
感
覚
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
の
情
報
を
統
合
し
た
結

果
の
も
の
で
あ
る
。
本
当
の
現
実
を
体
験
し
て
い
る
時
か
ら
、
そ
う
な
っ
て
い
る
こ
と
は
日
常
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
芸
術
鑑
賞
に
お
い
て
は
現
実
感
の
み
が
評
価
対
象
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
な
い
情
報
に
つ
い
て
過
去
の

知
識
や
知
覚
の
恒
常
性
な
ど
を
動
員
し
て
、
補
完
す
る
こ
と
が
当
然
の
ご
と
く
行
わ
れ
る
。
モ
ナ
リ
ザ
の
絵
を
見
て
「
横
か
ら

見
て
も
横
顔
が
見
え
な
い
」
と
批
判
す
る
人
は
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
他
の
点
、
例
え
ば
遠
近
法
に
よ
る
各
種
の
輪
郭
の
変
換
、

そ
し
て
光
の
当
た
る
角
度
に
よ
る
輪
郭
上
の
輝
度
の
変
化
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
的
確
な
表
現
の
仕
方
、
距
離
の
違
い
に
よ
る
視

覚
的
な
量
子
化
の
限
界
（
遠
い
も
の
の
輪
郭
は
ぼ
け
る
）
な
ど
へ
の
配
慮
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
実
際
の
女
性
が
あ
る
距
離
に

立
っ
て
い
れ
ば
与
え
ら
れ
そ
う
な
二
次
元
投
影
像
に
近
づ
き
、
そ
れ
を
見
た
人
は
あ
る
レ
ベ
ル
で
の
実
在
感
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

そ
れ
が
巧
み
に
さ
れ
る
時
は
、
ど
う
考
え
て
も
実
在
す
る
は
ず
の
な
い
も
の
が
実
在
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る

場
合
も
あ
る
。
３
Ｄ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
（
以
下
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
）
に
よ
る
特
撮
映
画
は
そ
れ
で
あ
る
し
、
こ
の
研

究
の
も
と
に
な
っ
た
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
シ
ン
ガ
ー
に
よ
る
「
ラ
イ
ブ
」
の
成
立
も
そ
の
例
と
な
る
。
歌
声
合
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
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と
し
て
今
日
多
く
の
人
が
知
る
こ
と
と
な
っ
た
「
初
音
ミ
ク
」
に
代
表
さ
れ
る
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
シ
ン
ガ
ー
は
、
発
売
開
始
の

直
後
か
ら
動
画
投
稿
サ
イ
ト
に
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
画
像
を
添
え
て
投
稿
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を
制
作

で
き
る
環
境
が
無
償
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
に
踊
り
の
動
作
を
つ
け
て
楽
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
動
画
が

多
数
投
稿
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
動
画
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
上
で
鑑
賞
す
る
こ
と
だ
け
で
満
足
で
き
な
く
な
っ
た
層
を
狙
っ
て
、
実
際
の
ス

テ
ー
ジ
上
で
こ
の
３
Ｄ
動
画
像
に
歌
っ
て
踊
ら
せ
る
と
い
う
ラ
イ
ブ
の
試
み
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
単
な
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
動
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
、「
そ
こ
に
ミ
ク
が
い

る
」
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
現
在
で
は
成
功
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
投
影
像
は
遠
距
離
か
ら
も
見
や
す
い
よ
う
に
大
き

く
投
影
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
等
身
大
」
の
映
像
と
な
る
よ
う
に
調
整
し
、
投
影
し
て
い
る
ス
ク
リ
ー

ン
が
観
衆
か
ら
は
見
え
な
い
よ
う
に
バ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
と
し
、
前
か
ら
入
る
光
の
反
射
を
極
力
少
な
く
す
る
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
現
実
に
は
存
在
し
な
い
姿
（
い
わ
ゆ
る
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
の
少
女
）
が
ス
テ
ー
ジ
上

に
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
多
く
の
観
衆
は
持
つ
に
至
る
。
し
か
し
、
こ
の
試
み
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
現
在
の
完
成
度

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
舞
台
上
に
置
か
れ
た
大
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
画
が
投
影
さ
れ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
印
象
も
残
っ
て
い
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
輝
度
不
足
に
よ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
小
さ
さ
と
い
う
物
理
的
な

要
因
に
加
え
て
、
足
下
が
舞
台
に
着
地
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
「
浮
遊
感
」
が
非
実
在
を
感
じ
さ
せ
る
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
本
報
告
で
検
証
す
る
手
法
は
こ
の
浮
遊
感
の
低
減
を
図
る
も
の
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

【
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
動
画
作
成
時
の
最
大
コ
ス
ト
】

こ
の
よ
う
な
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
場
合
は
、
特
に
商
用
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な

人
海
戦
術
が
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
格
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
現
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ひ
と
つ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
し
て
七
十
名
規
模
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
が
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
手
法
導
入
以
前
か
ら
の
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
経
験
を
蓄
え
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
実
際
に
人
間
が
動
作
を
し
た
時
の
二
次
元
映
像
の
観
察
な
ど
を
総
合
し

て
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
動
作
が
付
与
さ
れ
て
い
く
（H

arding 2020

）。

こ
の
論
文
で
採
用
し
た
動
画
作
成
手
法
はM

ikuM
ikuD

ance

（
Ｍ
Ｍ
Ｄ
）
と
呼
ば
れ
る
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
初
音
ミ
ク
に
代
表
さ
れ
る
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
文
化
は
、
趣
味
レ
ベ
ル
で
の
創
作
者
が
ニ
コ
ニ
コ
動
画
な
ど
へ
投
稿
す
る
二
次

創
作
を
通
じ
て
自
ら
の
創
作
物
を
公
開
し
て
い
っ
た
こ
と
で
広
く
浸
透
し
た
。
Ｍ
Ｍ
Ｄ
は
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
創

作
し
た
楽
曲
へ
の
イ
メ
ー
ジ
映
像
を
作
る
上
で
強
力
か
つ
安
価
な
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
完
成
し
た
動
画
像
だ
け
で
な

く
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
が
無
償
利
用
可
能
な
も
の
と
し
て
投
稿
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
楽

曲
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
的
な
動
画
作
品
が
提
供
さ
れ
て
い
く
相
互
交
流
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
が
単
な
る
歌
声
合
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
い
う
存
在
に
留
ま
ら
ず
、
ボ
カ
ロ
文
化
と
呼
ば
れ
る
分
野
を
作
り
上
げ
る
上

で
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
（
柴 

二
〇
一
四
）。

Ｍ
Ｍ
Ｄ
は
そ
の
中
で
も
趣
味
レ
ベ
ル
で
手
軽
に
動
作
を
付
与
で
き
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
を
支
え
る
技
術
要
素
の
ひ
と

つ
に
背
景
Ａ
Ｖ
Ｉ
表
示
と
い
う
も
の
が
あ
る
（
か
ん
な
Ｐ
他 

二
〇
一
三
）。
こ
れ
は
３
Ｄ
モ
デ
ル
へ
の
動
作
付
与
の
際
に
、
別

に
用
意
し
た
動
画
像
を
背
景
と
し
て
表
示
で
き
る
機
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
創
作
者
は
、
実
際
の
人
間
の
関
節
点
を
参
考

に
し
て
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
関
節
点
の
座
標
を
画
面
上
の
マ
ウ
ス
ク
リ
ッ
ク
で
決
め
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
際
に
な
に

よ
り
も
実
際
の
人
を
必
要
と
す
る
の
は
、
ダ
ン
ス
動
作
の
取
得
の
部
分
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
や
動
画
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
で

鑑
賞
者
の
高
評
価
を
得
る
た
め
に
は
、
ま
ず
基
と
な
る
ダ
ン
ス
を
人
間
の
踊
り
手
に
よ
っ
て
踊
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
動
作
を
３

Ｄ
モ
デ
ル
に
割
り
当
て
る
手
法
が
採
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
（
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
は
こ
の
人
間
が
踊
っ
た
動
画
も
「
素
材
」
と

し
て
多
数
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
ニ
コ
ニ
コ
動
画
の
中
で
は
フ
リ
ー
に
使
う
こ
と
を
許
可
し
た
こ
と
で
多
数
の
創
作

が
生
み
出
さ
れ
る
要
因
と
し
て
働
い
た
）。
こ
れ
は
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ス
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
あ
る
。
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踊
り
手
が
踊
っ
た
ダ
ン
ス
動
画
を
コ
マ
送
り
し
て
、
四
肢
な
ど
の
動
き
の
方
向
が
変
化
す
る
フ
レ
ー
ム
（
キ
ー
フ
レ
ー
ム
と

呼
ば
れ
る
）
を
見
つ
け
て
、
そ
の
フ
レ
ー
ム
毎
に
主
要
関
節
点
の
座
標
を
３
Ｄ
モ
デ
ル
に
割
り
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
滑

ら
か
な
動
作
を
作
り
出
し
て
い
く
。
キ
ー
フ
レ
ー
ム
を
全
て
の
フ
レ
ー
ム
で
実
施
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
プ
・
モ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
直
線
補
間
で
済
む
場
合
は
キ
ー
フ
レ
ー
ム
間
の
座
標
値
を

計
算
で
求
め
て
し
ま
え
る
点
で
あ
る
。
但
し
、
大
半
の
場
合
、
提
供
さ
れ
る
動
画
像
は
二
次
元
投
影
面
上
で
の
動
き
し
か
捉
え

て
い
な
い
た
め
、
そ
の
平
面
に
対
し
て
垂
直
に
交
わ
る
軸
方
向

2
❖

の
座
標
値
に
つ
い
て
は
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
の
推
測
に
よ
っ
て
補
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
試
行
錯
誤
が
求
め
ら
れ
る
。
大
半
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
は
関
節
間
の
長
さ
に
つ
い
て
は
制
約
を

持
っ
て
い
る
一
方
で
、
関
節
の
曲
が
る
方
向
な
ど
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
手
足
が
あ
り
得
な
い
曲
が
り
方
を
し
て
し

ま
う
こ
と
や
、
そ
こ
ま
で
極
端
で
は
な
い
も
の
の
本
来
の
人
体
の
関
節
の
曲
が
り
方
と
し
て
微
妙
な
不
自
然
さ
が
残
る
よ
う
な

場
合
が
出
て
く
る
。

モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ス
の
作
業
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
手
描
き
に
よ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
制
作
過
程
と
同
種
の
手
作
業

で
あ
る
。
高
度
な
技
術
を
習
得
し
た
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
を
多
数
擁
す
る
よ
う
な
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
制
作
コ
ス
ト
に
見
合
っ

た
興
行
収
入
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
選
択
で
き
る
。
ま
た
、
趣
味
と
し
て
余
暇
を
利
用
し
て
制
作
し
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
な
ど

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
よ
う
な
効
率
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
場
合
へ
の
使
用
が
主
に
な
る
。

【
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
上
の
誤
差
】

一
方
で
、
短
期
間
で
の
ダ
ン
ス
画
像
の
作
成
に
は
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
動
作
デ
ー
タ
の
取
得
が
効

率
と
い
う
面
で
は
有
利
で
あ
る
（
但
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
高
額
で
あ
り
、
現
状
で
は
趣
味
レ
ベ
ル
で
使
用
で
き
る
も
の
で
は

な
い
）。
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
に
は
慣
性
式
、
光
学
式
、
ビ
デ
オ
式
、
磁
気
式
、
機
械
式
な
ど
の
タ
イ
プ
が

存
在
す
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
動
作
を
実
時
間
で
記
録
し
て
い
く
も
の
で
、
デ
ー
タ
取
得
自
体
は
自
動
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
に
は
測
定
誤
差
に
よ
る
ノ
イ
ズ
が
含
ま

れ
、
最
終
的
に
は
動
画
製
作
者
に
よ
る
手
作
業
の
修
正
が
出
来
映
え
を
左
右
す
る
。

筆
者
ら
は
二
〇
一
五
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
たInternational Sym

posium
 on Perform

ance Science
の
中
の
余
興
と

し
て
、ニ
コ
ニ
コ
動
画
やYouT

ube

で
閲
覧
数
の
多
い
踊
り
手
の
ひ
と
り
で
あ
る
足
太
ぺ
ん
た
の
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー

を
実
施
し
て
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
そ
の
デ
ー
タ
に
従
っ
て
踊
ら
せ
る
と
い
う
機
会
を
得
た
。
そ
の
際
に
本
報
告
の
第
四
筆
者
に

よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
ア
ミ
ッ
ド
・
ス
ク
リ
ー
ン
」
を
用
い
た
。
実
際
の
初
音
ミ
ク
な
ど
の
ラ
イ
ブ
で
は
デ
ィ
ラ
ッ
ド
・
ボ
ー

ド
と
呼
ば
れ
る
透
過
投
影
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ボ
ー
ド
は
高
価
で
あ
り
趣
味
の
レ
ベ
ル
で
の
楽
し
み

に
使
え
る
よ
う
な
物
で
は
な
い
。
ア
ミ
ッ
ド
・
ス
ク
リ
ー
ン
は
農
業
用
の
網
戸
を
利
用
し
、
安
価
に
大
型
の
透
過
投
影
型
の
ス

ク
リ
ー
ン
を
実
現
す
る
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
こ
こ
に
投
影
さ
れ
た
等
身
大
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
あ
た
か
も
自
分
の
目
の
前
に
存

在
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
初
音
ミ
ク
の
等
身
大
映
像
と
足
太
ぺ
ん
た
本
人
の
生
の
踊
り

と
を
隣
り
合
わ
せ
に
提
示
し
た
も
の
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
演
出
を
実
現
し
た
。

そ
の
舞
台
は
十
分
に
鑑
賞
に
耐
え
る
も
の
と
な
っ
た
も
の
の
、
実
際
の
人
間
の
踊
り
手
を
並
べ
て
鑑
賞
し
た
場
合
、
Ｃ
Ｇ

動
画
の
ダ
ン
ス
動
作
は
ど
こ
か
に
物
足
り
な
さ
が
感
じ
と
れ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
接
地
感
の
希
薄
さ
が
考
え
ら
れ
た
。
こ
の

時
に
用
い
た
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
は
慣
性
式
の
も
の
で
、
慣
性
情
報
と
ア
ク
タ
ー
の
骨
格
情
報
を
元
に
動
作

情
報
を
相
対
的
に
算
出
し
て
各
主
要
点
の
位
置
情
報
を
推
定
す
る
。
こ
の
時
ア
ク
タ
ー
本
来
の
位
置
情
報
と
の
相
違
が
生
じ

て
し
ま
い
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
し
た
デ
ー
タ
に
存
在
す
る
僅
か
な
誤
差
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
足
が
床
に
接
し
て

い
る
瞬
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
得
し
た
座
標
値
上
で
は
宙
に
浮
い
て
い
た
り
床
に
足
が
め
り
込
ん
で
い
た
り
す
る
場

合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
接
触
の
瞬
間
を
セ
ン
サ
ー
の
座
標
値
情
報
か
ら
推
定
し
て
地
面
が
水
平
で
あ
る
と
の
仮
定
を
導
入
し

て
誤
差
修
正
を
す
る
よ
う
な
改
良
（R

oetenberg et al. 2009

）
や
、
画
像
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
て
修
正
す
る
手
法
（Von 

M
arcard et al. 2016

）
な
ど
は
提
案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
自
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が
ど
う
い
う
意
味
で
背
反
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
両
立
す
る
場
合
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る

示
唆
を
与
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

２
．
知
覚
評
価
実
験

【
目
的
】

取
得
し
た
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
の
原
デ
ー
タ
と
修
正
デ
ー
タ
の
二
通
り
の
情
報
に
よ
っ
て
合
成
し
た
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ

ル
・
モ
ー
シ
ョ
ン
（Johansson 1973

）
を
同
時
に
楽
曲
と
合
わ
せ
て
呈
示
し
、
両
者
の
違
い
が
知
覚
的
に
弁
別
可
能
か
を

確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
ど
ち
ら
の
ほ
う
が
ダ
ン
ス
動
作
と
し
て
良
い
と
感
じ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
。

【
方
法
】

　
◉
刺
激

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
は
、
慣
性
式
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
（M

V
N

 Link

）
と
制
御
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（M

V
N

 

Studio pro 4.4

）
を
用
い
た
。

ア
ク
タ
ー
と
し
て
は
再
び
足
太
ぺ
ん
た
﹇
図
1
﹈
の
協
力
を
得
た
。
デ
ー
タ
取
得
は
瀬
戸
市
デ
ジ
タ
ル
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
内
の
ス
タ
ジ
オ
に
て
実
施
し
た
。
使
用
楽
曲
は
『T

ell Your W
orld

』 （livetune 

作
）
と
し
た
。

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
し
た
原
デ
ー
タ
と
修
正
後
の
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
動
画
を
予
備
的
に

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
足
首
の
ね
じ
れ
な
ど
は
修
正
に
よ
っ
て
明
確
に
減
少
す
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
と

本
人
の
間
の
差
は
こ
の
よ
う
な
明
白
か
つ
局
所
的
、
表
層
的
情
報
で
は
な
い
と
考
え
た
た
め
、
実
験
画
像
と
し
て
は
主
要
関
節

体
の
入
れ
替
え
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
で
効
果
を
検
証
す
る
方
法
は
上
記
の
よ
う
な
修
正
手
段
を
持
た
な
い
既
存
の
慣
性
式

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
を
用
い
つ
つ
、
高
額
な
機
材
の
追
加
を
せ
ず
に
着
地
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
修
正
を
試
み

る
も
の
で
あ
る
。

着
地
点
座
標
に
誤
差
を
持
っ
た
ま
ま
の
デ
ー
タ
で
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
モ
デ
ル
を
合
成
す
る
と
、
例
え
ば
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
着
地
し
た

時
点
の
鉛
直
方
向
の
座
標
値
が
ジ
ャ
ン
プ
毎
に
微
妙
に
変
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
二
次
元
の
線
画
で
は
地
面
に
足
が
つ
い
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
影
な
ど
の
付
加
情
報
が
な
い
と
視
覚
情
報
か
ら
で
は
判
定
不
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
不
良
問
題
と

し
て
知
ら
れ
る
。
多
く
の
多
義
図
形
は
、
こ
の
不
良
問
題
性
の
た
め
に
一
意
の
解
釈
が
で
き
な
い
不
安
定
性
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
。
日
常
場
面
で
も
そ
れ
は
存
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
知
覚
系
は
あ
る
仮
定
を
導
入
し
て
そ
の
不
良
問
題
に
一
意
の
解
釈

を
導
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
下
に
運
動
す
る
点
は
、
そ
の
下
向
き
の
運
動
速
度
が
突
然
ゼ
ロ
と
な
り
、
次
の
瞬
間
に
上
向
き

の
運
動
に
転
じ
た
場
合
、
地
面
の
よ
う
な
何
か
の
障
害
物
に
当
た
っ
て
跳
ね
返
っ
た
と
知
覚
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
そ

の
点
の
鉛
直
方
向
の
座
標
が
毎
回
変
動
す
る
よ
う
な
場
合
、
不
動
の
地
面
の
仮
定
に
反
す
る
情
報
が
入
る
た
め
、
知
覚
系
は
地

面
の
仮
定
を
す
る
こ
と
を
退
け
、
そ
の
結
果
と
し
て
空
中
を
浮
遊
し
て
い
る
よ
う
な
不
自
然
な
対
象
と
い
う
印
象
に
つ
な
が
る
。

実
際
に
合
成
し
た
動
画
像
で
は
人
型
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
踊
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
明
白
に
分
か
る
た
め
、
空
中
浮
遊
し

て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
つ
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
若
干
の
ぶ
れ
の
存
在
が
着
地
感
の
希
薄
さ
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
十
分

考
え
ら
れ
た
。
本
報
告
の
第
二
筆
者
は
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
と
平
行
し
て
撮
影
し
た
動
画
上
か
ら
足
先
の
位
置
を

マ
ー
ク
し
て
モ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
に
微
調
整
を
施
す
手
法
（
着
地
点
補
正
）
を
開
発
し
た
。
本
報
告
で
は
、
そ
の
手
法
に
よ

る
調
整
の
有
効
性
を
確
認
す
べ
く
、
知
覚
実
験
と
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
脳
活
動
計
測
を
行
っ
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ら

の
結
果
は
現
時
点
で
は
予
備
的
な
観
察
の
域
を
出
な
い
面
も
あ
る
も
の
の
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
動
作
の
滑
ら
か
さ
と
躍
動
感
に
関

連
し
た
興
味
深
い
洞
察
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
は
日
常
的
な
場
面
で
も
、
き
れ
い
に
整
っ
た
所
作
は
時
と

し
て
力
強
さ
や
迫
力
に
欠
け
る
印
象
に
つ
な
が
る
と
い
う
直
観
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
を
通
し
て
、
滑
ら
か
さ
と
躍
動
感
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を
光
点
と
し
て
表
示
す
る
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
た
。

表
示
し
た
光
点
は
頭
頂
、
両
肩
、
両
肘
、
両
手
首
、
腰
、
両
膝
、
両
か
か
と
の
合
計
十
二
点

で
あ
っ
た
。
直
接
修
正
の
対
象
と
な
っ
た
つ
ま
先
は
表
示
し
て
い
な
い
の
で
、
仮
に
視
聴
者
が

違
い
を
見
分
け
た
と
し
て
も
、
つ
ま
先
の
点
だ
け
の
違
い
に
注
目
し
た
方
略
は
取
れ
な
い
こ
と

を
こ
れ
は
意
味
す
る
。

図
2
に
示
す
よ
う
に
原
デ
ー
タ
版
と
修
正
版
の
動
画
を
左
右
に
配
置
し
た
。
そ
の
際
に
左
右

の
い
ず
れ
に
ど
ち
ら
の
版
を
出
す
か
は
毎
試
行
無
作
為
に
変
え
た
。
ま
た
、
単
な
る
二
次
元
平

面
上
で
の
光
点
の
位
置
を
判
断
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
画
像
の
上
下
の
位

置
は
そ
れ
ぞ
れ
「
高
、
中
、
低
」
の
三
種
類
を
用
意
し
た
。
原
デ
ー
タ
版
と
修
正
版
の
左
右
配

置
の
二
水
準
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
下
位
置
の
組
み
合
わ
せ
九
水
準
の
合
計
十
八
通
り
の
動
画
刺

激
を
用
意
し
た
。
各
動
画
の
長
さ
は
55 

s
で
あ
っ
た
﹇
補
足
1
﹈。

　
◉
手
続
き

各
実
験
参
加
者
に
前
述
し
た
十
八
通
り
の
動
画
を
無
作
為
な
順
番
で
呈
示
し
、「
よ
り
良

い
」
と
思
う
方
を
「
左
」「
右
」
の
選
択
肢
か
ら
強
制
選
択
さ
せ
た
。
こ
れ
を
六
回
繰
り
返
し
、

一
名
あ
た
り
百
八
の
判
断
結
果
を
デ
ー
タ
と
し
て
得
た
。
参
加
者
は
左
右
の
い
ず
れ
が
ど
ち
ら

の
動
画
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
状
態
で
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
見
分
け
が
つ
か
な
け
れ
ば
、

選
択
率
は
チ
ャ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
50
％
と
な
る
。

実
験
の
開
始
前
に
は
足
太
ぺ
ん
た
が
実
際
に
踊
っ
た
動
画
を
参
考
と
し
て
呈
示
し
た
。
ま
た
、

実
験
終
了
後
に
は
各
自
が
何
を
も
っ
て
良
い
と
し
た
か
に
つ
い
て
口
頭
で
答
え
て
も
ら
っ
た
。

動
画
刺
激
の
呈
示
、
実
験
制
御
は
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（A

pple, iM
ac

）
で
実
施
し
た
。

　
◉
実
験
参
加
者

京
都
市
立
芸
術
大
学
の
学
生
な
ら
び
に
大
学
院
生
二
十
名
が
実
験
に
参
加
し
た
。
全
員
視
力
、
聴
力
に
特
別
な
問
題
は
持
た

な
い
者
で
あ
っ
た
。
実
験
時
間
は
休
憩
を
含
め
て
二
時
間
弱
で
あ
り
、
参
加
に
対
し
て
は
二
千
円
の
謝
礼
を
支
払
っ
た
。

　
【
結
果
】

原
デ
ー
タ
版
刺
激
と
修
正
版
刺
激
の
選
択
率
は
、
全
実
験
参
加
者
を
プ
ー
ル
す
る
と
51
・
3
％
、
48
・
7
％
と
な
り
、
そ
の

間
に
有
意
差
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
但
し
、
各
実
験
参
加
者
別
に
選
択
率
を
調
べ
る
と
、
そ
の
間
に
5
％
水
準
で
有
意
差
が

あ
っ
た
者
は
二
十
名
中
十
五
名
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
二
種
類
の
刺
激
の
間
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
差
違
が
見
い
だ
せ
る
こ

と
を
意
味
す
る
（

）。

但
し
ど
ち
ら
か
の
刺
激
を
好
ん
だ
内
容
は
十
五
名
中
の
十
名
が
原
デ
ー
タ
版
、
五
名
が
修
正
デ
ー
タ
版
を
選
択
し
て
お
り
、

こ
れ
が
全
体
を
プ
ー
ル
し
た
結
果
上
で
は
選
択
率
は
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

実
験
後
に
行
っ
た
選
択
の
際
の
評
価
点
に
つ
い
て
の
内
観
報
告
を
総
監
す
る
と
、
原
デ
ー
タ
版
を
選
択
し
た
実
験
参
加
者
の

選
択
基
準
と
し
て
は
、
動
き
の
キ
レ
、
躍
動
感
を
評
価
点
と
し
た
と
い
う
趣
旨
の
報
告
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

修
正
デ
ー
タ
版
刺
激
を
選
択
し
た
者
は
、
動
き
の
滑
ら
か
さ
、
落
ち
着
き
感
、
ブ
レ
の
少
な
さ
を
評
価
点
と
し
た
と
い
う
特
徴

が
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
こ
の
実
験
を
す
る
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
実
際
に
動
画
を
作
成
し
、
そ
れ
と
舞
台
上
で
踊
る
本
人
を
並
べ
て
見
た

時
の
印
象
と
し
て
、
や
は
り
実
物
の
持
つ
迫
力
や
躍
動
感
に
は
映
像
が
迫
れ
ず
に
い
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
迫
る
た
め
の
改
善
策
と
し
て
足
先
の
座
標
の
修
正
を
導
入
し
た
。
そ
れ
は
何
ら
か
の
知
覚
上
で
の
違
い
を
も
た
ら
し
た

［図2］  知覚評価実験の動画の例
この場合は左側が原データ版で右側が修正データ版である。

［図1］  足太ぺんたによる
オリジナルのダンス
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も
の
の
、
必
ず
し
も
高
評
価
に
つ
な
が
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
知
覚
実
験
の
結
果
は
示
し
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
内
観

報
告
は
評
価
基
準
が
被
験
者
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
追
求
す
る
た
め
に
、
ｆ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
に
よ
っ
て
大
脳
の
活
性
部
位
の
違
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
を
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。

３
．
脳
機
能
計
測

【
目
的
】

あ
る
動
作
を
自
ら
が
し
た
場
合
に
活
性
化
す
る
脳
の
領
域
が
、
他
者
の
動
作
を
視
覚
的
に
観
察
す
る
だ
け
で
活
性
す
る
こ
と

が
霊
長
類
を
用
い
た
実
験
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
脳
の
部
位
は
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
系
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

（R
izzolatti &

 C
raighero 2004

）。
今
回
用
い
た
刺
激
に
何
ら
か
の
差
違
が
存
在
し
、
原
デ
ー
タ
版
刺
激
と
修
正
版
刺
激
の

間
に
躍
動
感
に
関
連
し
た
差
違
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
脳
の
運
動
に
関
連
し
た
領
域
に
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
上
の
差
違
が
観

察
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
検
証
す
る
の
が
こ
の
脳
機
能
計
測
の
目
的
で
あ
る
。

【
方
法
】

　
◉
刺
激

知
覚
判
断
実
験
に
使
用
し
た
二
種
類
の
楽
曲
付
き
動
画
に
加
え
て
統
制
刺
激
を
用
意
し
た
。
こ
の
刺
激
は
図
3
に
例
を
示
す

よ
う
に
、
各
光
点
の
二
次
元
平
面
上
で
の
移
動
量
と
し
て
ほ
ぼ
等
価
性
を
保
ち
つ
つ
、
人
体
と
し
て
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
持
た

な
い
よ
う
に
、
各
点
の
基
本
座
標
を
投
影
面
上
で
無
作
為
に
変
動
さ
せ
、
さ
ら
に
無
作
為
に
選
択
し
た
半
数
の
点
に
つ
い
て
は

運
動
方
向
を
逆
に
し
て
動
画
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
楽
曲
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
無
作
為
に
組
み
合
わ
せ
た
。

す
べ
て
の
刺
激
に
つ
い
て
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
す
べ
て
の
ス
キ
ャ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
全
く
同
一

の
刺
激
と
な
る
こ
と
に
よ
る
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
を
防
止
す
る
目
的
で
、
三
次
元
空
間
上
の
点

を
二
次
元
に
落
と
す
際
の
視
点
方
向
の
設
定
を
変
化
さ
せ
た
九
種
類
の
変
種
を
用
意
し
た
。

　
◉
手
続
き

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
撮
像
は
ブ
ロ
ッ
ク
形
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。
原
デ
ー
タ
版
、
修
正
版
、
統
制
版

の
3
種
類
の
刺
激
を
呈
示
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
と
安
静
状
態
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
順
番
を
カ
ウ
ン

タ
ー
バ
ラ
ン
ス
し
て
呈
示
し
た
。
安
静
状
態
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
白
十
字
の
注
視
点
が
呈
示
さ

れ
、
そ
れ
が
赤
に
変
わ
っ
た
場
合
は
実
験
参
加
者
に
は
手
元
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
を
求
め

た
。
こ
れ
は
覚
醒
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
結
果
と

し
て
実
験
中
に
眠
っ
て
し
ま
っ
た
実
験
参
加
者
は
い
な
か
っ
た
。
実
験
に
要
す
る
時
間
は
事

前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
や
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め
て
約
一
時
間
で
、
実
際
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ス
キ
ャ
ン
に
要
し
た
時

間
は
約
三
十
分
で
あ
っ
た
。

　
◉
実
験
装
置

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
撮
像
は
Ａ
Ｔ
Ｒ
脳
活
動
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
のM

A
G

N
E

T
O

M
 Prism

a fit 3T
 （Siem

ens

）
を
用
い
た
。

静
磁
場
強
度
は
3.0
Ｔ
で
あ
っ
た
。
視
覚
刺
激
呈
示
はV

ictor

製D
LA

-H
D

10K
H

K

、
聴
覚
刺
激
呈
示
は
日
立
ア
ド
バ
ン
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
製
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
イ
プ
）
を
用
い
、
実
験
刺
激
呈
示
制
御
はN

eurobehavioral System
s

製

Presentation

を
用
い
た
。 ［図3］  fMRI実験での統制条件動画の例
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◉
実
験
参
加
者

健
康
な
成
人
大
学
生
、
大
学
院
生
十
一
名
が
実
験
に
参
加
し
た
。
実
験
参
加
に
対
し
て
五
千
円
の
謝
礼
を
支
払
っ
た
。

【
結
果
】

機
能
画
像
の
推
定
に
はM

A
T

LA
B

 （M
athW

orks

）
上
で
稼
働
す
るSPM

12 （Statistical Param
etric M

apping

）
を

用
い
た
。
対
比
基
準
と
し
て
、height threshold

の
有
意
水
準
は0.001

、extent threshold

は0.005 （190 voxels

）
と

し
た
全
脳
グ
ル
ー
プ
解
析
を
実
施
し
た
。

ま
ず
統
制
刺
激
に
対
し
て
、
原
デ
ー
タ
版
刺
激
を
視
聴
し
た
場
合
の
活
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
領
域
は
左
半
球
下
後
頭
回

で
あ
っ
た
﹇
図
4
﹈。
同
じ
部
位
は
修
正
版
刺
激
に
つ
い
て
も
活
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
、
さ
ら
に
修
正
版
刺
激
に
つ
い
て
は
左

半
球
後
帯
状
回
の
活
性
も
高
い
と
の
判
定
結
果
が
出
た
﹇
図
5
﹈。

原
デ
ー
タ
版
刺
激
と
修
正
版
刺
激
の
間
で
は
、
左
半
球
下
後
頭
回
に
つ
い
て
差
が
存
在
す
る
と
の
判
定
結
果
が
出
た
﹇
図
6
﹈。

さ
ら
に
身
体
運
動
に
関
連
し
た
過
去
の
脳
活
動
研
究
を
参
考
に
、
関
心
領
域
（
Ｒ
Ｏ
Ｉ
＝R

egion O
f Interest

）
解
析
を

実
施
し
た
。
Ｒ
Ｏ
Ｉ
解
析
の
際
に
は
、
原
デ
ー
タ
版
と
修
正
デ
ー
タ
版
で
の
活
性
を
統
制
版
刺
激
へ
の
活
性
と
の
差
分
と
し
て

検
定
を
し
た
。
全
脳
解
析
で
は
す
べ
て
の
領
域
の
活
性
の
変
動
を
誤
差
項
と
す
る
の
に
対
し
て
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
解
析
で
は
予
め
狙
っ

た
領
域
に
限
定
し
て
二
条
件
間
の
差
を
検
討
す
る
た
め
雑
音
が
減
少
し
、
原
理
的
に
Ｓ
／
Ｎ
比
が
高
く
な
る
た
め
有
意
差
を
見

つ
け
や
す
い
利
点
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
関
心
領
域
の
設
定
に
は
恣
意
性
が
介
入
す
る
余
地
が
あ
る
。

今
回
は
先
行
研
究
と
し
て
⒜
他
者
の
動
作
の
観
察
と
模
倣
を
し
た
場
合
に
活
性
が
観
察
さ
れ
た
領
域
（C

aspers et al. 

2010

）、
お
よ
び
⒝
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
動
作
を
観
察
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
し
た
場
合
に
活
性
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
領
域

（T
aube et al. 2015

）
に
対
し
て
Ｒ
Ｏ
Ｉ
解
析
を
試
み
た
。

⒜
に
つ
い
て
は
、
左
右
の
下
後
頭
部
に
二
実
験
刺
激
間
の
有
意
差
が
見
ら
れ
、
活
性
量
は
原
デ
ー
タ
版
刺
激
に
対
す
る
も
の

の
ほ
う
が
高
い
傾
向
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
の
領
域
は
全
脳
解
析
に
お
い
て
も
差
が
観
察
さ
れ
て
い
た
領
域
で
あ
る
。

⒝
に
つ
い
て
は
左
右
の
中
前
頭
回
、
中
心
前
回
、
小
脳
扁
桃
、
小
脳
山
頂
に
や
は
り
原
デ
ー
タ
版
刺
激
の
ほ
う
が
修
正
版
刺

激
よ
り
も
高
い
活
性
を
示
す
と
い
う
方
向
で
の
有
意
差
が
観
察
さ
れ
た
。

４
． 

重
心
軌
跡
解
析

知
覚
実
験
結
果
、
脳
機
能
計
測
と
も
に
今
回
の
着
地
点
補
正
の
影
響
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
の
差
が
何
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
の
か
を
よ
り
詳
細
に
調
べ
る
た
め
に
、
表
示
さ
れ
る
光
点
の
重
心
移
動
デ
ー
タ
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
用
い
た
刺
激
は

バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
モ
ー
シ
ョ
ン
（
即
ち
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
し
た
も
の
で
は
な
い
）
の
主
要
関
節
点
の
軌
跡
動
画

［図4］  原データ版と統制条件版の間の
対比のfMRI画像

［図5］  修正データ版と統制条件版の間の
対比のfMRI画像

［図6］  原データ版と修正データ版の間の
対比のfMRI画像
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で
あ
る
。
知
覚
評
価
実
験
の
後
に
実
験
参
加
者
か
ら
得
た
内
観
報
告
に
は
、
動
き
の
キ
レ
や
、
躍
動
感
に
つ
い
て
の
言
及
や
、

反
対
に
動
き
の
滑
ら
か
さ
、
落
ち
着
き
感
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
た
。
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
モ
ー
シ
ョ
ン
が
知
覚
心
理
学
の
分
野

で
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
、
我
々
の
知
覚
系
が
個
別
の
光
点
の
軌
跡
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
間
の
相
対
関
係
性
を

捉
え
て
人
体
像
を
知
覚
的
に
脳
内
で
構
築
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
た
め
で
あ
る
（Johansson 1973

）。
つ
ま
り
ゲ
シ
ュ

タ
ル
ト
を
知
覚
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
、
提
示
し
た
点
す
べ
て
の
重
心
を
求
め
て
み
る

こ
と
と
し
た
。

ま
ず
、
表
示
し
た
十
二
の
主
要
関
節
点
の
三
次
元
座
標
軸
上
で
の
重
心
を
、
動
画
の
各
フ
レ
ー
ム
毎
に
算
出
し
た
。
こ
の
三

次
元
ベ
ク
ト
ル
を
基
に
、
実
験
刺
激
と
し
て
提
示
し
た
投
影
写
像
の
二
次
元
平
面
上
で
座
標
値
を
求
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
原

デ
ー
タ
版
、
修
正
デ
ー
タ
版
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
二
次
元
座
標
ベ
ク
ト
ル
の
時
系
列
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。
図
7
に
そ
の

結
果
を
示
す
。
各
パ
ネ
ル
は
こ
の
二
次
元
座
標
上
の
軌
跡
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
下
の
パ
ネ
ル
が
原
デ
ー
タ
版
の

軌
跡
で
あ
り
、
そ
れ
と
横
方
向
、
縦
方
向
の
比
較
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
修
正
デ
ー
タ
版
の
軌
跡
を
右
上
、
左
下
の
パ
ネ
ル

に
表
示
し
て
い
る
。

両
方
向
共
に
重
心
の
移
動
し
た
範
囲
が
修
正
に
よ
っ
て
縮
小
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
水
平
方
向
に
つ
い
て
は
原
刺

激
と
修
正
版
と
の
差
が
大
き
い
。
こ
れ
は
修
正
に
よ
っ
て
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
と
し
て
の
身
体
像
の
運
動
範
囲
が
縮
小
す
る
結
果
を

招
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
知
覚
評
価
の
際
の
内
観
報
告
と
し
て
も
修
正
版
で
は
躍
動
感
が
低
下
し
た
印
象
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
重
心
の
運
動
範
囲
の
縮
小
傾
向
と
は
整
合
的
で
あ
る
。

 

図
7
で
は
運
動
軌
跡
を
二
次
元
平
面
上
へ
描
画
し
て
お
り
、
時
間
軸
は
失
わ
れ
て
い
る
。
図
8
で
は
水
平
方
向
、
垂
直
方

向
の
座
標
値
を
時
系
列
デ
ー
タ
と
し
て
表
示
し
﹇
図
8
a
・
d
﹈、
そ
れ
に
対
す
る
フ
ー
リ
エ
・
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
を
求
め
た

結
果
を
表
示
し
て
い
る
﹇
図
8
b
・
c
・
e
・
f
﹈。
図
8
a
、b
、c
は
水
平
方
向
、
図
8
d
、e
、f
は
垂
直
方
向
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
各

パ
ネ
ル
黒
の
○
印
が
原
デ
ー
タ
版
（O

riginal

）、
灰
色
の
×
印
が
修
正
版
（Processed

）
の
デ
ー
タ
を
示
す
。
パ
ネ
ル
b
、e

［図7］  原データ版と修正データ版のダンス動作の重心の軌跡

［図8］ 原データ版と修正データ版の重心の座標値の時間的な変化
(a) 水平軸上の座標値。(b) (a)のパワースペクトル。(c) 1.5 Hzまでの範囲へズームインした(b)と同様のデータ。
(d) 垂直軸上の座標値。(e) (d)のパワースペクトル。(f) 1.5 Hzまでの範囲へズームインした(e)と同様のデータ。
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上
で
も
原
デ
ー
タ
版
と
修
正
版
に
は
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
動
画
の
特
定
フ
レ
ー
ム
の
静
止
画
像
を
時
間
を
か
け
て
見
比
べ
る
場
合
は
差
が
あ
る
こ
と
は
明
確
に
分
か
る
も

の
の
、
実
際
に
動
画
と
し
て
見
た
場
合
の
印
象
は
よ
り
微
妙
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
実
際
に
知
覚
評
価
実

験
に
お
い
て
も
二
十
名
中
五
名
の
実
験
参
加
者
は
ふ
た
つ
の
刺
激
の
見
分
け
が
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
を
示
し
て
い
る
こ

と
も
、
差
が
微
妙
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

知
覚
評
価
実
験
で
は
「
よ
り
良
い
」
と
感
じ
ら
れ
た
刺
激
を
強
制
選
択
さ
せ
た
が
、
そ
の
選
択
方
向
に
つ
い
て
は
共
通
性
が

あ
る
と
は
言
え
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
見
分
け
が
つ
い
た
十
五
名
中
十
名
は
原
デ
ー
タ
版
刺
激
の
ほ
う
を
選
択
し
、
残
り
の
五

名
は
修
正
版
刺
激
を
選
択
し
た
。
但
し
、
実
験
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
各
実
験
参
加
者
の
判
定
基
準
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
二
群
の
間
に
は
比
較
的
明
瞭
な
基
準
の
違
い
が
存
在
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
原
デ
ー
タ
版
刺
激
選
択
群

に
は
動
き
の
キ
レ
や
躍
動
感
を
評
価
点
と
し
た
と
い
う
報
告
が
多
く
、
修
正
版
刺
激
選
択
群
に
は
動
き
の
滑
ら
か
さ
や
落
ち
着

き
感
を
評
価
点
と
し
た
と
い
う
報
告
が
目
立
っ
た
。

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
結
果
は
上
記
の
印
象
の
違
い
と
整
合
性
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
統
制
刺
激
に
対
し
て
原
デ
ー
タ
版
、

修
正
版
刺
激
と
も
に
左
半
球
下
後
頭
回
の
活
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
域
は
一
般
的
に
は
顔
の
認
識
と

関
連
性
が
高
く
、
さ
ら
に
そ
の
近
傍
の
中
後
頭
回
は
形
の
認
識
と
の
関
連
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
統
制
刺
激
は
人
体

と
し
て
の
身
体
形
状
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
崩
し
た
も
の
で
あ
り
、
形
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
欠
如
し
、
ま
た
ヒ
ト
と
は
思
え
な

い
た
め
、
ヒ
ト
な
ら
ば
必
ず
あ
る
べ
き
顔
の
認
識
に
関
わ
る
領
域
で
の
活
性
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
頷
け
る
。

さ
ら
に
修
正
版
に
つ
い
て
は
左
半
球
後
帯
状
回
の
活
性
も
統
制
刺
激
に
対
し
て
高
か
っ
た
。
こ
の
領
域
は
オ
プ
テ
ィ
ッ
ク
フ

ロ
ー
と
体
性
運
動
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
光
点
の
軌
跡
運
動
か
ら
身
体
性
を
感
じ
取
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
お

い
て
、
こ
の
領
域
の
活
性
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
整
合
性
が
あ
る
。

肝
心
の
原
デ
ー
タ
版
刺
激
と
修
正
版
刺
激
の
間
の
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
の
対
比
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
両
者
で
活
性
に
有
意
差

は
求
め
た
全
周
波
数
に
対
す
る
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
で
、
パ
ネ
ル
c
、d
は
1.5
㎐
ま
で
を
表
示
し
て
い
る
。
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト

ル
上
で
最
も
顕
著
な
差
は
、
水
平
方
向
の
高
周
波
域
（
5
㎐
以
上
）
で
修
正
版
の
ほ
う
が
よ
り
パ
ワ
ー
が
大
き
く
出
て
い
る
点

で
あ
る
。
動
画
の
動
き
で
高
周
波
域
は
人
間
の
視
覚
系
で
は
追
随
で
き
な
い
雑
音
成
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
修
正
に
よ
り
、

水
平
成
分
へ
の
動
き
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
ノ
イ
ズ
成
分
が
相
対
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

５
．
考
察

知
覚
評
価
実
験
で
は
二
十
名
中
十
五
名
、
即
ち
75
％
の
実
験
参
加
者
が
両
者
の
見
分
け
が
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
は
有
意
に

チ
ャ
ン
ス
レ
ベ
ル
を
上
回
る
。
つ
ま
り
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
し
た
デ
ー
タ
の
誤
差
を
足
先
に
つ
い
て
着
地
時
点
を
手

掛
か
り
と
し
て
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
実
に
知
覚
的
な
差
違
を
も
た
ら
し
た
と
言
っ
て
良
い
。
今
回
用
い
た
刺
激
は
身
体

上
の
主
要
関
節
点
を
光
点
軌
跡
と
し
て
描
画
し
た
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
際
に
直
接
の
修
正
を
施
し
た

足
先
に
対
応
し
た
点
は
表
示
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
差
違
が
生
じ
る
こ
と
を
不
可
思
議
に
受
け
取
る
読
者
も
い
る
と
想

像
す
る
。

こ
の
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
に
、
慣
性
式
の
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
の
原
理
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
て
お
く
。
こ
の
手

法
で
は
慣
性
情
報
と
ア
ク
タ
ー
の
骨
格
情
報
を
元
に
動
作
情
報
を
相
対
的
に
算
出
し
て
各
主
要
点
の
位
置
情
報
を
推
定
し
、
そ

の
デ
ー
タ
は
実
際
の
ア
ク
タ
ー
の
身
体
情
報
の
計
測
値
を
用
い
た
身
体
モ
デ
ル
に
適
用
し
て
使
用
す
る
。
各
関
節
間
の
四
肢
な

ど
は
固
体
と
し
て
の
制
約
を
持
つ
た
め
、
例
え
ば
足
先
の
座
標
点
を
変
化
さ
せ
る
と
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
他
の

点
群
の
座
標
値
も
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
身
体
像
と
し
て
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
維
持
す
る
べ
く
個
別
の
点
の

三
次
元
座
標
は
変
化
を
被
る
。
よ
っ
て
、
修
正
し
た
点
が
表
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
修
正
は
全
体
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
例

え
ば
、
図
2
に
示
し
た
フ
レ
ー
ム
の
画
像
は
直
接
修
正
対
象
と
な
る
つ
ま
先
の
点
は
含
ま
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
画
像
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が
あ
っ
た
領
域
は
、
左
半
球
下
後
頭
回
も
し
く
は
左
半
球
中
心
前
回
の
周
辺
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
今
回
は
十
一
名
の
実
験

参
加
者
の
集
団
解
析
を
行
っ
て
お
り
、
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
脳
の
形
状
や
寸
法
は
異
な
っ
て
く
る
た
め
、「
基
準
脳
」
へ
の
座

標
の
正
規
化
が
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
計
測
さ
れ
た
三
次
元
座
標
値
か
ら
実
際
の
脳
の
解
剖
学
的
部
位
へ
の
対
応
づ
け
に
は

尤
度
勾
配
が
存
在
し
、
上
記
の
ふ
た
つ
の
領
域
の
可
能
性
が
あ
る
。
左
半
球
下
後
頭
回
は
一
次
体
性
感
覚
野
で
あ
る
と
さ
れ
、

触
覚
刺
激
に
対
す
る
残
効 （Planetta &

 Servos 2012

） 

や
指
へ
の
触
覚
刺
激 （N

elson &
 C

hen 2008

） 

に
よ
っ
て
活
性
す

る
と
の
報
告
が
あ
る
。
左
半
球
中
心
前
回
は
一
次
運
動
野
と
さ
れ
、「
起
こ
り
そ
う
な
運
動
」
に
対
す
る
座
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
先
行
研
究
が
あ
る
（T

hoenissen et al. 2002

）。

Ｒ
Ｏ
Ｉ
解
析
の
結
果
は
、
他
者
の
動
作
の
観
察
と
模
倣
を
し
た
場
合
に
活
性
が
観
察
さ
れ
た
領
域
（C

aspers et al. 2010

） 

の
中
か
ら
は
、
左
右
の
下
後
頭
部
に
、
原
デ
ー
タ
版
刺
激
の
ほ
う
が
修
正
版
刺
激
よ
り
も
高
い
活
性
が
あ
る
と
の
結
果
が
得
ら

れ
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
動
作
を
観
察
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
し
た
場
合
に
活
性
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
領
域
（T

aube et 

al. 2015

）
か
ら
は
、
左
右
の
中
前
頭
回
、
中
心
前
回
、
小
脳
扁
桃
、
小
脳
山
頂
に
や
は
り
原
デ
ー
タ
版
刺
激
の
ほ
う
が
修
正

版
刺
激
よ
り
も
高
い
活
性
を
示
す
と
い
う
方
向
で
の
有
意
差
が
観
察
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
原
デ
ー
タ
版
刺
激
の
ほ
う
が
、
他
者
の
運
動
を
見
て
自
ら
の
身
体
動
作
へ
関
連
づ
け
る
際
に
機
能
す
る
領
域
が
よ

り
活
性
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
知
覚
評
価
に
お
い
て
原
デ
ー
タ
版
刺
激
を
好
ん
だ
実
験
参

加
者
が
動
き
の
キ
レ
や
躍
動
感
に
言
及
し
て
い
た
こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
検
討
結
果
は
今
回
試
み
た
修
正
が
不
要
あ
る
い
は
無
効
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
実
際
に
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
モ
デ
ル
を
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
す
る
際
に
は
、
無
修
正
デ
ー
タ
を

使
っ
た
場
合
は
明
白
に
不
自
然
な
局
所
的
状
態
が
出
現
し
て
し
ま
う
。
今
回
の
結
果
は
あ
く
ま
で
も
主
要
関
節
点
を
光
点
軌
跡

と
し
て
表
示
し
た
刺
激
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
局
所
的
表
層
情
報
を
表
示
す
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

現
在
ま
で
の
分
析
か
ら
、
実
際
に
躍
動
感
を
保
つ
た
め
に
は
刺
激
の
ど
の
特
徴
を
維
持
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
重
心
移
動
軌

跡
の
解
析
結
果
は
あ
る
目
安
を
与
え
て
く
れ
る
。
修
正
操
作
は
、
そ
の
副
次
的
な
効
果
と
し
て
重
心
の
移
動
範
囲
の
縮
小
、
さ

ら
に
は
特
に
水
平
方
向
成
分
に
つ
い
て
、
運
動
に
占
め
る
雑
音
的
な
微
動
を
相
対
的
に
増
加
さ
せ
る
効
果
を
生
ん
で
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が 

図
7
、8
の
グ
ラ
フ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
修
正
自
体
の
本
来
の
狙
い
は
、
着
地
す
べ
き
フ
レ
ー
ム
で
着
地
の
位

置
が
本
来
の
も
の
か
ら
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
不
自
然
性
の
低
減
、
な
ら
び
に
局
所
的
な
関
節
角
度

の
不
自
然
さ
の
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
仮
に
重
心
移
動
の
範
囲
の
縮
小
が
副
次
効
果
と
し
て
生
じ
て
し
ま
う
の

で
あ
れ
ば
、
重
心
位
置
の
移
動
範
囲
を
元
に
戻
す
た
め
の
平
行
移
動
的
な
処
置
を
附
加
す
る
こ
と
で
、
低
減
し
て
し
ま
っ
た
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
を
回
復
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
で
、
一
般
的
に
は
躍
動
感
の
大
き
さ
は
時
と
し
て
ぶ
れ
の
大
き
さ
に
つ
な
が
り
、
円
滑
さ
と
躍
動
感
は
二
律
背
反
的
な

関
係
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
実
際
に
、
物
理
法
則
的
に
は
そ
の
よ
う
な
予
測
が
導
か
れ
る
。
次
節
で

は
そ
れ
を
簡
単
に
解
説
す
る
。

　
◉
速
い
動
き
と
誤
差
量

以
下
に
最
も
単
純
な
例
を
使
っ
て
、
速
い
動
き
を
し
た
ほ
う
が
ぶ
れ
が
増
す
こ
と
を
示
す
。
質
量

の
物
体
が
速
度

で
運

動
し
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
動
き
を
止
め
る
場
合
を
考
え
て
み
る
。
運
動
を
止
め
る
と
い
う
の
は
逆
向
き
の
加
速
度
運
動
（
減

速
運
動
）
を
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
加
速
度
を

、
時
間

を
か
け
て
止
め
る
と
す
れ
ば
、
数
式
⑴
と
な
り
、
そ
の
た
め

に
加
え
る
べ
き
力

の
ス
カ
ラ
ー
量
は
数
式
⑵
と
な
る
（
以
下
、
数
式
に
つ
い
て
は
す
べ
て
﹇
コ
ラ
ム
1
﹈
を
参
照
）。
こ

れ
は
そ
れ
ま
で
の
運
動
と
同
方
向
、
逆
向
き
に
作
用
し
た
場
合
に
運
動
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
力
が
正
確

に
か
か
ら
ず
、
そ
の
方
向
が
本
来
の
も
の
か
ら
角
度

だ
け
ず
れ
る
場
合
を
考
え
る
。
人
間
に
限
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
制
御
系

は
何
ら
か
の
誤
差
を
持
っ
て
作
動
す
る
と
想
定
で
き
る
の
で
、
こ
の
ず
れ
を
考
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
精
度

は
角
度

で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
誤
差
を
持
っ
た
力
は
、
正
確
な
力
と
は
角
度

だ
け
ず
れ
た

と
な
る
。
そ
の
時
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の
ぶ
れ
と
は
も
と
も
と
の
速
度
ベ
ク
ト
ル
の
垂
直
方
向
の
成
分
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
ぶ
れ
を
起
こ
す
力

の
ス
カ
ラ
ー
量

は
、
数
式
⑶
と
な
る
。
式
⑶
に
式
⑵
を
代
入
す
る
と
、
数
式
⑷
と

な
る
。
こ
の
力
が
作
用
し
た
結
果
の
加
速
度

は
、
数
式
⑸
と

な
り
、時
間
の
間
に
起
こ
る
ぶ
れ
は
、数
式
⑹
と
な
る
。
精
度
を

表
す

が
同
じ
な
ら
ば
、
速
度

が
大
き
い
ほ
ど
ぶ
れ
が
増
す
こ
と

が
物
理
法
則
に
従
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
で

あ
ろ
う
。

つ
ま
り
速
い
運
動
を
す
れ
ば
、
そ
の
速
度
に
比
例
し
て
現
実
世
界

で
は
視
覚
的
対
象
の
座
標
値
は
正
確
な
位
置
よ
り
も
ず
れ
が
増
す
こ

と
に
な
る
。
物
理
世
界
で
は
、
こ
の
ぶ
れ
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は

ふ
た
つ
の
変
数
で
し
か
達
成
で
き
な
い
。
⑹
式
に
お
け
る

ま
た
は

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
前
者
は
容
易
な
解
決
法
で
あ
り
、
例
え
ば

初
心
者
は
ゆ
っ
く
り
と
動
作
す
る
こ
と
で
精
度
は
上
が
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
は
速
度
の
減
少
を
生
じ
、
躍
動
感
の
低
下
に
つ
な
が
る
。
一

方
で

を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
エ
ラ
ー
は

減
少
す
る
。
こ
の
場
合
が
名
手
と
言
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
今

回
の
動
作
を
提
供
し
て
く
れ
た
足
太
ぺ
ん
た
は
ま
さ
に
こ
の
名
手
の

域
に
到
達
し
た
才
能
の
持
ち
主
と
言
っ
て
良
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が

故
に
計
測
シ
ス
テ
ム
に
も
誤
差
が
乗
り
や
す
い
結
果
を
招
く
と
も
言

え
る
。
こ
の
よ
う
な
計
測
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
際
に
は
、
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
雑
音
成
分
的
な
誤
差
を
取
り
去
る
た
め
に
、

大
半
の
場
合
で
ロ
ー
パ
ス
・
フ
ィ
ル
タ
ー
処
理
が
実
装
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
パ
ス
・
フ
ィ
ル
タ
ー
は
時
間
軸
に
沿
っ
た
移
動
平

均
処
理
で
あ
る
。
あ
る
点
に
滞
在
す
る
時
間
が
長
い
ほ
ど
ノ
イ
ズ
は
除
去
さ
れ
正
確
な
座
標
値
推
定
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
滞

在
時
間
が
短
い
場
合
、
す
な
わ
ち
運
動
速
度
が
速
い
場
合
は
ノ
イ
ズ
の
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

測
定
系
の
誤
差
を
測
定
器
自
体
の
技
術
改
良
で
低
下
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
生
じ
る
誤
差
が
人
間
の
知
覚
に
と
っ
て
は

最
小
検
知
以
下
に
な
れ
ば
、
後
処
理
的
な
修
正
を
せ
ず
と
も
受
容
可
能
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
処
理
は
そ
の
好

例
で
あ
る
。
論
理
的
に
言
え
ば
量
子
化
雑
音
は
確
実
に
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
の
画
像
、
音

響
記
録
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
人
間
の
ほ
う
が
感
度
を
鈍
化
さ
せ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
主
張

も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
人
間
の
側
の
感
覚
器
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
域
に
迫
れ
ば
後
処
理
的
な

修
正
は
不
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
出
現
ま
で
の
間
、
な
ん
ら
か
の
意
味
で
の
後
処
理
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
手
作
業
、
つ

ま
り
作
業
者
の
「
職
人
芸
」
の
介
入
が
要
求
さ
れ
る
。
職
人
芸
と
は
い
わ
ゆ
る
暗
黙
知
、
即
ち
定
式
化
や
言
語
化
が
困
難
な
経

験
則
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
現
場
で
先
達
か
ら
体
験
を
通
じ
て
獲
得
す
る
し
か
道
が
な
い
。
時
と
し
て
そ
れ
は
芸
術
的
な
価
値

の
創
出
に
つ
な
が
る
。
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
最
終
的
に
は
そ
の
暗
黙
知
を
形
式
化
す
る
こ
と
で
全
う
さ
れ
る
た
め
、
科
学

的
に
暗
黙
知
を
形
式
値
化
す
る
こ
と
を
、
芸
術
の
価
値
を
低
め
る
行
為
と
捉
え
る
傾
向
は
あ
る
。
一
方
で
芸
術
は
常
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
新
し
い
価
値
観
を
提
示
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
進
展
に
は
、
常
に
科
学
的
な
新

発
見
に
よ
る
人
間
観
の
変
容
、
技
術
革
新
に
よ
る
新
手
法
、
新
素
材
の
供
給
が
深
く
関
与
し
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
暗
黙
知
の

形
式
値
へ
の
変
換
は
、
た
と
え
そ
れ
が
部
分
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
次
の
段
階
へ
創
作
を
押
し
上
げ
る
推
進
力
と
な
る
。
そ
の

た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
今
回
の
知
見
は
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
論
文
の
副
題
に
あ
る
「
躍
動
感
と
滑
ら
か
さ
は
背
反
す
る
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
は
、
原
理
的
に

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

［コラム1］  本文中の数式一覧
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は
背
反
す
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
前
項
で
論
じ
た
原
理
が
働
く
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
前
項
で
扱
っ
た
の
は
速

度
と
正
確
さ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
は
必
ず
し
も
躍
動
感
と
滑
ら
か
さ
を
表
わ
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
高
速

で
運
動
す
る
物
の
軌
道
の
変
化
に
は
よ
り
大
き
な
力
が
必
要
で
あ
り
、
高
速
で
あ
る
ほ
ど
躍
動
感
を
強
く
感
じ
る
と
い
う
解
釈

は
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
不
正
確
性
か
ら
生
じ
る
雑
音
成
分
の
低
減
は
滑
ら
か
さ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
物
理
的
な
実
体
（
例
え
ば
実
際
の
人
間
）
の
場
合
は
、
躍
動
感
を
保
ち
つ
つ
誤
差
最
小
化
に
よ
っ
て
滑
ら
か
さ
を
感
じ

さ
せ
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
も
の
の
あ
る
程
度
は
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
で
は
オ
フ
ラ
イ
ン
的
な
処

理
を
用
い
て
、
ノ
イ
ズ
除
去
に
よ
っ
て
低
下
し
て
し
ま
っ
た
可
動
範
囲
な
ど
を
適
切
な
パ
ラ
メ
ー
タ
上
で
の
操
作
に
よ
っ
て
補

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
の
動
画
の
場
合
、
着
地
点
修
正
操
作
で
低
減
し
て
し
ま
っ
た
重
心
の
移
動
範
囲
を
適

度
に
増
大
さ
せ
る
よ
う
な
平
行
移
動
処
理
を
加
え
る
発
想
が
こ
れ
に
当
た
る
。
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
検
討
は
今
後
の
課
題

で
あ
る
。ま

と
め

ダ
ン
ス
動
作
に
つ
い
て
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
し
た
デ
ー
タ
に
対
す
る
「
着
地
点
」
補
正
の
知
覚
的
な
効
果
に
つ
い
て
、

主
要
関
節
点
だ
け
を
提
示
し
た
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
モ
ー
シ
ョ
ン
刺
激
を
用
い
て
、
知
覚
評
価
実
験
な
ら
び
に
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ

る
脳
機
能
計
測
を
実
施
し
て
検
討
し
た
。
修
正
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
躍
動
感
の
低
下
と
い
う
副
次
効
果
が
出
た
可
能
性
を

示
唆
す
る
結
果
を
得
た
。
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
重
心
移
動
の
解
析
結
果
も
、
修
正
の
実
施
に
よ
る
運
動
範
囲
の
縮
小
、
運
動
感
に
は

関
与
し
に
く
い
高
周
波
数
成
分
へ
の
パ
ワ
ー
の
漏
洩
が
あ
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
今
回
用
い
た
誤
差
修
正
は

躍
動
感
の
低
下
に
つ
な
が
り
や
す
い
一
方
、
よ
り
適
切
な
後
処
理
を
附
加
す
る
こ
と
で
そ
の
低
下
を
補
う
可
能
性
を
見
い
だ
せ

た
。補

足
［1］  

刺
激
の
サ
ン
プ
ル
動
画
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
視
聴
可
能
で
あ
る
。https://youtu.be/4Q

D
V

n4cqxoM
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印
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し
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他
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の
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提
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手
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有
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確
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す
る
。

ま
た
、
現
状
で
は
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Ｉ
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よ
る
脳
機
能
計
測
は
実
験
コ
ス
ト
が
非
常
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。

❖
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え
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ダ
ン
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正
面
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映
像
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な
る
の
で
奥

行
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方
向
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こ
れ
に
該
当
す
る
。
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バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
降
り
て
き
た
！ 

岡
田
加
津
子　
　

│
修
復
・
創
造
・
教
育
の
日
々
の
記
録

は
じ
め
に

も
と
も
と
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
京
都
芸
大
に
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
二
〇
一
五
年
十
月
に
、
大
阪
万
博
記
念
公
園
か
ら
バ

ラ
バ
ラ
の
部
材
と
し
て
運
ば
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
本
学
で
修
復
さ

れ
、
復
元
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
在
る
」
と
い
う
よ

り
「
現
れ
た
」、
い
や
、
わ
た
く
し
的
に
言
え
ば
「
降
臨
し
た
」

の
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
、
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で
に
一
度

も
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
不
思
議
な
形
状
を
し
て
お
り
、
あ
ち

こ
ち
に
向
い
た
銀
色
の
金
属
が
鈍
い
光
を
放
ち
、
そ
れ
は
あ
た
か

も
ど
こ
か
の
星
か
ら
偶
然
地
球
に
降
り
立
っ
た
未
確
認
飛
行
物
体

か
の
よ
う
に
思
え
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
バ
シ
ェ
の
音

響
彫
刻
が
、
修
復
さ
れ
て
完
全
な
姿
を
現
し
た
途
端
、
大
阪
府
は

「
こ
れ
は
う
ち
の
物
だ
」
と
言
っ
て
、
本
学
に
大
阪
府
へ
返
す
よ

う
に
言
い
渡
し
た
。
突
然
、
目
の
前
に
現
れ
た
音
響
彫
刻
が
、
一

過
性
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
万
博
公
園
に
帰
っ
て
い
く
の
を
、
私

は
黙
っ
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
に
出
会
っ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
衝
撃

的
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
音
響
彫
刻
の
こ
と
を
も
っ
と
深
く
知
り

た
い
、
学
生
た
ち
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
何
よ
り
こ
の
音

響
彫
刻
が
「
大
学
に
在
る
」
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

岡田加津子

新
し
い
芸
術
創
造
や
教
育
、
社
会
へ
の
発
信
な
ど
が
、
こ
う
し
て

音
響
彫
刻
と
の
遭
遇
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
者
の
使
命
な
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で
、
当
時
本
学
音
楽
学
部
教
授
で
あ
り
、
芸
資
研
所
長
で

も
あ
っ
た
柿
沼
敏
江
氏
に
、
音
響
彫
刻
を
本
学
に
留
め
置
く
こ
と

を
訴
え
た
。
私
の
気
持
ち
に
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
た
柿
沼
氏
の
尽

力
に
よ
り
、
本
学
で
修
復
さ
れ
た
二
基
の
音
響
彫
刻
は
、
そ
の
ま

ま
大
阪
府
よ
り
借
り
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
め

で
た
く
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
京
都
芸
大
に
「
在
る
」
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
音
響
彫
刻
を
め
ぐ
る
本
学
で
の
活
動
を
、
次
の
三

つ
の
時
期
に
分
け
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
本
学
で
修
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
と
修
復
作
業
が
終
わ
る
ま
で
（
第
一
期
）、
そ
の
後
の
研
究
、

教
育
、
創
造
活
動
（
第
二
期
）、
芸
資
研
バ
シ
ェ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
の
活
動
（
第
三
期
）。
私
た
ち
は
そ
こ
か
ら
何
を
学
び
、

何
を
考
え
、
何
を
見
出
し
た
の
か
…
…
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
と
共

に
あ
っ
た
沓
掛
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
そ

の
意
味
を
考
察
す
る
。

【
第
一
期
】（
二
〇
一
三
年
度
後
期
〜
二
〇
一
五
年
度
後
期
）

1
．
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
と
本
学
と
の
つ
な
が
り

「
そ
れ
は
万
博
事
務
所
か
ら
の
一
本
の
電
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
で
展
示
さ
れ
た
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
を
修

復
し
た
い
の
で
一
度
み
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
で
し
た
」
と
柿
沼
氏

は
述
べ
て
い
る1

❖

。

バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
と
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
バ
シ
ェ
（B

ernard 

B
aschet 

一
九
一
七
〜
二
〇
一
五
）
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
シ
ェ

（François B
aschet 

一
九
二
〇
〜
二
〇
一
四
）
兄
弟
が
考

案
し
た
音
の
鳴
る
立
体
作
品
群
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
創
始
者
の
一
人
ピ

エ
ー
ル
・
シ
ェ
フ
ェ
ー
ル
（
一
九
一
〇
〜
一
九
九
五
）
と
彼
の

仲
間
た
ち
が
創
造
し
て
い
た
新
し
い
電
子
音
響
音
楽
に
大
い
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
兄
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、
一
九
五
二
年
以

降
、
彫
刻
家
志
望
の
弟
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
と
共
に
、
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
（
電
子
的
で
な
い
）
素
材
を
使
っ
て
新
し
い
音
を

生
み
出
す
た
め
の
研
究
と
実
験
を
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
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は
材
料
と
形
態
の
新
し
い
組
み
合
わ
せ
を
見
出
し
、
様
々
な
音

響
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
彫
刻
と
し
て
展
示
で
き
る
と

と
も
に
、
音
楽
家
が
演
奏
で
き
る
音
響
彫
刻
を
次
々
に
創
作
し

た
。
バ
シ
ェ
演
奏
チ
ー
ム
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
後
、
聴
衆
に
そ
れ

ら
の
音
響
彫
刻
を
演
奏
す
る
よ
う
に
誘
っ
た
と
い
う
。
パ
リ
装

飾
芸
術
美
術
館
な
ど
で
も
、
当
時
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
試
み
ら

れ
な
か
っ
た
「H

ands O
n

（
手
で
触
れ
る
）」
展
覧
会
を
開

き
、
人
気
を
博
し
た
。
そ
の
後
、
バ
シ
ェ
兄
弟
の
活
動
は
フ
ラ

ン
ス
国
外
へ
も
広
が
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
ト
ロ

ン
ト
、
ベ
ル
リ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
シ
カ
ゴ
、
メ
キ
シ
コ
、
マ

ド
リ
ー
ド
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ど
で
展
示
・
演
奏
さ
れ
て
い
る2

❖

。

そ
の
音
響
彫
刻
に
注
目
し
た
の
が
武
満
徹
（
一
九
三
〇
〜

一
九
九
六
）
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
で
の
鉄
鋼
館
の

演
出
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
武
満
は
、
鉄
鋼
館
の
ホ
ワ
イ
エ

に
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
を
展
示
し
た
い
と
考
え
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

バ
シ
ェ
に
制
作
を
依
頼
し
た
。
そ
れ
に
応
え
て
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

バ
シ
ェ
は
建
築
家
の
ア
ラ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ミ
ノ
を
伴
っ
て
来
日
し
、

十
七
基
に
上
る
音
響
彫
刻
を
作
り
上
げ
た
。
様
々
な
姿
を
持
つ
大

型
の
音
響
彫
刻
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
ホ
ワ
イ
エ
の
展
示
風
景

が
、
当
時
の
写
真
か
ら
見
て
取
れ
る
﹇
図
1
﹈。
し
か
し
、
万
博

閉
幕
と
同
時
に
そ
れ
ら
は
す
べ
て
解
体
さ
れ
、
部
材
と
な
っ
て
倉

庫
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
音
響
彫
刻
は
鉄
鋼
館
と
共
に
社

会
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
、
元
鉄
鋼
館
がE

X
PO

’70

パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て

再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
記
念
と
し
て
乃
村
工
藝
社
に
よ

り
池
田
フ
ォ
ー
ン3

❖

（
十
七
基
の
う
ち
の
一
基
﹇
図
2
﹈）
が
修
復
さ

れ
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
川
上
格
知
氏4

❖

が
、
大
阪
万
博
で

の
音
響
彫
刻
制
作
の
際
に
自
分
が
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
一
人
で
あ
っ

た
こ
と
を
万
博
事
務
所
に
名
乗
り
出
た
こ
と
か
ら
、
他
の
音
響
彫

刻
の
修
復
の
可
能
性
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
た
。
ベ

ル
ナ
ー
ル
・
バ
シ
ェ
と
親
交
の
あ
っ
た
永
田
砂
知
子
氏
（
打
楽
器

奏
者
、
後
に
日
本
の
バ
シ
ェ
協
会
会
長
に
就
任
）
か
ら
の
紹
介
で
、

万
博
事
務
所
の
担
当
者
が
柿
沼
氏
に
連
絡
を
し
た
。
こ
の
章
の

冒
頭
で
紹
介
し
た
柿
沼
氏
の
「
一
本
の
電
話
」（
二
〇
一
三
年
九

月
）
と
は
、
こ
の
連
絡
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
こ
そ
が
、

京
都
芸
大
と
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
結
び
つ
い
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

同
年
秋
、
バ
シ
ェ
研
究
の
第
一
人
者
マ
ル
テ
ィ
・
ル
イ
ツ
氏

（M
arti R

uids

一
九
八
二
〜
）
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
招
聘
さ
れ
、

川
上
氏
（
前
述
）
と
共
に
川
上
フ
ォ
ー
ン
﹇
図
3
﹈
と
高
木
フ
ォ
ー

ン
﹇
図
4
﹈
を
修
復
し
て
い
る
。

岡田加津子

上左：［図2］ 2010年に修復された池田フォーン
上右：［図3］ 2013年に修復された川上フォーン
下：［図4］ 2013年に修復された高木フォーン（Photo by Yuki Moriya）
（いずれもEXPO’70パビリオン保管）

［図1］ 1970年大阪万博　鉄鋼館ホワイエにおける展示風景
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2
．
桂
フ
ォ
ー
ン
と
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
の
修
復

二
〇
一
一
年
度
か
ら
五
年
間
に
渡
り
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
と

本
学
共
同
で
実
施
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
マ
ル
テ
ィ
・
ル

イ
ツ
氏
﹇
図
5
﹈
が
選
ば
れ
た
こ
と
が
、
本
学
に
お
け
る
音
響
彫

刻
の
修
復
と
い
う
歴
史
的
な
出
来
事
を
呼
び
込
ん
だ
。「
は
じ
め

に
」
で
も
書
い
た
よ
う
に
、
二
〇
一
五
年
十
月
、
大
阪
万
博
記

念
公
園
か
ら
バ
ラ
バ
ラ
の
部
材
と
し
て
運
ば
れ
て
き
た
音
響
彫

刻
﹇
図
6
﹈
は
、
本
学
の
彫
刻
棟
で
、
ル
イ
ツ
氏
、
松
井
紫
朗
教

授
、
彫
刻
専
攻
の
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
、
組
み
立
て
ら

れ
、
復
元
さ
れ
た
。
つ
い
に
大
学
会
館
ホ
ワ
イ
エ
に
桂
フ
ォ
ー

ン
﹇
図
7
﹈
と
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
﹇
図
8
﹈
の
二
基
が
展
示
さ
れ
た
時
、

そ
の
音
を
間
近
に
聴
い
て
、
私
は
驚
愕
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
音
浴
体
験
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
不
確
か
な
音
程

と
何
重
に
も
重
な
る
倍
音
、
空
気
中
を
伝
う
深
い
残
響
、
ノ
イ
ズ

と
楽
音
が
同
居
す
る
よ
う
な
不
思
議
な
音
た
ち
を
生
み
出
す
音
響

彫
刻
は
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
直
感
し
た
。

同
年
の
本
学
の
芸
祭
に
お
い
て
、
作
曲
専
攻
の
学
生
た
ち
と
共

に
初
め
て
の
音
響
彫
刻
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
な
っ
た
。
音
響
彫
刻
と

生
の
楽
器
、
声
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
編

成
の
新
作
が
六
曲
発
表
さ
れ
た
。
当
時
ま
だ
自
分
に
と
っ
て
音
響

彫
刻
は
「
不
思
議
な
音
の
鳴
る
、
正
体
不
明
の
物
体
」
で
あ
り
、

無
性
に
惹
か
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
惚
れ
込
ん
だ
相
手
と
ど
う
や
っ

て
付
き
合
っ
て
い
っ
た
ら
良
い
の
か
、
来
る
日
も
来
る
日
も
考
え

て
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
使
用
例
も
資
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お

ら
ず
、
特
に
一
九
七
〇
年
の
万
博
の
際
、
鉄
鋼
館
の
天
井
か
ら
吊

る
さ
れ
て
い
た
桂
フ
ォ
ー
ン
は
、
当
時
演
奏
さ
れ
た
か
ど
う
か
も

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
幸
運
に
も
音
響
彫
刻
が
「
そ
こ
に

あ
る
」
の
だ
か
ら
、
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
み
よ
う
！　

第
一
回
音
響
彫
刻
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
手
探
り
な

が
ら
そ
う
い
う
思
い
で
未
知
の
世
界
に
踏
み
出
し
た
、
貴
重
な
第

一
歩
で
あ
っ
た
。

3
．�

バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
コ
ン
サ
ー
ト
＆
映
画
上
映
会

（
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
×
本
学
共
催
）

十
一
月
初
め
、
桂
フ
ォ
ー
ン
と
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
は
、
京
都
芸
術

セ
ン
タ
ー
へ
と
運
ば
れ
て
展
示
さ
れ
、
ル
イ
ツ
氏
に
よ
っ
て
京

都
子
ど
も
の
音
楽
教
室
の
子
ど
も
た
ち
や
研
究
員
へ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
た
﹇
図
9
﹈。

十
一
月
十
五
日
、「
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
コ
ン
サ
ー
ト
＆
映
画
上

映
会
」
開
催
の
た
め
に
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

に
は
、
桂
フ
ォ
ー
ン
、
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
の
他
、E

X
PO

’70
パ
ビ

リ
オ
ン
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
川
上
フ
ォ
ー
ン
、
高
木
フ
ォ
ー
ン
も

加
わ
り
、
計
四
基
の
音
響
彫
刻
が
対
面
し
た
。
一
九
七
〇
年
以

来
の
こ
と
で
あ
る
。
武
満
が
四
基
の
音
響
彫
刻
の
た
め
に
書
い

た
「
四
季
（Seasons

）」
の
完
全
版5

❖

が
、
初
演
者
の
山
口
恭
範
氏6

❖

も
交
え
演
奏
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
う

岡田加津子

上左：［図5］ マルティ・ルイツ氏
上中：［図6］ 部材の状態で京都芸大に運び込
まれた音響彫刻
上右：［図7］ 2015年に修復された桂フォーン
（京都市立芸術大学保管）
下：［図8］ 2015年に修復された渡辺フォーン
（Photo by Yuki Moriya）（京都市立芸術大学保管）

［図9］ マルティ・ルイツ氏による子どものための
音響彫刻ワークショップ（於：京都芸術センター）
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【
第
二
期
】（
二
〇
一
六
年
度
前
期
〜
二
〇
一
八
年
度
後
期
）

1
．
作
曲
専
攻
ゼ
ミ
に
お
け
る
活
動

私
が
二
〇
一
六
年
度
担
当
し
て
い
た
作
曲
専
攻
三
・
四
回
生
ゼ

ミ
に
お
い
て
、
さ
っ
そ
く
音
響
彫
刻
研
究
が
始
ま
っ
た
。
毎
週
、

音
響
彫
刻
を
打
っ
た
り
擦
っ
た
り
し
な
が
ら
お
も
し
ろ
い
響
き
を

探
り
、
奏
法
を
編
み
出
し
て
い
っ
た
。
学
生
た
ち
の
様
子
を
見
て

い
る
と
、
嬉
々
と
し
て
こ
の
「
音
の
鳴
る
オ
ブ
ジ
ェ
」
に
取
り
組

み
、
音
響
彫
刻
の
各
部
分
の
音
の
ピ
ッ
チ
を
記
録
し
、
記
譜
法
に

つ
い
て
考
え
始
め
る
学
生
も
い
た
一
方
で
、
音
響
彫
刻
か
ら
発
せ

ら
れ
る
「
五
線
譜
に
書
け
な
い
音
」
に
な
か
な
か
馴
染
め
ず
悩
む

学
生
も
い
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
や
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
教
育

で
ド
レ
ミ
音
階
が
染
み
付
い
た
耳
に
は
、
む
し
ろ
音
響
彫
刻
の

ピ
ッ
チ
の
不
確
か
な
音
に
困
惑
す
る
の
が
当
然
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
試
練
を
経
て
、
学
生
た
ち
は
一
つ
の
作
品

を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
﹇
図
11
﹈。

し
て
、
こ
れ
ら
を
企
画
し
た
柿
沼
氏
の
見
事
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

よ
っ
て
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
は
日
本
で
も
知
る
人
ぞ
知
る
存
在

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4
．
彫
刻
専
攻
＋
作
曲
専
攻
合
同
ゼ
ミ

京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
る
と
、
ル
イ
ツ

氏
は
、
小
型
の
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
を
京
都
芸
大
で
作
ろ
う
！

と
、

私
に
熱
心
に
説
い
た
。
私
自
身
は
毎
日
起
こ
る
新
し
い
こ
と
で
、

も
う
頭
も
心
も
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
て
い
た
が
、
ル
イ
ツ
氏
の
熱
意

に
押
さ
れ
て
、
彫
刻
専
攻
の
学
生
と
作
曲
専
攻
の
学
生
と
の
合
同

ゼ
ミ
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
水
で
濡
ら
し
た
指
で
ガ
ラ
ス

の
棒
を
擦
っ
て
音
を
鳴
ら
す
タ
イ
プ
の
音
響
彫
刻
に
つ
い
て
、
ル

イ
ツ
氏
は
解
説
し
、
学
生
た
ち
に
ア
イ
デ
ア
を
求
め
た
。
作
曲
専

攻
の
学
生
が
音
の
ピ
ッ
チ
を
何
種
類
か
提
案
し
、
そ
れ
に
近
く

な
る
よ
う
に
彫
刻
専
攻
の
学
生
が
ル
イ
ツ
氏
と
共
に
製
作
し
た

の
が
、
三
台
の
「FU

Y
U

N
O

H
A

N
A

（
冬
の
花
）」﹇
図
10
﹈
で
あ

る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後

に
ル
イ
ツ
氏
が
本
学
に
残
し
て
く
れ
た
こ
の
置
き
土
産
は
、
後
々
、

我
々
の
創
造
活
動
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

2
．
音
響
彫
刻
ラ
イ
ヴvol.2

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
八
日
大
学
会
館
ホ
ワ
イ
エ
。
三
・
四

回
生
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
六
名
が
作
曲
・
構
成
し
た
「Sound 

Sculpture Station

〜
音
の
駅
」
に
よ
っ
て
、
音
響
彫
刻
ラ
イ
ヴ

vol.2

の
幕
は
上
が
っ
た
。
学
生
た
ち
は
音
響
彫
刻
に
対
し
て
敬

意
と
勇
気
と
を
以
っ
て
接
し
、
実
に
良
い
連
携
プ
レ
ー
を
見
せ
た
。

そ
う
し
た
学
生
た
ち
の
変
化
と
成
長
ぶ
り
が
、
私
に
は
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
。

公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
こ
の
後
、
北
村
千
絵
（
ヴ
ォ
イ

ス
）
＋
渡
辺
亮
（
音
響
彫
刻
）
に
よ
る
即
興
演
奏
、
続
い
て
宮
北

裕
美
（
ダ
ン
ス
）
＋
山
本
祐
介
（
音
響
彫
刻
）
に
よ
る
即
興
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

四
曲
目
に
音
響
彫
刻
を
使
っ
た
自
作
品
「H

ow
ling to the 

m
oon

〜
月
に
吼
え
る
」
を
初
演
し
た
。
こ
れ
は
音
響
彫
刻
（
岡

田
加
津
子
）
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
（
石
塚
廉
）
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
（
山
口
友
寛
）
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
る
、
犬
の
遠
吠
え
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
作
品
で
、
曲
の
途
中
に
は
大
学
会
館
ホ
ワ
イ
エ
の

階
段
に
座
っ
た
観
客
の
参
加
に
よ
る
一
斉
の
遠
吠
え
も
加
わ
り
、

声
と
音
響
彫
刻
と
が
見
事
に
共
鳴
し
た
﹇
図
12
﹈。

岡田加津子

［図10］ 彫刻専攻＋作曲専攻合同ゼミにおいて作られたミニ音響彫刻「FUYUNOHANA（冬の花）」
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本
学
大
学
会
館
ホ
ワ
イ
エ
）
に
も
足
を
運
ば
れ
、
つ
い
にA

LT
I

創
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
音
響
彫
刻
で
行
こ
う
！

と
い
う
決
定
に

至
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
私
は
彫
刻
専
攻
の
松
井
紫
朗
教
授
に

声
を
か
け
た
。
松
井
教
授
は
二
〇
一
三
年
に
柿
沼
氏
と
共
に
、
万

博
記
念
公
園
の
倉
庫
に
眠
る
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
の
部
材
を
視
察

に
行
っ
た
り
、
二
〇
一
五
年
に
マ
ル
テ
ィ
・
ル
イ
ツ
氏
と
共
に
本

学
で
音
響
彫
刻
を
修
復
し
た
り
す
る
な
ど
、
音
響
彫
刻
と
は
す
で

に
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
、
一
緒
に
協
力
し
合
え
ば
き
っ
と

何
か
良
い
も
の
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
だ
。
松

井
教
授
に
相
談
し
て
み
る
と
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
に
学
び
つ
つ

も
、
も
う
一
歩
先
へ
進
も
う
、
と
提
案
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
京
都

芸
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
し
い
音
響
彫
刻
を
創
作
し
よ
う
、
と
い
う

計
画
で
あ
る
。

こ
う
し
て
二
〇
一
七
年
四
月
、
本
学
初
と
な
る
美
術
学
部
・
音

楽
学
部
合
同
の
テ
ー
マ
演
習
「
新
・
音
響
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
の
活
動
が
、
同
年
ロ
ー
ム
シ
ア

タ
ー
京
都
で
の
「O

K
A

Z
A

K
I LO

O
PS 2017

」
へ
の
参
加
、
そ

し
て
京
都
府
民
ホ
ー
ルA

LT
I

と
の
二
年
連
続
の
共
同
制
作
の
実

現
に
繋
が
っ
た
。

4
．�

音
響
彫
刻
ラ
イ
ヴ vol.3

（O
KAZAKI LO

O
PS 

―
音
を
と
ら
え
る
―
）

二
〇
一
七
年
六
月
、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
ロ
ビ
ー
に
、
桂

フ
ォ
ー
ン
と
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
の
二
基
の
音
響
彫
刻
と
三
台
の
「
冬

の
花
」、
そ
し
て
穴
の
空
い
た
大
き
な
石
が
三
つ
運
び
込
ま
れ
た
。

十
日
、
十
一
日
の
二
日
に
渡
っ
て
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
六
演
目
公
演
さ
れ
た
。
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、

ま
ず
、
ダ
ン
サ
ー
自
ら
が
音
響
彫
刻
に
絡
ん
で
音
を
出
す
、
ヴ
ォ

イ
ス
と
ダ
ン
ス
の
即
興
演
奏
﹇
図
13
﹈、
音
響
彫
刻
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

と
ラ
イ
ヴ
ペ
イ
ン
ト
、
テ
ー
マ
演
習
で
創
作
し
た
ダ
ン
ス
と
音
響

彫
刻
の
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ガ
ム
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

音
響
彫
刻
の
影
絵
、
そ
れ
に
加
え
、
黒
川
岳
（
当
時
、
本
学
彫
刻

専
攻
大
学
院
生
）
の
制
作
し
た
石
の
彫
刻
作
品
﹇
図
14
﹈
と
、
川

瀬
鮎
美
（
同
）
作
合
成
樹
脂
製
の
円
盤
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
演
じ
ら
れ
た8

❖

﹇
図
15
﹈。
そ
れ
ら
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
に
人
が
関

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
作
品
が
完
成
す
る
と
い
う
意
味
に
お

い
て
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
と
近
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
っ
て
い
た
。

ま
た
こ
こ
で
も
、
ロ
ビ
ー
を
訪
れ
た
多
く
の
人
々
が
音
響
彫
刻
を

実
際
に
触
っ
た
り
、
石
の
穴
に
頭
を
突
っ
込
ん
だ
り
し
て
、
音
の

最
後
に
客
席
か
ら
十
人
ぐ
ら
い
観
客
が
出
て
き
て
（
こ
れ
は
も

ち
ろ
ん
仕
組
ん
で
あ
っ
た
の
だ
が
）
音
響
彫
刻
の
音
に
合
わ
せ
て

ル
エ
ダ7

❖

を
踊
っ
た
。
音
響
彫
刻
の
周
り
で
輪
に
な
っ
て
踊
る
…
…

こ
れ
は
私
の
兼
ね
て
か
ら
の
夢
だ
っ
た
！　

そ
う
し
た
ア
ン
コ
ー

ル
の
ノ
リ
の
良
さ
も
手
伝
っ
て
か
、
終
演
後
に
設
け
た
フ
リ
ー
プ

レ
ー
タ
イ
ム
に
は
、
多
く
の
観
客
が
音
響
彫
刻
の
周
り
に
集
ま
り
、

楽
し
そ
う
に
い
つ
ま
で
も
音
を
鳴
ら
し
て
い
た
。
一
般
参
加
を
自

分
た
ち
の
芸
術
理
念
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
た
バ
シ
ェ
兄
弟
に
、

こ
の
光
景
を
ぜ
ひ
見
せ
た
か
っ
た
！

3
．
テ
ー
マ
演
習
「
新
・
音
響
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
発
足

京
都
府
民
ホ
ー
ルA

LT
I

が
二
〇
一
八
年
に
創
立
三
十
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
京
都
に
あ
る
大
学
と
協
働
し
て
何
か
新
し

い
舞
台
作
品
を
制
作
で
き
な
い
か
と
模
索
し
始
め
た
頃
、
そ
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
打
診
が
何
人
か
の
人
の
手
を
渡
っ
て
私
ま
で

巡
っ
て
き
た
の
が
、
確
か
二
〇
一
六
年
の
夏
頃
だ
っ
た
と
思
う
。

私
が
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
の
話
を
す
る
と
、A

LT
I

の
ス
タ
ッ
フ

が
非
常
に
興
味
を
持
ち
、
す
ぐ
音
を
聴
き
に
来
ら
れ
た
。
そ
の
後

私
が
開
催
し
た
音
響
彫
刻
ラ
イ
ヴ
（
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
、
お
よ
び

岡田加津子

［図11］ 作曲専攻の学生たちが作った
音響彫刻メモ

［図12］ 岡田加津子作曲「Howling to the moon」の
初演風景（於：本学大学会館ホワイエ）
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レ
公
演
、
二
〇
一
八
年
度
に
本
公
演
。A

LT
I

か
ら
は
ダ
ン
サ
ー
、

振
付
、
会
場
、
特
別
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
な
ど
の
協
力
を
得
、
本

学
か
ら
は
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
二
基
と
、
京
芸
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
響

彫
刻
二
基
を
出
品
し
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
舞
台
作
品
の
創
作
と
演

奏
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

夏
休
み
前
か
ら
、
テ
ー
マ
演
習
の
中
で
京
芸
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
響

彫
刻
の
デ
ザ
イ
ン
を
練
っ
て
い
た
が
、
音
を
響
か
せ
る
構
造
を
作

る
作
業
は
予
想
以
上
に
難
航
し
た
﹇
図
16
﹈。

試
行
錯
誤
の
上
、
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
は
直
径
約
二
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
約
二
メ
ー
ト
ル
の
鉄
製
円
筒
形
の
外
枠
を
回
す
と
、
円
筒
の

中
央
に
立
て
ら
れ
た
十
本
ほ
ど
の
寸
切
棒
を
レ
バ
ー
が
打
ち
、
メ

ロ
デ
ィ
を
奏
で
る
、
と
い
う
構
造
に
決
定
し
た
。
名
前
は
、
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
を
も
じ
っ
てSound go R

ound

と
名
付
け

た
。
二
基
のSound go R

ound

は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
本
数
と
異

な
る
長
さ
の
寸
切
棒
を
持
ち
、
異
な
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る
た

め
、
二
基
を
同
時
に
回
す
と
互
い
の
音
が
入
れ
子
の
よ
う
に
な
っ

て
、
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
き
、
一
種
の
ミ
ニ
マ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
の
元

に
構
想
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
実
際
の
製
作
作
業
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
間
に
、
時

間
は
ど
ん
ど
ん
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。
美
術
学
部
の
作
品
展
も
迫

る
中
、
最
後
は
松
井
教
授
の
奮
闘
で
大
枠
は
ど
う
に
か
完
成
し

﹇
図
17
﹈、
二
月
初
め
の
凍
え
る
朝
に
二
基
のSound go R

ound

が
京
都
府
民
ホ
ー
ル A

LT
I

に
運
び
込
ま
れ
た
﹇
図
18
﹈。
あ
と
は

「
ど
う
や
っ
て
音
を
鳴
ら
す
か
？
」
で
あ
る
。
桂
フ
ォ
ー
ン
や
渡

辺
フ
ォ
ー
ン
は
「
人
が
演
奏
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
音
が
鳴
る
の

だ
が
、
松
井
教
授
は
よ
り
広
い
意
味
で
の
身
体
性
、
人
の
体
と
オ

ブ
ジ
ェ
と
の
関
わ
り
合
い
を
作
品
に
求
め
て
い
た
。
私
も
そ
の
考

え
に
は
と
て
も
共
感
し
て
い
た
。
だ
が
、Sound go R

ound

に

施
さ
れ
た
発
音
構
造
は
、
製
作
が
進
む
う
ち
に
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
良
い
ア

イ
デ
ア
も
な
く
、
も
う
引
き
返
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

点
が
結
果
と
し
て
後
々
悔
や
ま
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

二
基
の
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
の
う
ち
、
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
を
用
い

た
舞
台
作
品
を
私
が
書
き
下
ろ
し
﹇
図
19
﹈、
桂
フ
ォ
ー
ン
を
用

い
た
作
品
を
伊
藤
慶
佑
（
当
時
、
本
学
作
曲
学
部
生
）
が
手
が
け

た
﹇
図
20
﹈。
こ
う
し
て
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
二
基
の
そ
れ
ぞ
れ

の
構
造
と
響
き
の
特
徴
が
生
か
さ
れ
た
ダ
ン
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
二
作
品
と
、
京
芸
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
響
彫
刻Sound go R

ound

に
二
人
の
ダ
ン
サ
ー
の
生
身
が
絡
む
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
生
ま

体
験
を
楽
し
ん
だ
。
テ
ー
マ
演
習
「
新
・
音
響
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
発
足
二
ヶ
月
目
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
最
初
の
舞
台
芸
術
成

果
で
あ
り
、
大
き
な
学
び
を
伴
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

5
．
音
×
彫
刻
×
身
体@

ALTI

プ
レ
公
演

京
都
府
民
ホ
ー
ルA

LT
I

創
立
三
十
周
年
イ
ベ
ン
ト
は
、
ア
ル

テ
ィ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ａ
Ａ
Ｐ
）
が
数
年
ぶ

り
に
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
と
も
リ
ン
ク
し
て
、
音
と
彫
刻
と
舞

踊
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
企
画
の
目
玉
と
な
っ
た
。
そ
の

「
音
と
彫
刻
」
の
部
分
を
、
本
学
の
テ
ー
マ
演
習
「
新
・
音
響
彫

刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
一
七
年
度
プ

岡田加津子

上：［図13］ ヴォイスとダンスによる即興パフォーマン
ス「音響彫刻は歌う」（於：ロームシアター京都ロビー）
中：［図14］ 「聞くこと自体」の中で使われた黒川岳作、
石の彫刻作品（於：ロームシアター京都ロビー）
下：［図15］ 「聞くこと自体」の中で使われた川瀬鮎美作、
合成樹脂製の円盤（於：ロームシアター京都ロビー）
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れ
、
結
果
的
に
は
、
公
演
テ
ー
マ
で
あ
る
「
音
×
彫
刻
×
身
体@

A
LT

I

」
の
理
念
は
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
果
た
さ
れ
た
と
い

う
手
応
え
が
あ
っ
た
。
松
井
先
生
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

6
．�

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ム
ー
ン
の
映
像
と
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー@

KCUA

企
画
）

二
〇
一
八
年
春
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
日
し
、
本
学
を
訪
れ
た
映
像

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ム
ー
ン
氏
は
、
大
学
会
館
ホ

ワ
イ
エ
に
置
い
て
あ
る
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
を
大
変
気
に
入
り
、

急
遽
、
氏
の
映
像
と
音
響
彫
刻
と
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
本
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー@

K
C

U
A

の
「im

/

pulse : 

脈
動
す
る
映
像
」
と
い
う
企
画
の
中
の
一
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
同
年
六
月
十
五
日
、
大
学
会
館
ホ
ー
ル
に
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
、

桂
フ
ォ
ー
ン
、「
冬
の
花
」
を
運
び
入
れ
て
行
わ
れ
た
﹇
図
21
﹈。

ム
ー
ン
氏
は
世
界
各
地
を
旅
し
て
宗
教
的
儀
式
や
民
族
的
な
所
作

な
ど
を
撮
り
溜
め
た
膨
大
な
量
の
映
像
を
持
ち
、
ホ
ー
ル
内
に
響

く
音
響
彫
刻
の
音
と
連
関
す
る
よ
う
に
映
像
を
選
ん
で
ラ
イ
ヴ
映

写
す
る
、
ま
た
我
々
の
方
も
映
像
を
見
な
が
ら
音
響
彫
刻
の
音
の

種
類
や
奏
法
に
反
映
さ
せ
る
、
と
い
う
手
法
で
呼
応
し
た9

❖

。
こ
う

岡田加津子

［図16］ テーマ演習において音響彫刻の構造を考える
［図17］ Sound go Roundの制作に精を出す松井教授
［図18］ 2018年に作られた京芸オリジナル音響彫刻Sound go Round（於：京都府民ホールALTI）
［図19］ 岡田加津子作曲「クジラにのまれた男」初演風景（於：京都府民ホールALTI）
［図20］ 伊藤慶佑作曲「閉ざされたジャクリーヌ」初演風景（於：京都府民ホールALTI）

17.

18.

20.

16.

19.

［図21］ ヴィンセント・ムーンの映像とのコラボレーション（於：本学大学会館ホール）
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し
た
ア
ー
ト
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
軽
や
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
も
っ
て
実
現
で
き
た
の
も
、
普
段
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

の
中
に
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
た
か
ら

に
違
い
な
い
。

7
．「
音
×
彫
刻
×
身
体@

ALTI

」
本
公
演

二
〇
一
八
年
度
初
め
か
ら
、
Ａ
Ａ
Ｐ
（
前
述
）
と
の
本
公
演
の

準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
二
年
目
と
な
る
テ
ー
マ
演
習
「
新
・
音

響
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
当
初
こ
そ
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
増

え
、
美
術
学
部
学
生
た
ち
の
「
音
」
へ
の
関
心
の
高
さ
も
窺
え
た
。

し
か
し
、
実
際
に
一
年
先
のA

LT
I

で
の
舞
台
公
演
へ
つ
な
げ
て

い
く
た
め
の
プ
ラ
ン
に
、
継
続
的
に
参
加
で
き
る
学
生
は
少
な
く
、

前
期
の
終
わ
る
頃
に
は
、
メ
ン
バ
ー
は
美
術
・
音
楽
両
学
部
合
わ

せ
て
三
名
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
少
数
精
鋭
の
陣
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
私
も
彼
ら
と
共
に
台
本
を
書
き
進
め
、
ど
の
場
面

で
ど
ん
な
音
が
必
要
か
を
考
え
た
。
既
存
の
楽
器
を
使
わ
ず
、
音

と
響
き
を
構
成
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
舞
台
作
品
を
構
築
し
て

い
っ
た
。
私
が
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
研
修
で
不
在
だ
っ
た
三
ヶ
月
の
間

に
、
新
た
な
る
京
芸
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
響
彫
刻
が
作
ら
れ
た
。
そ
の

製
作
に
は
松
井
教
授
と
小
山
田
徹
教
授
、
宗
接
花
菜
（
本
学
環
境

デ
ザ
イ
ン
卒
業
生
）、
伊
藤
慶
佑
（
当
時
本
学
作
曲
専
攻
大
学
院

生
）
が
あ
た
っ
た
。

二
〇
一
九
年
三
月
九
、十
日
と
二
日
に
渡
っ
て
、
本
学
と
京

都
府
民
ホ
ー
ルA

LT
I

と
の
共
同
制
作
「
音
×
彫
刻
×
身
体@

A
LT

I

〜
ま
た
夜
は
来
る
〜
」
が
上
演
さ
れ
た
（
舞
台
演
出
・
小

山
田
徹
）。
こ
の
作
品
は
、
真
夜
中
に
聞
こ
え
る
音
か
ら
始
ま
り
、

陽
が
昇
っ
て
、
夕
方
ま
た
日
が
暮
れ
て
暗
闇
に
戻
る
ま
で
に
聞
こ

え
る
一
日
の
サ
ウ
ン
ド
を
、
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
身
体
の
動
き
と
共

に
表
現
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
で
あ
る
。
ア
ル
テ
ィ
ダ
ン
ス

カ
ン
パ
ニ
ー
の
ダ
ン
サ
ー
十
三
名
、
本
学
の
演
奏
者
九
名
が
、
前

年
度
作
ら
れ
たSound go R

ound

に
加
え
、
新
た
に
作
ら
れ
た

Sound Seesaw

﹇
図
22
﹈、G

rand B
ell

、Pipem
an

、Sound 
T

ree

な
ど
の
音
響
彫
刻
・
創
作
楽
器
と
共
に
創
り
上
げ
た
、
観

客
参
加
型
の
大
き
な
舞
台
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
二
〇
一
五
年
に

本
学
で
修
復
さ
れ
た
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
の
蒔
い
た
種
が
、
芽
を

吹
き
大
き
く
育
っ
た
証
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
記
憶
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

8
．
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
研
修

二
〇
一
八
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
、
筆
者
は
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
研

修
の
機
会
を
得
て
、
パ
リ
郊
外
に
あ
る
バ
シ
ェ
工
房
に
滞
在
し

た
﹇
図
23
﹈。
現
在
、
フ
ラ
ン
ス
の
バ
シ
ェ
協
会L

’association 
Structures Sonores B

aschet

（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
の
本
拠
地
と
な
っ

て
い
る
バ
シ
ェ
工
房
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
バ
シ
ェ
が
生
前
、
音
響

彫
刻
の
製
作
に
使
っ
て
い
た
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。
そ
の
ア
ト
リ
エ

の
鍵
を
渡
さ
れ
、
文
字
通
り
バ
シ
ェ
工
房
の
番
頭
と
し
て
過
ご
し

た
二
ヶ
月
の
間
、
筆
者
は
工
房
に
遺
さ
れ
た
数
々
の
音
響
彫
刻
に

自
由
に
触
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
思
え
ば
、
本
当
に
贅
沢
な
時

間
だ
っ
た
。
毎
朝
真
っ
暗
な
内
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
音
響
彫
刻
た

ち
と
対
面
し
な
が
ら
一
人
コ
ー
ヒ
ー
を
沸
か
す
。
体
が
少
し
暖

ま
っ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
ク
リ
ス
タ
ル
・
バ
シ
ェ
（
バ
シ
ェ
の
音
響

彫
刻
の
一
つ
）﹇
図
24
﹈
を
鳴
ら
し
始
め
る
。
し
ば
ら
く
目
を
閉

じ
て
演
奏
し
て
い
る
と
、
意
識
が
音
の
中
に
溶
け
て
い
く
。
自
分

の
体
が
響
き
の
中
に
す
っ
か
り
埋
没
す
る
頃
、
い
つ
の
間
に
か
窓

の
外
は
う
っ
す
ら
白
み
始
め
て
い
る
。
さ
ぁ
、
今
日
は
ど
の
音
響

彫
刻
と
じ
っ
く
り
向
き
合
お
う
か
…
…
。

昼
間
、
工
房
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｂ
理
事
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ラ
デ
氏

岡田加津子

［図22］ 2019年に新たに作られた京芸オリジナル音響彫刻Sound Seesaw（於：京都府民ホールALTI）
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が
日
常
的
に
バ
シ
ェ
の
教
育
音
具
や
音
響
彫
刻
を
製
作
し
て
い
た

し
﹇
図
25
﹈、
生
前
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
バ
シ
ェ
を
知
る
音
楽
家
た

ち
が
し
ば
し
ば
工
房
へ
遊
び
に
来
て
、
音
響
彫
刻
を
演
奏
し
て
み

せ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
パ
リ
に
住
ん
で
い
る
バ
シ
ェ
の
専
門
演
奏
家
二
人
を
訪

問
し
た
こ
と
も
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
一
人
目
の
ミ
シ
ェ
ル
・

ド
ゥ
ヌ
ー
ヴ
氏
は
、
二
〇
一
七
年
秋
に
本
学
で
も
特
別
講
座
を
開

い
て
い
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
「
ク
リ
ス
タ
ル
・
バ
シ
ェ
は
も
う
立

派
な
楽
器
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
が
ヤ
マ
ハ
製
や
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
製

が
あ
る
の
と
同
様
に
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
バ
シ
ェ
も
い
ろ
い
ろ
な
人

が
作
れ
ば
良
い
。
そ
う
し
な
い
か
ら
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
は
有
名

に
な
ら
な
い
の
だ
！
」
と
い
う
の
が
持
論
だ
っ
た
。
二
人
目
の

キ
ャ
ト
リ
ー
ヌ
・
ブ
リ
セ
氏
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
バ
シ
ェ
が
現
代

音
楽
で
非
常
に
活
躍
で
き
る
こ
と
、
ま
た
単
な
る
演
奏
の
み
な
ら

ず
他
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
向
い
て
い
る
こ
と
な
ど

を
、
実
例
を
示
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。
ど
ち
ら
も
、
バ
シ
ェ

の
音
響
彫
刻
が
決
し
て
過
去
の
物
で
な
く
、
ま
さ
に
今
、
息
づ
い

て
い
る
作
品
群
で
あ
る
こ
と
を
力
強
く
印
象
づ
け
た
。

こ
れ
に
は
、
兄
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
バ
シ
ェ
と
弟
の
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
バ
シ
ェ
の
考
え
方
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
つ

ま
り
「
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
」
と
言
っ
て
も
、
音
の
鳴
る
基
本
構

造
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
開
発
に
力
を
注
い
だ
ク

リ
ス
タ
ル
・
バ
シ
ェ
と
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
がE

X
PO

’70

で
作
っ
た

桂
フ
ォ
ー
ン
と
で
は
、
哲
学
が
ち
が
う
の
だ
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
何

度
で
も
同
様
の
物
を
作
っ
た
し
、
む
し
ろ
改
良
を
重
ね
て
、
よ
り

良
い
楽
器
を
作
ろ
う
と
し
た
。
一
方
フ
ラ
ン
ソ
ワ
は
二
度
と
同
じ

物
を
作
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

バ
シ
ェ
が
製
作
し
た
音
響
彫
刻
群
が
、
世
界
的
に
他
に
類
を
見
な

い
、
い
か
に
貴
重
で
稀
有
な
芸
術
遺
産
で
あ
る
か
を
あ
ら
た
め
て

思
い
知
っ
た
。
日
本
に
現
存
す
る
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
を
ま
ず
守

り
、
次
世
代
へ
音
と
共
に
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ

と
い
う
責
務
を
、
遅
ま
き
な
が
ら
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

二
〇
一
九
年
度
初
め
か
ら
本
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
に
軸
足

を
置
き
、
音
響
彫
刻
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
理
に

取
り
掛
か
る
こ
と
に
し
た
。

【
第
三
期
】（
二
〇
一
九
年
度
前
期
〜
二
〇
二
一
年
度
後
期
）

1
．�

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
「
バ
シ
ェ
の
音
響

彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
発
足

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
り
、
サ
ウ
ン
ド
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
川
崎
義
博
氏
を
客
員
研
究
員
と
し
て
迎
え
た
。

川
崎
氏
は
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
先
端

芸
術
表
現
科
講
師
を
務
め
、
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
の
際
に
作
ら

れ
た
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
の
う
ち
の
一
基
、
勝
原
フ
ォ
ー
ン
﹇
図

26
﹈
が
二
〇
一
七
年
に
修
復
さ
れ
る
際
に
、
現
場
で
陣
頭
指
揮
を

取
っ
た
研
究
者
で
も
あ
る
。
ま
た
、
勝
原
フ
ォ
ー
ン
を
修
復
す
る

際
に
部
材
の
材
質
な
ど
詳
細
を
調
査
し
た
東
京
藝
術
大
学
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
ラ
ボ
の
三
枝
一
将
氏
へ
も
協
力
を
依
頼
し
た
。

一
年
目
は
音
響
彫
刻
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
収
集
、

そ
し
て
二
年
目
に
二
〇
二
〇
年
（E

X
PO

’70

か
ら
五
〇
周
年
）

と
い
う
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
が
必
要
で

あ
っ
た
。

二
年
目
は
、
予
定
で
は
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
が
目
白
押
し
で
あ
っ

岡田加津子

上：［図23］ フランスのバシェ工房
中：［図24］ クリスタル・バシェ
下：［図25］ 音響彫刻を制作するフレデリック・フラデ
氏（フランス・バシェ協会理事）とアラン・デゥモン氏
（ベルナール・バシェと共に音響彫刻を制作してきたメ
ンバー）
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た
。
二
月
東
京
で
の
「
万
博
記
念
展
」
を
皮
切
り
に
、
四
〜
七
月

に
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
で
の
「
音
と
造
形
の
レ
ゾ
ナ
ン
ス

―
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
と
岡
本
太
郎
の
共
振
」、
八
〜
九
月
に
大
阪

万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
「
万
博
展
」、
そ
し
て
最
後
が
本
学
主
催

の
「
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻　

特
別
企
画
展
」
と
、
こ
れ
ま
で
に
修
復

さ
れ
た
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
、
各
地
を
移
動
し
て
回
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
二
〇
二
〇
年
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界
中
を
駆
け
巡
っ
た
の
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
数
日
前
、
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
か
ら
川
上

フ
ォ
ー
ン
と
高
木
フ
ォ
ー
ン
、
京
都
芸
大
か
ら
桂
フ
ォ
ー
ン
と
渡

辺
フ
ォ
ー
ン
、
東
京
藝
大
か
ら
勝
原
フ
ォ
ー
ン
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

@
K

C
U

A

に
運
び
入
れ
ら
れ
て
組
み
上
が
っ
た
﹇
図
29
﹈。
こ
の

時
点
で
、
私
は
す
で
に
感
無
量
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
大
阪
万

博
で
一
緒
に
生
ま
れ
た
兄
弟
た
ち
が
、
無
事
京
都
で
再
会
を
果
た

し
響
き
合
え
る
の
だ
！

壁
に
は
一
九
七
〇
年
当
時
バ
シ
ェ
が
描
い
た
音
響
彫
刻
の
ラ
フ

ス
ケ
ッ
チ
や
、
東
京
藝
大
の
修
復
作
業
時
の
ア
ー
カ
イ
ブ
、
京
都

芸
大
の
舞
台
作
品
公
演
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
活
動
が
展
示
紹
介
さ
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
で
は
バ

シ
ェ
の
映
画
も
上
映
さ
れ
た
。

十
一
月
七
日
の
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
始
ま
っ

て
、
六
週
間
の
会
期
中
「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」「
若
手
作
曲
家
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
」﹇
図
30
﹈、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」﹇
図
31
﹈、「
よ
み
が
え
る
響
き
、
ゆ
ら
め
く
身
体
」「
オ
ン

ラ
イ
ン
・
ラ
イ
ヴ
配
信
コ
ン
サ
ー
ト
」「
開
花
し
た
音
響
彫
刻
」

な
ど
週
末
・
祝
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
お
い
て
、
様
々
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
音
響
彫
刻
を
用
い
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
た
﹇
図
32‒  

1 

〜 

4
﹈。
そ
の
ほ
か
、
京
都
子
ど

二
月
の
「
万
博
記
念
展
」
は
辛
う
じ
て
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
二
ヶ
所
で
の
展
覧
会
は
縮
小
さ
れ
た
り
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た

り
し
た
。
残
る
十
一
月
京
都
で
の
バ
シ
ェ
展
は
果
た
し
て
開
催
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
⁈ 

2
．「
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻　

特
別
企
画
展
」
開
催

本
学
主
催
の
「
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻　

特
別
企
画
展
」
は
、

二
〇
二
〇
年
度
日
本
万
国
博
覧
会
記
念
基
金
の
助
成
事
業
に
採
択

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
隙
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

@
K

C
U

A

に
て
開
催
さ
れ
る
見
通
し
が
立
っ
た
。
な
ん
と
幸
運

だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
！

バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
は
と
に
か
く
大
型
で
重
い
の
で
、
移
動

作
業
が
も
っ
と
も
重
労
働
で
あ
る
。E

X
PO

’70

パ
ビ
リ
オ
ン
に

保
管
さ
れ
て
い
る
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻
三
基
の
う
ち
二
基
（
川
上

フ
ォ
ー
ン
と
高
木
フ
ォ
ー
ン
）
の
貸
出
の
最
終
許
可
が
、
大
阪
府

か
ら
十
月
初
め
に
や
っ
と
得
ら
れ
て
か
ら
、
我
々
は
解
体
・
搬

出
・
搬
入
・
組
立
の
人
員
確
保
に
奔
走
し
た
。
移
動
が
無
事
終
わ

れ
ば
、
あ
と
は
だ
い
ぶ
気
が
楽
に
な
る
。
そ
う
し
た
解
体
・
組
立

の
プ
ロ
セ
ス
も
重
要
な
ア
ー
カ
イ
ブ
と
な
る
の
だ
﹇
図
27 

・ 

28
﹈。

も
の
た
め
の
音
楽
教
室
よ
り
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
の

た
め
の
サ
ウ
ン
ド
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」﹇
図
33
﹈
や
、
一
般
対

象
の
「
み
ん
な
の
た
め
の
サ
ウ
ン
ド
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
音

響
彫
刻
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
オ
ン

ラ
イ
ン
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー@

K
C

U
A

に

お
け
る
展
覧
会
と
し
て
は
、
破
格
に
賑
や
か
な
展
覧
会
で
は
あ
っ

た
に
違
い
な
い10

❖

。
こ
れ
は
展
示
対
象
が
「
音
の
鳴
る
オ
ブ
ジ
ェ
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
も
ち
ろ
ん
大
き
な
理
由
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

に
加
え
、
バ
シ
ェ
兄
弟
が
目
指
し
た
「
芸
術
×
科
学
×
一
般
参
加

（A
rt +

 Science +
 Public participation

）」
と
い
う
理
念
が
、

自
然
な
形
で
立
証
さ
れ
た
例
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。

会
場
に
は
家
族
連
れ
や
美
術
館
巡
り
が
大
好
き
な
若
者
た
ち
、
そ

し
て
万
博
マ
ニ
ア
、
音
楽
家
、
美
術
家
、
音
響
研
究
者
、
音
楽
教

育
者
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
な
ど
様
々
な
分
野
の
人
々
が
行
き

交
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
深
げ
に
、
ま
た
本
当
に
楽
し
そ
う
に
音

響
彫
刻
の
周
り
を
歩
き
ま
わ
る
の
を
、
私
は
感
慨
深
く
見
守
っ
た
。

3
．
バ
シ
ェ
の
教
育
音
具
パ
レ
ッ
ト
・
ソ
ノ
ー
ル
の

持
つ
可
能
性

［図26］ 2017年に修復された勝原フォーン
（東京藝術大学保管）

岡田加津子
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［図27］ 渡辺フォーン解体作業（於：本学大学会館ホワイエ）
［図28］ 川上フォーンの組み立て作業（於：ギャラリー＠KCUA）
［図29］ 「バシェ音響彫刻　特別企画展」会場風景（於：ギャラリー＠KCUA）
［図30］ 作曲専攻学生による新作発表（於：ギャラリー＠KCUA）
［図31］ 黒川岳のパフォーマンス（於：ギャラリー＠KCUA）
［図32-1］ 桂フォーンを演奏するアンサンブル・ソノーラ　沢田穣治（於：ギャラリー＠KCUA）
［図32-2］ 川上フォーンを演奏するアンサンブル・ソノーラ　渡辺亮（於：ギャラリー＠KCUA）
［図32-3］ 高木フォーンを演奏するアンサンブル・ソノーラ　岡田加津子（於：ギャラリー＠KCUA）
［図32-4］ 勝原フォーンを演奏しながら歌うアンサンブル・ソノーラ　北村千絵（於：ギャラリー＠KCUA）
［図33］ 子どものためのサウンド・ワークショップ　講師／岡田加津子、北村千絵（於：ギャラリー＠KCUA）

31.

30.27.

28.

29.

32-1.

32-3.

18.
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33.

岡田加津子
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ま
ず
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
思
え
る
の
は
、「
音
が
鳴
る
」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

と
い
う
問
題
に
真
正
面
か
ら
対

峙
し
た
こ
と
で
あ
る
。
幼
少
か
ら
音
楽
、
特
に
西
洋
音
楽
の
ル
ー

ル
を
基
盤
と
し
た
音
楽
教
育
を
受
け
る
と
、
最
初
か
ら
出
来
上

が
っ
た
楽
器
を
与
え
ら
れ
、
な
ん
の
疑
い
も
な
く
ド
レ
ミ
の
音
階

を
鳴
ら
す
こ
と
が
音
楽
す
る
こ
と
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
楽

器
を
演
奏
す
れ
ば
音
楽
な
の
だ
ろ
う
か
？　

我
々
は
何
を
音
楽
だ

と
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
？　

音
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す

る
の
だ
ろ
う
？　

音
と
は
何
か
…
…
私
自
身
が
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
「
楽
器
で
な
い
も
の
で
音
楽
す
る
」
ス
タ
イ
ル
は
、
バ
シ
ェ

の
音
響
彫
刻
に
繋
が
る
べ
く
し
て
繋
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、「
音
は
振
動
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
ま
で
身
を

以
て
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
音
の
鳴
る
構
造
」
に
対
峙
で

き
た
の
も
、
音
響
彫
刻
が
や
は
り
美
術
作
品
で
あ
り
、
そ
の
上
い

わ
ゆ
る
「
正
し
い
ド
レ
ミ
」
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
ま

た
、
困
難
が
伴
う
に
せ
よ
、
解
体
も
で
き
、
組
立
も
で
き
る
オ
ブ

ジ
ェ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
音
に
つ
い
て
考
え
る
絶
好
の
機
会
を
与

え
て
く
れ
た
。

テ
ー
マ
演
習
「
新
・
音
響
彫
刻
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、「
音

響
生
産
装
置
」
と
「
楽
器
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

京
都
の
バ
シ
ェ
展
の
中
で
、
来
館
者
に
人
気
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト

が
二
つ
あ
っ
た
。
三
台
の
「
冬
の
花
」
と
パ
レ
ッ
ト
・
ソ
ノ
ー
ル11

❖

を
自
由
に
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

「
冬
の
花
」
は
本
文
【
第
一
期
】
4.
で
も
述
べ
た
が
、
マ
ル

テ
ィ
・
ル
イ
ツ
氏
と
本
学
彫
刻
専
攻
＋
作
曲
専
攻
合
同
ゼ
ミ
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
バ
シ
ェ
の
構
造
を
用
い
た
小
型
の
音
響
彫
刻

で
あ
る
。
こ
れ
は
水
に
濡
ら
し
た
指
先
で
ガ
ラ
ス
棒
を
軽
く
擦
る

と
、
拡
声
盤
に
振
動
が
伝
わ
っ
て
、
金
管
楽
器
の
よ
う
な
音
が
出

る
。
こ
れ
は
奏
法
と
実
際
に
耳
に
す
る
音
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
り
、
こ
の
試
演
行
為
を
一
度
で
も
体
験
し
た
人
の
多
く
は
感
嘆

に
も
な
っ
た
。
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
は
「
音
響
生
産
装
置
」
で

は
な
い
。
と
は
言
え
、
従
来
の
狭
義
で
の
「
楽
器
」
と
も
違

う
。
で
は
京
芸
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
響
彫
刻Sound go R

ound

や 
Sound Seesaw

は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な

る
の
だ
ろ
う
？

人
の
身
体
が
関
わ
っ
て
音
が
生
ま
れ
る
…
こ
の

す
て
き
な
現
象
と
「
楽
器
」
ま
で
の
距
離
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
音

程
が
き
れ
い
に
揃
っ
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
知
っ
て
い
る
曲
を
再

現
で
き
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
。
人
が
自
分
の
意
志
と
感
性
に

よ
っ
て
そ
れ
を
演
奏
で
き
る
か
ど
う
か
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
の

「
楽
器
」、「
楽
器
寄
り
の
音
響
彫
刻
」
を
作
る
の
は
、
相
当
に
難

し
い
。

テ
ー
マ
演
習
で
は
、
と
に
か
く
様
々
な
問
題
に
揉
ま
れ
な
が
ら
、

美
術
学
部
と
音
楽
学
部
が
各
々
の
専
門
分
野
か
ら
意
見
を
ぶ
つ
け

合
い
、「
音
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
、
大
い
に
試
行
錯
誤
し

た
。
紆
余
曲
折
し
な
が
ら
も
、
お
互
い
が
新
し
い
創
作
に
向
か
っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
だ
こ
と
は
真
に
有
意
義
だ
っ
た
と
、
今

な
ら
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
。
柿
沼
氏
、
マ
ル
テ
ィ
・
ル
イ
ツ

氏
、
松
井
教
授
、
小
山
田
教
授
、
そ
し
て
「
新
・
音
響
彫
刻
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
わ
っ
た
当
時
の
学
生
た
ち
と
京
都
府
民
ホ
ー
ル

A
LT

I

の
ス
タ
ッ
フ
、
Ａ
Ａ
Ｐ
メ
ン
バ
ー
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

の
声
を
上
げ
、
音
を
鳴
ら
す
こ
と
に
し
ば
し
夢
中
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
自
由
に
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
十
一
台
の
パ
レ
ッ

ト
・
ソ
ノ
ー
ル
が
常
設
さ
れ
た
﹇
図
34
﹈。
パ
レ
ッ
ト
・
ソ
ノ
ー
ル

は
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
の
構
造
を
用
い
て
、
兄
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
バ

シ
ェ
が
考
案
し
た
教
育
音
具
で
、
現
在
は
Ｓ
Ｓ
Ｂ
（
前
述
）
が
そ

の
製
作
と
管
理
を
司
っ
て
い
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー@

K
C

U
A

の
バ

シ
ェ
展
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
大
人
も
童
心
に
帰
り
、

い
つ
ま
で
も
楽
し
そ
う
に
鳴
ら
し
続
け
る
姿
を
何
度
見
た
こ
と

か
！ 音

を
鳴
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
、
ド
レ
ミ
の

音
程
で
は
な
い
の
に
、
わ
ず
か
な
ピ
ッ
チ
の
差
や
残
響
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
音
楽
を
作
っ
て
奏
で
ら
れ
る
パ
レ
ッ
ト
・
ソ

ノ
ー
ル
…
…
創
造
面
に
お
い
て
も
教
育
面
に
お
い
て
も
、
そ
の
可

能
性
は
計
り
知
れ
な
い
。

お
わ
り
に

二
〇
一
五
年
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
京
都
芸
大
に
彗
星
の
ご

と
く
現
れ
て
、
六
年
が
経
っ
た
。
そ
の
出
現
が
我
々
に
与
え
た
も

の
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？ 

岡田加津子

［図34］ パレット・ソノールを鳴らして遊ぶ来館者
（於：ギャラリー＠KCUA）
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た
が
、
四
〇
鍵
の
楽
器
の
音
色
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。
も
と
も
と
ク

ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
な
ど
シ
ン
プ
ル
な
構
造
の
楽
器
に
興
味
が
あ
っ
た

私
は
、
も
っ
と
こ
の
楽
器
を
知
り
た
く
な
り
購
入
を
決
意
し
た
。

こ
の
楽
器
の
音
色
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
サ
イ
ズ
と
構
造
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一
般
的
な
ピ
ア
ノ
で
は
、
ひ
と
つ
の
音
を
出

す
の
に
三
本
の
弦
を
使
う
（
三
重
弦
）
が
、
こ
の
楽
器
は
単
弦
で

あ
る
。
音
量
は
小
さ
め
で
は
あ
る
が
、
親
密
で
シ
ン
プ
ル
な
響
き

で
、
ギ
タ
ー
や
リ
ュ
ー
ト
、
ハ
ー
プ
な
ど
の
音
色
を
思
わ
せ
る
。

物
資
窮
乏
が
き
っ
か
け
で
単
弦
楽
器
を
作
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

ピ
ア
ノ
で
単
弦
と
い
う
発
想
に
か
え
っ
て
斬
新
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
演
奏
表
現
に
お
い
て
も
現
代
の
ピ
ア
ノ
と
は
違
っ
た
ア
プ

は
じ
め
に�

（
砂
原 

悟
）

ミ
ニ
ピ
ア
ノ
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
二
〇
一
七
年
の
春
で

あ
る
。
そ
の
小
さ
さ
に
驚
き
、
鍵
盤
数
を
数
え
て
み
る
。
四
〇
鍵
。

ほ
ぼ
壊
れ
た
状
態
で
、
音
が
鳴
ら
な
い
鍵
盤
や
切
れ
て
い
る
弦
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
音
色
に
惹
か
れ
た
。
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
戦

後
の
復
興
期
一
九
四
八
年
前
後
に
作
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
で
、
河
合
楽

器
の
創
業
者
で
あ
る
河
合
小
市
の
手
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
。
戦

後
の
物
資
供
給
難
か
ら
小
さ
な
ピ
ア
ノ
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
ら

し
い
。
そ
の
後
、
名
古
屋
で
同
タ
イ
プ
の
楽
器
を
修
理
し
た
調
律

師
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
名
古
屋
の
楽
器
は
五
一
鍵
で
あ
っ

新
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
鍵
盤
楽
器
考 

砂
原 

悟
＋
黒
川 
岳　
　

│
河
合
小
市
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
解
体
を
通
し
て

注❖
1 

「
バ
シ
ェ
音
響
彫
刻　

特
別
企
画
展
（
二
〇 

二
〇
）
に
寄
せ
て
」
よ
り
。

❖
2 

マ
ル
テ
ィ
・
ル
イ
ツ
（
二
〇
一
三
）「
バ
シ
ェ

の
音
響
彫
刻
」
翻
訳
・
柿
沼
敏
江
、
京
都
市
立
芸
術
大

学
音
楽
学
部
研
究
紀
要
『
ハ
ル
モ
ニ
ア
』（
四
四
号
）

一
三
五‒

一
五
五
頁
。

❖
3 

一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た

音
響
彫
刻
に
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
シ
ェ
の
意
向
に
よ

り
、
日
本
へ
の
感
謝
と
敬
意
を
こ
め
て
、
制
作
ア
シ
ス

タ
ン
ト
や
通
訳
係
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
池

田
フ
ォ
ー
ン
」
の
池
田
さ
ん
、
京
芸
の
「
桂
フ
ォ
ー

ン
」
の
桂
さ
ん
、「
渡
辺
フ
ォ
ー
ン
」
の
渡
辺
さ
ん
、

な
ど
も
同
様
で
あ
る
。

❖
4 

川
上
格
知
（
一
九
四
七
〜
二
〇
一
七
）
氏
は
、

一
九
六
九
年
当
時
、
工
芸
会
社
の
社
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
が
、
万
博
で
の
音
響
彫
刻
制
作
の
た
め
に
来
日

し
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
シ
ェ
の
助
手
を
務
め
た
。「
川

上
フ
ォ
ー
ン
」
の
川
上
さ
ん
は
、
こ
の
川
上
格
知
氏
の

こ
と
で
あ
る
。

❖
5 

武
満
徹
作
曲
「
四
季
（Seasons

）」
は
本
来
、

四
人
の
奏
者
に
よ
っ
て
音
響
彫
刻
が
演
奏
さ
れ
る
よ
う

指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
時
に
は
、

カ
ナ
ダ
か
ら
二
名
の
奏
者
が
到
着
せ
ず
、
そ
の
結
果
、

山
口
保
宣
、
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
ン
タ
の
二
氏
に
よ
っ
て
初

演
さ
れ
た
。

❖
6 
日
本
を
代
表
す
る
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
一

人
。
一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
で
武
満
徹
「Seasons

」

を
初
演
（
初
演
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
山
口
保

宣
」
と
な
っ
て
い
る
）。
武
満
徹
作
品
に
造
詣
が
深
く
、

国
内
外
で
レ
ク
チ
ャ
ー
、
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

❖
7 

輪
に
な
っ
て
踊
る
キ
ュ
ー
バ
の
ダ
ン
ス
。

❖
8 

演
奏
は
沢
田
穣
治
、
渡
辺
亮
、
岡
田
加
津
子
、

テ
ー
マ
演
習
受
講
生
（
以
上
、
音
響
彫
刻
）、
北
村
千

絵
（
ヴ
ォ
イ
ス
）、
河
邊
こ
ず
え
、
山
口
陽
子
、
吉
田

ル
リ
子
（
以
上
、
ダ
ン
ス
）、
倉
持
伊
吹
（
ラ
イ
ヴ
ペ

イ
ン
ト
）、
マ
ル
ガ
サ
リ
（
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
と
影
絵
）。

❖
9 

演
奏
は
沢
田
穣
治
、
渡
辺
亮
、
岡
田
加
津
子

（
以
上
、
音
響
彫
刻
）、
北
村
千
絵
（
ヴ
ォ
イ
ス
）。

❖
10 

音
響
彫
刻
の
解
体
、
搬
出
、
搬
入
、
組
立
作
業

も
含
め
、
会
期
中
の
イ
ベ
ン
ト
は
芸
資
研YouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル（https://w

w
w

.youtube.com
/channel

/U
C

X
nfntD

T
ptx_-lbZ

B
C

T
bjQ

g

）
お
よ
び
ギ
ャ
ラ

リ
ー@

K
C

U
A

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https:/gallery.

kcua.ac.jp/archives/2020/315/

）
に
て
公
開
さ
れ

て
い
る
。
出
演
し
た
演
奏
家
、
ダ
ン
サ
ー
、
作
曲
家
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
学
生
は
以
下
の
通
り
。
袋
坂
ヤ
ス
オ
、

沢
田
穣
治
、
渡
辺
亮
、
岡
田
加
津
子
、
北
村
千
絵
、
小

宮
知
久
、
福
井
麻
衣
、
丹
治
樹
、
下
村
景
、
田
中
詩
也
、

土
方
渚
紗
、
黒
川
岳
、
鈴
木
昭
男
、
宮
北
裕
美
、
角
正

之
、
川
崎
義
博
、
岩
田
小
桃
、
高
井
梨
緒
、
桑
鶴
麻
紀

子
、
升
田
学
、
山
口
和
也
。

❖
11 

パ
レ
ッ
ト
・
ソ
ノ
ー
ルPalette Sonore

は
バ

シ
ェ
の
教
育
音
具
の
愛
称
で
、
正
式
名
称
はInstru-

m
entatium

 Pedagogique B
aschet

。

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

一
九
七
〇
年
大
阪
万
博
で
作
ら
れ
た
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
は
、

金
属
で
あ
る
が
故
の
変
質
、
破
損
、
摩
耗
な
ど
が
起
こ
っ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
部
材
の
管
理
・
保
存
は
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
音
を
鳴
ら
し
て
こ
そ
真
価
を
発
揮
す
る
音

響
彫
刻
を
、
今
後
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
保
存
・
活
用
し
て
行
く
べ

き
か
？

芸
資
研
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
新
し
い
創
造
活
動
を
探

る
日
々
は
続
く
。

手
を
伸
ば
せ
ば
す
ぐ
そ
こ
に
、
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
が
在
っ
た

日
々
の
大
切
さ
を
、
今
ほ
ど
噛
み
締
め
て
い
る
時
は
な
い
。

砂原 悟＋黒川 岳
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で
頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
反
動
か
ら
く
る
戦
後
の
人
々
の

音
楽
へ
の
情
熱
の
強
さ
は
想
像
に
難
く
な
い
。
現
在
の
音
楽
大
学

等
の
教
育
機
関
の
基
礎
が
出
来
て
き
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

小
市
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
も
そ
う
い
う
時
代
の
復
興
気
質
の
よ
う
な

も
の
と
と
も
に
現
れ
た
楽
器
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
や
む
な
く
小
さ

な
ピ
ア
ノ
に
甘
ん
じ
た
と
い
う
事
情
が
想
像
さ
れ
る
が
、
大
型
ピ

ア
ノ
が
普
通
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
は
む
し
ろ
ミ
ニ
マ
ム
・
ス

ペ
ッ
ク
の
設
計
・
製
作
コ
ン
セ
プ
ト
は
発
想
し
難
く
、
逆
に
新
鮮

に
思
え
る
。
標
準
化
さ
れ
た
楽
器
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
、

予
め
お
膳
立
て
さ
れ
た
演
奏
環
境
が
当
然
で
あ
る
現
代
に
お
い
て
、

ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
音
色
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
移
動
の
し
や
す
さ
、
調
律

の
し
や
す
さ
は
、
よ
り
固
有
な
演
奏
の
「
場
」
を
設
え
る
大
切
さ

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

現
代
に
お
け
る
一
般
の
演
奏
シ
ー
ン
で
は
ま
ず
「
誰
が
」
弾

く
か
、
次
に
「
何
を
」
弾
く
か
が
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
、「
ど
こ

で
」「
ど
の
楽
器
で
」
と
次
第
に
注
目
度
が
下
が
る
。「
誰
が
調
律

し
た
」
は
も
っ
と
も
注
意
さ
れ
な
い
。
し
か
し
音
響
的
に
は
そ
れ

ら
が
担
う
役
割
は
大
き
く
、「
場
」
の
形
成
を
左
右
す
る
。
ミ
ニ

ピ
ア
ノ
で
演
奏
す
る
場
合
、「
楽
器
」
に
い
ち
ば
ん
注
目
が
行
く

と
い
う
面
白
い
現
象
が
起
こ
る
。
戦
後
の
一
時
期
に
作
ら
れ
、
忘

ロ
ー
チ
の
可
能
性
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
現
在
の
河
合
楽
器
は
金
属
棒
を
叩
く
い
わ
ゆ
る
「
ト
イ
ピ

ア
ノ
」
の
こ
と
を
「
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
」
と
呼
ん
で
お
り
、
小
市
の

「
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
」
も
「
ト
イ
ピ
ア
ノ
」
と
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
。

小
市
の
「
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
」
は
、
そ
の
構
造
や
発
音
原
理
に
お
い
て

ピ
ア
ノ
と
同
じ
で
あ
り
、「
ト
イ
ピ
ア
ノ
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
楽
器
で
あ
る
。
発
売
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
カ
タ
ロ
グ
に

は
「
並
型
高
級
『
ピ
ア
ノ
』
と
同
等
の
性
能
を
有
す
る
完
全
な
も

の
」
と
あ
り
﹇
資
料
1
﹈、
乏
し
い
資
材
で
本
物
の
楽
器
作
り
を
指

向
し
て
い
た
当
時
の
職
人
た
ち
の
強
い
気
概
が
、
こ
の
文
章
か
ら

も
感
じ
ら
れ
る
。
元
来
日
本
の
ピ
ア
ノ
作
り
は
明
治
期
に
始
ま
り
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
と
と
も
に
順
調
に
成
長
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
戦
争

れ
去
ら
れ
た
こ
の
楽
器
が
、
逆
に
一
般
的
な
演
奏
シ
ー
ン
に
一
石

を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
面
白
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
回
の
研
究
は
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
を
解
体
し
、
そ
の
構
造
を
よ
り
深

く
探
る
と
と
も
に
、
改
良
を
加
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、
こ
の
楽
器
を
使
っ
て
演
奏
や
録
音
を
行
っ
て
き
た
が
、
不

満
に
感
じ
る
部
分
が
あ
っ
た
。「
音
域
」
で
あ
る
。
四
オ
ク
タ
ー

ブ
な
の
は
良
い
と
し
て
、
最
低
音
が
高
い
た
め
既
存
の
楽
曲
で
弾

け
る
曲
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
四
度
低
け
れ
ば
、
演

奏
で
き
る
楽
曲
数
は
格
段
に
多
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
同
じ
タ
イ

プ
の
楽
器
で
六
四
鍵
盤
の
モ
デ
ル
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
カ
ヴ
ァ
ー

で
き
る
楽
曲
が
広
く
て
良
い
の
だ
が
、
重
量
が
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
る
た
め
（
五
一
鍵
で
は
五
四
キ
ロ
）、
携
帯
性
が
か
な
り
劣

る
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
ピ
ア
ノ
の
原
型
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
る

バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
リ
（
一
六
五
五
〜
一
七
三
二
）

に
よ
る
初
期
の
楽
器
（
ロ
ー
マ
や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
所
蔵
さ
れ
て

い
る
）
が
四
オ
ク
タ
ー
ブ
で
、
最
低
音
が
五
一
鍵
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の

四
度
下
の
Ｃ
で
あ
る
。
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
、
音

域
を
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
リ
楽
器
の
よ
う
な
一
般
的
な
四
オ
ク
タ
ー
ブ

の
音
域
に
作
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の

が
今
回
の
研
究
の
最
も
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

1
．
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
か
ら
考
え
る
こ
と�

（
砂
原 

悟
）

1-

1
．
そ
も
そ
も
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
と
は

河
合
小
市
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
触
れ

て
み
よ
う
。

河
合
楽
器
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌1

❖

に
よ
る
と
、
終
戦
後
、
工

場
焼
失
な
ど
で
ほ
ぼ
全
て
を
失
っ
た
元
楽
器
製
作
者
の
人
々
が
、

一
九
四
六
年
に
粗
末
な
が
ら
新
し
い
工
場
（
島
田
工
場
）
を
作
っ

て
、
楽
器
作
り
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
進
駐
軍
向
け
の
家
具

な
ど
の
製
作
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
一
九
四
七
年
後
半
か
ら
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
オ
ル
ガ
ン
な
ど
も
製
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
製
作
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
し
か
し
経
営
難

か
ら
島
田
工
場
は
三
年
ほ
ど
で
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ミ
ニ

ピ
ア
ノ
は
こ
の
短
い
期
間
に
作
ら
れ
た
楽
器
で
あ
る
。
生
産
台
数

は
不
明
だ
が
、
国
内
の
ピ
ア
ノ
総
生
産
台
数
が
一
九
四
七
年
で

三
九
九
台
、
一
九
四
八
年
で
一
六
四
六
台
と
い
う
統
計
を
見
る
と
、

そ
う
多
い
台
数
で
は
な
い
。

ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
と
「
Ｎ
ｏ.

一
〇
一
」
と
さ

れ
た
四
〇
鍵
の
楽
器
、「
Ｎ
ｏ.

一
二
〇
」
と
い
う
五
一
鍵
の
楽
器
、

「
河
合
の
小
型
ピ
ア
ノ
」
と
さ
れ
た
六
四
鍵
の
三
種
類
が
あ
る
。

［資料1］ ミニピアノのカタログ
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1-

2
．
単
弦
か
複
数
弦
か

現
在
の
ピ
ア
ノ
の
弦
は
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型
で
あ
れ
グ
ラ
ン
ド

型
で
あ
れ
、
ひ
と
つ
の
鍵
盤
を
叩
い
た
と
き
に
鳴
ら
す
弦
の
数
は

三
本
（
三
重
弦
）
が
基
本
で
あ
る
（
低
音
の
巻
線
で
は
二
本
な
い

し
一
本
）。
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
リ
が
一
七
二
〇
年
代
に
作
っ
た
最
初

期
の
ピ
ア
ノ
で
は
二
重
弦
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
次

第
に
楽
器
の
音
域
が
広
く
な
り
三
重
弦
が
主
流
に
な
る
。

ピ
ア
ノ
で
三
本
の
弦
が
張
ら
れ
る
主
な
理
由
は
、
音
量
を
大
き

く
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
音
色
を
豊

か
に
す
る
た
め
と
い
う
説
明
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ヤ
マ
ハ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
サ
ン
プ
ル
音
源
が
あ
る
が
、
三
本
の
ユ
ニ
ゾ
ン

の
調
律
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
色
が
変
化
す

る
。
す
な
わ
ち
、
音
程
を
完
全
に
揃
え
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ん
の

僅
か
に
ず
ら
す
こ
と
で
、
微
か
な
差
音
が
発
生
し
、
他
の
楽
器
で

い
う
と
こ
ろ
の
ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
に
近
い
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。一

八
世
紀
に
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
が
誕
生
し
た
際
に
複
数
弦
を
採

用
し
た
の
は
、
そ
の
差
音
効
果
を
求
め
た
と
い
う
よ
り
、
フ
ォ
ル

テ
ピ
ア
ノ
の
発
音
方
式
に
そ
の
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
弦
を

楽
器
の
特
徴
と
し
て
、
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
こ
と
、
す
べ
て
の

音
域
で
単
弦
で
あ
る
こ
と
（
一
般
の
ピ
ア
ノ
は
三
重
弦
）、
ア
ク

シ
ョ
ン
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
小
さ
い
な
が
ら
も
本
物
を
作
ろ
う
と
す
る
当
時
の
製
作
者
た

ち
の
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
的
気
概
は
強
く
、
強
度
の
あ
る
鉄
骨

フ
レ
ー
ム
に
よ
る
音
高
の
持
久
性
の
確
保
、
共
鳴
度
の
高
い
響
板
、

外
側
の
木
材
に
は
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト
を
用
い
る
な
ど
、
至
る
と
こ

ろ
に
本
物
志
向
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
物
資
調
達
が
困
難
で

あ
っ
た
当
時
、
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し
て
、
弦
の
数
も
減
ら
し
、
ア

ク
シ
ョ
ン
の
部
品
数
も
減
ら
す
試
み
は
、
必
要
に
迫
ら
れ
た
も
の

だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
部
分
的

に
中
音
域
を
単
弦
に
す
る
試
み
が
す
で
に
戦
前
か
ら
行
わ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
、
単
弦
を
選
択
し
た
理
由
は
定
か
で
な
い
。

前
述
し
た
三
つ
の
特
徴
の
中
で
、「
単
弦
の
音
色
」
は
こ
の
楽

器
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
や
初
期
の
ク
リ
ス

ト
フ
ォ
リ
・
ピ
ア
ノ
な
ど
に
お
い
て
は
、
単
弦
で
は
十
分
な
音
量

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
は
小
さ
い

な
が
ら
も
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
の
機
構
を
も
っ
て
い
る
。
モ
ダ
ン
ピ
ア

ノ
を
経
由
し
た
か
ら
こ
そ
、
単
弦
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
が
出
来
上
が
っ
た

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

ひ
っ
か
い
て
発
音
す
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
と
違
い
、
ハ
ン
マ
ー
で
単
弦

を
叩
い
た
場
合
に
、
当
時
の
弱
い
張
力
の
楽
器
で
は
十
分
な
音
量

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
（
因
み
に
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー

ド
も
二
重
弦
が
基
本
で
あ
る
）。
し
か
し
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
、
単
弦
に
戻
る
こ
と
は
な
く
、
人
々
の
音
色
の

好
み
も
楽
器
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
、
現
代
の
ピ
ア
ノ

に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
島
田
工
場
で
作
ら
れ
た
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
は
す
べ

て
「
単
弦
」
で
、
四
〇
鍵
、
五
一
鍵
、
さ
ら
に
「
小
型
ピ
ア
ノ
」

と
し
て
六
四
鍵
の
単
弦
楽
器
も
作
ら
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
で
ど
の
時

代
に
製
作
さ
れ
た
か
特
定
は
難
し
い
が
、
単
弦
と
二
重
弦
の
混
在

す
る
河
合
楽
器
も
存
在
す
る
。
高
音
域
が
二
弦
、
中
音
域
が
単
弦
、

低
音
域
は
巻
線
（
単
弦
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
所
有
者
の
証
言

で
は
戦
前
か
ら
家
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
一
九
二
〇

年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
六
一
鍵
の
西
川
ピ
ア
ノ
で
も
、
二
重
弦

を
採
用
し
て
い
る
楽
器
が
あ
る
。

単
弦
の
音
色
は
、
鍵
盤
楽
器
で
は
チ
ェ
ン
バ
ロ
、
ま
た
や
は
り

単
弦
楽
器
で
あ
る
ギ
タ
ー
や
リ
ュ
ー
ト
、
ハ
ー
プ
な
ど
に
よ
り
近

い
傾
向
が
あ
る
。
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
と
比
べ
て
、
よ
り
ノ
ン
ヴ
ィ
ブ

ラ
ー
ト
的
な
音
色
に
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
個
人
的
に
は
、
J 

・ 

S 

・
バ
ッ
ハ
や
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
鍵
盤
作
品
の
演
奏
に
向
い
て

い
る
と
思
う
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
で
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
音
量
差

の
表
現
が
十
分
に
で
き
、
か
つ
複
数
弦
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
や
モ

ダ
ン
ピ
ア
ノ
の
音
色
と
は
趣
を
ま
っ
た
く
異
に
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
独
特
な
表
現
が
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

1-

3
．
音
域
の
こ
と

初
め
て
五
一
鍵
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
存
在
を
知
っ
た
と
き
に
ま
ず

思
っ
た
こ
と
は
「
バ
ッ
ハ
が
弾
け
る
！
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最

低
音
が
Ｆ
音
（
最
低
音
を
Ｆ
に
し
て
い
る
一
般
的
な
楽
器
よ
り
一

オ
ク
タ
ー
ブ
上
の
Ｆ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
バ
ッ
ハ
の

鍵
盤
作
品
を
弾
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
要
す
る
に
高
音
域
は
余
っ
て
し
ま
い
、
低
音
域
は
足
り

な
い
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
六
四
鍵
の
楽
器
で
は
問
題
な
く

演
奏
で
き
る
が
、
上
の
一
オ
ク
タ
ー
ブ
は
ほ
ぼ
使
用
し
な
い
こ
と

に
な
り
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。

全
体
を
四
度
下
げ
て
最
低
音
を
Ｃ
に
す
る
こ
と
で
バ
ッ
ハ
が
弾

け
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
簡
単
で
は
な
い
。

い
ち
ば
ん
簡
単
な
方
法
は
、
弦
を
緩
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
張
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力
が
弱
く
な
り
音
に
張
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ピ
ア
ノ
の
弦

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
イ
ヤ
ー
）
の
張
力
は
約
七
〇
〜
八
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
前
後
に
保
た
れ
て
お
り
、
張
力
を
保
っ
て
音
高
を
下
げ
る
に

は
、
弦
を
長
く
す
る
か
、
太
く
す
る
か
し
か
な
い
。

弦
を
単
純
に
長
く
す
る
場
合
、
楽
器
の
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
う
。
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
な
い
で
長
く
す
る
方
法
は
、
フ

レ
ー
ム
を
作
り
変
え
て
、
弦
を
斜
め
に
張
る
こ
と
で
あ
る
。
交
差

弦
と
言
っ
て
、
低
音
域
の
弦
グ
ル
ー
プ
と
中
音
域
以
上
の
弦
グ

ル
ー
プ
が
交
差
す
る
よ
う
に
張
る
方
法
で
あ
る
。
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の

場
合
、
五
一
鍵
楽
器
の
フ
レ
ー
ム
で
は
弦
が
交
差
し
て
い
な
い
が
、

六
四
鍵
の
フ
レ
ー
ム
で
は
交
差
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。

弦
を
太
く
す
る
観
点
は
、
す
で
に
従
来
の
ピ
ア
ノ
作
り
の
中
で

採
用
さ
れ
て
お
り
、
低
音
部
は
銅
巻
線
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
裸
線
を
使
う
よ
り
も
弦
の
長
さ
を
短
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
巻
線
に
も
太
さ
の
種
類
の
他
に
、
巻
き
方
の
種
類
が
あ

り
、
シ
ン
グ
ル
巻
き
と
二
重
巻
き
が
あ
る
。
裸
線
に
関
し
て
は
テ

イ
ラ
ー
の
公
式
を
用
い
て
、
あ
る
程
度
張
力
に
見
合
っ
た
弦
の
長

さ
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
（
因
み
に
裸
線
で
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
の
最

低
音
を
張
っ
た
場
合
七
メ
ー
ト
ル
以
上
の
長
さ
が
必
要
に
な
る
）

が
、
巻
線
に
関
し
て
は
デ
ー
タ
も
な
く
実
際
に
試
用
し
て
み
る
し

か
な
い
状
況
が
あ
る
。

今
回
の
研
究
で
は
、
ピ
ア
ノ
巻
線
専
門
業
者
に
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ

の
巻
線
サ
ン
プ
ル
を
送
っ
て
、
四
度
下
げ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た

太
い
巻
線
を
注
文
し
た
。
今
後
、
解
体
後
に
再
組
立
を
行
い
、
太

い
巻
線
を
試
し
て
み
る
計
画
で
あ
る
。

五
一
鍵
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
が
、
な
ぜ
こ
の
音
域
に
し
た
の
か
明
確
な

答
え
は
な
い
が
、
サ
イ
ズ
、
も
し
く
は
フ
レ
ー
ム
を
先
に
考
案

し
た
た
め
に
そ
れ
に
合
わ
せ
た
音
域
に
な
っ
た
、
他
の
二
種
類

（
四
〇
鍵
、
六
四
鍵
）
と
の
音
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
等
の

理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

1-

4
．
携
帯
性
の
こ
と

も
っ
と
も
携
帯
性
に
優
れ
た
鍵
盤
楽
器
は
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
は
も
と
も
と
公
的
な
場
所
で

の
演
奏
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
楽
器
で
は
な
い
の
で
、
極
端
に
音

量
が
小
さ
い
。
音
量
が
小
さ
く
て
よ
け
れ
ば
、
張
力
も
小
さ
く
て

よ
く
、
し
た
が
っ
て
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
あ
る
程
度
の
人
数
が
聴
く
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、
ま

た
歌
や
他
の
楽
器
と
の
合
奏
を
考
え
た
場
合
は
、
そ
れ
な
り
に
音

量
も
必
要
で
、
そ
の
点
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
で
採
用
さ
れ
て
い
る
鉄
骨

フ
レ
ー
ム
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
存
在
は
有
用
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
工
業
技
術
の
進
ん
だ
一
九
世
紀
頃
に
作
ら
れ
た
。
強
い

弦
の
張
力
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
鉄
骨
フ
レ
ー
ム
と
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ワ
イ
ヤ
ー
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
は
こ
れ
ら
を
使
っ
て
効
率
よ
く

サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
て
い
る
。
重
量
は
四
〇
鍵
が
四
一
㎏
、

五
一
鍵
が
五
四
㎏
、
六
四
鍵
が
一
〇
〇
㎏
で
あ
る
（
普
通
の
ア
ッ

プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
は
二
〇
〇
㎏
を
超
え
る
も
の
が
多
い
）。

現
代
の
ピ
ア
ノ
音
楽
シ
ー
ン
で
、
楽
器
そ
の
も
の
を
移
動
さ
せ

て
使
う
こ
と
は
少
な
い
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
や
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が

自
身
の
ピ
ア
ノ
を
持
ち
込
ん
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
の
は
有
名

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
例
外
中
の
例
外
で
あ
る
。
し
か
し
ど
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
で
も
本
音
で
言
え
ば
、
普
段
使
い
慣
れ
た
楽
器
で
コ
ン

サ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
思
い

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
サ
イ
ズ
と
重
量

的
な
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

1-

5
．
調
律
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
こ
と

単
弦
の
メ
リ
ッ
ト
に
、
調
律
が
手
軽
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
八
八
鍵
の
標
準
的
な
ピ
ア
ノ
の
弦
の
総
数
は
、
モ
デ
ル
に

よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
二
三
〇
本
く
ら
い
で
あ
る
。
五
一
鍵

ミ
ニ
ピ
ア
ノ
で
は
五
一
本
で
済
む
の
で
、
四
分
の
一
以
下
の
手
間

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
短
時
間
で
調
律
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
楽
曲
に
よ
っ
て
調
律
を
使

い
分
け
た
り
、
同
一
楽
曲
を
異
な
る
調
律
で
比
較
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
（
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
は
一
度
調
律
を
変
え
る
と
戻
す
の
も

た
い
へ
ん
な
手
間
が
か
か
る
ば
か
り
で
な
く
、
音
の
高
さ
が
安
定

し
な
く
な
る
た
め
敬
遠
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
）。
実
際
に
ミ
ニ

ピ
ア
ノ
の
録
音
で
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
律
、
ミ
ー
ン
ト
ー
ン
律
、
リ
ー

マ
ン
律
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
調
律
を
試
し
て
み
た
が
、
ど
れ
も
音
楽

表
現
の
上
で
良
好
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

調
律
の
特
徴
の
違
い
は
、
音
程
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
響
き

の
中
に
、
ど
の
程
度
の
う
な
り
が
生
じ
て
い
る
か
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
例
え
ば
長
三
和
音
を
弾
い
た
と
き
に
、
長
三
度
と

完
全
五
度
が
、
基
音
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
純
度
が
あ
る
か
（
純

正
三
度
は
基
音
と
四
分
の
五
、
純
正
五
度
は
二
分
の
三
の
振
動
比

に
な
り
、
う
な
り
が
な
い
）
が
調
律
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
も
そ
も
ユ
ニ
ゾ
ン
を
故
意
に
合
わ
せ
な
い
複
数
弦
で
は
、

そ
の
違
い
を
聞
き
取
る
こ
と
が
や
や
難
し
い
。
単
弦
の
楽
器
で
は
、

砂原 悟＋黒川 岳
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違
い
が
よ
り
鮮
明
に
聞
き
取
り
や
す
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
律
の
個

性
が
よ
り
明
確
に
引
き
立
つ
。
ま
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
イ
ヤ
ー
特

有
の
イ
ン
ハ
ー
モ
ニ
シ
テ
ィ
（
弦
の
剛
性
か
ら
く
る
不
調
和
な
部

分
倍
音
の
発
生
）
も
音
域
が
狭
い
た
め
に
影
響
が
少
な
く
て
済
む

こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
あ
る
が
、
鍵
盤
数
が
少
な
い
こ
と

で
調
整
が
し
や
す
い
面
も
あ
る
も
の
の
、
特
殊
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と

鍵
盤
で
あ
る
た
め
、
調
整
が
難
し
い
面
も
あ
る
。
部
品
が
小
さ
く

軽
い
た
め
に
、
よ
り
デ
リ
ケ
ー
ト
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。
ア
ク

シ
ョ
ン
は
通
常
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
と
は
多
少
異
な
る
も
の
の
、
原

理
は
同
じ
で
、
打
鍵
後
に
ハ
ン
マ
ー
が
も
と
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
戻

る
た
め
に
は
ハ
ン
マ
ー
の
傾
斜
、
上
下
動
す
る
ウ
ィ
ペ
ン
と
い
う

土
台
部
品
、
そ
し
て
鍵
盤
の
自
重
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

部
品
が
甚
だ
し
く
軽
い
た
め
、
何
ら
か
の
不
具
合
で
そ
れ
ら
の
動

き
が
鈍
っ
た
場
合
、
う
ま
く
元
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
戻
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

2
．
楽
器
の
解
体
作
業� 

（
黒
川 

岳
）

ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
解
体
作
業
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
二
七
日
か
ら

着
手
し
た
。
基
本
的
に
黒
川
・
砂
原
の
二
名
で
行
い
、
パ
ー
ツ
を

取
り
外
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
を
採
寸
し
図
面
化
し
て
い
く
と
い
う
流

れ
で
進
行
し
た
。
ま
た
、
時
折
ピ
ア
ノ
専
攻
の
学
生
が
採
寸
作
業

に
加
わ
っ
た
り
、
取
り
外
し
が
難
し
い
部
分
の
作
業
に
つ
い
て
は
、

ピ
ア
ノ
の
修
理
・
調
律
が
専
門
の
成
川
弘
治
氏
に
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
作
業
を
進
め
た
。
な
お
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
四
日
現
在

で
採
寸
・
図
面
の
作
成
作
業
は
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後
も

し
ば
ら
く
こ
の
作
業
を
続
け
る
予
定
で
あ
る
﹇
写
真
1
﹈。

解
体
中
、
い
く
つ
か
難
儀
し
た
作
業
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
パ
ー

ツ
の
取
り
外
し
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
製
造
か
ら
か
な
り
の
年

月
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
木
の
部
材
を
止
め
て
い
る
ビ
ス
が
錆

び
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
お
り
、
ネ
ジ
山
に
新
た
に
溝
を
掘
っ
た

り
、
ビ
ス
自
体
に
穴
を
空
け
て
引
き
抜
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

抜
け
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
通
常
使
用
時
に
も
弦
の
張
替
え
や

各
所
の
フ
ェ
ル
ト
交
換
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
は
、
あ
る
程

度
楽
器
を
解
体
す
る
必
要
が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、
パ
ー
ツ

を
容
易
に
取
り
外
せ
る
よ
う
に
錆
び
に
く
い
ス
テ
ン
レ
ス
の
ビ
ス

を
使
用
し
た
り
、
定
期
的
に
新
し
い
も
の
と
交
換
す
る
と
良
い
と

思
わ
れ
る
。

次
に
、
親
板
（
側
面
に
張
ら
れ
て
い
る
板
）
と
天
板
を
外
す
作

業
に
も
苦
戦
し
た
。
親
板
と
天
板
は
積
層
合
板
で
、
そ
れ
ぞ
れ
木

工
用
接
着
剤
で
接
着
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
剥
が
す
際
に
表

面
の
層
の
一
部
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
し
今
後
新
た
に
ミ
ニ
ピ

ア
ノ
を
制
作
す
る
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
積
層
合
板
は
使
わ
な

い
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
楽
器
を
構
成
す
る
パ
ー
ツ
は
そ
の

全
て
に
最
上
の
素
材
が
使
わ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
ア
ク
シ
ョ

ン
や
フ
レ
ー
ム
、
響
板
と
は
対
照
的
に
楽
器
の
箱
型
を
支
え
る
柱

や
木
枠
は
本
数
も
心
許
な
か
っ
た
。

ま
た
、
鍵
盤
パ
ー
ツ
に
は
楽
器
の
構
造
上
意
味
を
為
さ
な
い
部

分
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
本
来
別
の
楽
器
（
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
な
ど
？
）
に
使
わ
れ
る
予
定
の
パ
ー
ツ
か
ら
流
用
さ
れ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
成
川
氏
か
ら
は
楽
器
の
枠
組
や
響
板
部
分

の
パ
ー
ツ
に
つ
い
て
も
他
の
楽
器
の
生
産
時
に
出
た
端
材
等
が
使

わ
れ
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
﹇
図
1
﹈﹇
写
真
2
・

3
・
4
﹈。

［図1］ 外側の板、アクション、鍵盤、フレームを除いた状態の図面
（単位：mm）。響板が前面に傾くように設計されている。

［写真1］ 入手したミニピアノ（解体前の状態）。
旧音楽高校の作業場にて。
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3
．
新
し
い
楽
器
制
作
の
可
能
性�

（
黒
川 

岳
）

3-

1
．
新
た
な
楽
器
の
制
作
の
た
め
の
実
験
と
準
備

楽
器
の
音
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
1
‐
3.
に
あ
る
よ
う
に
、

弦
を
変
更
し
た
上
で
棚
板
に
少
し
手
を
加
え
て
鍵
盤
の
並
び
方
を

変
更
す
る
と
い
う
工
程
を
踏
め
ば
、
比
較
的
容
易
に
行
え
る
で
あ

ろ
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
我
々
は
、
楽
器
に
音
域
の

変
更
以
上
の
手
を
加
え
た
り
、
新
た
に
別
の
楽
器
を
制
作
す
る
と

い
っ
た
「
新
し
い
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
楽
器
の
制
作
の
可
能
性
」

に
も
目
を
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
。
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
構
造
を

利
用
し
て
い
く
つ
か
の
実
験
を
行
い
、
過
去
に
制
作
さ
れ
た
も
の

と
は
異
な
る
展
開
も
見
出
せ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

3-

2
．
弦

ま
ず
、
楽
器
の
解
体
作
業
と
並
行
し
て
、
従
来
の
ス
チ
ー
ル
弦

の
代
わ
り
に
ガ
ッ
ト
弦
を
使
用
し
た
場
合
の
音
色
等
に
つ
い
て
の

実
験
を
行
な
っ
た
。

実
験
で
は
、
解
体
前
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
最
高
音
の
弦
を
ガ
ッ
ト

弦
に
張
り
替
え
、
元
か
ら
張
ら
れ
て
い
る
ス
チ
ー
ル
弦
と
の
違
い

を
検
証
し
た
。
補
足
情
報
と
し
て
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
は
単
弦
で
あ
る

上
に
一
本
の
弦
で
隣
り
合
う
二
つ
の
音
を
鳴
ら
す
よ
う
に
で
き
て

い
る
た
め
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
音
に
対
応
す
る
弦
長
の
約
二

倍
ほ
ど
の
長
さ
の
弦
が
必
要
と
な
る
。

ま
ず
は
単
純
に
張
り
替
え
た
だ
け
の
状
態
で
音
を
鳴
ら
し
て
み

る
と
、
ガ
ッ
ト
弦
は
明
ら
か
に
ス
チ
ー
ル
弦
よ
り
音
量
が
小
さ
く
、

音
の
立
ち
上
が
り
は
く
ぐ
も
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
通
常
の

ピ
ア
ノ
の
ハ
ン
マ
ー
の
ヘ
ッ
ド
部
分
に
は
フ
ェ
ル
ト
が
巻
か
れ
て

い
る
が
、
ガ
ッ
ト
弦
の
場
合
で
は
フ
ェ
ル
ト
ハ
ン
マ
ー
で
は
十
分

な
音
量
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
試
し
に
ハ
ン
マ
ー
周
辺
の
ア

ク
シ
ョ
ン
部
分
を
試
作
し
、
ハ
ン
マ
ー
の
ヘ
ッ
ド
を
フ
ェ
ル
ト
無

し
（
木
の
ま
ま
）
の
状
態
、
薄
い
フ
ェ
ル
ト
や
皮
な
ど
を
巻
い
た

状
態
で
音
を
鳴
ら
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
音
量
・
ア
タ
ッ
ク
と
も
に

大
き
く
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ハ
ン
マ
ー
の
弦
と
の
接
触
部
分

が
通
常
よ
り
も
硬
い
た
め
、
ア
タ
ッ
ク
に
打
撃
音
の
よ
う
な
音
が

大
き
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ハ
ン
マ
ー
先
端
部
分
の
形
状
も
変
え
て
実
験
し
た
が
、

こ
ち
ら
は
で
き
る
だ
け
弦
と
の
接
触
面
積
が
小
さ
い
方
が
良
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
。
今
後
ガ
ッ
ト
弦
の
利
用
を
検
討
す
る
の
で
あ

［写真2］ 上前板、下前板、鍵盤を外した状態。
［写真3］ 取り外したパーツの一部。ペダルの付いている底
板は組み立てた時に外側から見えないため、塗装されてい
ない。
［写真4］ 弦。取り外して1本ずつ太さを計測した。折り返
して張られることにより、1本で2音をまかなう。

4.

2.

3.
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き
に
大
き
く
影
響
し
て
し
ま
う
。
前
項
に
記
載
し
た
通
り
、
ガ
ッ

ト
弦
の
実
験
の
際
に
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ハ
ン
マ
ー
周
辺
の
パ
ー
ツ
を

複
製
し
て
、
ハ
ン
マ
ー
部
分
の
素
材
や
形
状
を
変
え
て
実
験
を

行
っ
た
が
、
そ
の
際
に
生
じ
た
わ
ず
か
な
形
状
の
ず
れ
（
特
に
針

金
状
の
パ
ー
ツ
の
形
状
や
、
ア
ク
シ
ョ
ン
が
動
く
際
に
他
部
品
と

接
触
す
る
パ
ー
ツ
の
形
状
の
誤
差
）
が
音
の
鳴
り
方
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
も
と
か
ら
あ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
部
品
を

よ
く
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鍵
盤
に
対
応
す
る
部
品
の
形
状
や
取

り
付
け
位
置
が
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
お
り
、
部
品
一
つ
一
つ
が
個

別
に
調
整
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
細
か
な
パ
ー
ツ
を
新
た
に
制
作
す
る
に
あ

た
っ
て
、
従
来
の
木
や
針
金
を
使
用
す
る
方
法
で
は
な
く
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
出
力
に
よ
る
樹
脂
製
の
パ
ー
ツ
を
使
用
し
て
制
作
す
る

案
も
浮
上
し
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
河
合
楽
器
製
作
所
等
か
ら

は
ア
ク
シ
ョ
ン
パ
ー
ツ
の
一
部
に
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
を
使
用
し
た
モ
デ

ル
も
製
造
さ
れ
て
い
る
し
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
成
川
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
指
摘
に
よ
れ
ば
、
樹
脂
パ
ー
ツ
は

湿
気
を
吸
収
で
き
な
い
た
め
多
湿
時
に
周
囲
の
湿
気
が
フ
ェ
ル
ト

部
分
の
み
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
動
作
に
不
具
合
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
だ
。
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
機
動
性
を
生
か

れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
複
雑
な
要
素
を
一
つ
一
つ
試
し
な
が
ら
最

善
の
形
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
実
験
で
は
試
せ
て
い

な
い
が
、
ハ
ン
マ
ー
部
分
の
重
さ
も
音
色
に
大
き
く
影
響
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
ガ
ッ
ト
弦
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
擦
弦
楽

器
や
リ
ュ
ー
ト
・
ハ
ー
プ
な
ど
の
撥
弦
楽
器
に
使
わ
れ
て
き
た
歴

史
が
あ
り
、
一
般
的
に
は
弦
を
「
叩
く
」
と
い
う
使
い
方
を
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
ガ
ッ
ト
弦
を
叩
く
と
い
う
奏
法
が
弦
の
状
態
維

持
に
ど
れ
だ
け
影
響
す
る
か
も
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

 

3-

3
．
ア
ク
シ
ョ
ン

新
た
に
楽
器
を
制
作
す
る
と
な
る
と
、
ア
ク
シ
ョ
ン
部
分
の
構

造
や
制
作
方
法
も
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
行
の
ミ
ニ
ピ
ア

ノ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
部
分
は
ま
だ
解
体
・
採
寸
作
業
に
着
手
し
て
い

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
を
メ
モ
的
に
記
し
て

お
く
。

ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
構
造
は
通
常
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

ピ
ア
ノ
等
に
比
べ
て
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
プ
ル
な
構
造
に

な
っ
て
い
る
分
、
各
部
品
の
調
整
が
ず
れ
て
し
ま
う
と
全
体
の
動

い
ず
れ
に
し
て
も
音
量
は
数
段
小
さ
く
な
り
、
弦
長
は
あ
る
程

度
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
、
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
の
観
点
か
ら

は
難
し
い
。
今
回
は
部
分
的
に
ガ
ッ
ト
弦
と
、
フ
ェ
ル
ト
で
な
い

ハ
ン
マ
ー
（
木
や
革
）
で
実
験
を
行
っ
た
が
、
打
弦
し
て
発
音
す

る
と
い
う
方
法
に
限
っ
て
言
え
ば
、
音
量
面
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ

イ
ヤ
ー
と
フ
ェ
ル
ト
ハ
ン
マ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
大
き
く
劣
り
、

音
質
面
で
も
打
弦
の
際
の
雑
音
が
か
な
り
大
き
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
﹇
写
真
7 

・ 

8
﹈。

4
．
今
後
の
展
開

4-

1
．
バ
ロ
ッ
ク
作
品
の
演
奏�

（
砂
原 

悟
）

五
一
鍵
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
は
そ
の
音
域
か
ら
、
ピ
ア
ノ
作
品
は
も

ち
ろ
ん
バ
ロ
ッ
ク
期
の
作
品
で
も
そ
の
多
く
を
演
奏
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
も
し
音
域
を
四
度
下
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
バ
ロ
ッ
ク
期
の
多
く
の
作
品
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
な
ら
ば
チ
ェ
ン
バ
ロ
で
良
い
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え

も
あ
ろ
う
。
し
か
し
チ
ェ
ン
バ
ロ
と
比
べ
て
、
よ
り
強
弱
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
音
量
的
に
も
十
分
で
あ
り
、
し

し
て
様
々
な
場
所
に
赴
い
て
演
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
な
ら
、

こ
の
点
が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
は
樹
脂
パ
ー
ツ
が
従
来
の
木
製
に

勝
る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
﹇
写
真
5 

・ 

6
﹈。

3-

4
．
フ
レ
ー
ム

さ
ら
に
重
量
を
減
ら
す
ア
イ
デ
ア
も
あ
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
弦

の
張
力
を
保
ち
な
が
ら
重
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
フ
レ
ー
ム
を
鋳

鉄
よ
り
も
軽
く
て
強
度
の
あ
る
金
属
（
例
え
ば
ア
ル
ミ
な
ど
）
を

使
う
な
ど
の
試
み
に
は
興
味
が
あ
る
。

ま
た
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
や
古
い
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
よ
う
に
木
製

フ
レ
ー
ム
に
戻
す
こ
と
も
検
討
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
場

合
あ
ま
り
強
く
弦
を
張
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ワ
イ
ヤ
ー
の
代
わ
り
に
別
の
弦
素
材
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
木
製
フ
レ
ー
ム
を
想
定
す
る
場
合
、
重
量
が
軽
く
な
る
と
い

う
こ
と
よ
り
、
音
色
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
楽
器

そ
の
も
の
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
根
底
か
ら
考
え
直
す
こ
と
に
な
る
。

形
状
的
に
も
縦
に
長
い
ジ
ラ
フ
型
、
ド
ロ
ッ
プ
ア
ク
シ
ョ
ン
（
ハ

ン
マ
ー
の
位
置
が
低
い
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
採
用
し
た
ス
ピ
ネ
ッ
ト

型
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
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か
も
単
弦
の
音
色
を
も
つ
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
で
の
バ
ロ
ッ
ク
作
品
演
奏

に
私
は
大
き
な
魅
力
を
感
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
で
の

バ
ロ
ッ
ク
演
奏
と
も
明
ら
か
に
違
う
。
一
七
〜
一
八
世
紀
の
木
製

フ
レ
ー
ム
時
代
の
小
型
鍵
盤
楽
器
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
、
ク
ラ
ヴ
ィ

コ
ー
ド
、
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
）
と
一
九
世
紀
以
降
の
金
属
フ
レ
ー

ム
に
よ
る
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
と
の
混
血
児
の
よ
う
な
存
在
と
で
も
言

え
よ
う
か
。

も
し
う
ま
く
音
域
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
を
持
ち
込
ん
で
バ
ロ
ッ
ク
作
品
演
奏
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

4-

2
．
調
律
の
自
由
度
か
ら�

（
砂
原 

悟
）

私
は
二
〇
〇
五
年
く
ら
い
か
ら
藤
枝
守
氏
の
作
品
発
表
や
演
奏

に
関
わ
っ
て
い
る
。
藤
枝
氏
の
「
植
物
文
様
シ
リ
ー
ズ
」
は
植
物

の
葉
に
電
極
を
付
け
て
そ
の
生
体
デ
ー
タ
を
記
録
し
、
そ
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
チ
ェ
ン

バ
ロ
、
モ
ダ
ン
ピ
ア
ノ
、R

hodes

ピ
ア
ノ
、
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド

等
で
演
奏
を
行
っ
て
き
た
が
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
は
特
に
彼
の
作
品
と

親
和
性
が
高
い
。「
純
正
音
律
」
に
こ
だ
わ
り
を
も
つ
彼
の
作
品

は
、
と
き
に
一
二
等
分
律
か
ら
数
十
セ
ン
ト
（
一
セ
ン
ト
は
半
音

の
一
〇
〇
分
の
一
）
離
れ
た
音
を
指
定
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
ミ

ニ
ピ
ア
ノ
は
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
音
域
の
点

で
も
カ
バ
ー
で
き
る
作
品
が
多
い
。
二
〇
二
二
年
三
月
に
「
植
物

文
様
」
の
新
作
を
富
山
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
富
山
の

「
椿
」
の
デ
ー
タ
を
使
っ
た
作
品
で
、
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク

な
作
品
で
も
あ
る
。

4-

3
．
楽
器
の
使
用
方
法
の
ア
イ
デ
ア�

（
黒
川 

岳
）

ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
解
体
を
経
て
、
演
奏
で
き
る
状
態
に
再
構
成
し

た
り
、
新
た
に
楽
器
を
制
作
す
る
と
し
て
、
そ
の
後
こ
れ
ら
を
ど

の
よ
う
に
使
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

砂
原
先
生
が
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
で
演
奏
す
る
楽
曲
や
調
律
に
関
す

る
展
望
を
お
持
ち
な
の
に
加
え
、
私
は
特
に
楽
器
を
使
用
す
る

「
場
」
に
関
連
す
る
展
開
を
考
え
て
い
る
。
以
下
に
記
す
ア
イ
デ

ア
の
断
片
は
、
ど
れ
も
相
当
な
技
術
や
金
銭
を
用
意
で
き
さ
え
す

れ
ば
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
や
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
で
も
実
現
は
不

可
能
で
は
な
い
が
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
持
つ
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
は
、
そ
の
身
軽
さ
で
あ
る
。
重
厚
に
作
ら
れ
た
一
般
的
な
ピ
ア

［写真5］ アクション部分。
［写真6］ アクションのパーツ。左が高音域、右が中音～低音域に使用されるもの。
［写真7］ フレーム。元々張られていたフェルトはかなり劣化していた。
［写真8］ フレーム下部。ヒッチピンではなくフレーム自体の突起部分に弦を掛ける構造になっている。

7.

8.

6.

5.
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ノ
と
比
べ
て
、
重
量
や
構
造
、
制
作
コ
ス
ト
が
ど
れ
も
極
小
で
済

む
と
い
う
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
「
身
軽
さ
」
は
、
我
々
が
音
楽
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
の
様
々
な
実
践
を
大
き
く
後
押
し
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
現
時
点
で
は
実
現
可
能
性
は
度
外
視
し
て
、
こ

こ
に
い
く
つ
か
私
の
思
い
つ
く
プ
ラ
ン
を
記
し
て
お
く
。

▼
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
持
ち
込
み
演
奏

ま
ず
簡
単
に
思
い
つ
く
の
は
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
を
演
奏
者
が
様
々

な
場
所
に
持
っ
て
い
っ
て
演
奏
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ピ

ア
ニ
ス
ト
が
ピ
ア
ノ
の
あ
る
場
所
に
赴
き
、
会
場
に
備
え
ら
れ
た

ピ
ア
ノ
を
用
い
て
演
奏
を
行
う
と
い
う
の
が
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
の
に
対
し
、
楽
器
自
体
を
持
ち
運
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り

多
様
な
場
所
で
演
奏
行
為
が
行
え
る
。
ピ
ア
ノ
を
備
え
て
い
な
い

場
所
で
あ
っ
て
も
演
奏
が
で
き
る
の
で
、
も
と
も
と
ピ
ア
ノ
演
奏

が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
施
設
や
個
人
宅
、
ビ
ル
の
屋
上
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
非
常
階
段
、
畑
や
道
端
、
洋
上
で
も
容
易
に
演
奏
が
可

能
だ
。

▼
大
地
・
地
形
・
ピ
ア
ノ

こ
れ
は
右
記
の
「
ど
こ
か
に
楽
器
を
持
っ
て
い
っ
て
演
奏
す

る
」
と
い
う
形
式
を
、
通
常
の
生
活
空
間
と
は
異
な
る
場
所
で
行

う
も
の
で
あ
る
。
自
然
が
作
り
出
し
た
地
形
の
中
に
は
、
様
々
な

音
響
的
特
性
を
持
っ
た
環
境
が
存
在
し
て
い
る
。
海
辺
や
森
の
中

な
ど
に
ピ
ア
ノ
を
設
置
し
て
演
奏
す
る
と
い
う
こ
と
は
過
去
に
何

度
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
実
験
の
余
地

は
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
や
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
の
大
き
さ
や
重
量
か
ら
ど
う
し
て
も

持
ち
込
め
る
場
所
に
は
限
界
が
あ
る
。
森
の
奥
深
く
や
洞
窟
、
砂

漠
、
断
崖
絶
壁
、
谷
、
沼
地
、
水
流
の
激
し
い
川
の
へ
り
…
。
ミ

ニ
ピ
ア
ノ
で
あ
れ
ば
、
通
常
の
ピ
ア
ノ
を
持
ち
込
め
な
い
よ
う
な

過
酷
か
つ
興
味
深
い
音
響
的
特
徴
を
持
っ
た
場
所
に
も
運
搬
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
気
温
や
天
候
、
時
間
帯
（
明
る
さ
）、
周

囲
の
音
環
境
、
演
奏
さ
れ
る
楽
器
と
聴
き
手
の
位
置
関
係
（
距

離
・
高
低
差
・
視
認
の
可
否
）、
参
加
者
が
会
場
に
た
ど
り
着
く

ま
で
の
道
程
と
い
っ
た
要
素
も
、
音
楽
体
験
に
大
き
く
関
係
す
る

こ
と
に
な
る
。

▼
ド
ッ
プ
ラ
ー
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

楽
器
の
移
動
が
簡
単
な
の
で
あ
れ
ば
、
な
に
も
止
ま
っ
て
演
奏

す
る
必
要
は
無
い
。
極
端
な
例
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
オ
ー
プ
ン

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
積
み
込
ん
で
公
道
を
疾
走
し
な
が
ら
演
奏
す

る
と
い
う
の
は
ど
う
か
。
こ
の
場
合
、
鑑
賞
者
は
駅
伝
の
応
援
の

時
の
よ
う
な
形
で
出
会
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
一
瞬
し
か
音
を
聞

く
こ
と
は
で
き
ず
（
自
力
で
ト
ラ
ッ
ク
を
追
い
か
け
れ
ば
演
奏

を
聴
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
）、
さ
ら
に
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
に

よ
っ
て
鳴
ら
さ
れ
た
音
は
変
化
し
て
聞
こ
え
、
通
常
で
は
絶
対
に

あ
り
得
な
い
音
響
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
路
走
行
に

よ
っ
て
調
律
が
狂
っ
た
際
も
、
単
弦
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
特
性
を
生

か
し
て
す
ぐ
に
調
律
し
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
走
行
の
途
中
に
時

折
駐
車
場
な
ど
に
停
車
し
て
（
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
上
で
）
調
律
を

行
う
様
子
も
目
撃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の

プ
ラ
ン
で
は
演
奏
者
の
安
全
確
保
に
最
大
限
の
対
策
を
取
ら
ね
ば

な
ら
な
い
﹇
図
2
﹈。

▼
宇
宙
へ
持
ち
出
す

無
重
力
空
間
に
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
ピ
ア
ノ
を
持
っ
て
い
き

た
く
な
っ
た
な
ら
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
が
最
適
だ
ろ
う
。
軽
く
て
小
さ

い
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
な
ら
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
低
コ
ス
ト
で
持

ち
込
み
、
場
所
を
取
ら
ず
に
演
奏
で
き
る
。
無
重
力
空
間
で
演
奏

を
行
う
に
は
ピ
ア
ノ
本
体
と
椅
子
を
一
体
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

［図2］ 「ドップラーピアノリサイタル」のためのドローイング（黒川）
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あ
る
い
は
椅
子
の
使
用
を
や
め
て
演
奏
者
の
体
を
固
定
す
る
専
用

の
部
材
を
追
加
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
ア
ク

シ
ョ
ン
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
重
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
た
め
、
構
造
の
改
変
が
必
要
と
な
る
。
も
は
や
こ
れ
ま
で
と

は
全
く
違
う
打
鍵
シ
ス
テ
ム
を
作
り
だ
す
方
が
か
え
っ
て
簡
単
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
伴
っ
て
演
奏
方
法
や
新
た
に
制
作
さ
れ
る

楽
曲
も
、
地
球
上
で
制
作
さ
れ
た
も
の
と
は
異
な
る
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
。終

わ
り
に�

（
黒
川
岳
）

研
究
の
た
め
の
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
の
際
、
私
は
砂
原
先
生
か

ら
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
を
受
け
た
上
で
、
実
際

に
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
小
さ
な
ピ
ア
ノ
と

大
人
の
演
奏
者
（
砂
原
氏
）
の
体
の
大
き
さ
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

で
、
小
さ
く
屈
ん
だ
体
、
狭
い
鍵
盤
に
添
え
る
指
、
そ
し
て
ミ
ニ

ピ
ア
ノ
か
ら
響
く
素
朴
な
音
色
に
よ
っ
て
、
通
常
の
ピ
ア
ノ
演
奏

を
鑑
賞
す
る
の
と
は
全
く
異
な
る
体
験
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
し

て
、
音
域
の
狭
さ
の
た
め
に
ピ
ア
ノ
と
し
て
は
演
奏
可
能
な
曲
が

非
常
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
不
完
全
な
楽
器
と
し
て
の

（
こ
の
不
完
全
さ
と
は
つ
ま
り
、
一
般
的
な
ピ
ア
ノ
の
使
用
と
い

う
側
面
か
ら
見
た
不
完
全
さ
の
こ
と
で
し
か
な
い
）
と
向
き
合
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
、
議
論
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
よ
り
多
様
な
音
楽
の

あ
り
よ
う
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。

私
自
身
は
、
特
に
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
も
つ
移
動
や
調
律
の
容
易
さ

と
い
っ
た
特
徴
か
ら
、
楽
器
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る

の
か
と
い
っ
た
「
場
」
に
関
連
す
る
要
素
や
、
音
楽
行
為
に
関
わ

る
人
々
の
関
係
性
に
つ
い
て
様
々
に
試
行
錯
誤
で
き
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
る
。
私
は
普
段
彫
刻
の
分
野
を
軸
に
活
動
し
て
い
る
が
、

彫
刻
と
い
う
行
為
を
物
質
や
身
体
を
介
し
て
周
囲
の
環
境
や
事
象

に
触
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
楽
器
は
音

を
鳴
ら
す
こ
と
に
特
化
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
可
能
に
し
た
彫
刻
で

存
在
に
強
く
惹
か
れ
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
で
親
し
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
ピ
ア

ノ
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
電
子
的
に

音
域
を
広
げ
た
り
音
色
を
制
御
し
た
り
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
の

で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
で
も
使
い
づ
ら
い
と
い
う
、
一
般
的

な
ピ
ア
ノ
と
比
較
し
て
不
完
全
な
こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
本
稿
の
「
は

じ
め
に
」
に
あ
る
よ
う
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
に
は
一

般
的
な
ピ
ア
ノ
に
お
い
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

適
用
さ
れ
な
い
が
故
に
、
楽
曲
や
演
奏
、
演
奏
さ
れ
る
場
の
設
定
、

聞
き
手
と
演
奏
者
と
の
関
係
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
ミ

ニ
ピ
ア
ノ
専
用
の
」
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
用
意
す
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
。

だ
が
、
も
し
仮
に
、
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
が
「
一
般
的
な
ピ
ア
ノ
の
有

す
る
機
能
を
逸
脱
す
る
た
め
に
あ
え
て
意
図
し
て
制
作
さ
れ
た
」

と
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
逸
脱
者
と
し
て
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
は
、

音
楽
実
践
者
を
い
わ
ば
「
退
路
を
断
た
れ
た
」
か
の
よ
う
な
状
況

に
追
い
込
ん
で
く
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

の
楽
器
が
制
作
さ
れ
た
当
時
は
そ
の
よ
う
な
意
図
が
無
か
っ
た
と

し
て
も
、
今
私
た
ち
が
あ
え
て
こ
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
の
不
完
全
さ

あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
音
は
、
そ
の
波
の
伝
わ
る
物
質

や
環
境
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
。
生
身
の
身
体
で
は
出
せ
な
い

音
の
鳴
る
こ
の
道
具
は
、
時
に
自
身
の
声
の
届
か
な
い
対
象
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
媒
介
し
、
時
に
発
音
と
聴
取
と
い
う
行

為
に
よ
っ
て
空
間
や
環
境
を
捉
え
る
た
め
の
セ
ン
サ
ー
と
な
り
う

る
。
ち
が
う
楽
器
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
ち
が
う
声
を
生
み
出

す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ち
が
う
世
界
と
出
会
う
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
を
き
っ
か
け
に
楽
器

の
あ
り
よ
う
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
私
自
身
が
彫
刻
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
と
も
繋
が
る
と
期
待
し
て
お
り
、
こ
れ
も
研
究
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

今
後
も
音
楽
・
美
術
双
方
の
知
見
を
互
い
に
共
有
し
つ
つ
研
究

を
進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

注❖
1 

 「
河
合
小
市
か
ら
Ｅ
Ｘ
へ
」
編
集
委
員
会
編

（
一
九
九
七
）『
河
合
小
市
か
ら
Ｅ
Ｘ
へ　

創
立
70
周
年

記
念
』
河
合
楽
器
製
作
所
。
河
合
楽
器
70
周
年
記
念
誌

編
纂
グ
ル
ー
プ
編
（
一
九
九
七
）『
世
界
一
の
ピ
ア
ノ

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
』
河
合
楽
器
製
作
所
。

砂原 悟＋黒川 岳
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「
地
の
地
平
《
往
還
の
と
き
》
―
伝
統
と
創
造
の
奥
」
定
点
観
測
2 

中
村
典
子　
　

│
地
球
市
民
の
広
場
か
ら

本
稿
は
、『C

O
M

PO
ST

 V
O

L.2
』
寄
稿
の
「「
時
の
川
辺
《
学
舎

よ
り
》
―
伝
統
と
創
造
の
奥
」
定
点
観
測
―
東
ア
ジ
ア
日
本
京
都
西

京
大
枝
沓
掛
よ
り
」
の
続
編
に
あ
た
る
。

洋
邦
の
京
都

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
が
現
在
も
続
い
て
い

る
。
二
○
二
○
年
夏
開
催
だ
っ
た
予
定
が
一
年
延
期
さ
れ
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
無
観
客
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
二
○
二
一
年
の
年
明
け
に
、
東
西
の
伝
統
を
育
て
た
洋
楽

と
邦
楽
の
指
導
的
女
性
芸
術
家
双
方
に
、
令
和
二
年
度
京
都
市
芸

術
振
興
賞
が
贈
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、「
伝
統
と
創
造
の
奥
」
と
題
し
た
大
学
百
四
十
周
年

へ
劈
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
頂
い
た
元
京
都
市
交
響
楽
団
・
京

都
市
立
芸
術
大
学
で
長
く
教
鞭
を
執
ら
れ
た
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
・

指
揮
者
の
白
石
孝
子
氏
と
、
今
日
京
都
の
み
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

地
歌
三
味
線
最
古
流
派
で
あ
る
柳
川
三
味
線
の
林
美
恵
子
氏
に
よ

る
、
洋
邦
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
京
都
の
音
楽
家
の
同
時
受
賞
を
意

味
す
る
。

二
〇
一
六
年
、
林
美
恵
子
氏
の
御
息
女
で
あ
る
林
美
音
子
氏
は
、

平
成
二
八
年
度
京
都
市
芸
術
文
化
特
別
奨
励
者
に
選
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
年
の
夏
、
筆
者
は
柳
川
三
味
線
と
弦
楽
の
協
奏
曲
を
作
曲
し
、

《
御
継
（
み
つ
ぎ
）
の
語
り
》
と
題
し
た
、〈
伝
統
と
創
造
の
【
邂

逅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ
】〉
を
計
画
し
た
。
同
年
十
二
月
二
十
二
日

に
は
林
美
音
子
氏
を
招
き
、
円
筒
形
の
大
学
会
館
ホ
ー
ル
で
、
日

本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
前
所
長
・
名
誉
教
授
の
久
保
田
敏
子

先
生
に
よ
る
柳
川
三
味
線
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
頂
き
、
さ
ら

に
東
ア
ジ
ア
の
中
国
と
韓
国
と
日
本
の
伝
統
の
ウ
タ
か
ら
の
新
た

な
創
造
に
つ
い
て
著
者
が
話
し
、
柳
川
三
味
線
と
弦
楽
の
協
奏
曲

の
世
界
初
演
を
、
市
民
の
皆
様
に
聴
い
て
頂
い
た
。
久
保
田
先
生

が
さ
れ
て
い
た
柳
川
三
味
線
音
楽
の
研
究
（
五
線
譜
書
取
）
か
ら

可
視
化
さ
れ
た
も
の
を
通
し
て
、
著
者
は
新
た
な
作
品
構
造
と
作

品
世
界
を
着
想
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
協
奏
曲
に
お
け
る

柳
川
三
味
線
の
語
り
の
部
分
の
詞
章
を
著
者
自
身
が
編
む
に
至
り
、

そ
こ
か
ら
柳
川
三
味
線
独
奏
と
弦
楽
に
よ
る
協
奏
曲
を
構
築
す
る

に
至
っ
た
。
な
お
、
協
奏
曲
の
題
名
は
《
御
通
木
》
で
あ
る
。

至
宝
十
代
の
若
者
達
を
早
逝
さ
せ
た
近
現
代
の
戦
争
の
ゲ
バ
ル

ト
を
、
唯
一
修
復
し
得
る
生
命
へ
の
畏
敬
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
林

美
音
子
氏
の
語
り
に
よ
る
柳
川
三
味
線
を
通
し
て
ド
ゥ
オ
ー
モ
型

教
会
堂
的
な
形
状
を
も
つ
大
学
会
館
ホ
ー
ル
に
広
が
っ
て
ゆ
く
。

包
む
響
き
の
弦
楽
は
、
担
当
ク
ラ
ス
の
学
生
・
大
学
院
生
・
卒
業

修
了
生
達
で
あ
る
。
古
楽
以
来
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
等
洋
楽
の
作
曲
家
達
が
為
し
て
き
た
作
曲

者
指
揮
に
よ
る
初
演
の
時
空
形
成
と
同
じ
く
、
著
作
曲
者
に
よ
る

指
揮
で
、
ク
ラ
ス
の
弦
楽
メ
ン
バ
ー
達
と
柳
川
三
味
線
と
弦
楽
の

協
奏
曲
を
世
界
初
演
で
き
た
。
こ
れ
は
、
今
日
を
生
き
る
伝
統
の

柳
川
三
味
線
と
、
弦
楽
の
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ス
の
よ
み
が
え
り
を
協
奏

で
き
る
京
都
―
京
都
市
―
京
都
市
立
芸
術
大
学
と
い
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
す
る
地
点
の
時
空
の
往
還
の
相
互
作
用
に
よ
る
創
造
の
伝

統
な
の
で
あ
る
。
特
に
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
歴
代
所
長

の
方
々
、
と
り
わ
け
筆
者
の
師
で
も
あ
り
セ
ン
タ
ー
設
立
時
の
廣

瀬
量
平
初
代
所
長
、
吉
川
周
平
所
長
、
伝
統
音
楽
に
お
け
る
時
間

的
構
築
の
様
相
を
可
視
化
さ
れ
た
久
保
田
敏
子
所
長
、
後
藤
静
夫

所
長
、
た
び
た
び
制
作
中
の
研
究
室
を
訪
れ
て
筆
者
の
絲
の
楽
器

に
よ
る
地
点
相
互
の
時
空
の
往
還
を
支
援
頂
い
た
時
田
ア
リ
ソ
ン

所
長
、
渡
辺
信
一
郎
所
長
な
ら
び
に
セ
ン
タ
ー
教
授
陣
・
研
究
者

陣
、
大
学
院
音
楽
研
究
科
の
作
曲
理
論
研
究
ク
ラ
ス
、
音
楽
学
部

の
楽
曲
分
析
・
作
曲
法
ク
ラ
ス
の
日
々
の
気
づ
き
を
共
有
で
き
る

演
奏
メ
ン
バ
ー
・
卒
業
修
了
メ
ン
バ
ー
の
演
奏
者
陣
に
、
あ
ら
た

め
て
深
く
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

中村典子
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基
盤
の
時
空

二
○
二
○
年
度
は
京
都
市
立
芸
術
大
学
創
立
百
四
十
年
に
あ
た

る
。
こ
の
年
中
村
研
究
室
で
は
、
コ
ロ
ナ
状
況
対
応
の
オ
ン
ラ
イ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、
七
月
・
十
一
月
・
十
二
月
・
一

月
・
二
月
・
三
月
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
伝
統

と
創
造
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
日
本
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
、

英
語
の
四
カ
国
語
で
オ
ン
ラ
イ
ン
展
開
し
た
。
こ
れ
は
、
西
洋
音

楽
の
歴
史
と
東
ア
ジ
ア
と
の
交
差
か
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕

二
百
五
十
年
ま
で
に
わ
た
る
時
間
を
背
景
に
置
き
つ
つ
、
ク
ラ
ス

登
録
の
大
学
院
生
・
学
生
に
よ
る
作
曲
と
演
奏
と
研
究
を
発
表
す

る
も
の
で
あ
り
、
大
学
が
創
立
さ
れ
た
一
八
八
〇
年
に
至
る
ま
で

の
西
洋
音
楽
の
歴
史
か
ら
二
○
二
三
年
の
学
舎
京
都
駅
前
移
転
に

至
る
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
舎
で
誕
生
し

た
音
楽
を
収
録
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
通
じ
て
可
視
化
可

聴
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
﹇
表
1 

〜
3
﹈。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
表
2
の
二
○
二
一
年
二
月
末
、
表
3
の
三
月

末
に
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
公
開
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
大
学
構
内
で
の
国
際
現
代
音
楽
祭
に
お
け
る
、

世
界
初
演
・
日
本
初
演
・
京
都
初
演
さ
れ
た
女
性
作
曲
家
に
よ
る

作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
世
界
各
地
日
本
各
地
そ
し
て
本
学
在

学
の
学
生
諸
氏
で
あ
る
女
性
作
曲
家
達
の
各
作
品
を
初
演
し
た
の

は
、
同
時
代
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
そ
し
て
在
学
生

卒
業
生
修
了
生
達
で
あ
る
。

大
学
創
立
百
四
十
周
年
の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
内
に

設
置
し
た
研
究
室
演
奏
記
録
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
収
録
研
究
を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
研
究
に
よ

り
、
男
女
の
作
曲
家
作
品
数
を
同
数
に
ま
で
そ
ろ
え
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
一
地
域
の
一
女
性
教
員
の
研

究
室
か
ら
公
開
で
き
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。新

た
な
一
歩

新
年
度
二
○
二
一
年
度
は
、
作
曲
専
攻
指
揮
専
攻
ク
ラ
ス
で
の

楽
曲
分
析
研
究
曲
目
を
、
特
に
世
界
の
女
性
作
曲
家
作
品
に
限
定

し
て
展
開
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
お
り
し
も
作
曲
・
指
揮
専
攻
へ

の
新
た
な
入
学
生
は
、
定
員
四
名
の
う
ち
全
員
が
男
性
で
あ
る
。

約
七
十
年
に
わ
た
る
音
楽
学
部
と
大
学
院
音
楽
研
究
科
の
、
作
曲

指
揮
専
攻
学
生
に
限
っ
た
男
女
比
は
、
ほ
ぼ
【
一
対
一
】
で
あ

作曲年・
初演年 作曲者 作品名 演奏者 演奏会

3世紀- クリスティアン・リンドベルイ
［1958-］

グレゴリオ聖歌による
変奏曲 トロンボーン：奥真美［院1］

2020b

17世紀 尺八古典本曲 古伝巣籠 尺八：寄田真見乃

1782 ルートヴィヒ・ヴァン・ベー
トーヴェン [1770-1827］ ある少女の描写 テノール：奥本凱哉［院1］ 

ピアノ：和田藍里［院1］

1795 ルートヴィヒ・ヴァン・ベー
トーヴェン [1770-1827］ 君を愛す テノール：佐々木涼輔［院2］ 

ピアノ：和田藍里［院1］

1798-
99

ルートヴィヒ・ヴァン・ベー
トーヴェン [1770-1827］

アダージョ・カンター
ビレ［悲愴ソナタ第2
楽章］

ピアノ： 仲吉愛里［院1］

1810 三つの歌 アルト：柚木玲衣加［院1］ 
ピアノ： 和田藍里［院1］

19C-
1808

フランツ・リスト［1881-1886］ 
ルートヴィヒ・ヴァン・ベー
トーヴェン [1770-1827］

交響曲第6番第5楽章 ピアノ：作野朋果［院1］

20世紀 呂文成［1898-1981］ 平湖秋月 ピアノ：楊開雯［院1］

1954 池内友次郎［1906-1991］ ピアノのためのソナチ
ネ ピアノ：藤井夢音［院1］

1972 安部幸明［1911-2006］ こどものための3つの
ソナチネ ピアノ：大塚昭花［院2］

1975 ヨンギ・パクパーン［1945-］ ドライザムの歌 フルート：花野美咲 ［院1］

1984 中田喜直［1923-2000］ 変奏的練習曲 ピアノ：宮國香菜 ［院1］

1986 淺田美紀［熊谷美紀］［1963-］ 木管五重奏曲

フルート：俵啓乃［3］  
オーボエ：大上穂花［3］ 
クラリネット：十河優花［4］ 
ホルン：江口倭世［4］ 
ファゴット：児玉桃歌［4］

2013 朴 実［1944-］ 한 han
ソプラノ：村辺恵奈 
オーボエ：藤原博司 
韓国伝統楽器［杖鼓］：朴哲 
韓国伝統楽器［鉦］：朴実

2013b

2013 岡田加津子［1962-］ Open the Gate
箏：福原左和子 
打楽器：岡田加津子  
映像：中井友路［院 2］

2014a

2013 中村典子［1965-］ 伊福 inspirare フルート ： 森本英希

2020b
2015 金スヒョン [1985-] 秋香

ヴァイオリン1：藤田恵［院1］ 
ヴァイオリン2：三上さくら［院2］ 
ヴィオラ：田中希［院2］ 
チェロ：塚本ひらき［院1］

2016 伊藤慶佑 [1994-] internodes フルート：橋本岳人 2019b
2017 酒井健治 [1977-] wavering 三味線：本條秀慈郎 2018c

［表1-1］ オンラインフェスティバル 時の川辺《学舎より》伝統と創造の奥I II III

オンラインアップロード期間：2020年11月22日、12月26日、2021年1月4-8日

中村典子
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作曲年・
初演年 作曲者 作品名 演奏者 演奏会

2018 アンヌシュ・ハンヌヴォルト
[1996-]

七青山隠映
（世界初演）

箏：横山佳世子 
ソプラノ：原田菜奈［院1］ 
メゾソプラノ：藤居知佳子［院1］ 
バリトン：浦方郷成［院2］、
廣田雅亮［院1］ 
指揮：作曲者

2018b

2019 朴実 [1944-] 한플이 hanp’uri
（世界初演）

ソプラノ：北村柚起恵 
フルート：朴優栄 
フルート：後藤田裕仁子［4］ 
ピアノ：朴実　 
杖鼓：朴哲

2019a

2020 名田卓麻［1996-］ divo（世界初演 ) エレクトロニクス：名田卓麻［2］

2020b2020 山田周［2000-] Parallel2020
（世界初演 ) エレクトロニクス：山田周［3］ 

2020 ディ・カプア＆マッツッチ＝
橋爪皓佐 [1984-]

オー・ソレ・ミオ
（編曲初演）

帝塚山学園ギター・マンドリンク
ラブ（顧問：小林奈央子先生）  

音楽祭・演奏会等略号 

2020b：オンラインフェスティバル時の川辺《学舎より》伝統と創造の奥I II III 2020

2020a：オンラインフェスティバルうたがきこえる時の川辺アジアの管絃の現在
2019b：あわいの翼 国際現代音楽祭アジアの管絃の現在・大枝インターナショナルオルタナティヴフェスティバル
2019a：国際現代音楽祭アジアの管絃の現在2019《滔響》［移転整備プレ事業］
2018d：ネオカルテットコンポジションレクチャー　弦楽四重奏の新しい可能性
2018c：本條秀慈郎三味線レクチャーコンサート2018

2018b：創造のためのリサーチプレゼンテーション2018《日本語の歌　母国語の歌》
2018a：大枝インターナショナルオルタナティヴフェスティバル2018

2017c：共響  東アジア文化都市 長沙［中国］大邱［韓国］ 京都［日本］2017

2017b：アジアの音舞の現在2017《如聲》
2017a：国際現代音楽祭アジアの管絃の現在2017《観聲》
2016b：アジアの音舞の現在2016《潮象》往還之聲 ゆきかふこゑ
2016a：国際現代音楽祭アジアの管絃の現在2016

2015b：国際現代音楽祭アジアの管絃の現在2015《乗り越える聲》
2015a：西村彰洋・孫工恵嗣オルタナティヴリサイタル2015

2014b：ザルツブルグ・モーツァルテウム大学×京都市立芸術大学交流演奏会
2014a：国際現代音楽祭アジアの管絃の現在2014

2013b：国際現代音楽祭アジアの管絃の現在2013

2013a：クラウディオ・ビルクホルツリサイタル ウェストジャパンツアー
2012：国際現代音楽祭アジアの箏の現在2012

1995：あうろすフルートあんさんぶる《風の忘れもの》

作曲年・
初演年 作曲者 作品名 演奏者 演奏会

1914
リリー・ブーラ
ンジェ［1893-
1918］

行列 ピアノ：金田仁美
振付・舞踊：中村美佳 2016b

1975 ヨンギ・パクパー
ン［1945-］

ドライザムの歌
（京都初演） フルート：花野美咲［院1］ 2020a

1983 藤井園子
［1940-2018］ マリオネット

あうろすフルートあんさんぶる 
ディレクター：白石孝子 
コンサートマスター：末原諭宣 
フルートソロ：太田彩 
ピッコロ：虎谷律子 
フルート：新井多佳子、井伊亮子、今井章子、
池田みゆき、石元みすず、宇高彩子、大久保香、
大嶋義実、大西敬子、奥田律、菊本愛、木村奈
美、黒田由樹、小寺理左、斎藤智枝、白水裕憲、
中川亜希子、長井茅乃、長崎千恵、橋本恵美、
橋本有佳、福原直子、三宅由紀、宮名利育、
山城麻貴、山本裕香子　 
アルトフルート：今給黎麻紀、田中幸子、中野
幸代、村田四郎、山田正子 
バスフルート：粟辻泰史、尾形真理子、
坪井由紀、森本英希

1995

1986
淺田美紀
［熊谷美紀］
［1963-］

木管五重奏曲

フルート：俵啓乃［3］  
オーボエ：大上穂花［3］ 
クラリネット：十河優花［4］ 
ホルン：江口倭世［4］ 
ファゴット：児玉桃歌［4］

2020b

1987 櫻井ゆかり
[1961-]

あなたの夢を見まし
た（京都初演） クラリネット：平川奈津美［院2］ 2017b

2011
ジェシカ・チョ
ウ［朱嘉寶］
[1987-]

五つの小品
（日本初演） ピアノ：ジェシカ・チョウ［朱嘉寶］ 2015a

2012 大慈弥恵麻
[1961-]

線香花火～箏独奏の
ための～ 箏：渡邊香澄 2012

2014 マオ・ツー
［毛竹 ] [1981-]

独夜鳴琴  古箏とアン
サンブルの協奏曲
（世界初演）

古箏：チャン・ティンティン［張婷婷］ 
フルート：田呈媛 
ヴァイオリン1：中村公俊 
ヴァイオリン2：澤田知栄子 
ヴィオラ：岡田真美 
チェロ：大西泰徳 
コントラバス：赤松美幸 
指揮：作曲者

2014a

2017 藤家渓子
［1963- ］

オフィーリア漂う
（世界初演）

ヴァイオリン：水野万裕里 
箏唄：中川佳代子 
古箏：戴茜 
十七絃：麻植美弥子

2017a

2018
リャオ・ワン
ティン［廖婉
婷］［1988-］

映梢（世界初演） リャオ・ワンティン［廖婉婷］[M1]  2018a

2018 池内奏音
［1997-]

おとにきく
（世界初演）

藤居知佳子［M1］ 
矢野百華［M1］ 2018b

2020 作野朋果
［1997-］

メロディー
（世界初演） ピアノ：作野朋果［M1］ 2020a

［表2］ オンラインフェスティバル 時の川辺《学舎より》伝統と創造の奥I II III α
オンラインアップロード期間：2021年2月28日

中村典子

［表1-2］ オンラインフェスティバル 時の川辺《学舎より》伝統と創造の奥I II III

オンラインアップロード期間：2020年11月22日、12月26日、2021年1月4-8日
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作曲年・
初演年 作曲者 作品名 演奏者 演奏会

2003
チチュン＝チ
スン・リー
［李志純］

点・線・面
（日本初演）

古箏：クオミンチン［郭岷勤］  
指揮：高昌帥 
フルート：田呈媛 
クラリネット：伊藤咲代子 
ファゴット：中川日出鷹　 
打楽器：上中あさみ 
ヴァイオリン1：中村公俊　 
ヴァイオリン2：澤田知栄子　 
ヴィオラ ：岡田真実 
チェロ：大西泰徳  
コントラバス：赤松美幸

2014a

2007 クラウディア・
ビルクホルツ

ナンカキイロイ 
チョットミドリ
（日本初演）

エレクトロニクス ：クラウディア・ビルクホルツ 
エレクトロニクスオペレーション：清水慶彦、
山口友寛

2013a

2011 アロナ・
エプシュタイン 雪（日本初演）

指揮：タウム・カルニ 
vocal ensemble clumusica    
奥田聖子、丸山晃子、村辺恵奈、中原加奈、
片山千聖、瀬戸口文乃、矢守渚奈子、
佐々木ひろ子、蔦谷明夫、池田真己、井上元気、
中山智樹、菊田義典、落合庸平、大井卓也、
宮尾和真

2015a

2012 南川弥生 幻月（世界初演） 箏：平田紀子、渡辺香澄 2012

2012 多田里紗 木 ソプラノ：小濱妙美 
ピアノ：ゲレオン・クライナー 2014b

2013 諸橋玲子 おとなひ II  鍵盤ハーモニカ：西村彰洋、小嶋稜［4］、
伊藤慶佑［5］ 2016a

2013 フミエ・シキチ
＝シャーライ

King,Kong,,,,Kang!
（世界初演） トイピアノ ：クラウディア・ビルクホルツ 2013a

2013 池田真沙子 スウィフトゥインクル
（世界初演） トイピアノ：西村彰洋 2015b

2017 ジソン・イム
［林志宣］

希望は羽のある小鳥
（ピアノ協奏曲版、世
界初演）

ピアノ：森本美帆 
指揮：高昌帥　 
ヴァイオリン1：中村公俊、水野万裕里、
柳原史佳［4］ 
ヴァイオリン2：古味亜紀、江口純子、大藪英子 
ヴィオラ：南條聖子、三上さくら［3］、
木田奏帆［2］ 
チェロ：小高睦、孫工恵嗣、西村まなみ　 
コントラバス：古味寛康、池田源輝［4］　 
マリンバ：上中あさみ

2017c

2018 ゴウン・キム 線・質感
（日本初演）

ネオカルテット：カロリナ・ピアトコヴスカ=ノ
ヴィツカ、パヴェル・カピカ、ミヒャル・マルキエ
ヴィツ、クリストフ・パヴロヴスキ

2018d

2019 影近舞帆［4］ これほど空があをくて
（世界初演）

ソプラノ：小林奈里［4］ 
ピアノ：出口青空［M2］ 2019b

2020 樽家千晴［3］ 身近な風景　 
（世界初演） 樽家千晴［3］ （ミュジックコンクレート） 2020a

［表3］ オンラインフェスティバル 時の川辺《学舎より》伝統と創造の奥I II III α2

オンラインアップロード期間：2021年3月31日
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チ
ュ
ー
ル
に
参
加
の
作
曲

者
は
、
基
本
の
シ
ュ
ー
ボ
ッ
ク
ス
型
講
堂
と
、
循
環
的
音
響
の
大

学
会
館
ホ
ー
ル
の
円
柱
型
の
双
方
で
、
リ
ハ
ー
サ
ル
・
収
録
の
差

異
を
含
ん
だ
体
験
を
自
作
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
を
通

し
て
得
る
こ
と
で
、
各
々
造
り
手
と
し
て
立
体
的
な
奥
行
の
宇
宙

を
得
る
こ
と
と
な
る
。

収
録
の
結
果
か
ら
も
、
各
々
の
音
楽
言
語
へ
の
基
盤
の
質
感
を

一
層
確
か
め
、
独
自
の
管
弦
楽
構
築
の
雛
型
へ
と
進
む
。
大
学
院

弦
楽
専
攻
五
名
に
よ
る
カ
ル
テ
ッ
ト
ラ
ボ
で
の
参
照
曲
目
研
究
に

お
い
て
も
、
有
機
的
構
築
を
深
め
た
収
録
研
究
で
、
世
界
各
地
の

女
性
作
曲
家
作
品
の
表
現
を
さ
ら
に
一
層
深
化
さ
せ
る
。

な
お
、
作
家
世
界
を
構
築
し
て
国
際
的
に
活
動
す
る
若
い
世
代

の
女
性
作
曲
家
と
男
性
作
曲
家
を
一
名
ず
つ
選
び
、
七
月
と
十
月

に
一
、二
回
生
の
楽
曲
分
析
ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
オ
ン
ラ
イ
ン
レ

ク
チ
ャ
ー
を
依
頼
し
た
。
ソ
ウ
ル
在
住
の
ピ
ョ
ン
ド
ア
氏
は
東
京

藝
術
大
学
に
研
究
留
学
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

の
弦
楽
四
重
奏
曲
委
嘱
に
応
え
て
描
か
れ
た
深
い
作
品
世
界
の
構

築
を
、
ド
イ
ツ
留
学
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
韓
国
の
女
性
作
家
像

を
通
し
て
、
学
生
達
に
日
本
語
で
直
接
話
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き

て
幸
い
で
あ
っ
た
。
音
楽
祭
で
の
女
性
達
で
構
成
さ
れ
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
弦
楽
四
重
奏
団
の
演
奏
は
深
い
共
感
に
満
ち
た
劇
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
十
月
の
岡
本
伸
介
氏
は
昨
年
の
バ
ル
ト
ー
ク
ワ
ー

ル
ド
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
優
勝
の
本
学
博
士
課
程
在
籍
の
作
曲
家

で
あ
り
、
本
拠
の
、
ま
た
作
品
世
界
の
岡
山
県
玉
野
市
よ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
で
つ
な
い
だ
。
レ
ク
チ
ャ
ー
曲
の
優
勝
作
品
が
弦
楽
四
重

奏
部
門
課
題
曲
と
な
っ
た
た
め
、
様
々
な
国
籍
地
域
の
弦
楽
四
重

奏
団
に
よ
り
選
択
さ
れ
、
弦
楽
四
重
奏
部
門
本
選
当
日
の
ラ
イ
ヴ

進
行
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
で
、
日
本
の
弦
楽
四
重
奏
団

の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
の
演
奏
を
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
聴
取
で
き
た
。

地
の
地
平

コ
ロ
ナ
状
況
下
二
年
目
の
二
○
二
一
年
度
前
期
に
は
、
前
号

中村典子

楽
教
授
職
二
名
で
、
音
楽
企
業
研
究
、
芸
術
拠
点
経
営
、
音
楽
研

究
教
育
と
、
専
門
活
動
領
域
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
事
項

を
、
本
年
度
二
○
二
一
年
の
作
曲
指
揮
専
攻
入
学
生
四
名
が
全
員

男
性
で
あ
る
こ
と
と
の
対
照
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
こ
こ
に
記

し
て
お
く
。

テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル

テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
は

独
自
の
織
地
、
質
感
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
、
時
間
的
に
凝
縮
さ
せ

た
一
分
間
の
時
間
的
雛
型
の
形
成
で
、
本
番
仕
様
舞
台
で
の
録
音

録
画
を
行
う
こ
と
で
、
他
者
の
耳
に
よ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
確
か
め

つ
つ
、
作
品
制
作
そ
し
て
演
奏
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
を
、
四
名
の
男
性
の
作

曲
指
揮
専
攻
新
入
生
を
含
む
一
、二
回
生
の
作
曲
指
揮
専
攻
の
ク

ラ
ス
で
、
カ
ル
テ
ッ
ト
（
四
重
奏
）・
ト
リ
オ
（
三
重
奏
）
で
行

う
。
そ
の
た
め
の
楽
曲
の
分
析
的
研
究
の
、
独
自
の
表
現
の
追
求

の
た
め
の
参
照
研
究
対
象
を
《
世
界
各
地
の
女
性
作
曲
家
》
に

限
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
、
女
性
の
人
生
の
ラ
イ
フ
イ
ヴ
ェ
ン
ト
か

ら
の
構
築
の
独
自
性
を
読
み
取
り
、
自
身
の
地
点
・
時
点
ま
で

シ
ー
ム
レ
ス
に
走
査
す
る
こ
と
で
、
構
築
の
根
本
的
な
差
異
を
解

読
す
る
。

こ
れ
ら
は
同
時
に
演
奏
専
攻
学
生
に
と
っ
て
の
、
管
打
楽
に
よ

る
ト
リ
オ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
の
四
重
奏
・
三
重
奏
形
態
、
大
学
院
弦

楽
一
、二
回
生
に
よ
る
四
重
奏
形
態
な
ど
種
々
の
時
間
形
成
の
実

演
収
録
ス
ト
ゥ
ー
デ
ィ
オ
研
究
も
兼
ね
て
い
る
。

観
察
楽
曲
を
、
作
曲
者
指
揮
者
と
し
て
読
み
解
き
、
自
身
の
新

た
な
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
分
析
さ
れ
る
側
へ
と
立
た
せ
、
ま
た
新
た

な
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
分
析
し
生
み
出
す
側
に
立
つ
。
や
が
て
総
体

と
な
る
個
の
、
個
と
し
て
の
創
造
へ
の
探
求
を
通
し
て
世
界
の
諸

問
題
に
取
り
組
み
、
自
身
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
の
自
身
か
ら
の
送
出

を
通
し
て
、
新
た
な
視
点
・
聴
点
を
自
分
を
含
む
す
べ
て
の
世
界

に
届
け
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

今
回
の
ラ
ボ
の
主
体
は
大
学
院
一
、二
回
生
の
弦
楽
四
重
奏
、

そ
し
て
学
部
一
回
生
よ
り
四
回
生
ま
で
が
揃
っ
た
同
族
楽
器
に
よ

る
管
楽
四
重
奏
、
木
質
鍵
盤
打
楽
器
一
と
金
属
鍵
盤
打
楽
器
二
に

よ
る
打
楽
器
三
重
奏
と
い
う
、
三
種
の
同
族
楽
器
に
よ
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
あ
る
。

五
名
の
作
曲
作
品
の
一
分
間
の
雛
型
の
試
演
を
通
し
て
、
各
々

独
自
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
完
成
さ
せ
て
ゆ
く
。
自
ら
の
テ
ク
ス
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る
。
十
二
月
十
八
日
に
作
曲
指
揮
専
攻
一
、二
回
生
と
声
楽
専
攻

大
学
院
生
に
よ
る
歌
管
弦
楽
収
録
、
十
九
日
に
指
揮
専
攻
二
回
生

に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
八
番
、
二
十
一
日
と
二
十
二

日
に
作
曲
指
揮
専
攻
一
、二
回
生
の
管
弦
楽
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ミ
ニ

ア
チ
ュ
ー
ル
、
指
揮
専
攻
三
回
生
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第

七
番
と
、
前
期
延
期
の
協
奏
曲
の
円
筒
形
配
置
と
シ
ュ
ー
ボ
ッ
ク

ス
型
配
置
の
同
曲
二
地
点
比
較
を
含
む
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
リ
サ
ー
チ

ス
ト
ゥ
ー
デ
ィ
オ
、
ソ
ロ
ス
ト
ゥ
ー
デ
ィ
オ
を
形
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
詳
細
は
研
究
室
W 

E 

B
を
参
照
い
た
だ
き
た
い

1
❖

。

か
さ
ね
の
む
す
び
の
時
空
に

再
び
記
す
。
国
際
現
代
音
楽
祭
《
ア
ジ
ア
の
管
絃
の
現
在
》
か

ら
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
な
る
こ
れ
ら
世
界
各
地
か
ら
ク
ラ
ス
に
至

る
作
曲
家
群
像
の
収
録
音
源
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
、
数
百

に
及
ぶ
初
演
上
演
音
源
か
ら
の
女
性
作
曲
家
群
像
が
、
歴
史
の
そ

れ
ぞ
れ
の
【
個
の
深
化
】
の
連
繫
が
い
ま
こ
こ
且
つ
日
常
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
響
き
、
楽
堂
を
、
大
学
を
、
地
点
の
歌
の
交
響
す
る

地
球
市
民
の
広
場
の
基
点
と
し
て
ゆ
く
。

男
性
作
曲
家
達
が
少
女
達
と
そ
の
母
達
祖
母
達
を
歌
わ
せ
、
踊

ら
せ
、
い
つ
か
社
会
的
作
り
手
と
し
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
女
性

作
曲
家
達
が
祖
父
達
父
達
と
そ
の
少
年
達
を
歌
わ
せ
、
踊
ら
せ
、

造
り
手
と
す
る
と
感
じ
て
い
る
。

筆
者
の
通
算
十
二
年
の
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
企
画
運
営
の
委
員

機
能
か
ら
、
研
究
室
拠
点
の
修
士
課
程
博
士
課
程
大
学
院
生
教
員

に
よ
り
始
ま
っ
たensem

ble clum
usica

で
の
、
学
部
生
、
卒

業
修
了
演
奏
者
、
作
曲
者
、
研
究
者
陣
、
招
聘
芸
術
家
陣
を
伴
う

総
合
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
、
い
つ
し
か
通
算
四
十

回
を
超
え
て
い
る
。clum

usica

が
地
域
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
メ
ン

バ
ー
の
歴
史
形
成
機
能
に
つ
な
が
る
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
形
成
を
行
な
っ
て
き
た
中
に
も
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
状
況
の

社
会
的
諸
問
題
を
解
く
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
ふ
る
ま
い
の
コ
レ
オ

グ
ラ
フ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
形
成
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
で

の
準
備
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
対
面
収
録
の
展
開
的
継
続
の
た
め
の
幾

度
と
な
い
書
き
換
え
を
し
続
け
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
状
況
下
で
の
ク

ラ
ス
メ
ン
バ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
個
と
総
体
と
し
て
の
有
機
的
構
造

体
に
か
か
わ
る
調
整
を
続
け
て
い
る
。
こ
こ
に
、
長
く
市
民
の
音

楽
へ
の
眼
差
し
を
そ
そ
い
で
こ
ら
れ
た
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
前
館

長
・
京
都
大
学
人
文
研
の
富
永
茂
樹
先
生
の
御
逝
去
が
伝
え
ら
れ

た
。
祈
り
と
深
い
感
謝
と
共
に
、
こ
れ
ら
創
造
に
よ
る
深
化
が
あ

中村典子

十
数
年
前
京
都
へ
招
き
、
各
地
で
筆
者
の
デ
ュ
オ
を
上
演
頂
き
、

シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
や
サ
ー
リ
ア
ホ
作
品
の
フ
ル
ー
ト
で
知
ら

れ
る
カ
ミ
ラ
・
ホ
イ
テ
ン
ガ
氏
を
、
二
○
一
八
年
の
音
楽
祭
で
の

愛
知
県
立
芸
術
大
学
の
小
林
聡
氏
の
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
上
演
に
招

い
た
お
り
、
大
阪
地
震
の
発
生
で
音
楽
祭
が
延
期
と
な
っ
た
。
半

年
後
の
開
催
時
に
は
ホ
イ
テ
ン
ガ
氏
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
独
奏
を
近
年
卒
業
・
院
修
了
者
と
し
、

鎌
田
邦
裕
氏
独
奏
の
協
奏
曲
収
録
を
始
め
と
し
て
、
全
て
を
私
達

に
よ
る
上
演
に
置
き
換
え
た
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
へ
の
留
学
生

達
を
も
含
む
私
達
の
み
の
演
奏
に
よ
っ
て
音
楽
祭
を
成
功
裏
に
開

催
で
き
た
こ
と
は
近
年
生
々
し
い
記
憶
で
あ
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
そ
の
表
現
が
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
の
あ
る
存
在

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
し
、
相
互
理
解
の
乗
り
物
と
な

る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
状
況
を
乗
り
越
え
、
そ
の
存
在
を
一
層
深
め
て

ゆ
け
る
よ
う
響
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

本
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
特
性
は
、
前
期
に
歌
管
弦
楽
と
弦

楽
と
管
楽
で
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
後
期
に
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ミ
ニ
ア

チ
ュ
ー
ル
イ
ン
ク
ラ
ス
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
オ
ン
ラ
イ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
《
地
の
地
平
》
を
総
合
し
た
地
点
の
協
奏
と
交

響
の
《
伝
統
と
創
造
―
往
還
の
と
き
》
の
オ
ン
ラ
イ
ン
展
開
で
あ

『C
O

M
PO

ST
 vol.2

』
寄
稿
の
「「
時
の
川
辺
《
学
舎
よ
り
》―
伝

統
と
創
造
の
奥
」
定
点
観
測 

―
東
ア
ジ
ア
日
本
京
都
西
京
大
枝

沓
掛
よ
り
」
と
対
に
な
る
音
楽
学
部
紀
要
『
ハ
ル
モ
ニ
ア
』
寄
稿

の
「
地
の
地
平
―
道
程
百
五
十
年
」
の
結
び
か
ら
、
テ
ー
マ
を

選
定
し
、《
地
の
地
平
》
を
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
テ
ー
マ
に
、
七
月

二
十
三
日
―
二
十
七
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
期
間

限
定
公
開
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
下
、
約
一
万
回
に
サ
イ
ト
視
聴
数
が

増
え
た
。
本
年
度
の
収
録
研
究
に
つ
い
て
は
後
期
収
録
を
含
め
た

研
究
室
W 

E 

B
上
で
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
七
月
時
の

広
報
は
イ
ン
ク
ラ
ス
的
に
音
楽
学
部
教
員
学
生
向
け
と
し
た
。

研
究
室
W 

E 

B
で
の
研
究
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
築
で
は
、
世
界
と
地
域
、
地
域
と
世
界
の
往
還
の
雛
型
を
目
指

し
て
い
る
。
イ
ン
ク
ラ
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
よ

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備
・
段
階
的
連
携
の
基
盤
的
推
進
と
そ

こ
か
ら
の
飛
翔
に
向
け
て
、
今
年
度
は
研
究
対
象
曲
目
を
世
界
の

女
性
作
曲
家
作
品
に
限
定
す
る
こ
と
で
新
た
な
創
造
へ
と
深
め
、

各
々
の
【
個
と
し
て
の
深
化
】
を
、
個
々
の
雛
型
形
成
の
テ
ク
ス

チ
ュ
ア
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
広
げ
て

ゆ
く
。
後
期
合
同
収
録
で
は
、
ト
リ
オ
カ
ル
テ
ッ
ト
ラ
ボ
か
ら

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
リ
サ
ー
チ
ス
ト
ゥ
ー
デ
ィ
オ
を
形
成
し
た
。
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京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵
の
中
国
明
代
絵
画
に
使
用
さ
れ
た
白
色
顔
料

│
画
材
の
変
遷
の
解
明
に
向
け
た
ア
ー
カ
イ
ブ

 

王 

杰
・
高
林
弘
実
・
竹
浪 

遠
・
棚
橋
映
水　
　

に
も
注
目
し
、
白
色
顔
料
の
調
査
を
行
っ
た
。

な
ぜ
白
色
顔
料
に
注
目
し
た
の
か
と
い
う
と
、
史
書
や
画
論
の

記
載
で
は
中
国
絵
画
に
使
用
さ
れ
た
主
な
白
色
顔
料
に
は
、
白
土
、

鉛
白
、
胡
粉
が
あ
る
が3

❖

、
中
国
絵
画
の
掛
軸
な
ど
鑑
賞
絵
画
に
関

す
る
科
学
調
査
で
は
、
鉛
白
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

る
一
方
で
、
白
土
や
胡
粉
の
使
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
あ

る4
❖

。
日
本
で
も
鎌
倉
時
代
以
前
に
は
、
白
土
、
鉛
白
が
使
用
さ
れ

て
い
た
が
、
室
町
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
胡
粉
へ
転
換
し
て

い
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る5

❖

。
ま
た
、
中

国
絵
画
の
材
料
研
究
は
石
窟
壁
画
や
墓
室
壁
画
で
は
行
わ
れ
て
い

る
が6

❖

、
よ
り
現
存
数
も
多
い
掛
軸
や
巻
子
な
ど
絹
・
紙
に
描
か
れ

1
．
は
じ
め
に

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
重
点
研
究
「
絵
具
に
問
う
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
高
林
弘
実
）
は
、

二
〇
一
九
年
度
よ
り
三
年
計
画
で
芸
術
資
料
館
所
蔵
作
品
を
中
心

に
保
存
修
復
専
攻
に
お
け
る
調
査
デ
ー
タ
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
す
で
に
明
治
―
大
正
期
の
卒
業
作
品
群

七
十
点
余
り
に
つ
い
て
、
主
に
岩
絵
具
の
化
学
組
成
の
分
析
を
目

的
と
し
た
調
査
を
行
い
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
進
め
て
き
た1

❖

。
昨
年

度
に
は
、
芸
術
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
中
国
絵
画
約
三
十
点

を
紹
介
す
る
企
画
展
が
行
わ
れ2

❖

、
こ
の
機
会
に
、
中
国
絵
画
作
品

﹇「
絵
具
に
問
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

報
告
﹈

王 杰・高林弘実・竹浪 遠・棚橋映水

ら
ゆ
る
地
点
で
常
態
化
す
る
こ
と
を
祈
り
、
地
球
の
地
域
の
有
機

的
構
造
体
が
物
語
る
機
能
の
一
層
の
高
ま
り
の
ひ
と
つ
た
ら
ん
と
、

伝
統
と
創
造
、
地
域
と
ク
ラ
ス
の
対
位
法
を
深
め
つ
つ
、
歴
史
の

そ
れ
ぞ
れ
の
【
個
の
深
化
】
の
連
繫
が
い
ま
こ
こ
且
つ
日
常
の
あ

ら
ゆ
る
時
と
場
に
響
き
、
楽
堂
を
、
大
学
を
、
地
点
の
歌
の
交
響

す
る
地
球
市
民
の
広
場
の
基
点
と
す
る
の
で
あ
る
。

注❖
1 

 

中
村
研
究
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.kcua.ac.jp/professors/n

akam
ura-

noriko/  
https://nakam

ura96.hatenablog.com
/
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た
作
品
の
調
査
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り
、
本
研
究

は
そ
れ
を
解
明
し
て
い
く
た
め
の
一
歩
と
し
た
い
。

2
．
研
究
対
象
と
方
法

本
研
究
で
は
、
企
画
展
に
紹
介
さ
れ
た
約
三
十
点
の
う
ち
、
白

色
顔
料
が
明
瞭
に
使
用
さ
れ
て
い
る
八
点
を
選
択
し
た
﹇
図

1 ‒ 

8
﹈。
い
ず
れ
も
明
時
代
（
一
三
六
八
―
一
六
四
四
）
の
作

品
で
（
便
宜
的
に
制
作
年
代
順
に
№
1
〜
№
8
と
番
号
を
付
す
）、

画
絹
の
上
に
描
か
れ
、
掛
軸
に
表
装
さ
れ
て
い
る
。
№
1
か
ら
№

5
ま
で
は
花
鳥
画
、
№
6
か
ら
№
8
に
か
け
て
は
人
物
画
（
山
水

を
背
景
に
人
物
を
描
い
た
も
の
を
含
む
）
で
あ
る
。
明
時
代
の
絵

画
は
前
半
と
後
半
で
画
風
の
系
統
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
前
期
に
は
職
業
画
家
系
の
浙
派
（
浙
江
派
）、
後

期
に
は
文
人
画
家
系
の
呉
派
（
蘇
州
派
）
が
中
心
と
な
っ
た
。
今

回
の
調
査
件
数
は
十
に
満
た
な
い
が
花
鳥
画
・
人
物
画
と
も
に
双

方
の
画
系
が
含
ま
れ
て
い
る
。
白
色
顔
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
部

分
や
塗
り
か
た
な
ど
も
様
々
で
あ
る
。

以
下
、
研
究
お
よ
び
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、

中
国
絵
画
に
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
白
色
顔
料
の
化
学
組
成
を

み
る
と
、
白
土
は
化
学
的
に
は
珪
酸
塩
化
合
物
で
あ
る
。
鉛
白

は
鉛
や
そ
の
化
合
物
か
ら
合
成
さ
れ
る
顔
料
で
、
塩
基
性
炭
酸

鉛
（Pb

2 C
O

3 (O
H
)2

）
を
主
成
分
と
す
る
。
胡
粉
は
、
貝
殻
を
細

か
く
砕
い
て
顔
料
に
し
た
も
の
で
、
化
学
的
に
は
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
（C

aC
O

3

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
白
色
顔
料
は
、
い
ず
れ
も
粒

子
が
細
か
い
白
色
の
材
料
で
あ
る
た
め
、
作
品
に
使
用
さ
れ
て
時

間
が
経
つ
と
色
や
質
感
か
ら
目
視
で
種
類
の
判
別
は
し
づ
ら
い
が
、

互
い
に
化
学
組
成
が
異
な
る
こ
と
に
着
目
し
て
科
学
調
査
か
ら
判

別
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
元
素
分
析
の
一
手

法
で
あ
る
蛍
光
Ｘ
線
分
光
分
析
（
以
下
、
X 

R 

F
）
を
行
っ
た
。

X 

R 

F
は
調
査
対
象
に
Ｘ
線
を
照
射
す
る
こ
と
で
対
象
か
ら
放
出

さ
れ
る
蛍
光
Ｘ
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
る
い
は
波
長
か
ら
元
素
を
同

定
す
る
。
対
象
が
受
け
る
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
非
破
壊

的
な
分
析
法
と
し
て
絵
画
調
査
に
も
普
及
し
て
い
る
手
法
で
あ
る
。

調
査
は
、
ま
ず
作
品
を
壁
に
掛
け
、
目
視
で
白
色
の
絵
具
が
使

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
絹

本
作
品
で
は
単
に
表
面
か
ら
白
の
絵
具
と
し
て
塗
る
だ
け
で
な
く
、

画
絹
の
裏
側
か
ら
「
裏
彩
色
」
が
塗
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

た
め
、
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
で
観
察
・
撮
影
し
、
そ
の
上
で
X 

R 

F

の
測
定
を
行
っ
た7

❖

。
さ
ら
に
作
品
の
基
本
的
情
報
を
記
録
す
る
た

［図1］ No.1《花鳥図》 伝辺文進筆　明時代（15世紀）、絹本着色、軸装、縦40.5×横71.0㎝ 

画面左上に「怡情動植」、「辺氏文進」の印が押されている。辺文進は、字は景昭といい、沙県（福建省）の出身
で、永楽朝（1403～24）から宣徳朝（1426～35）にかけて画院で活躍した花鳥画家である。本図は同時代の模
写的作品と思われる。
［図2］ No.2《花鳥図》 作者不詳　明時代（16世紀）、絹本着色、軸装、縦155.0×横94.2㎝ 

大岩の周囲に長尾雉のつがいがおり、木犀の樹幹には啄木鳥が、枝上には灰褐色の鳥が止まる。岩と幹の描
法には、明中期の宮廷画家の呂紀の影響が顕著である。図様は複雑さを留めているが、細部描写は形式化が
進んでおり、制作時期は16世紀半ばまで下がると考えられる。 

［図3］ No.3《花鳥図》 作者不詳　明時代（16～17世紀）、絹本着色、軸装、縦179.0×横102.8㎝ 

日本での伝来を示す古箱の題では、浙派の祖の戴進の筆とするが、画風は呂紀以降の構図、皴法を示す。ただ
し、細部の表現に簡素化が目立ち、制作時期は明後期まで下がると考えられる。 

3. （No.3）

1. （No.1）

2. （No.2）

王 杰・高林弘実・竹浪 遠・棚橋映水
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［図4］ No.4《花鳥図》 作者不詳　明時代（16～17世紀）、絹本着色、軸装、縦166.5×横95.2㎝ 

大岩と大樹の組み合わせによる華麗な画面構成は、明代院体花鳥画の呂紀の系統を引いているが、小禽の羽
毛の青色が強調され写実から乖離する傾向は、明後期の制作であることを示している。
［図5］ No.5《歳寒二雅図》 王中立筆　明・万暦35年（1607）、絹本着色、軸装、縦133.5×横68.0㎝ 

王中立は、呉県（蘇州）の出身で、呉派風の花鳥画を得意とした。寒さの中で咲く梅の古木と水仙に奇岩、小
禽を描いており、いずれも呉派らしい大らかな表現である。田能村直入旧蔵資料。 

［図6］ No.6《漁夫図》 作者不詳　明時代（15世紀）、絹本着色、軸装、縦39.4×横70.9㎝ 

画面の左に落款があるが不明瞭で判読できない。古箱の箱書きでは南宋の夏珪筆とされるが、より粗放な筆
墨から、明代浙派の作と判断される。

［図7］ No.7《採蓮図》 仇英（印）　明時代（16～17世紀）、絹本着色、軸装、縦29.0×横59.4㎝ 

仇英（1494頃～1552）は、蘇州で活躍した職業画家で、人物画の名手として知られる。本図はその仕女図の
系統を引いた模本で、図様の共通する類作から元は四季を描いた図巻の夏の場面と判断される。文政六年
（1823）の箱書があり、江戸時代には日本にもたらされていたことが分かる。
［図8］ No.8《高士談道図》張翊筆　明時代・崇禎13年（1640）か、絹本着色、軸装、縦33.4×横70.0㎝ 

画面右下に「庚辰春二月、京江張翊」の落款があり、京江（江蘇省）出身の逸伝の画家の作と分かる。本図のや
や奇異な人物表現と温雅な作風から、明末の制作と考えられる。 

5. （No.5）4. （No.4）

7. （No.7）

6. （No.6）8. （No.8）

王 杰・高林弘実・竹浪 遠・棚橋映水
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［図10］ 雉の首の顕微鏡写真 ［図9］ No.2 雉の頭から首の拡大写真

め
、
可
視
光
線
撮
影
、
赤
外
線
撮
影
、
紫
外
線
蛍
光
撮
影
も
行
っ

た
。
ま
た
、
作
品
の
保
存
状
態
に
関
す
る
調
書
も
作
成
し
た
。

3
．
白
色
顔
料
を
用
い
た
表
現

白
色
を
用
い
た
表
現
は
画
家
の
作
画
意
図
、
様
式
の
解
明
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
八
点
の
作
品
の
白
色
の
絵
具
が
ど
の
モ
チ
ー
フ

に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
観
察
し
た
。
調
査
作
品
の

中
か
ら
特
に
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
、
花

鳥
画
か
ら
二
箇
所
、
人
物
画
か
ら
三
箇
所
の
計
五
箇
所
を
以
下
に

紹
介
す
る
。

ま
ず
、
花
鳥
画
の
観
察
結
果
か
ら
述
べ
る
。
は
じ
め
に
、
№
2

《
花
鳥
図
》
は
大
き
な
岩
の
周
囲
に
秋
の
菊
と
木
犀
が
咲
き
、
岩

の
上
に
は
大
陸
産
の
長
尾
雉
の
雄
が
立
ち
、
下
に
は
雌
も
見
え
る

﹇
図
2
﹈。
こ
の
う
ち
雄
雉
に
着
目
す
る
と
、
く
ち
ば
し
、
頭
お
よ

び
首
に
白
い
彩
色
が
観
察
さ
れ
、
頭
頂
と
首
で
は
羽
毛
を
鱗
片
の

よ
う
な
白
い
点
を
少
し
間
隔
を
開
け
て
並
べ
て
描
い
て
い
る
﹇
図

9
﹈。
図
9
に
四
角
で
囲
っ
た
二
つ
の
点
が
隣
接
す
る
部
分
を
顕

微
鏡
で
撮
影
し
た
の
が
図
10
で
あ
る
。
図
の
左
上
お
よ
び
右
下
は

点
を
描
い
た
白
色
の
絵
具
で
あ
り
、
絵
具
は
絹
糸
の
上
に
付
着
し

て
い
る
た
め
、
白
い
点
は
表
か
ら
描
か
れ
た
と
わ
か
る
。
一
方
、

点
と
点
の
間
に
は
絹
糸
に
も
糸
と
糸
の
間
の
目
の
部
分
に
も
絵
具

は
観
察
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
首
全
体
に
裏
彩
色
を
塗
る
よ
う
な

工
程
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
図
は
明
代
中
期
の
花
鳥
画
の
大
家
・
呂
紀
の
画
風
影
響
を
受

け
て
い
る
が
、
呂
紀
真
筆
と
さ
れ
る
《
四
季
花
鳥
図
》（
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）
で
は
鳥
の
体
部
に
は
裏
彩
色
が
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に

表
か
ら
も
彩
色
を
加
え
る
こ
と
で
量
感
と
と
も
に
羽
毛
の
柔
ら
か

な
風
合
い
を
効
果
的
に
表
現8

❖

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は

花
・
鳥
の
表
現
と
も
に
描
写
の
形
式
化
が
顕
著
で
あ
る
。
裏
彩
色

が
省
略
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
工
程

の
省
略
と
み
ら
れ
る
。
呂
紀
系
の
作
品
は
多
数
現
存
し
て
お
り
、

そ
の
様
式
分
析
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
結
果
は
裏
彩

色
の
有
無
も
ま
た
重
要
な
注
目
点
と
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。次

に
、
№
4
《
花
鳥
図
》
は
、
岩
、
桃
の
樹
、
牡
丹
、
金
鶏
の

つ
が
い
な
ど
が
描
か
れ
、
こ
の
う
ち
牡
丹
は
赤
、
白
、
黄
色
な
ど

様
々
な
色
の
花
を
つ
け
、
白
色
の
絵
具
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る9

❖

﹇
図
4
﹈。
画
面
右
よ
り
の
赤
紫
色
を
呈
す
る
牡
丹
の
花
弁
は
、
花

の
内
側
か
ら
外
側
に
向
か
っ
て
濃
い
赤
紫
色
か
ら
白
色
へ
と
暈
し

て
お
り
、
花
弁
の
外
縁
は
最
も
白
く
み
え
る
﹇
図
11
﹈。
花
弁
の

白
い
部
分
と
赤
紫
色
の
部
分
が
隣
接
す
る
部
分
（
図
11
の
点
線
の

丸
）
を
更
に
拡
大
撮
影
し
て
み
る
と
﹇
図
12
﹈、
花
弁
の
内
側
の

部
分
に
は
濃
い
赤
紫
色
の
物
質
が
観
察
さ
れ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
白
い
部
分
も
あ
る
。
こ
の
赤
紫
色
の
部
分
を
更
に
観
察
す
る

た
め
、
図
12
に
点
線
の
四
角
で
囲
っ
た
部
分
を
顕
微
鏡
撮
影
し
た

﹇
図
13
﹈。
図
13
で
絹
糸
を
観
察
す
る
と
、
十
字
形
に
囲
っ
た
部
分

で
は
絹
糸
が
欠
失
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
丸
で
囲
っ
た
部
分
は

経
糸
と
緯
糸
の
交
差
す
る
箇
所
で
あ
る
が
、
上
に
重
な
っ
た
糸
の

み
が
欠
失
し
て
い
る
。
こ
の
交
差
部
で
は
糸
は
経
年
で
黄
変
し
た

よ
う
な
淡
褐
色
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
の
糸
は
赤
紫

色
に
染
ま
っ
て
い
る
。
次
に
絵
具
を
観
察
す
る
と
、
前
述
の
雉
の

首
の
顕
微
鏡
写
真
﹇
図
10
﹈
で
は
、
糸
全
体
に
白
色
の
絵
具
が
付

着
し
て
い
た
の
と
比
較
す
る
と
、
図
13
の
糸
の
上
に
は
そ
の
よ
う

な
絵
具
は
な
い
。
一
方
、
絹
目
は
絵
具
で
埋
ま
っ
て
お
り
、
十
字

形
に
囲
っ
た
絹
糸
が
欠
失
し
て
い
る
部
分
で
も
絵
具
が
観
察
さ
れ

る
。
絵
具
の
表
層
は
赤
紫
色
あ
る
い
は
白
色
を
呈
し
て
い
る
が
、

赤
紫
色
を
呈
し
て
い
る
の
は
絵
具
の
ご
く
表
層
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
察
か
ら
、
図
12
の
花
弁
の
内
側
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
白
い
部
分
が
観
察
さ
れ
る
の
は
、
白
色
の
絵
具
が
画
絹
の
裏
に
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囲
わ
れ
た
庭
先
の
松
の
下
に
三
人
の
高
士
が
毛
氈
や
鹿
皮
を
敷
い

て
座
し
て
お
り
、
画
面
の
右
隅
で
は
童
子
の
一
人
が
風
炉
で
湯
を

沸
か
し
て
茶
の
支
度
を
し
、
も
う
一
人
が
茶
器
を
拭
い
て
い
る
。

作
品
の
保
存
状
態
を
全
図
で
確
認
す
る
と
、
多
数
の
折
れ
が
観
察

さ
れ
る
ほ
か
、
彩
色
が
損
傷
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
あ
る﹇
図
8
﹈。

こ
こ
で
は
彩
色
の
損
傷
部
に
お
い
て
技
法
を
観
察
し
た
例
と
し

て
、
三
人
の
高
士
の
う
ち
手
前
に
座
っ
て
い
る
高
士
の
頭
部
﹇
図

14
﹈
を
示
す
。
図
14
で
は
、
高
士
の
額
や
こ
め
か
み
の
肌
の
色
は

明
る
い
黄
味
が
か
っ
た
橙
色
を
し
て
い
る
が
、
目
の
下
方
の
色
は

そ
れ
よ
り
明
る
く
、
白
い
部
分
が
観
察
さ
れ
る
。
目
の
下
方
と
そ

れ
以
外
の
部
分
で
色
が
違
う
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
橙
色

の
部
分
と
白
い
部
分
の
境
界
で
顕
微
鏡
写
真
を
撮
影
し
た
﹇
図
15
﹈。

ま
ず
、 

図
15
の
上
方
は
目
視
で
橙
色
を
呈
し
て
い
る
部
分
で
、
光

沢
が
あ
り
黄
み
を
帯
び
る
絹
糸
が
観
察
さ
れ
、
糸
の
全
体
に
絵
具

が
付
着
し
て
い
る
よ
う
な
様
子
は
確
認
さ
れ
な
い
。
糸
と
糸
の
間

に
は
絵
具
が
見
え
、
絵
具
は
明
る
い
橙
色
あ
る
い
は
白
色
を
呈
し

て
い
る
。
一
方
、
図
の
下
方
は
目
視
で
白
い
部
分
で
あ
り
、
こ
の

部
分
に
は
黄
み
を
帯
び
る
絹
糸
は
観
察
さ
れ
ず
、
絹
糸
が
欠
失
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
糸
が
欠
失
し
た
部
分
に
は
白
色
の
絵
具

が
観
察
で
き
、
絵
具
の
濃
淡
か
ら
絹
糸
が
あ
っ
た
痕
跡
を
観
察
で

塗
ら
れ
、
赤
紫
色
の
絵
具
が
表
に
暈
さ
れ
て
い
る
た
め
、
糸
が
欠

失
し
た
り
、
表
層
の
赤
紫
色
の
絵
具
が
欠
損
し
た
部
分
で
は
白
い

裏
彩
色
が
露
出
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
図
12
で

花
弁
の
外
縁
に
着
目
す
る
と
、
こ
こ
で
は
絹
糸
の
上
に
白
色
の
絵

具
が
の
っ
て
お
り
、
表
側
か
ら
白
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
外
縁
で
は
表
側
に
絵
具
が
あ
る
た
め
、
裏
の

様
子
は
観
察
で
き
な
い
が
、
花
弁
に
は
お
そ
ら
く
全
体
に
白
で
裏

彩
色
が
な
さ
れ
、
表
側
か
ら
は
外
縁
近
く
に
は
量
感
を
強
調
す
る

た
め
に
再
度
白
色
を
施
し
、
中
央
近
く
に
は
赤
紫
色
の
絵
具
を
暈

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
図
も
画
風
的
に
は
№
2
と
同
様
に
呂
紀
系
の
花
鳥
画
作
例
に

属
す
る
が
、
時
期
は
明
後
期
ま
で
下
が
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
時

期
に
も
使
用
例
が
ま
ま
見
ら
れ
る
糸
が
細
く
隙
間
の
多
い
画
絹
が

使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
画
絹
が
損
傷
し
や
す
く
裏
彩
色
が

露
出
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
人
物
画
で
あ
る
。
№
8
《
高
士
談
道
図
》は
、
縁
石
で

［図11］ No.4 牡丹の花の拡大写真

［図14］ No.8 高士の顔の拡大写真［図15］ 目の周囲の顕微鏡写真

［図12］ 牡丹の花弁の部分拡大写真

［図13］ 牡丹の花弁の顕微鏡写真
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［図17］ 縁石の顕微鏡写真［図19］ 女童の背中と蓮池の水の顕微鏡写真

対
し
、
絹
目
に
白
色
の
絵
具
が
観
察
さ
れ
る
。
絹
糸
の
上
に
は
絵

具
が
な
く
、
絹
目
に
は
絵
具
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
縁

石
も
人
物
と
同
様
に
白
色
顔
料
で
裏
彩
色
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
№
8
の
観
察
を
踏
ま
え
て
、
№
7
《
採
蓮
図
》
の
観

察
結
果
を
述
べ
る
﹇
図
7
﹈。
№
7
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
宮
廷
の

風
景
で10

❖

、
画
面
右
側
に
蓮
池
が
配
さ
れ
、
女
童
二
人
が
蓮
を
採
っ

て
い
る
。
池
に
い
る
女
童
の
上
半
身
は
裸
で
、
腹
部
か
ら
膝
上
ま

で
を
裙
で
覆
っ
て
い
る
﹇
図
18
﹈。
女
童
の
肌
や
裙
の
色
は
そ
の

周
囲
の
池
の
水
や
背
景
と
比
較
し
て
明
度
が
高
い
。
こ
の
明
度
の

高
さ
が
白
色
顔
料
の
使
用
に
よ
る
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
図
18

に
四
角
で
囲
っ
た
背
中
と
池
の
水
の
境
界
部
分
の
顕
微
鏡
写
真

﹇
図
19
﹈
を
見
る
。
図
19
の
右
側
は
女
童
の
肌
、
左
側
は
池
の
水
で
、

間
に
黒
色
の
線
と
赤
色
の
線
が
細
く
引
か
れ
て
い
る
。
肌
の
部
分

で
は
絹
糸
の
上
に
絵
具
は
観
察
さ
れ
な
い
が
、
図
19
の
丸
点
線
で

示
す
、
糸
が
交
差
す
る
部
分
の
周
囲
に
は
白
色
を
呈
す
る
物
質
が

わ
ず
か
に
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
池
の
水
の
部
分
で
は
こ
の
よ
う

な
白
色
の
物
質
は
見
ら
れ
な
い
。
肌
で
観
察
さ
れ
る
白
い
物
質
が

裏
彩
色
で
、
女
童
の
明
度
の
高
さ
は
裏
彩
色
の
効
果
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。
だ
が
、
画
絹
の
組
織
が
密
で
隙
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い

き
る
。
糸
の
痕
跡
を
頼
り
に
糸
の
目
で
あ
っ
た
箇
所
を
観
察
す
る

と
、
上
方
と
同
様
の
明
る
い
橙
色
を
呈
す
る
部
分
が
観
察
さ
れ
る
。

以
上
の
観
察
か
ら
、
欠
失
し
た
絹
糸
の
痕
が
つ
い
て
い
る
白
色

絵
具
は
絹
の
裏
に
塗
ら
れ
て
い
た
裏
彩
色
の
絵
具
で
、
絹
と
共
に

欠
失
は
せ
ず
、
裏
打
ち
紙
に
付
着
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
、
絹
目
や
絹
目
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
明
る
い
橙
色

を
呈
す
る
部
分
が
観
察
さ
れ
る
た
め
、
明
る
い
橙
色
は
表
か
ら
塗

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
図
で
は
他
の
人
物
の
顔
で
も
白
色
の

裏
彩
色
が
観
察
で
き
、
表
か
ら
有
色
の
彩
色
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
観
察
さ
れ
た
。

高
士
た
ち
の
周
辺
を
巡
る
縁
石
﹇
図
16
﹈
は
、
薄
黒
い
輪
郭
線

に
沿
っ
て
白
い
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
縁
石
の
内
側
の
色
を
そ
の

外
側
の
色
と
比
較
す
る
と
、
縁
石
の
内
側
の
方
が
明
度
が
高
い
。

し
か
し
、
目
視
で
縁
石
の
内
側
を
観
察
し
て
も
、
画
絹
の
表
に
は

白
い
線
を
除
い
て
絵
具
は
観
察
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
縁
石

の
内
側
の
色
が
明
る
い
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
図
16
に
点

線
の
四
角
で
図
示
し
て
い
る
部
分
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
﹇
図
17
﹈。

図
17
の
上
方
は
輪
郭
に
沿
っ
た
白
い
線
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部

分
は
絹
糸
お
よ
び
絹
目
を
白
色
の
絵
具
が
覆
っ
て
い
る
。
そ
れ
よ

り
下
で
は
、
絹
糸
の
上
に
は
白
色
の
絵
具
が
観
察
さ
れ
な
い
の
に

［図16］ No.8 縁石の拡大写真［図18］ No.7 女童の拡大写真
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の
目
の
周
囲
）、
図
16
（
№
8
縁
石
）、
図
18
（
№
7
女
童
の
上
半

身
）
に
点
線
の
丸
を
示
し
た
計
五
箇
所
の
測
定
で
得
ら
れ
た
蛍
光

Ｘ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
を
図
20
お
よ
び
図
21
に
示
し
て
結
果
の
概
要
を

述
べ
る
。
二
図
の
横
軸
は
検
出
さ
れ
た
蛍
光
X
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
、
縦
軸
は
そ
の
強
度
で
あ
る
。
ス
ペ
ク
ト
ル
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

1

~5keV

の
範
囲
を
図
20
、5

~18keV

の
範
囲
を
図
21
に
各
々
示

し
て
い
る
。
実
線
で
示
し
て
い
る
の
が
五
箇
所
か
ら
得
ら
れ
た
ス

ペ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
同
じ
作
品
を
観
察
し
て
、
顔

料
に
よ
る
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
部
分
も

測
定
し
、
そ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
し
て
点
線
で
重

ね
て
示
し
た11

❖

。
ま
ず
、
図
20
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
、
実
線
の

ス
ペ
ク
ト
ル
に
み
ら
れ
る
ピ
ー
ク
を
各
々
に
重
ね
た
点
線
の
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
の
ス
ペ
ク
ト
ル
と
比
較
し
な
が
ら
確
認
す
る
。
五
つ

の
実
線
の
ス
ペ
ク
ト
ル
の
各
々
に
は
、2.34keV

近
傍
に
リ
フ
ァ

レ
ン
ス
よ
り
強
い
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
こ
の
ピ
ー
ク
以
外
に
も
実
線

の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
は
複
数
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
が
、
そ
の
強
度
を
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
と
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ピ
ー

ク
よ
り
弱
い
か
同
程
度
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
図
20
で
は
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
よ
り
強
い
ピ
ー
ク
は2.34keV

近
傍
の
ピ
ー
ク
の
み
で
あ

る
。
次
に
、
図
21
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
つ
い
て
み
る
と
、
実
線
の
ス

ペ
ク
ト
ル
の
各
々
に
は10.56keV

お
よ
び12.63keV

に
強
い

ピ
ー
ク
が
あ
り
、
こ
の
ピ
ー
ク
は
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
よ
り
著
し
く
強

い
。
こ
の
ほ
か
、14.78keV

に
も
弱
い
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
こ
の

ピ
ー
ク
も
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
よ
り
強
い
。
以
上
に
述
べ
た
実
線
の
ス

ペ
ク
ト
ル
に
み
ら
れ
る
四
つ
の
ピ
ー
ク
は
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
側
か

ら
順
に
、
鉛
Pb
の
特
性
Ｘ
線
の
Ｍ
線
、
L
α
線
、
L
β
線
、
L
γ

線
に
帰
属
で
き
る12

❖

。
す
な
わ
ち
、
五
箇
所
で
は
同
じ
作
品
の
絵
具

が
観
察
さ
れ
な
い
部
分
よ
り
強
い
Pb
の
ピ
ー
ク
が
検
出
さ
れ
た
た

め
、
五
箇
所
に
使
用
さ
れ
て
い
る
絵
具
に
は
Pb
を
含
有
す
る
材
料

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
X 

R 

F
の
結
果
か
ら
、
五
箇
所
に
使
用
さ
れ
た
材

料
を
前
節
で
述
べ
た
目
視
お
よ
び
顕
微
鏡
観
察
の
結
果
を
踏
ま
え

て
推
定
す
る
。
ま
ず
№
2
の
雉
の
首
﹇
図
9
﹈
で
は
、
画
絹
の
表

か
ら
白
色
の
絵
具
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
、
こ
れ

以
外
に
絵
具
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
№
8
の
縁
石
﹇
図
16
﹈
の

内
側
の
部
分
で
は
、
画
絹
の
表
側
に
絵
具
は
観
察
さ
れ
な
い
が
、

裏
に
は
白
色
の
絵
具
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
の
二
箇
所
で
は
観
察
さ

れ
る
絵
具
が
白
色
の
絵
具
に
限
ら
れ
、
X 

R 

F
で
は
Pb
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
白
色
の
絵
具
に
鉛
化
合
物
か
ら
な
る
白
色
顔
料

で
あ
る
鉛
白
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
№
4
の

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
が
、
全
体
的
に
彩
色
の
剥
落
が
進

ん
で
お
り
、
裏
彩
色
の
有
無
は
判
断
し
が
た
か
っ
た
。
№
5
の
水

仙
お
よ
び
梅
の
花
に
は
目
視
で
白
色
の
絵
具
が
部
分
的
に
塗
布
さ

れ
て
い
る
と
観
察
さ
れ
、
表
か
ら
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
こ
れ
ら
の
花
の
白
色
の
絵
具
が
塗
布
さ
れ
て
い
な
い
部
分

を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
裏
彩
色
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
花

の
全
体
に
裏
彩
色
を
塗
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
№
6
の
人
物
や
苫
舟
の
苫
で
屋
根
を
葺
い
た
部
分
は
周
り
の

絹
よ
り
明
度
が
高
く
、
こ
れ
ら
の
部
分
の
画
絹
の
損
傷
箇
所
か
ら

は
目
視
で
白
色
の
絵
具
が
観
察
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
部
分
に

は
白
で
裏
彩
色
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
部
分
の

表
に
は
有
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

4
．
白
色
顔
料
の
同
定

八
点
の
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
白
色
顔
料
の
種
類
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
前
節
で
述
べ
た
五
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
加
え
、
目

視
や
顕
微
鏡
観
察
に
よ
っ
て
白
色
顔
料
が
観
察
さ
れ
た
複
数
の
箇

所
で
X 
R 

F
の
測
定
を
し
た
。
こ
こ
で
は
前
節
に
示
し
た
図
9

（
№
2
雉
の
首
）、
図
11
（
№
4
牡
丹
の
花
）、
図
14
（
№
8
高
士

た
め
、
顕
微
鏡
で
も
糸
の
隙
間
を
観
察
し
づ
ら
く
、
裏
に
彩
色
が

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
し
難
い
。

こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
四
作
品
の
計
五
箇
所
に
つ
い
て
、
目
視
と

顕
微
鏡
観
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
白
色
の
絵
具
の
使
い
方
を
振

り
返
る
と
、
№
2
の
雉
の
首
で
は
画
絹
の
表
側
に
白
色
の
絵
具
が

塗
ら
れ
て
い
る
の
が
、
№
8
の
縁
石
の
内
部
で
は
画
絹
の
裏
側
に

白
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
る
の
が
観
察
さ
れ
た
。
№
4
の
牡
丹

の
花
弁
お
よ
び
№
8
の
高
士
の
顔
で
は
全
体
に
白
で
裏
彩
色
を
し
、

表
側
に
赤
紫
色
や
橙
色
の
有
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
た
。
牡
丹

の
花
弁
の
縁
で
は
表
側
に
も
白
が
塗
ら
れ
、
画
絹
の
両
面
に
白
が

塗
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
白
色
の
絵
具
は
単
独
あ
る
い
は
有

色
の
絵
具
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
画
絹
の
表
に
も
裏
に
も
使
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
使
用
方
法
は
多
様
で
あ
っ
た
。
一
方
、
№
7
の

女
童
は
周
囲
よ
り
明
度
が
高
く
、
白
色
の
絵
具
が
裏
彩
色
に
使
用

さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
画
絹
の
組
織
が
密
で
あ
る

た
め
裏
彩
色
が
な
さ
れ
て
い
る
か
判
断
し
が
た
か
っ
た
。

五
箇
所
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
の
結
果
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、

№
1
の
鳥
の
白
い
部
分
と
雪
、
№
2
の
菊
の
花
、
№
3
の
梅
の
花
、

白
の
椿
、
白
鳩
で
は
画
絹
の
糸
の
全
体
に
白
色
の
絵
具
が
付
着
し

て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
た
め
、
表
か
ら
白
色
の
絵
具
が
塗
ら
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牡
丹
の
花
﹇
図
11
﹈
と
№
8
の
高
士
の
顔
﹇
図
14
﹈
に
お
け
る
測
定

範
囲
で
は
、
裏
彩
色
と
し
て
白
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
、
表
か
ら
は

有
色
の
絵
具
が
共
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
た
。
牡

丹
で
は
表
か
ら
も
白
色
の
絵
具
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
有
色
の
絵
具

に
つ
い
て
は
、
牡
丹
の
赤
紫
色
の
絵
具
は
糸
を
赤
紫
に
染
め
、
こ

の
絵
具
に
厚
み
や
粒
子
状
の
物
質
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
高
士

の
顔
の
橙
色
の
絵
具
に
も
厚
み
や
粒
子
状
の
物
質
は
同
様
に
観
察

さ
れ
な
か
っ
た
。
絵
具
に
厚
み
や
粒
子
状
の
物
質
が
観
察
さ
れ
な

明
度
が
高
い
が
、
画
絹
の
表
に
白
色
の
絵
具
は
観
察
さ
れ
ず
、
画

絹
の
織
目
が
非
常
に
密
で
あ
る
た
め
、
裏
に
彩
色
が
な
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
顕
微
鏡
で
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
X 

R 

F
で
は
他

の
分
析
箇
所
と
同
様
に
強
い
Pb
の
ピ
ー
ク
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
女
童
に
は
画
絹
の
裏
か
ら
鉛
白
に
よ
る
白
色
の
絵
具
が
塗
ら

れ
て
お
り
、
裏
彩
色
の
効
果
で
女
童
の
明
度
が
高
く
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
五
箇
所
で
は
X 

R 

F
で

い
ず
れ
も
Pb
が
検
出
さ
れ
、
目
視
お
よ
び
顕
微
鏡
観
察
の
結
果
を

踏
ま
え
る
と
、
い
ず
れ
に
も
鉛
白
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
五
箇
所
以
外
に
つ
い
て
も
、
制
作
当
初
に
塗
布
さ
れ

た
と
判
断
さ
れ
る
白
色
の
絵
具
が
観
察
さ
れ
る
箇
所
で
X 

R 

F
で

測
定
す
る
と
、
い
ず
れ
も
強
い
Pb
の
ピ
ー
ク
が
検
出
さ
れ
、
五
箇

所
と
同
様
に
鉛
白
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
た
。

5
．
ア
ー
カ
イ
ブ
に
向
け
て

本
研
究
で
は
中
国
絵
画
八
点
の
白
色
顔
料
の
同
定
を
主
眼
と

し
た
調
査
を
通
し
、
作
品
の
全
図
や
一
部
を
拡
大
し
た
写
真
を

二
六
二
点
、
四
八
箇
所
に
つ
い
て
倍
率
な
ど
が
異
な
る
顕
微
鏡
写

真
を
一
五
九
点
、
X 

R 

F
は
五
六
点
の
デ
ー
タ
を
得
た
。
こ
れ
ら

い
の
は
、
染
料
に
よ
る
絵
具
の
特
徴
で
あ
る
。
本
研
究
の
X 

R 

F

の
分
析
条
件
で
は
Mg
よ
り
重
い
元
素
は
検
出
さ
れ
る
が
、
中
国
絵

画
に
使
用
が
考
え
ら
れ
て
い
る
染
料
の
分
子
に
は
こ
れ
ら
の
元
素

は
含
ま
れ
て
い
な
い13

❖

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
箇
所
で
は
有
色
と

白
色
の
絵
具
を
共
に
分
析
し
て
Pb
が
検
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
Pb
は

白
色
の
絵
具
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、
白
色
の
絵
具
に
は
鉛
白

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
№
7
の
女
童
﹇
図

18
﹈
の
肌
の
色
は
、
女
童
の
周
り
の
池
の
水
や
背
景
と
比
較
し
て

に
加
え
、
調
査
で
は
作
品
の
調
書
も
作
成
し
た
。
こ
の
調
書
は
修

復
分
野
で
作
品
の
保
存
状
態
を
記
録
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
る
も

の
に
準
じ
て
お
り
、
作
品
の
表
具
お
よ
び
画
絹
に
つ
い
て
、
仕
様
、

寸
法
、
保
存
状
態
を
記
録
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
№
7
の
調

書
を
図
22
に
示
す
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
№
7
《
採
蓮
図
》
は
、

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
箱
書
か
ら
少
な
く
と
も
江
戸
後
期
に

は
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
一
九
三
六
年
に
本
学
に
収
蔵
さ
れ
た
時

期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
は
、
改
装
修
理
の
形
跡
が
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
表
具
も
文
政
六
年
か
ら
仕
立

て
の
改
装
が
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
、
表
装
裂
は
当
時
の

様
式14

❖

を
伝
え
る
貴
重
な
例
と
推
測
さ
れ
る
﹇
図
23
﹈。

こ
れ
ら
の
調
査
デ
ー
タ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
現
況
を
簡
単
に
述
べ

る
。
筆
者
ら
が
所
属
す
る
美
術
研
究
科
保
存
修
復
専
攻
で
は
、
学

生
・
教
員
の
研
究
を
通
し
て
日
常
的
に
絵
画
作
品
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
得
て
お
り
、
芸
術
資
料
館
所
蔵
作
品
を
中
心
に
調
査
デ
ー
タ

を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は

芸
術
資
料
館
が
所
蔵
す
る
明
治
‐
大
正
期
の
卒
業
作
品
群
七
十
点

余
り
に
つ
い
て
写
真
、
顕
微
鏡
写
真
、
X 

R 

F
の
デ
ー
タ
を
格
納

し
て
き
た
。
顕
微
鏡
写
真
、
X 

R 

F
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
第

三
者
に
よ
る
検
証
を
可
能
と
す
る
た
め
、
撮
影
・
分
析
箇
所
お
よ

［図20］ 白色の顔料のXRFスペクトル
（Light Range)

［図21］ 白色の顔料のXRFスペクトル
（Main Range) 
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び
条
件
の
詳
細
を
調
査
時
の
記
録
と
共
に
格
納
を
進
め
て
い
る
。

本
研
究
の
デ
ー
タ
も
こ
の
形
式
に
準
じ
る
形
で
フ
ァ
イ
ル
を
格
納

し
た
。
こ
れ
ら
は
保
存
修
復
専
攻
お
よ
び
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
で
ロ
ー
カ
ル
に
保
管
を
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
今
後
は

公
開
の
方
法
を
検
討
し
た
い
。

最
後
に
、
本
研
究
を
通
じ
て
得
た
所
感
を
添
え
た
い
。
本
研
究

が
対
象
と
し
た
中
国
絵
画
で
は
、
画
絹
の
表
裏
か
ら
絵
具
を
塗
っ

て
い
る
た
め
、
使
用
さ
れ
て
い
る
絵
具
の
種
類
や
描
き
方
を
詳
細

に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
画
絹
と
絵
具
に
よ
る
重
層
構
造

を
微
視
的
に
観
察
し
て
、
絵
具
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
範
囲
を
表
裏

の
各
々
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
研
究
で

行
っ
た
表
側
か
ら
の
作
品
観
察
は
ご
く
一
般
的
な
調
査
方
法
で
は

あ
る
が
、
こ
の
方
法
で
は
表
側
に
彩
色
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は

裏
彩
色
の
有
無
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
本
研

究
の
調
査
で
も
判
然
と
し
な
い
部
分
が
多
く
あ
っ
た
。
裏
彩
色
を

含
め
て
作
品
の
描
き
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
作
品

を
裏
側
か
ら
観
察
で
き
る
ほ
ぼ
唯
一
の
機
会
で
あ
る
解
体
修
理
の

際
に
情
報
を
取
得
し
、
蓄
積
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
筆

者
ら
は
作
品
の
調
査
で
裸
眼
、
ル
ー
ペ
・
顕
微
鏡
を
使
っ
た
観
察

を
通
し
て
本
稿
に
示
し
た
デ
ー
タ
よ
り
も
多
く
の
情
報
を
得
な
が

ら
所
見
を
ま
と
め
て
お
り
、
記
録
し
き
れ
て
い
な
い
情
報
が
多
々

あ
る
。
中
国
絵
画
の
複
雑
な
彩
色
に
関
す
る
知
見
を
第
三
者
と
広

く
共
有
・
蓄
積
し
な
が
ら
画
材
の
大
き
な
変
遷
を
解
明
し
て
い
く

上
で
は
、
彩
色
の
微
視
的
な
構
造
を
よ
り
迅
速
か
つ
広
範
囲
に
記

録
で
き
る
調
査
環
境
を
構
築
し
、
調
査
者
の
得
た
情
報
に
よ
り
近

い
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
も
感
じ
た
。
本
研

究
に
お
け
る
経
験
を
踏
ま
え
、
絵
画
か
ら
得
ら
れ
る
多
く
の
情
報

を
よ
り
広
く
共
有
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

6
．
ま
と
め

今
回
は
、
絵
画
に
使
用
さ
れ
た
絵
具
の
調
査
デ
ー
タ
の
ア
ー
カ

イ
ブ
構
築
の
一
環
と
し
て
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
中
国
明
時
代
の
絵
画
作
品
計
八
点
に
使
用
さ
れ

た
白
色
顔
料
の
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。
八
点
の
作
品
は
、
花
鳥

画
と
人
物
画
に
大
別
で
き
、
明
前
半
の
浙
派
系
の
作
品
と
明
後
半

の
呉
派
文
人
画
系
統
の
作
品
の
双
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。
白
色
顔

料
は
、
画
絹
の
表
や
表
お
よ
び
裏
な
ど
に
様
々
な
表
現
が
確
認
さ

れ
、
こ
れ
ら
の
部
分
の
X 

R 

F
か
ら
い
ず
れ
も
鉛
白
と
推
定
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
の
科
学
調
査
報
告
に
見
ら
れ
る
結

果
と
同
じ
で
あ
り
、
中
国
絵
画
に
鉛
白
が
広
く
使
用
さ
れ
た
と
理

解
で
き
る
。
今
後
は
よ
り
多
く
の
調
査
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
蓄
積

す
る
こ
と
で
、
中
国
絵
画
に
使
用
さ
れ
た
絵
具
の
種
類
、
技
法
お

よ
び
そ
の
変
遷
や
使
い
分
け
の
解
明
が
進
む
よ
う
に
研
究
を
継
続

し
て
行
き
た
い
。

【
付
記
】

本
研
究
は
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

特

別
研
究
助
成
費
（
課
題
番
号2020 ‒005

）「
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸

術
資
料
館
の
中
国
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
研
究
―
田
能

村
直
入
寄
贈
資
料
を
中
心
に
―
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

［図22］ 調書の一例（No.7）［図23］ No.7表装の様子
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ペ
ク
ト
ル
に
は
絵
具
か
ら
の
蛍
光
X
線
に
加
え
、
裏
打

ち
紙
や
壁
に
由
来
す
る
蛍
光
X
線
も
重
な
っ
て
い
る
。

❖
12 

B
earden, J. A

. 1967. X
-R

ay W
avelengths. 

R
ev. M

od. P
hys. 39, 78.

❖
13 

注
3
前
掲
、
蒋
玄
佁
（
一
九
八
六
）『
中
国
絵

画
材
料
史
』、
一
二
八‒

一
二
九
頁
。

❖
14 

表
具
は
、
本
紙
の
上
下
に
一
文
字
裂
が
付
き
、

中
廻
し
裂
は
周
囲
を
廻
り
、
そ
の
上
下
に
天
地
裂
が
付

く
三
段
表
具
と
な
っ
て
い
る
。
通
称
大
和
表
具
と
い
う

と
こ
の
形
式
を
指
す
場
合
が
多
い
。
中
国
の
書
画
、
禅

僧
の
墨
跡
、
絵
巻
物
の
断
巻
に
至
る
ま
で
幅
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
表
具
の
形
式
と
な
る
。

注❖
1 
紀
芝
蓮
、
高
林
弘
実
、
田
口
肇
、
島
村
哲
朗

（
二
〇
二
〇
）「
近
代
日
本
画
に
使
わ
れ
た
群
青
の
化

学
組
成
」『
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
42
回
大
会
研

究
発
表
集
』
四
八‒
五
一
頁
。
紀
芝
蓮
、
高
林
弘
実

（
二
〇
一
九
）「
明
治
44
年
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校

卒
業
作
品
に
使
用
さ
れ
た
彩
色
材
料
」 『
文
化
財
保
存

修
復
学
会
第
42
回
大
会
研
究
発
表
集
』
八
二‒

八
三
頁
。

紀
芝
蓮
、
高
林
弘
実
（
二
〇
一
九
）「
明
治
36
年
〜
40

年
の
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
絵
画
科
卒
業
作
品
に
使

用
さ
れ
た
岩
絵
具 

」『
文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
42
回

大
会
研
究
発
表
集
』
八
四‒

八
五
頁
。

❖
2 

令
和
二
年
度
芸
術
資
料
館
収
蔵
品
展
第
四
期

「
南
宗
憧
憬
―
京
都
芸
大
の
中
国
絵
画　

田
能
村
直
入

寄
贈
品
を
中
心
に
―
」 

会
期
：
二
〇
二
〇
年
九
月
一
五

日‒

一
〇
月
一
八
日
。
初
代
摂
理
の
田
能
村
直
入
が

寄
贈
し
た
南
宗
文
人
画
約
二
十
点
に
、
そ
の
後
そ
れ

を
補
完
す
る
形
で
収
集
、
寄
贈
さ
れ
た
約
十
点
の
中

国
絵
画
を
紹
介
し
、
全
点
収
録
し
た
カ
ラ
ー
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
製
作
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

「[

開
催
報
告]

「
南
宗
憧
憬
」
展　

開
催
記
念
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ　

古
画
の
水
墨
表
現
を
体
感
す
る
―
コ
ロ
ナ

下
で
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

『C
O

M
PO

ST

』vol.2

（
二
〇
二
一
）
に
報
告
し
、
作

品
調
査
成
果
に
基
づ
く
基
礎
資
料
と
論
考
を
『
京
都

市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
所
蔵　

中
国
書
画
録
』

（
二
〇
二
一
年
三
月
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
と
し
て

刊
行
し
た
。

❖
3 

蒋
玄
佁
（
一
九
八
六
）『
中
国
絵
画
材
料
史
』

上
海
書
画
出
版
社
、
一
一
六‒

一
二
〇
頁
。
王
定
理

（
一
九
九
三
）『
中
国
画
顔
色
的
運
用
与
製
作
』
芸
術
家

出
版
社
、
一
三
〇‒

一
三
四
頁
。

❖
4 

杉
本
欣
久
、
竹
浪
遠
（
二
〇
一
三
）「﹇
調
査
報

告
﹈
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
る
黒
川
古
文
化
研
究
所
所

蔵
の
中
国
絵
画
の
白
色
顔
料
に
つ
い
て
」『
古
文
化
研

究
』（
第
一
二
号
）。
石
井
恭
子
（
二
〇
一
四
）「
李
迪

筆
国
宝
「
紅
白
芙
蓉
図
」
に
つ
い
て
の
研
究
」『
公
益

財
団
法
人
芳
泉
文
化
財
団　

第
二
回
文
化
財
保
存
学
日

本
画
研
究
発
表
展 

美
し
さ
の
新
機
軸
〜
日
本
画　

過

去
か
ら
未
来
へ
〜
』。
松
原
亜
実
（
二
〇
一
八
）「
南
宋

仏
画
の
光
耀
表
現
に
関
す
る
研
究
―
永
保
寺
蔵 

重
要

文
化
財
「
千
手
観
音
像
」
の
想
定
復
元
模
写
を
通
し
て

―
』『
公
益
財
団
法
人
芳
泉
文
化
財
団　

第
四
回
文
化

財
保
存
学
日
本
画
研
究
発
表
展 

美
し
さ
の
新
機
軸
〜

日
本
画　

過
去
か
ら
未
来
へ
〜
』。

❖
5 

早
川
泰
弘
、
城
野
誠
治
（
二
〇
一
八
）「
日
本

絵
画
に
お
け
る
鉛
白
・
胡
粉
の
利
用
と
そ
の
変
遷
に
関

す
る
調
査
研
究
」『
科
学
研
究
費
助
成
事
業　

研
究
成

果
報
告
書
』。

❖
6 

李
最
雄
（
二
〇
〇
五
）『
絲
绸
之
路
石
窟
壁

画
彩
塑
保
護
』
科
学
出
版
社
。
郭
宏
、
馬
清
林
主
編

（
二
〇
一
一
）『
館
蔵
壁
画
保
護
技
術
』
科
学
出
版
社
、

二
二‒

一
〇
七
頁
。

❖
7 

X 

R 

F
に
はT

herm
o Fisher Scientific

製

N
iton X

L3t

を
使
用
し
、
作
品
と
測
定
ヘ
ッ
ド
の
距

離
は
二
〜
五
㎜
程
度
と
し
た
。
分
析
条
件
は
Ｘ
線
管

球
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
Ag  

、
測
定
モ
ー
ド
はM

ining 
M

ode C
u/Z

n 

で
、
一
箇
所
に
つ
き
四
段
階
の
光
学

フ
ィ
ル
タ
ー
交
換
機
構
を
用
い
て
対
象
元
素
を
切
り

替
え
て
（M

ain R
ange, Low

 R
ange, H

igh R
ange, 

Light R
ange

）
各
々
二
十
五
秒
ず
つ
、
計
百
秒
の

測
定
を
行
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
はSE

LM
IC

社

製
の
も
の
で
、
カ
メ
ラ
はSE

-3000

、
レ
ン
ズ
は

SE
-40Z

で
あ
る
。
各
種
撮
影
に
使
用
し
た
カ
メ
ラ

は
、Sony.α

7S

、
レ
ン
ズ
はSE

L50M
28

で
あ
る
。

❖
8 

竹
浪
遠
（
二
〇
一
二
）「
呂
紀
画
風
と
そ
の
伝

播
―
「
四
季
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
を
中
心

に
―
」『
古
文
化
研
究
』
十
一
号
、
黒
川
古
文
化
研
究

所
、
四
八‒

五
九
頁
。

❖
9 

竹
浪
遠
（
二
〇
一
七
）「
扉
解
説 

京
都
市
立
芸

術
大
学
芸
術
資
料
館
の
中
国
絵
画
（
3
）
花
鳥
画　

筆

写
不
詳　

花
鳥
図
」『
美
』
二
〇
三
号
、
京
都
市
立
芸

術
大
学
美
術
教
育
研
究
会
。

❖
10 

竹
浪
遠
（
二
〇
一
七
）「
扉
解
説 

京
都
市
立
芸

術
大
学
芸
術
資
料
館
の
中
国
絵
画
（
1
）
人
物
画　

（
伝
）
仇
英　

採
蓮
図
」『
美
』
二
〇
一
号
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
美
術
教
育
研
究
会
。

❖
11 

調
査
で
は
軸
装
の
作
品
を
壁
に
掛
け
た
状
態
で

測
定
し
た
が
、
測
定
時
に
照
射
す
る
X
線
は
透
過
性
が

高
く
、
本
絹
に
塗
ら
れ
た
絵
具
を
透
過
す
る
た
め
、
ス
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株
式
会
社
丹
青
社
が
運
営
す
る
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
（
ビ
ー
オ
ウ
ン

ド
）
で
あ
る1

❖

。
二
〇
一
八
年
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
ロ
ー
ン
チ
さ
れ
、

二
〇
二
一
年
十
二
月
ま
で
に
二
十
三
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
工
芸

作
品
が
販
売
さ
れ
て
い
る2

❖

。
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
工
芸

科
（
漆
工
専
攻
）
の
笹
井
史
恵
准
教
授
も
参
加
作
家
の
ひ
と
り
で

あ
る
﹇
図
1
﹈。

現
代
美
術
を
販
売
す
る
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
は
株
式
会
社
タ
グ
ボ
ー
ト3

❖

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
事
業
者
が
既
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
八
年
の
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

時
に
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
工
芸
作
品
を
中
心
に
扱
う
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

は
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
そ
の
意
味
で
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
二
〇
二
一
年
十
二
月
ま
で
の
販
売
実
績
は
約

千
五
百
点
と
の
こ
と
で
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
工
芸
作
品
の
販
売
サ

イ
ト
と
し
て
は
随
一
の
成
功
例
で
あ
る
。
こ
の
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
が

掲
げ
る
特
徴
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
利
用
し
た
作
品
の

デ
ジ
タ
ル
証
明
書
発
行
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
デ

ジ
タ
ル
証
明
書
が
工
芸
の
世
界
に
ど
の
よ
う
な
変
革
を
も
た
ら
す

か
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
は
こ
の
社
会
に
変
革
の
き
っ
か
け
を
も
た
ら
し
た

が
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
普

及
や
、
メ
タ
バ
ー
ス
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
動
き
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
も
は
や
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
世
界
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
空
間
と
融
合
を
続
け
る
中
に

あ
っ
て
、
自
然
素
材
を
加
工
し
て
視
覚
や
触
覚
を
刺
激
す
る
こ
と

が
前
提
の
ひ
と
つ
に
あ
る
工
芸
は
、
革
新
を
続
け
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
、
広
が
り
続
け
る
仮
想
世
界
と
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
上
に
お
い
て
、

Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
が
行
っ
て
い
る
各
種
取
り
組
み
は
多
く
の
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
工
芸
の
情

報
を
保
存
し
、
普
及
・
販
売
す
る
手
法
の
一
例
と
し
て
、
そ
の
実

前﨑信也

工
芸
を
保
証
し
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
技
術
と
し
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン 

前
﨑
信
也　
　

│
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
が
提
案
す
る
工
芸
の
新
し
い
あ
り
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
人
と
の
接
触
が
極
端
に

減
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
芸
術
を
取
り
巻
く
状
況
は
刻
一
刻
と
変

化
し
て
い
る
。
筆
者
が
専
門
と
す
る
工
芸
に
限
っ
て
述
べ
れ
ば
、

緊
急
事
態
宣
言
下
の
感
染
対
策
に
よ
り
人
の
集
ま
り
が
敬
遠
さ
れ

た
こ
と
で
、
作
品
展
示
の
機
会
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
最
大
の
変
化

だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
工
芸
で
は
歴
史
や
技
術
と
い
っ
た
背

景
を
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
作
家
が
多
い
。
見
込
み

の
あ
る
顧
客
に
対
し
て
、
実
際
に
作
品
を
前
に
し
て
、
様
々
な
要

素
を
説
明
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
作
品
を
販
売

し
な
け
れ
ば
収
入
の
な
い
作
家
に
と
っ
て
絶
望
的
な
状
況
が
続
い

た
。

外
出
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
業
績
を
拡
大
し
た
分
野
に
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
に
よ
る
通
信
販
売
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
製
品
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
購
入
可
能
と
な
り
、
注
文
後
数
日
以
内
に

自
宅
に
配
達
さ
れ
る
の
が
常
識
と
な
っ
た
。
工
芸
の
分
野
で
も
、

日
常
使
い
の
食
器
な
ど
は
全
国
各
地
で
製
作
さ
れ
た
手
作
り
の
商

品
を
各
種
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
購
入
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ー
ト

と
し
て
の
工
芸
は
や
は
り
顧
客
に
直
接
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
技

術
を
説
明
し
て
初
め
て
販
売
に
至
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
基
本
で

あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
み
で
販
売
す
る
こ
と
に
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
な
試
み
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
前
提
と
し
て
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は

［図1］ B–OWND  アーティストページ
（笹井史恵）
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真
が
な
か
っ
た
時
代
に
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
制
作
し
て
い

た
か
に
つ
い
て
正
確
に
知
る
手
段
は
な
い
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代

前
半
の
陶
工
だ
が
、
陶
磁
器
を
生
産
す
る
技
術
は
常
に
進
展
し
続

け
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
後
期
の
陶
工
に
と
っ
て
、
仁

清
や
乾
山
の
作
品
を
模
倣
す
る
こ
と
は
、
時
間
が
経
つ
ご
と
に
技

術
的
に
簡
単
に
な
っ
て
い
っ
た
。
実
際
、「
仁
清
」
の
印
や
「
乾

山
」
の
銘
が
入
っ
て
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
後
の
時
代
の

作
家
に
よ
る
写
し
や
贋
作
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た

「
本
物
」
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
作
品
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、

有
名
で
評
価
さ
れ
た
作
家
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
頼
れ
る
の
は
、
仁
清
や
乾
山
と
同
時
代
に

作
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
名
家
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
と
い
う
記
録
や
、
武
家
屋
敷
の
発
掘
で
「
仁
清
」
印
や
「
乾

山
」
銘
の
入
っ
た
破
片
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ

し
て
専
門
家
は
、
現
存
す
る
作
品
や
様
々
な
情
報
を
研
究
し
た
後

で
、
そ
れ
を
本
物
と
し
て
「
認
め
る
」
の
か
「
認
め
な
い
」
の
か

を
決
め
る
。
そ
こ
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
正
し
い
と
言
え
る
根
拠
は
な

い
た
め
、
誰
が
判
断
す
る
か
で
「
本
物
」
が
「
偽
物
」
に
、「
偽

物
」
が
「
本
物
」
に
変
わ
る
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
る
。

作
家
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
署
名
が
な
い
と
い
う
例
外
も
あ

る
。
民
藝
運
動
と
関
わ
り
の
深
か
っ
た
濱
田
庄
司
（
一
八
九
四
〜

一
九
七
八
）
や
河
井
寬
次
郎
（
一
八
九
〇
〜
一
九
六
六
）
等
の
作

品
が
そ
れ
で
あ
る
。
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
〜
一
九
六
一
）
を
中
心

に
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
で
は
、
民
藝
で
あ
る
こ
と
の
重
要
な
要

素
と
し
て
「
無
銘
性
」
を
大
切
に
し
た
。
こ
れ
は
、
有
名
作
家
の

作
品
で
あ
れ
ば
作
品
の
優
劣
に
関
係
な
く
、
い
か
な
る
作
品
で
も

高
値
で
取
引
さ
れ
た
と
い
う
当
時
の
美
術
業
界
に
対
す
る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
方
に
賛
同
し
た
濱
田
や
河
井
は
、

箱
書
は
す
る
が
、
作
品
に
銘
を
入
れ
た
作
品
は
極
め
て
少
な
い
。

後
の
人
が
、
正
し
い
箱
に
偽
物
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
も
簡
単
に

で
き
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
が
あ
え
て
名
前
を
入
れ
な
か
っ
た
作
品

の
真
贋
は
、
鑑
定
士
の
経
験
と
知
識
に
頼
る
し
か
な
い
の
が
現
状

な
の
で
あ
る
。

他
方
、
作
者
が
分
か
ら
な
い
作
品
は
、
さ
ら
に
そ
の
真
正
性
の

証
明
が
困
難
で
あ
る
。
特
に
江
戸
時
代
以
前
の
工
芸
は
先
述
の
仁

清
や
乾
山
の
よ
う
に
、
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
作
家
は
圧
倒
的
に

少
な
い
。
有
田
焼
や
九
谷
焼
と
い
う
よ
う
に
生
産
地
と
素
材
で
カ

テ
ゴ
リ
ー
分
け
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
あ

る
作
品
が
い
つ
の
時
代
に
ど
こ
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
と

い
う
こ
と
が
真
贋
鑑
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
、
名
家

前﨑信也

情
と
課
題
、
今
後
の
展
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と

す
る
。
本
稿
に
お
け
る
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
に
関
連
す
る
情
報
に
つ
い

て
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
石
上
賢
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
三
十
日
実
施
）
を
元
に
し
て
い
る
。

伝
統
的
な
工
芸
作
品
の
評
価
方
法

Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
が
提
案
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
利
用

し
た
作
品
証
明
書
発
行
の
意
義
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
伝
統
的

な
工
芸
品
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
真
正
性
を
保
っ
て
き
た
の
か
に
つ

い
て
ま
ず
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
歴
史
的
に
考
え
て
も
、

こ
の
問
題
は
常
に
工
芸
の
専
門
家
を
悩
ま
せ
て
き
た
。

既
存
の
日
本
の
工
芸
の
評
価
基
準
は
、
作
品
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景

に
応
じ
て
多
様
に
存
在
し
、
極
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。
制
作

さ
れ
た
時
代
や
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
評
価
方
法
は
変
化
す

る
。
ま
ず
、
工
芸
作
品
と
は
、
制
作
者
が
分
か
る
作
品
と
分
か
ら

な
い
作
品
の
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
制
作
者
が
分
か
る
作
品
に

つ
い
て
は
、
そ
の
作
者
が
存
命
し
て
い
る
（
存
命
作
家
）
か
、
し

て
い
な
い
か
（
物
故
作
家
）
で
、
ま
た
大
き
く
二
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
存
命
作
家
の
作
品
で
あ
れ
ば
、
作
者
に
そ
の
作

品
を
造
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
真
贋
問
題
は
解
決
す
る
。
し
か
し
、
物
故
作
家
の
作
品
と
な
る

と
途
端
に
真
正
性
（
作
品
が
本
物
で
あ
る
か
ど
う
か
）
の
証
明
は

難
し
く
な
る
。

作
者
が
分
か
る
作
品
の
多
く
は
、
作
品
自
体
に
作
家
独
自
の
署

名
や
印
が
入
っ
て
い
る
。
も
し
も
、
そ
れ
ら
が
あ
れ
ば
、
そ
の
作

家
の
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
他
の
署
名
・
印
と
比
較
し
て
正

し
い
と
言
え
る
範
囲
に
あ
る
か
ど
う
か
を
専
門
家
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
。
加
え
て
、
共
箱
（
と
も
ば
こ
）
と
呼
ば
れ
る
、
作
品

が
制
作
さ
れ
た
時
に
作
品
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
、
作
家
の
署
名
・

印
が
入
っ
た
木
製
の
箱
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
箱
も
他
の
作
品
と

比
較
検
討
さ
れ
る
。
運
が
よ
け
れ
ば
、
箱
の
中
に
、
過
去
の
有
名

な
鑑
定
家
に
よ
る
証
明
書
（
極
書
）
や
、
か
つ
て
の
所
有
者
が
作

品
を
購
入
し
た
時
の
領
収
書
や
、
作
家
自
筆
の
手
紙
な
ど
が
入
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
情
報
を
全
て
勘
案
し
た
上
で
、

そ
の
作
家
が
制
作
し
た
作
品
と
し
て
認
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
を
判
断
す
る
の
が
、
専
門
家
に
よ
る
真
贋
の
鑑
定
で
あ
る
。

京
焼
初
期
の
代
表
的
な
陶
工
と
し
て
知
ら
れ
る
野
々
村
仁
清

（
生
没
年
不
詳
）
や
尾
形
乾
山
（
一
六
六
三
〜
一
七
四
三
）
の
作

品
は
、
陶
磁
器
の
真
贋
鑑
定
の
困
難
さ
の
象
徴
と
も
い
え
る
。
写
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結
局
の
と
こ
ろ
、
日
本
美
術
と
は
作
品
自
体
よ
り
も
、
学
術
的

な
研
究
成
果
に
よ
る
判
定
よ
り
も
、「
目
利
き
」
の
手
に
よ
る
箱

書
を
重
視
す
る
と
述
べ
る
こ
と
が
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
に
、
箱
書

な
ど
に
よ
る
作
品
の
保
証
を
重
視
す
る
と
い
う
歴
史
を
こ
れ
ま
で

継
承
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
箱
書
と
い
う
視
点
で
み
れ
ば
、
存
命
し
て
い
る
現
代

作
家
も
未
だ
に
そ
の
方
法
を
踏
襲
し
て
い
る
。
多
く
の
作
家
が
作

品
一
点
一
点
に
桐
箱
を
準
備
し
、
そ
こ
に
作
家
自
身
が
作
品
名
と

名
前
を
書
き
、
印
を
押
す
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
が

ぴ
っ
た
り
納
ま
る
箱
に
入
っ
て
お
り
、
作
者
自
身
が
自
筆
で
保
証

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
作
品
の
真
正
性
を
保
証
す
る

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

伝
統
的
な
工
芸
作
品
の
履
歴
を
保
存
す
る
方
法
と
し
て
の

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
と
は
、
あ
る
ま
と
ま
っ
た
デ
ー
タ

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
分
散
し
て
管
理
す
る
技

術
の
こ
と
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
が
時
系
列
順
に
チ
ェ
ー
ン
の
よ
う
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
呼
称
が
あ
る
。
こ
の
技
術
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
こ
と
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
特
に
デ
ー
タ
の
内
容

を
改
ざ
ん
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
う
性
質
か
ら
、

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
暗
号
通
貨
を
保
証
す
る
技
術
と
し
て
採
用

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
作
者
が
二
次
販
売
の
収
益
還
元
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ー
ト
業
界
の
一
般
的
な
取
引
で
は
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
一
度
作
品
を
販
売
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
作
品
が
後

に
評
価
が
高
ま
り
価
格
が
高
騰
し
た
と
し
て
も
、
作
品
の
転
売
に

よ
る
収
益
は
作
品
の
所
有
者
に
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
還
元
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と

呼
ば
れ
る
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
規
約
に
該
当
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
生
じ
た
場
合
、
自
動
的
に
そ
の
規
約
に
沿
っ
て
デ
ー
タ
の
や
り

取
り
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
す
る
。
こ
れ
を
導
入
す
れ
ば
転

売
時
に
販
売
価
格
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
還
元

す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
Ｎ
Ｆ

Ｔ
の
市
場
で
は
オ
ー
プ
ン
・
シ
ー4

❖

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
機
能
を
実
装
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
存

在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
を
使
い
、
Ｂ–

Ｏ
Ｗ

Ｎ
Ｄ
が
導
入
し
た
の
が
、
理
論
上
は
半
永
久
的
に
失
わ
れ
る
こ
と

前﨑信也

の
伝
世
品
や
、
考
古
学
的
な
発
掘
資
料
の
入
念
な
研
究
か
ら
、
作

品
の
特
徴
を
整
理
し
、
時
代
順
・
種
類
別
に
整
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
前
提
に
な
る
。
そ
し
て
、
一
般
的
に
、
よ
り
古
い
作
品
、
よ

り
状
態
の
良
い
作
品
は
数
が
少
な
く
、
評
価
は
高
く
な
る
傾
向
が

あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
陶
芸
の
真
正
性
を
保
証
す
る
方
法
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
染
織
や
漆
芸
、
竹
工
芸
な
ど
を
含
め
る
と
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
よ
り
多
様
に
な
る
。
染
織
は
分
業
制
が
基
本
で

あ
り
、誰
か
一
人
が
全
工
程
を
担
当
し
た
作
品
は
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
。

漆
芸
は
常
に
装
飾
を
追
加
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
平
安

時
代
の
作
品
に
現
代
の
作
家
が
自
分
の
名
前
を
入
れ
る
と
い
う
こ

と
が
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
を
代
表

す
る
漆
芸
家
の
柴
田
是
真
（
一
八
〇
七
〜
一
八
九
一
）
の
作
品
は

相
当
な
数
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
是
真
の
作
品
が
流
行
し

た
時
に
、
多
く
の
似
た
作
品
が
是
真
の
作
品
に
「
仕
立
て
ら
れ

た
」
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
漆
芸
は

産
地
に
よ
る
差
が
少
な
く
、
分
業
制
が
発
達
し
て
い
る
た
め
、
い

つ
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
を
確
定
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

竹
の
場
合
は
ま
た
事
情
が
異
な
る
。
江
戸
後
期
ま
で
は
中
国
や

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
輸
入
の
竹
籠
を
写
す
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、

唐
物
（
輸
入
品
）
と
し
て
販
売
し
た
ほ
う
が
国
産
と
し
て
販
売
す

る
よ
り
も
価
値
が
高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
籠
師
と
呼
ば
れ
た
日

本
の
職
人
た
ち
は
あ
え
て
名
前
を
入
れ
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、

江
戸
時
代
以
前
の
竹
籠
に
つ
い
て
は
、
外
国
産
か
国
産
か
と
い
う

基
本
的
な
問
い
で
す
ら
判
断
が
極
め
て
難
し
い
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
工
芸
の
真
正
性
の
問
題
と
は
、
追
求
し

よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
複
雑
怪
奇
に
な
っ
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
作
者
が
無
名
の
作
品
に
つ
い
て
、
学
術
的
・
歴
史

的
評
価
以
上
に
作
品
の
評
価
を
左
右
す
る
の
は
、
後
世
の
数
寄
者

や
美
術
評
論
家
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
で

あ
る
。
無
名
の
作
家
に
よ
る
作
品
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
じ

時
代
の
も
の
で
も
、
出
来
栄
え
に
優
劣
が
あ
る
。
何
が
良
い
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
作
品
が
「
目
利
き
」
の
審
美
眼
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
外
見
が

全
く
同
じ
作
品
が
二
点
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
内
の
一
点
に
、
千

利
休
（
一
五
二
二
〜
一
五
九
一
）
の
由
緒
正
し
い
箱
書
が
付
い
て

お
り
、
も
う
一
点
に
は
箱
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
箱
が
あ
る
作

品
の
ほ
う
が
な
い
作
品
よ
り
も
評
価
は
高
く
な
り
、
価
格
も
高
額

に
な
る
だ
ろ
う
。
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ま
る
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点
は
否
め
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
技
術
の
進
歩
に
期
待
す
る
し
か

な
い
。

そ
し
て
先
述
の
、
作
者
が
二
次
販
売
の
収
益
還
元
を
う
け
ら
れ

る
仕
組
み
に
つ
い
て
も
、
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
で
は
採
用
を
検
討
し
て

い
る
よ
う
だ
。
い
ま
だ
販
売
し
た
作
品
が
盛
ん
に
転
売
さ
れ
る
よ

う
な
状
況
で
は
な
い
た
め
、
時
期
を
見
て
の
導
入
に
な
る
と
い
う
。

新
た
な
顧
客
に
あ
わ
せ
た
工
芸
の
見
せ
方

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
ア
ー
ト
を
販
売
す
る
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
も
多

く
の
事
業
者
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
き
た
。
工
芸
の
販
売
と
い
う

意
味
に
お
い
て
、
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
が
他
と
一
線
を
画
し
て
い
る
の

は
、
そ
の
顧
客
層
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所

が
地
場
産
業
・
伝
統
産
業
品
の
購
入
経
験
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

意
識
し
て
購
入
し
た
こ
と
の
あ
る
二
十
代
の
男
性
は
十
五
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
女
性
は
十
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
他
方
、

六
十
代
の
男
性
に
な
る
と
三
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
七
十
代
の
男

性
は
三
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
十
代
女
性
は
四
一
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
七
十
代
女
性
は
四
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
よ
り
高
齢
で
、

男
性
よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
工
芸
品
を
購
入
し
た
経
験
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る6

❖

。
工
芸
に
日
常
的
に
関
わ
る
筆
者
の
印
象
で
も
、

一
般
的
に
高
齢
者
の
方
が
工
芸
品
を
購
入
す
る
頻
度
は
は
る
か
に

高
い
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
い
る
。

他
方
、
石
上
氏
に
よ
る
と
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
の
メ
イ
ン
の
顧
客
層

は
二
十
代
か
ら
四
十
代
の
男
性
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
な
っ
た
理

由
は
意
外
に
も
「
地
道
な
営
業
活
動
の
結
果
」
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
若
い
購
買
力
の
あ
る
個
人
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
そ
こ

か
ら
友
人
な
ど
を
介
し
て
広
が
っ
て
い
っ
た
結
果
が
、
現
在
の
販

売
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
分
析
さ
れ
て
い
た
。
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と

は
い
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
目
新
し
い
看
板
を
立
て
て
い
る

だ
け
で
は
、
短
期
間
で
の
成
長
は
や
は
り
難
し
い
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
。

二
十
代
か
ら
四
十
代
の
購
買
力
の
あ
る
男
性
が
メ
イ
ン
顧
客
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術

を
使
っ
た
作
品
の
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
は
顧
客
層
に
マ
ッ
チ
し
た

サ
ー
ビ
ス
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
で
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
で
の
販
売
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
リ
ア
ル
に
作
家
や
作
品
と
出

会
え
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
﹇
図
2
﹈。

緊
急
事
態
宣
言
後
の
二
〇
二
一
年
六
月
、
東
京
都
渋
谷
区
Ｍ

前﨑信也

の
な
い
デ
ジ
タ
ル
作
品
証
明
書
の
発
行
で
あ
る
。
Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ

上
で
工
芸
作
品
を
購
入
す
る
と
、
購
入
済
と
な
っ
た
作
品
の
作
品

画
像
と
、
作
者
名
、
作
品
名
、
作
品
の
所
有
者
の
情
報
（
匿
名
も

可
）
が
会
員
サ
イ
ト
上
に
表
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
作
品
の
購
入
者

に
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
に
記
録
さ
れ
た
作
品
証
明
書
が
発
行

さ
れ
る
。
こ
の
証
明
書
を
発
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
ス
タ
ー
ト

バ
ー
ン
株
式
会
社5

❖

と
連
携
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
で
新
た
に
可
能
と
な
る
こ
と
を

い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
を
使
っ
た
証
明
書
発
行
に
よ
っ
て
、
作
品
の
履
歴
が
継
続
的
に

記
録
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
日
本
工
芸
史
上
で

は
作
品
の
価
値
と
し
て
、
か
つ
て
誰
が
所
有
し
て
い
た
か
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
工
芸
は
作
者
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、
そ
の
価
値
の
判
断
基
準
を
、
著
名
な
茶
人
や
大
寺
院
、

有
力
な
武
家
が
所
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
求
め
が
ち
で
あ
る

か
ら
だ
。

箱
書
や
極
書
、
茶
会
の
記
録
な
ど
だ
け
で
、
本
当
に
そ
の
作
品

の
履
歴
の
真
正
性
が
担
保
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
状
は
難
し
い
と
し
か
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
変
革
を

も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
の
が
、
半
永
久
的
に
消
え
る
こ
と
が
無

く
、
改
ざ
ん
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
所
有
者
が
変
わ
れ
ば
、
そ
の
情
報
が
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
の
証
明
書
に
追
加
さ
れ
て
い
く
た
め
、
百
年
後
、
千
年
後

の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
信
ぴ
ょ
う
性
の
高
い
作
品
の
来
歴
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
、
日
本
中
に
存
在
す
る
全
て
の
ア
ー
ト
作

品
が
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
の
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
作
品
の

真
正
性
や
来
歴
に
対
す
る
多
く
の
問
題
が
解
決
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
も
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
作
品
に
付
随
す
る
デ

ジ
タ
ル
証
明
書
が
、
自
動
的
に
作
品
情
報
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て

い
く
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
ア
ー
カ
イ
ブ
手
法
が
可
能
に

な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
技
術
に
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

現
実
問
題
と
し
て
作
品
の
証
明
書
が
半
永
久
的
に
保
存
さ
れ
た
と

し
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
記
録
さ
れ
た
作
品
が
、
リ
ア
ル
に
存

在
す
る
作
品
と
同
一
作
品
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
誰
か
が
あ
る
作
品
と
そ
っ
く
り
の
作
品
に
入
れ
替
え

た
と
き
に
、
そ
れ
が
偽
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
箱
書

や
専
門
家
の
鑑
定
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
証
明
書

が
追
加
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
真
正
性
を
保
証
す
る
精
度
が
高
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意
味
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

ア
ー
ト
作
品
と
し
て
の
工
芸
を
含
め
、
日
本
の
工
芸
界
は
生
産

者
の
高
齢
化
、
顧
客
の
高
齢
化
、
生
産
額
の
減
少
、
材
料
や
道
具

の
枯
渇
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
状
況

で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
は
、
瀕
死
の
工
芸
界
の

衰
退
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
業
界
が
抱
え

て
い
る
問
題
の
原
因
は
、
多
く
の
工
芸
家
が
既
存
の
販
売
方
法
と

顧
客
を
変
え
な
い
で
、
そ
の
中
で
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
続
け
て
い
れ
ば
、
高
齢
化
す
る

顧
客
は
近
い
将
来
に
消
滅
し
、
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
は
自
明

で
あ
る
。

新
し
い
顧
客
の
開
拓
、
新
し
い
技
術
や
販
売
方
法
の
導
入
、
新

し
い
見
せ
方
の
提
案
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
た
の
に
、
そ
れ
に
向
け
た
工
芸
家
た
ち
の
積
極
的
な
取
り
組
み

は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
の
各
種
の
試
み
に
は
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
分
に
含

ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ア
ー
ト
と
は
元
々
は
「
技
術
」
を
表
す

言
葉
だ
。
日
本
の
工
芸
を
未
来
に
伝
え
・
遺
す
た
め
に
、
最
先
端

の
技
術
を
敬
遠
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
、
ア
ー
ト
が
発
展
す
る

た
め
の
糧
に
す
る
姿
勢
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

前﨑信也

Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
で
開
催
し
た
陶
芸
家
・
古
賀
崇

洋
氏
の
個
展
で
は
、
作
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、「
箏
×
Ｅ
Ｄ

Ｍ
」
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
創
造
す
る
Ｔ
Ｒ
ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
（
ト
ラ
イ
エ
コ
ー
ズ
）、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

輪
入
道
に
よ
る
ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
﹇
図
2
﹈。

さ
ら
に
同
年
十
一
月
に
は
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
で

「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ａ 

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
―
ア
ー
ト
×
茶
会
の
新

し
い
形
―
」
と
題
し
て
、
作
家
十
名
の
作
品
展
示
と
茶
会
が
組
み

合
わ
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
﹇
図
3
﹈。
映
像
な
ど
を
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
て
作
品
を
演
出
し
た
空
間
が
提
示
さ
れ
、
来
場
し

た
先
着
百
名
に
は
古
賀
氏
の
作
品
を
3 

D
化
し
た
映
像
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ

と
し
て
配
布
す
る
と
い
う
試
み
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
Ｂ–

Ｏ

Ｗ
Ｎ
Ｄ
と
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
分
野
で
提
携
し
て
い
る
株
式
会
社
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｔ

ｉ7
❖

が
提
供
し
て
い
る
。

Ｂ–

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｄ
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
通
じ
た
工
芸
作
品
販
売
を
目

的
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
そ
の
最
新
の
作
品

に
出
会
え
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
顧
客
満
足
度
を
高
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
既
存
の
工
芸
の
展
示
に
は
な
か
っ
た
、
音
楽
ラ

イ
ブ
と
の
共
演
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
無
料
配
布
は
、
二
十
代
か
ら
四
十
代

の
男
性
と
い
う
顧
客
層
が
共
感
す
る
、
場
と
体
験
の
創
出
と
い
う

［図3］  HANEDA ART EVENT メインビジュアル ［図2］  古賀崇洋展 メインビジュアル
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國
府
理
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
再
制
作
に
あ
た
っ
て
の
技
術
仕
様
書 

白
石
晃
一　
　

│
二
〇
二
一
年
追
記
：「
平
成
美
術
」
展
版

1
．
は
じ
め
に

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
は
、「
平
成
美
術
：
う
た
か
た
と
瓦デ

ブ
リ礫

1989 ‒2019

」（
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
。
以
下

「
平
成
美
術
」）
展
へ
の
参
加
に
併
せ
て
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
た
、
國
府
理
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」

再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
（
編
集
：
高
嶋
慈
）
に

掲
載
し
た
文
章
の
続
編
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
展
覧

会
で
行
わ
れ
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
、
そ
こ
に
至
る
議
論
と
選
択
を

で
き
る
限
り
詳
細
に
残
す
こ
と
で
、
作
者
不
在
の
再
制
作
の
足
掛

か
り
と
し
て
、
記
録
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
作
者

不
在
の
状
況
で
の
取
捨
選
択
は
、
不
可
能
性
と
い
か
に
付
き
合
っ

て
い
く
か
と
い
う
問
題
に
帰
結
す
る
。
こ
の
展
示
に
お
い
て
私
た

ち
が
、
困
難
な
問
題
と
上
手
く
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
詳
細
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
二
〇
三
一
年
の
再
稼

動
の
約
束
に
向
け
て
残
せ
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
願
わ
く
ば
、

こ
の
テ
ク
ス
ト
が
二
〇
三
一
年
の
私
た
ち
へ
の
備
忘
録
で
は
な
く
、

他
の
誰
か
が
行
う
取
り
組
み
の
た
め
の
思
考
の
糧
に
な
る
こ
と
を

望
む
。

國
府
理
が
福
島
第
一
原
発
事
故
の
一
年
後
に
発
表
し
た
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》（
二
〇
一
二
）
は
、
自
作
し
た
水
槽
の
中
に
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
を
沈
め
、
水
中
で
稼
動
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

國
府
の
急
逝
後
、
使
用
さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
も
廃
棄
さ
れ
て
い
た
た

め
、
展
示
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
な
っ
て
い
た
が
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の

遠
藤
水
城
の
企
画
に
よ
り
、
二
〇
一
七
年
に
再
制
作
が
行
わ
れ
た
。

詳
細
や
経
緯
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
ウ
ェ
ブ
公
開
テ
ク
ス
ト
を
確

認
し
て
ほ
し
い1

❖

。

ま
た
、
本
紀
要
に
採
録
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
過
去
の
現
在
の

未
来
2 

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

そ
の
原
理
と

倫
理
」（
二
〇
一
七
年
、
兵
庫
県
立
美
術
館
）
も
併
せ
て
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

な
お
、
國
府
理
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
國
府
の
作
品
を
再
制
作
す
る
と
い
う
よ
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
を

再
制
作
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、「
作

品
」
を
意
味
す
る
《　

》
で
は
な
く
、
あ
え
て
「　

」
を
使
用
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
再
制
作
さ
れ
た
も
の
を
指
す
場
合
は
「
水

中
エ
ン
ジ
ン
」、
國
府
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
指
す
場
合
は
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
と
区
別
す
る
。

2
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
再
始
動

國
府
理
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇 

一
七
年
の
二
つ
の
展
覧
会
（
小
山
市
立
車
屋
美
術
館
、
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
虹
）
と
兵
庫
県
立
美
術
館
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
関
連

展
示
の
後
、「
國
府
が
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
十
四
年
間
地
中
に

埋
め
、
掘
り
出
し
た
《
地
中
時
間
》（
一
九
九
三
‐
二
〇
〇
七
）

に
な
ら
い
、
十
四
年
後
の
二
〇
三
一
年
に
再
び
再
制
作
を
繰
り
返

す
」
と
い
う
約
束
を
残
し
、
い
っ
た
ん
休
眠
状
態
に
な
っ
た
。
当

初
は
二
〇
三
一
年
ま
で
ア
ク
シ
ョ
ン
は
無
い
か
と
思
わ
れ
た
が
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
「
平
成
美
術
」
展
に
國
府
理
「
水
中
エ
ン
ジ

ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
想

定
よ
り
も
か
な
り
早
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
再
始
動
を
行
う
運
び
と

な
っ
た
。

再
始
動
は
、
二
〇
一
九
年
八
月
、
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発

起
人
で
あ
る
遠
藤
に
、「
平
成
美
術
」
展
の
企
画
・
監
修
者
で
あ

る
椹
木
野
衣
氏
よ
り
展
覧
会
出
展
の
要
請
が
あ
っ
た
と
連
絡
が

入
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
会
場
の
視
察
と
展
示
プ

ラ
ン
の
検
討
を
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
同
年
九
月
に
ま
だ
建
設
中

で
あ
っ
た
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
の
新
館
「
東
山
キ
ュ
ー
ブ
」
に

て
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
館
側
か
ら
「
展
示
室
内
で
の
エ
ン
ジ
ン

稼
働
は
不
可
能
」
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
説
明
と
、「
水
槽
に
水

を
入
れ
る
こ
と
の
作
品
へ
の
影
響
と
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
可
能
性
」
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の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
展
示
室
内
で
の
エ
ン
ジ
ン
稼
働
の

不
可
に
つ
い
て
は
想
定
の
範
囲
内
で
あ
り
、
別
の
場
所
で
の
エ
ン

ジ
ン
稼
働
の
可
能
性
の
模
索
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働
し
な
い
場
合

の
展
示
プ
ラ
ン
の
検
討
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

二
〇
一
九
年
時
点
で
ア
ク
リ
ル
水
槽
の
強
度
の
経
年
劣
化
の
問
題

は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
水
槽
の
強
度
に
関
し
て
絶
対
の
保
証
が

で
き
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。

3
．
構
想
時
に
検
討
さ
れ
た
展
示
プ
ラ
ン

東
山
キ
ュ
ー
ブ
で
の
打
ち
合
わ
せ
の
直
後
、
展
示
に
向
け
て
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う
た
め
、
二
〇
一
九
年
九
月
に
当
時
ハ
ノ
イ
の

ビ
ン
コ
ム
現
代
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
芸
術
監
督
に
就
任
し
て
い
た
遠

藤
の
一
時
帰
国
に
合
わ
せ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
全
員
で
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
高
嶋
慈
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
稼

働
と
水
槽
へ
の
水
入
れ
が
不
可
能
な
場
合
へ
の
対
応
と
し
て
、
エ

ン
ジ
ン
の
稼
働
音
を
使
っ
た
展
示
プ
ラ
ン
の
提
案
が
あ
り
、
併
せ

て
國
府
に
よ
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
や
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
拡
張

プ
ラ
ン
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
二
枚
（
未
発
表
）
を
ア
ー
カ
イ
ブ
的
に

展
示
す
る
と
い
う
案
が
出
さ
れ
た
﹇
図
1
・
2
﹈。
エ
ン
ジ
ン
を
稼

動
し
な
い
こ
と
で
作
品
の
本
来
的
な
あ
り
方
が
損
な
わ
れ
る
事
態

は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
國
府
の
思
想
を

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
よ
っ
て
補
完
的
に
示
し
、

空
の
水
槽
を
満
た
す
「
音
」
に
よ
っ
て
様
々
な
「
不
在
」―
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
エ
ン
ジ
ン
、
作
家
（
國
府
理
）
自
身
、
水
槽
を
満
た

す
水
、
閉
廊
し
た
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹

―
を
想
起
さ
せ
る
こ
と

が
企
図
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
、
國
府
が
二
〇
一
三
年
の
あ
い
ち
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
の
展
示
の
構
想
の
た
め
に
制
作
し
た
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
は
、
水
中
エ
ン
ジ
ン
か
ら
の
排
気
を
ナ

イ
ロ
ン
バ
ッ
グ
と
思
し
き
も
の
に
貯
蔵
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
が

描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
光
景
は
、
二
〇
一
一
年
の
原
発
事
故
以

降
、
汚
染
水
や
除
去
土
壌
が
貯
蔵
さ
れ
た
風
景
を
思
い
出
さ
せ
る
。

二
〇
一
三
年
の
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
「
揺
れ
る
大
地
―
わ

れ
わ
れ
は
ど
こ
に
立
っ
て
い
る
の
か
：
場
所
、
記
憶
、
そ
し
て
復

活
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
震
災
後
の
ア
ー
ト
の
あ
り
方
を
提
示
す

る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
は

実
現
し
な
か
っ
た
が
、
國
府
が
生
き
て
い
た
な
ら
ば
、
い
つ
の
日

か
実
現
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

エ
ン
ジ
ン
の
稼
動
音
を
使
っ
た
展
示
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
点

［図1］ 國府理［水中エンジン―貯蔵］（ca. 2012-ca. 2013）紙にインク 21×29.7cm

［図2］ 國府理［水中エンジン―貯蔵］（ca. 2012-ca. 2013）紙にインク 21×29.7cm
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で
メ
ン
バ
ー
全
員
が
納
得
す
る
形
で
あ
っ
た
が
、
水
を
入
れ
な
い

展
示
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も
私
は
腑
に
落
ち
な
い
感
じ
が
あ
っ

た
。
作
品
の
永
続
的
な
保
存
、
大
規
模
な
展
覧
会
で
の
展
示
機
会
、

「
水
中
で
動
く
」
と
い
う
作
品
の
本
質
的
な
部
分
な
ど
、
考
え
ら

れ
る
様
々
な
要
因
を
天
秤
に
か
け
た
場
合
、
そ
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ

は
成
り
立
つ
の
か
と
い
う
問
題
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
感
傷
的
に

な
っ
て
し
ま
う
が
、
國
府
自
身
が
そ
の
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
よ

う
に
も
感
じ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
点
で
は
、
展
示
会
場
の
外

で
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
も
残
し
、
実
施
予
算
を

算
出
し
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
後
私
は
、
個
人
的
に
残
る
し
こ
り
を
解
消
す
る
た
め
、
別

の
展
示
プ
ラ
ン
も
検
討
し
て
い
る
。
過
去
の
國
府
作
品
で
あ
る

《
営
み
の
輪
》（
二
〇
一
二
）﹇
図
3
﹈
を
引
用
し
、「
水
中
エ
ン
ジ

ン
」
と
併
置
す
る
プ
ラ
ン
で
あ
る
。《
営
み
の
輪
》
は
、
國
府
が

日
常
的
に
乗
用
し
て
い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
ス
バ
ル
・
サ
ン
バ
ー
を

改
造
し
、
展
示
室
内
で
小
さ
な
円
を
描
い
て
動
き
な
が
ら
、
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
か
ら
國
府
の
過
去
の
作
品
映
像
が
投
射
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
で
使
わ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
も
ス
バ
ル
・

サ
ン
バ
ー
の
も
の
で
あ
り
、
時
期
的
に
も
エ
ン
ジ
ン
を
《
水
中
エ

ン
ジ
ン
》
に
、
車
体
を
《
営
み
の
輪
》
に
使
用
し
た
可
能
性
が
高

く
、
國
府
の
連
綿
と
し
た
制
作
作
業
の
繋
が
り
を
提
示
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
。
ま
た
、《
営
み
の
輪
》
も
失
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
再
現
も
価
値
の
あ
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
遠
藤
を
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
内
で
共
有
さ

れ
、
い
っ
た
ん
三
つ
の
プ
ラ
ン
を
遺
族
、
美
術
館
側
に
提
示
す
る

こ
と
と
な
る
。

遺
族
へ
の
報
告
は
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
。
展
覧

会
の
枠
組
み
と
、
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
作
家
」
と
し
て
招

聘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
私
た
ち
の
責
任
の
も
と
で
発
表
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
、
ま
た
、
國
府
作
品
の
評
価
に
関
し
て
の
配
慮
を
最
優

先
す
る
こ
と
を
伝
え
、
現
時
点
で
検
討
し
て
い
る
プ
ラ
ン
を
提
案

し
た
。
議
論
の
焦
点
は
、
水
な
し
の
展
示
で
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」

と
し
て
展
示
す
る
こ
と
や
、
國
府
作
品
の
評
価
へ
の
影
響
に
対
す

る
不
安
、
本
意
で
な
い
展
示
を
す
る
こ
と
へ
の
ス
ト
レ
ス
、
そ
の

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
前
面
に

出
て
新
し
い
挑
戦
を
す
る
方
向
性
で
考
え
て
い
る
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
遺
族
か
ら
は
、
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
体
で
の
展
示

を
了
承
し
た
上
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
動
い
て
い
る
も
の
を
展
示
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
、
新
し
い
挑
戦
に
つ
い
て
も
随
時
報
告
す

る
と
い
う
こ
と
で
話
が
落
ち
着
い
た
。

ま
た
、
同
月
に
本
展
覧
会
担
当
の
学
芸
員
の
野
崎
昌
弘
氏
と
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、
以
下
の
三
つ
の
展
示
計
画
を
提
案
し
た
。

1　

 

屋
外
に
別
展
示
室
を
仮
設
し
エ
ン
ジ
ン
稼
働
を
目
指
す
プ

ラ
ン

2　

 

エ
ン
ジ
ン
音
を
利
用
し
た
展
示
室
内
で
の
展
示
プ
ラ
ン

（
水
な
し
・
稼
働
な
し
）

3　

 

過
去
の
他
の
國
府
作
品
を
引
用
し
た
プ
ラ
ン
（
水
な
し
・

稼
働
な
し
）

こ
の
時
点
で
は
、
追
っ
て
椹
木
氏
と
と
も
に
判
断
す
る
と
の
旨

を
聞
き
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
終
了
し
た
。

こ
の
後
、
美
術
館
側
と
の
や
り
と
り
は
メ
ー
ル
ベ
ー
ス
で
行
わ

れ
、
最
終
的
に
、

・
水
の
使
用
の
不
安
要
素
を
払
拭
で
き
な
い

・
別
展
示
室
の
仮
設
に
対
し
て
予
算
に
見
合
わ
な
い

・
過
去
作
品
の
引
用
は
焦
点
が
ず
れ
る

と
の
旨
の
報
告
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
エ
ン
ジ
ン
音
を
利
用

［図3］ 國府理 《営みの輪》（2012）京都芸術センターでの展示風景　ⒸOsamu Kokufu

撮影：表恒匡 / 写真提供：アートコートギャラリー
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し
た
館
内
展
示
の
プ
ラ
ン
に
決
定
し
、
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
る
。

ま
た
、
こ
の
直
後
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は
取
り
と
め
の
な
い
こ
と
で
は

あ
っ
た
の
だ
が
、
今
思
う
と
最
終
的
な
意
識
共
有
の
良
い
機
会
で

あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
淡
々
と
進
ん
で
い
た
の
だ
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
全
て
の
作
業
は
ス
タ
ッ
ク
す

る
。
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
一
七
年
以
降
の
作
品
状
態
の
確

認
で
あ
り
、
続
い
て
そ
の
詳
細
を
記
述
す
る
。

4
．
二
〇
二
〇
年
時
点
で
の
作
品
の
状
態

作
品
状
態
の
確
認
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
少
し
落
ち
着
い
た

二
〇
二
〇
年
七
月
に
入
っ
て
か
ら
、
水
槽
と
エ
ン
ジ
ン
が
預
け
ら

れ
て
い
る
兵
庫
県
立
美
術
館
で
、
同
館
学
芸
員
の
小
林
公
氏
の
立

ち
会
い
の
も
と
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
水
を
入
れ
稼
働
す
る
と

い
う
プ
ラ
ン
は
、
作
品
管
理
の
困
難
さ
や
、
展
覧
会
予
算
と
の
バ

ラ
ン
ス
か
ら
難
し
い
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
た
め
、
主
に
目
視
で

作
品
の
状
態
、
特
に
サ
ビ
と
カ
ビ
の
進
行
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ

た
。
作
品
制
作
時
か
ら
の
腐
食
な
ど
の
状
況
は
以
下
で
あ
る
。

4-

1
．
水
槽
蓋
部
分
の
サ
ビ

蓋
部
分
の
サ
ビ
は
二
〇
一
七
年
の
時
点
で
も
広
範
囲
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
七
年
の
展
示
以
降
は
美
術
館
内
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、

そ
の
後
の
侵
食
は
少
な
い
が
、
何
も
対
処
を
施
し
て
い
な
い
た
め
、

こ
の
先
の
腐
食
が
懸
念
さ
れ
る
。
特
に
排
気
ダ
ク
ト
な
ど
稼
動
時

に
高
温
に
な
る
部
分
は
腐
食
が
進
ん
で
お
り
、
対
応
が
必
要
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

4-

2
．
水
槽
本
体
部
分
の
シ
リ
コ
ン
シ
ー
リ
ン
グ
へ
の
カ
ビ
の
腐
食

こ
ち
ら
も
二
〇
一
七
年
以
降
か
ら
の
侵
食
は
少
な
い
が
、
シ
ミ

の
よ
う
な
部
分
は
複
数
箇
所
残
っ
て
い
る
。
ア
ク
リ
ル
を
鉄
ア
ン

グ
ル
で
挟
み
、
そ
の
隙
間
を
シ
ー
リ
ン
グ
材
で
充
填
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
部
分
の
劣
化
が
水
漏
れ
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
要
因

に
な
り
得
る
。
ま
た
注
水
時
に
水
圧
に
よ
り
、
膨
ら
ん
で
変
形
が

見
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
、
該
当
箇
所
の
修
復
を
注
水
稼
働
の
際
に

行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

4-

3
．
水
槽
本
体
の
部
分
的
な
サ
ビ
、

　
　
　
　
水
槽
脚
部
の
部
分
的
な
塗
装
剥
げ

水
槽
本
体
と
脚
部
に
は
サ
ビ
に
よ
る
広
範
囲
の
腐
食
は
見
ら
れ

な
い
が
、
輸
送
・
設
営
時
に
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
塗
装
剥

げ
と
サ
ビ
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
設
営
す
る
以
上
仕
方
な
い
こ

と
で
あ
り
、
剥
離
を
回
避
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
部
分
は
下

地
塗
料
の
上
か
ら
一
液
性
ウ
レ
タ
ン
塗
料
を
ロ
ー
ラ
ー
塗
り
で
塗

装
さ
れ
て
お
り
、
塗
装
の
薄
い
場
所
か
ら
剥
離
が
進
ん
で
い
る
印

象
で
あ
る
。

4-

4
．
水
槽
本
体
ア
ク
リ
ル
の
経
年
劣
化

ア
ク
リ
ル
部
分
が
保
管
に
関
し
て
最
も
不
安
な
素
材
で
あ
り
、

こ
の
先
、
注
水
状
態
で
の
展
示
を
行
う
場
合
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
に

な
る
だ
ろ
う
。
制
作
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
一
年
現
在

ま
で
九
年
が
経
過
し
て
お
り
、
展
示
中
何
度
も
行
わ
れ
た
、
注
水
、

排
水
に
よ
り
劣
化
は
進
ん
で
い
る
。
ア
ク
リ
ル
部
分
は
水
圧
に
よ

る
変
形
が
二
〇
一
二
年
の
発
表
当
時
か
ら
観
測
さ
れ
て
お
り
、
設

計
時
点
か
ら
の
耐
久
性
も
不
安
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
置

き
換
え
る
こ
と
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
水
中
稼
働
を
目
指
す

な
ら
ば
、
水
槽
の
再
制
作
の
可
能
性
も
含
め
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。以

上
が
、
二
〇
二
〇
年
時
点
で
の
作
品
の
状
態
で
あ
る
。
こ
れ

だ
け
不
安
要
素
が
あ
る
と
再
演
（
再
稼
働
）・
再
展
示
は
不
可
能
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
降
は
そ
の
不
可
能
性
の
中
で

試
行
錯
誤
さ
れ
た
「
平
成
美
術
」
展
で
の
展
示
を
振
り
返
り
、
そ
の

不
可
能
性
と
私
た
ち
が
ど
う
付
き
合
っ
た
の
か
を
記
述
し
た
い
。

5
．「
平
成
美
術
」
展
で
の
展
示
に
向
け
て

上
述
の
よ
う
に
、
協
議
に
よ
り
エ
ン
ジ
ン
の
稼
働
音
を
用
い

た
「
水
な
し
・
稼
働
な
し
」
で
の
展
示
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
決

定
後
も
ど
の
よ
う
に
し
て
展
示
空
間
を
作
る
か
と
い
う
点
で
議
論

は
続
い
た
。
可
動
壁
で
隔
離
さ
れ
た
空
間
内
で
展
示
を
行
い
た
い

と
い
う
要
望
は
出
し
て
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
七
月
時
点
で
は
そ

れ
以
上
の
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
作
品
の

鑑
賞
体
験
を
決
定
づ
け
る
空
間
設
計
と
い
う
点
で
、
私
た
ち
が
判

断
基
準
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
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作
品
を
制
作
し
た
作
家
が
他
界
し
て
お
り
、
そ
の
判
断
が
仰
げ
な

い
と
い
う
至
極
単
純
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
当
た
り
前
だ
が
、
作

品
に
と
っ
て
最
上
の
鑑
賞
空
間
は
作
家
本
人
に
し
か
決
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
可
動
壁
の
自
由
度
が
高
く
、
展
示

空
間
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら
設
計
で
き
る
大
き
な
展
示
会
場
で
あ
る
か

ら
こ
そ
出
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
再
制
作
の
展
示
空

間
は
、
す
で
に
会
場
面
積
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
作
家
の

展
示
し
た
空
間
と
規
模
が
近
し
い
空
間
ま
た
は
作
家
自
身
が
以
前

展
示
し
た
空
間
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
部
分
の
判
断
が
迫
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
展
で
は
、
空
間
の
寸
法
か
ら
提
案

可
能
で
あ
り
、
無
数
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
想
定
で
き
た
た
め
、

メ
ン
バ
ー
個
人
の
美
的
判
断
に
依
存
す
る
こ
と
が
歪
な
も
の
と
し

て
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
展
示
室
内
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
が
発
表
さ
れ
た
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
空
間
を
一
部
再
現

す
る
形
で
落
ち
着
い
た
の
だ
が
、
そ
の
発
想
に
至
る
ま
で
比
較
的

時
間
が
か
か
っ
た
。

6
．
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
ダ
ー

以
下
、「
平
成
美
術
」
展
で
の
展
示
構
成
を
記
す
。

6-

1
．
空
間
構
成

「
平
成
美
術
」
展
で
の
展
示
空
間
は
、
大
き
く
二
分
で
き
る
。
以

下
の
二
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
展
示
空
間
と
、

そ
の
前
道
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。

① 

國
府
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
配
置
し
た

空
間
﹇
図
4
﹈

② 

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
展
示
空
間
を
再
現
し
、「
水
中
エ

ン
ジ
ン
」
を
配
置
し
た
空
間
﹇
図
5
﹈

と
い
う
の
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
前
道
か
ら
見
る
フ
ァ
サ
ー
ド
の

絵
画
的
な
見
栄
え
を
こ
の
空
間
に
再
現
し
た
い
と
考
え
た
た
め
で

あ
る
。
二
〇
一
二
年
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
発
表
時
に
も
前
道
越

し
の
写
真
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
可
能
な
限
り
こ
の
空
間
を

再
現
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

①
國
府
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
配
置
し
た
空
間

こ
の
空
間
に
は
、
國
府
が
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
発
表
時
に
記
し

た
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
日
英
併
記
で
、「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
に
向

か
い
合
う
よ
う
に
配
置
し
た
。
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
右
側
の

壁
に
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
計
三
枚
展
示
し
た
。
特
に
未
発
表
の
二

枚
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
拡
張
の
可
能
性

を
示
唆
し
、
作
品
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
是
と
す
る
私
た
ち
の
活
動

の
原
動
力
に
な
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
入
り
口
右
手
に

は
、
二
〇
一
二
年
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
の
展
示
風
景
写
真
と
、

二
〇
一
七
年
に
同
ス
ペ
ー
ス
で
展
示
し
た
再
制
作
の
展
示
風
景
写

真
を
、
あ
え
て
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
排
し
、
区
別
を
付
け
ず
に
併
置

し
た
﹇
図
6
﹈。

②�

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
展
示
空
間
を
再
現
し
、「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」

を
配
置
し
た
空
間

こ
ち
ら
の
空
間
に
は
作
品
本
体
を
配
置
し
た
（
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
虹
は
展
示
空
間
の
奥
に
、
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
熊
谷
寿
美
子
氏
の

作
業
空
間
が
あ
る
が
、
そ
の
空
間
は
省
略
し
た
）。
東
山
キ
ュ
ー

ブ
の
天
井
は
約
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
る
の
で
、
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
虹
の
天
井
高
（
約
三
メ
ー
ト
ル
）
に
合
わ
せ
、
白
色
の
ス

ト
レ
ッ
チ
・
チ
ュ
ー
ル
を
張
り
、
そ
の
上
部
に
照
明
と
ス
ピ
ー

カ
ー
を
隠
す
よ
う
に
設
置
し
た
。

國
府
が
発
表
し
た
時
と
同
様
に
、
空
間
中
央
や
や
奥
側
に

作
品
を
配
置
し
、
排
気
ダ
ク
ト
マ
フ
ラ
ー
の
設
置
を
行
っ
た
。

二
〇
一
七
年
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
の
展
示
で
は
、
マ
フ
ラ
ー

に
水
分
が
溜
ま
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
起
き
る
排
気
の
不
具
合
を
防

ぐ
た
め
に
水
分
抜
き
用
の
ト
ラ
ッ
プ
構
造
を
配
し
た
が
、
今
回
は

エ
ン
ジ
ン
稼
働
を
行
わ
な
い
た
め
、
発
表
当
時
と
同
様
の
配
管
で

設
置
し
た
。

作
品
背
部
上
面
に
二
つ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、
発
表
当
時

に
國
府
自
身
が
稼
動
さ
せ
た
際
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
流
し
て
い
る
。

こ
の
音
声
は
、
國
府
作
品
を
記
録
し
続
け
て
い
た
写
真
家
の
シ
ュ

ヴ
ァ
ー
ブ 

ト
ム
氏
が
、
二
種
類
の
音
源
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
。

彼
が
コ
ン
タ
ク
ト
マ
イ
ク
で
録
音
し
た
エ
ン
ジ
ン
稼
働
音
と
、
ビ

デ
オ
か
ら
抽
出
し
た
音
で
あ
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ブ
氏
に
は
会
期
中

に
放
映
さ
れ
た
「D

om
m

une

」
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
國
府
と
の
関
係
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
こ
の
空
間
に
は
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
使
わ
れ
て
い

た
看
板
を
借
用
し
て
お
り
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
発
表
時
の
Ｄ
Ｍ

を
展
示
し
た
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
四
日

に
閉
廊
し
て
お
り
、
熊
谷
氏
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
へ
の
多
大
な
る
貢

献
へ
の
敬
意
も
含
め
、
設
置
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
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［図4, 5, 6］ 展示風景「平成美術：うたかたと瓦礫1989–2019」京都市京セラ美術館

平成美術展実行委員会、2021年　撮影：Tomas Svab
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6-

3
．
作
品
設
営

「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
の
設
営
作
業
に
は
概
ね
一
日
を
要
す
る
。
作

業
員
は
四
人
い
れ
ば
安
全
に
作
業
可
能
で
あ
る
。
水
槽
へ
の
エ
ン

ジ
ン
投
入
は
吊
り
上
げ
作
業
が
行
わ
れ
る
た
め
、
三
・
五
メ
ー
ト

ル
程
度
の
天
井
高
が
必
要
で
あ
り
、
エ
ン
ジ
ン
稼
働
を
と
も
な
う

通
常
の
設
営
の
作
業
手
順
は
以
下
で
あ
る
。

1　

作
品
搬
入

2　

 

床
面
養
生
（
水
を
入
れ
る
場
合
は
総
重
量
が
約
一
ト
ン
に

な
る
）

3　

脚
部
組
み
立
て

4　

 

作
品
吊
り
上
げ
の
た
め
の
吊
り
具
確
保
（
門
型
ク
レ
ー
ン

な
ど
）

5　

蓋
部
へ
の
エ
ン
ジ
ン
吊
り
下
げ

6　

水
槽
内
部
の
吸
排
気
管
の
接
続

7　

エ
ン
ジ
ン
の
吊
り
下
げ
状
態
調
整

8　

蓋
部
・
水
槽
部
組
み
立
て

9　

脚
部
・
水
槽
部
組
み
立
て

10　

水
槽
外
の
排
気
管
設
置

6-

2
．
展
示
構
成
要
素

1　

國
府
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

2　

 
國
府
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
《「
未
来
の
い
え
」
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
―
水
中
エ
ン
ジ
ン
―
》

3　

 

國
府
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
﹇
水
中
エ
ン
ジ
ン
―
貯
蔵
﹈（
未

発
表
）
二
枚

4　

 

二
〇
一
二
年　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
展
示

風
景
写
真

5　

 

二
〇
一
七
年　

再
制
作
さ
れ
た
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
展
示

風
景
写
真

6　

 

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
看
板
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
発
表
時
の

D 

M

7　

水
中
エ
ン
ジ
ン

　
　
　
　
ａ　

水
槽

　
　
　
　

ｂ　

エ
ン
ジ
ン

　
　
　
　
ｃ　

排
気
パ
イ
プ

8　

エ
ン
ジ
ン
音
再
生
の
ス
ピ
ー
カ
ー　

二
機

9　

エ
ン
ジ
ン
音
再
生
機

11　

電
装
系
接
続

12　

注
水

本
展
で
は
、
蓋
上
部
に
あ
る
稼
働
用
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
電
装

パ
ー
ツ
、
吸
排
気
系
パ
ー
ツ
も
確
認
を
兼
ね
て
接
続
し
、
水
と
ガ

ソ
リ
ン
が
入
れ
ば
稼
働
で
き
る
状
態
に
し
て
展
示
を
行
っ
た
。
設

営
の
際
に
必
要
な
小
型
の
工
具
の
ほ
と
ん
ど
は
、
全
て
水
槽
と
一

緒
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
水
槽
を
持
ち
上
げ
る
際
に
門

型
ク
レ
ー
ン
と
レ
バ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
道
具
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
道
具
は
小
山
市
立
車
屋
美
術
館
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹

の
展
示
で
も
作
品
輸
送
・
設
営
を
担
当
い
た
だ
い
た
京
都
美
術
工

房
の
田
中
壮
一
氏
に
手
配
い
た
だ
い
た
。

6-

4
．
エ
ン
ジ
ン
稼
働
音
源

本
展
で
は
、
新
た
な
展
示
要
素
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
の
稼
働
音

を
再
生
す
る
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
音
声
は
上
述
の
よ

う
に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ブ
氏
が
二
種
類
の
音
源
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
も

の
で
、
稼
働
時
に
近
い
音
響
が
生
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。
音
声
は
美
術
館
に
あ
る
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
再
生
さ
れ

た
が
、
機
材
の
仕
様
に
よ
る
ル
ー
プ
再
生
の
途
中
に
生
ま
れ
る
無

音
を
回
避
す
る
た
め
、
十
時
間
の
連
続
し
た
音
源
を
作
成
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
会
場
で
気
づ
い
た
人
は
少
な
い
と
思
う
が
、
再
生

開
始
四
時
間
後
に
一
度
エ
ン
ジ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
再
起
動
す
る

時
の
音
声
が
使
わ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
入
る
衣
ず
れ
と
始
動

キ
ー
を
回
す
手
元
の
金
属
音
に
、
今
は
い
な
い
國
府
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
音
源
を
制
作
す
る
に
あ

た
っ
て
の
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ブ
氏
に
よ
る
圧
倒
的
な
記
録
量
と
、
多

大
な
る
貢
献
に
感
謝
し
た
い
。

7
．
備
蓄
水
に
つ
い
て

こ
の
展
示
に
お
い
て
の
作
品
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
以
上
だ
が
、

作
品
以
外
の
部
分
で
追
加
さ
れ
た
要
素
が
あ
る
。
会
期
途
中
か
ら

で
は
あ
っ
た
が
、「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
の
一
部
と
し
て
展
示
さ
れ

る
べ
き
「
水
」
七
五
〇
リ
ッ
ト
ル
を
、
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
分
割
し
て
会
場
で
配
布
を
行
っ
た
の
だ
。
配
布

さ
れ
た
水
は
、
災
害
時
に
利
用
で
き
る
備
蓄
水
で
、
製
造
時
か
ら

五
年
間
、
飲
料
水
と
し
て
保
存
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
備
蓄
水
は
、

二
〇
三
一
年
の
エ
ン
ジ
ン
の
再
稼
働
時
に
使
用
さ
れ
、
同
年
五
月

白石晃一
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四
日
に
京
都
市
の
岡
崎
公
園
で
回
収
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

保
管
者
に
は
、
保
管
場
所
と
本
数
の
登
録
を
し
て
も
ら
い
、
何
本

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
で
き
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
保
管
時
に
災
害
な
ど
で
水
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
は
保
管
者
自
身
の
活
動
維
持
の
た
め
に
使
っ
て

も
ら
っ
て
構
わ
な
い
こ
と
、
使
用
し
た
場
合
は
二
〇
三
一
年
の
回

収
時
に
同
量
の
水
を
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

先
に
、
水
な
し
で
の
展
示
に
つ
い
て
私
自
身
が
腑
に
落
ち
て
い

な
か
っ
た
と
書
い
た
が
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
そ
こ
を
ど
う
に
か
し

よ
う
と
試
み
た
結
果
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
試
み
は
再
制
作

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
体
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
起
点
は

私
の
個
人
的
な
動
機
に
他
な
ら
な
い
。
作
品
保
存
の
観
点
か
ら
今

後
水
槽
に
水
が
入
れ
ら
れ
な
い
可
能
性
は
、
二
〇
一
七
年
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
過
去
の
現
在
の
未
来
2 

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ン

サ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

そ
の
原
理
と
倫
理
」
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

い
ざ
直
面
す
る
と
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
作
家
本
人
が
作
っ
た
エ
ン
ジ
ン
は
失
わ
れ
て
お
り
、
中

に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
「
作
品
」
で
は
な
く
「
作
品
資

料
」
と
し
て
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
。
そ
の
エ
ン
ジ
ン
が
「
水
中
」

で
な
く
「
空
中
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
記
録

を
再
生
す
る
こ
と
だ
け
で
作
品
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
と
、
答
え

の
出
な
い
疑
問
で
堂
々
巡
り
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ま

ず
、
今
回
展
示
要
素
に
組
み
込
め
な
か
っ
た
水
と
ガ
ソ
リ
ン
を
タ

ン
ク
に
入
れ
、
美
術
館
側
の
許
容
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
（
展
示
室
で

は
な
く
ロ
ビ
ー
な
ど
）
で
展
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
要
請

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
安
全
性
の
確
保
が
で
き
な
い
点

と
、「
水
の
総
量
が
重
い
た
め
、
緊
急
時
の
避
難
経
路
確
保
な
ど

設
置
場
所
の
移
動
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
動
か
す
こ
と
が
困
難

で
あ
り
、
そ
の
際
の
代
替
の
保
管
場
所
も
な
い
」
と
い
う
理
由
で

受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
振
出
し
に
戻
る
。
そ
こ
で
出
て
き
た
の
が
、

水
槽
の
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
分
割
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
で
あ
っ

た
。こ

の
ア
イ
デ
ア
か
ら
、
備
蓄
水
を
配
布
す
る
と
い
う
最
終
的
な

プ
ラ
ン
に
至
る
ま
で
は
そ
う
長
く
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
平
成
時

代
に
お
け
る
大
き
な
災
厄
は
本
展
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
重
要
な
軸
で

あ
り
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の
発
想
の
起
点
も
東
日
本
大
震
災
で

の
福
島
第
一
原
発
の
爆
発
事
故
だ
っ
た
。
避
け
る
こ
と
の
で
き
な

い
天
災
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
人
災
を
受
け
て

発
想
さ
れ
た
作
品
の
一
部
を
、
こ
の
先
も
起
こ
り
う
る
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
備
え
て
保
管
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、
國
府
が
制
作
し
た
作
品
群
か
ら
も
感
じ
ら
れ
る
大
き
な
循
環

の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
た
だ
保

管
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
災
害
時
に
活
動
維
持
の
た
め
に
利

用
し
て
も
ら
っ
て
よ
い
と
し
た
の
も
、
作
品
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
の

で
は
な
く
フ
ロ
ー
さ
せ
る
と
い
う
意
識
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
三
一

年
に
回
収
と
し
た
の
は
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
の
再
稼
働
が
予
定
さ

れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
二
〇
二
一
年
か
ら
十
年
後
と
い
う
長

い
期
間
で
の
約
束
を
、
よ
り
強
く
身
体
化
す
る
意
味
で
も
重
要
で

あ
っ
た
。

備
蓄
水
の
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
自
動
車
が
出
す
排
気
ガ
ス

を
巨
大
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
回
収
し
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
測

る
國
府
の
作
品
《C

O
2  C

ube

》（
二
〇
〇
四
）﹇
図
7
﹈
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
で
あ
り
、
表
面
は
白
地
に
文
字
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る

﹇
図
8
﹈。
側
面
に
は
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
と
回
収
予
定
日
の
情
報
、

そ
の
反
対
側
に
は
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
浄
水

装
置
の
作
り
方
を
印
刷
し
て
あ
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
活
動
を
行
っ
て
い

る
デ
ザ
イ
ン
事
務
所N

O
SIG

N
E

R

が
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に

行
っ
た
「O

LIV
E

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
中
家
寿
之
氏
はN

O
SIG

N
E

R

［図7］ 國府理《CO2 Cube》（2004）［図8］ 備蓄水のラベルデザイン

白石晃一
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注❖
1 

h
ttp

://w
w

w
.k

cu
a.ac.jp

/arc/w
p

/w
p

-
con

ten
t/u

ploads/2020/12/E
itW

.re-creation
.

docum
ent.pdf

所
属
時
代
に
そ
の
活
動
に
携
わ
っ
た
が
、
彼
は
学
生
時
代
に
國
府

か
ら
制
作
に
ま
つ
わ
る
あ
ま
た
を
教
わ
っ
た
一
人
で
も
あ
る
。

製
作
さ
れ
た
千
五
百
本
の
備
蓄
水
は
、
会
期
中
の
二
〇
二
一
年

三
月
十
四
日
か
ら
、
館
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
配
布
が

開
始
さ
れ
、
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
く

れ
た
方
々
に
お
渡
し
し
て
い
る
。「
平
成
美
術
」
展
の
企
画
者
の

椹
木
氏
も
自
身
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「D

on

’t follow
 the 

w
ind

」
で
、
帰
還
困
難
区
域
の
な
か
の
「
グ
ラ
ン
ギ
ニ
ョ
ル
未

来
」（
赤
城
修
司
、
飴
屋
法
水
、
椹
木
、
山
川
冬
樹
）
の
展
示
会

場
に
加
え
て
く
れ
る
と
い
う
（
二
〇
二
一
年
の
入
域
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
た
め
、
現
在
は
代
用
品
を
設
置
）。

ま
た
、
生
前
の
國
府
を
知
っ
て
い
る
方
な
ど
の
関
係
者
に
は
、

備
蓄
水
を
お
渡
し
す
る
際
に
、
当
時
の
思
い
出
も
聞
き
出
し
な
が

ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
記
録
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
ビ
デ
オ

の
中
で
対
象
者
に
「
十
年
後
何
を
し
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問
を

し
て
お
り
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
ら
れ
る
か
は
現

時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
十
年
後
に
皆
生
き
て
集
ま
り
上

映
会
で
も
で
き
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
着
地
す
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
二
〇
三
一
年
に
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
の
一
部
と
な
る
水
は
、

現
在
、
約
八
百
本
が
日
本
各
地
に
分
散
さ
れ
て
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。
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高嶋 慈

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

過
去
の
現
在
の
未
来
2

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン　

そ
の
原
理
と
倫
理

﹇
解
題
﹈

こ
こ
に
採
録
す
る
の
は
、
二
〇
一
七
年
十
一
月

二
十
三
日
に
兵
庫
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム「
過
去
の
現
在
の
未
来
２  

キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン  

そ
の
原
理
と
倫

理
」
の
記
録
で
あ
る
。
國
府
理
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」

再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

現
代
美
術
の
保
存
・
修
復
の
意
義
や
課
題
に
つ
い

て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
部
で
構
成
さ
れ
る
。
第
一

部「
國
府
理《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》と
キ
ュ
ラ
ト
リ
ア

ル
な
実
践
と
し
て
の
再
制
作
」
で
は
、
再
制
作
プ

る
機
会
に
な
っ
た
と
思
う
。

『C
O

M
PO

ST
 vol.2

』に
は
、
再
制
作
を
展
示
し

た
「
國
府
理 

水
中
エ
ン
ジ
ン redux

」
展
（
二
〇

一
七
年
七
月
四
日
〜
三
十
日
）
で
の
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
の
記
録
を
収
録
し
て
い
る
。
会
期
中
に
計
四

回
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
で
は
、
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
や
ゲ
ス
ト
の
批
評
家
に
よ
り
、《
水
中

エ
ン
ジ
ン
》
の
再
制
作
が
投
げ
か
け
る
問
い
に
つ

い
て
様
々
な
切
り
口
か
ら
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の

後
に
開
催
さ
れ
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
議
論

の
対
象
や
文
脈
を
よ
り
広
げ
、
研
究
者
、
学
芸
員
、

コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
な
ど
異
な
る
立
場
か
ら
の
意
見

や
問
題
提
起
を
行
う
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

な
お
、
國
府
理
「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
再
制
作
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
、
芸
術

資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し

て
い
る1

❖

（
編
集
：
高
嶋
慈
） 

。
今
号
で
は
、
白
石

晃
一
に
よ
る
研
究
ノ
ー
ト
も
収
録
し
て
い
る
。
ま

た
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
部
司
会
を
務
め
る
兵

庫
県
立
美
術
館
学
芸
員
の
小
林
公
が
、
同
館
の
季

刊
誌
と
紀
要
で
、「
國
府
理
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
試

論
」と
題
す
る
論
考
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
て
い
る2

❖

。

併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 

（
高
嶋 

慈)

　
　

注

❖
1 

https://w
w

w
.kcua.ac.jp/arc/w

p/w
p-content/

uploads/2020/12/E
itW

.re-creation.docum
ent.pdf

❖
2 

小
林
公
（
二
〇
一
八
）「
國
府
理
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
試
論　

そ
の
１
」『A

R
T

 R
A

M
B

LE

』（
五
八
号
）
八

頁
。
小
林
公
（
二
〇
一
八
）「
國
府
理
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

試
論　

そ
の
２
」『A

R
T

 R
A

M
B

LE

』（
五
九
号
）
二
‐
三

頁
。
小
林
公
（
二
〇
二
〇
）「
國
府
理
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

試
論　

そ
の
３
」『
兵
庫
県
立
美
術
館
研
究
紀
要
』（
十
四

号
）
十
二
‐
二
六
頁
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
者
の
遠
藤
水
城
、
再
制
作
作

業
を
担
当
し
た
白
石
晃
一
、
記
録
作
業
を
担
当
し

た
高
嶋
慈
の
三
名
が
登
壇
し
た
。
國
府
理
が
福
島

第
一
原
発
事
故
の
一
年
後
に
発
表
し
た
《
水
中
エ

ン
ジ
ン
》（
二
〇
一
二
）
は
、
自
作
し
た
水
槽
の
中

に
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
を
沈
め
、
水
中
で
稼

働
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。
作
家
の
他
界
後
、
廃
棄

さ
れ
て
い
た
エ
ン
ジ
ン
の
再
制
作
が
二
〇
一
七
年

に
行
わ
れ
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
わ

せ
、兵
庫
県
立
美
術
館
ア
ト
リ
エ
1
に
て
、再
制
作

さ
れ
た
エ
ン
ジ
ン
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
水
槽
、
再
制

作
の
記
録
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
関
連
資
料
を
展
示
し

た（
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
一
〜
二
十
九
日
）。

第
二
部
「
現
代
美
術
の
保
存
修
復
の
責
務
と
倫

理
」
で
は
、
保
存
修
復
家
の
田
口
か
お
り
、
現
代

美
術
史
研
究
者
の
加
治
屋
健
司
、
美
術
館
学
芸
員

の
中
井
康
之
、
コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
の
相
澤
邦
彦
が

そ
れ
ぞ
れ
レ
ク
チ
ャ
ー
を
発
表
し
た
後
、
遠
藤
を

加
え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
多
岐
に

渡
る
論
点
を
通
し
て
、
現
代
美
術
の
保
存
修
復
や

再
制
作
の
抱
え
る
課
題
だ
け
で
な
く
、
そ
の
肯
定

的
な
意
義
や
本
質
的
な
問
題
提
起
が
浮
か
び
上
が

 

　

シンポジウム概要

開会あいさつ　
石原友明（京都市立芸術大学 芸術資源研究センター 所長）

第一部
「國府理《水中エンジン》とキュラトリアルな実践と
しての再制作」
遠藤水城（インディペンデント･キュレーター）
白石晃一（アーティスト、ファブラボ北加賀屋）
高嶋 慈（京都市立芸術大学 芸術資源研究センター 研究員）

第二部
「現代美術の保存修復の責務と倫理」
田口かおり（東海大学 創造科学技術研究機構 特任講師）

加治屋健司（東京大学 大学院総合文化研究科 准教授）

中井康之（国立国際美術館 学芸課長）

相澤邦彦（兵庫県立美術館 保存･修復グループ 学芸員）

ディスカッション
司会：小林 公（兵庫県立美術館 学芸員）

日時：2017年11月23日（木・祝）13：30～17：00

会場：兵庫県立美術館  ミュージアムホール
主催：京都市立芸術大学 芸術資源研究センター ・
國府理「水中エンジン」再制作プロジェクト実行委
員会・兵庫県立美術館

 ※登壇者の肩書は開催当時のものを含む
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石
原
友
明
で
す
。共
催
い
た
だ
い
た
國
府
理「
水

中
エ
ン
ジ
ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
と
兵
庫
県
立
美
術
館
、
貴
重
な
作
品
資
料
を
ご

提
供
い
た
だ
い
た
國
府
理
さ
ん
の
ご
家
族
の
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
国
立
国
際
美
術
館
と
の
共
催

で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
過
去
の
現
在
の
未
来　

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
学
芸
員
、
研
究
者
が
考
え
る
現
代
美

術
の
保
存
と
修
復
」
を
二
〇
一
五
年
に
開
催
し
ま

し
た
。今
回
は
そ
の
続
編
と
い
う
位
置
付
け
で
す
。

前
回
の
開
催
の
き
っ
か
け
は
、
文
化
庁
の
「
平
成

二
十
七
年
度
メ
デ
ィ
ア
芸
術
連
携
促
進
事
業　

タ

イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
美
術
作
品

の
修
復
／
保
存
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
」
で
、
古

橋
悌
二
さ
ん
の
《LO

V
E

R
S

―
永
遠
の
恋
人
た

ち
》
を
修
復
し
た
こ
と
で
す
。

《LO
V

E
R

S

》
は
、
古
橋
さ
ん
の
作
品
の
中
で

も
非
常
に
特
異
な
一
点
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
特

異
な
一
点
を
起
点
に
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
や
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
作
品
へ
と
広

げ
て
、現
代
美
術
作
品
の
保
存
修
復
の
可
能
性
や
、

あ
る
意
味
で
は
不
可
能
性
を
洗
い
出
す
こ
と
が
そ

の
時
に
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
展

示
を
通
し
て
、
具
体
的
に
そ
の
作
品
の
継
承
が
可

能
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
良
い

方
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。今
回
は
、隣
の
会
場
で
、

國
府
理
さ
ん
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
と
い
う
非
常

に
特
異
な
作
品
、
作
品
の
保
存
に
対
す
る
不
安
定

さ
が
予
め
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
内
包
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
作
品
を
、
再
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
の
記
録
と

と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

《LO
V

E
R

S
》
の
修
復
と
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

の
再
制
作
に
は
、
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
不
幸
に

し
て
、
作
者
が
不
在
で
あ
る
点
で
す
。
作
品
を
制

作
す
る
立
場
か
ら
言
う
と
、
作
者
が
い
な
い
方
が

作
品
に
と
っ
て
は
良
い
場
合
も
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
作
者
の
不
在

が
作
品
を
完
成
さ
せ
る
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
作
者
が
ア
ト
リ
エ
を
留
守
に
し
て
初
め
て

作
品
は
の
び
の
び
と
振
る
舞
い
は
じ
め
、
開
か
れ

た
か
た
ち
で
勝
手
に
観
客
と
関
係
を
結
び
は
じ
め

る
、
と
い
う
幻
想
を
持
っ
て
い
ま
す
。
作
者
が
い

る
と
、
作
品
と
観
客
と
の
関
係
に
余
計
な
バ
イ
ア

ス
が
か
か
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
が
い

な
く
な
っ
た
後
も
、
作
品
が
生
き
生
き
と
あ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
希
望
的
観
測
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

作
品
を
安
定
し
た
状
態
に
保
つ
こ
と
が
保
存
の

基
本
で
す
が
、
本
来
の
生
き
生
き
と
し
た
状
態
か

ら
遠
ざ
け
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
レ
ー
ニ

ン
廟
に
保
管
さ
れ
た
レ
ー
ニ
ン
の
遺
体
を
想
像
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
ず
に
、
作
品
を
生
き

た
状
態
で
、
動
的
な
状
態
で
保
存
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
動
的
」
と
い
う
こ
と
は
不

安
定
な
状
態
に
置
く
こ
と
で
す
が
、
そ
う
し
た
動

的
な
保
存
の
可
能
性
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
作
品
の
保
存
に
は
、
物
質
的
な
安
定
性

が
非
常
に
重
要
で
、
美
術
館
は
そ
の
た
め
の
制
度

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
何
か
が
足
り
な

い
な
ら
ば
、
作
品
の
生
き
た
記
憶
を
ど
う
引
き
継

ぐ
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、
現
代
美
術
の
保
存
と

修
復
に
お
い
て
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

遠
藤
：
僕
は
、國
府
理「
水
中
エ
ン
ジ

ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
人
間
で
す
。
國

府
さ
ん
の《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
も

う
一
度
つ
く
り
た
い
と
表
明
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
今
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ノ
イ
に
新
し
く
で
き
た
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
時
は
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト・キ
ュ
レ
ー
タ
ー

で
し
た
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体

に
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト・キ
ュ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う

問
い
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
今
回
、芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

と
兵
庫
県
立
美
術
館
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
広
が
り

を
持
っ
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
議
論

が
な
さ
れ
る
の
で
は
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

白
石
：
私
は
、
美
術
家
と
し
て
活
動

す
る
傍
ら
、「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
北
加
賀

屋
」と
い
う
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
タ
ジ

オ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
再

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
水
中
で
動
く
よ
う
に
加
工
し
、

展
示
の
安
全
性
を
考
慮
す
る
技
術
面

を
全
て
担
当
し
ま
し
た
。

高
嶋
：
京
都
市
立
芸
術
大
学 
芸
術
資

源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
の
高
嶋

で
す
。
今
回
の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
記
録
担
当
と
し
て
関
わ
り
ま
し

た
。
再
制
作
作
業
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

は
、
こ
の
会
場
の
隣
の
部
屋
で
展
示

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
は
「
再

制
作
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
や
資
料
展

示
」
と
い
う
性
格
づ
け
な
の
で
、
エ

ン
ジ
ン
を
水
槽
に
沈
め
ず
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
水
槽
と
再
制
作
の
エ
ン
ジ
ン

を
別
々
に
分
け
て
展
示
し
て
い
ま
す

﹇
図
1
﹈。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
再

制
作
、
そ
れ
ぞ
れ
の
稼
働
の
記
録
映

像
や
、
國
府
さ
ん
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ

と
文
章
な
ど
の
関
連
資
料
も
展
示
し

て
い
ま
す﹇
図
2
﹈。

ま
ず
、
國
府
さ
ん
の
《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は
、

遠
藤
水
城

白
石
晃
一

高
嶋 

慈

第
一
部

「
國
府
理《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》と

キ
ュ
ラ
ト
リ
ア
ル
な
実
践
と
し
て
の
再
制
作
」

遠藤水城×白石晃一×高嶋 慈

開
会
あ
い
さ
つ

石
原
友
明
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遠藤水城×白石晃一×高嶋 慈

二
〇
一
二
年
、
京
都
の
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
虹
で
の
個
展
で
初
め
て
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
水
槽
の
中
に
む
き
出

し
の
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
吊
り
下

げ
、
國
府
さ
ん
が
実
際
に
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
て
、
水
中
で
動
く
様
子
を
観

客
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
本

来
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
は
水
中
で

の
使
用
を
想
定
し
た
設
計
で
は
な
い

た
め
、
漏
電
や
部
品
の
劣
化
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
、
國
府
さ
ん

が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
つ
つ
動
か
す
と

い
う
状
況
で
し
た
。

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は
、
翌
二
〇
一

三
年
、
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で

の
「
國
府
理　

み
ら
い
の
い
え
」
展

で
再
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
水
槽
の
水

の
濾
過
装
置
と
水
を
入
れ
替
え
る
時

の
排
水
ポ
ン
プ
が
新
た
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
関
係
者

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
と
こ

ろ
、
二
〇
一
三
年
の
再
展
示
で
は
エ

ン
ジ
ン
が
新
た
に
つ
く
り
直
さ
れ
て

兵庫県立美術館アトリエ1における資料展示の様子
上から
［図1］ 撮影：Tomas Svab

［図2］ 撮影：Tomas Svab

お
り
、
國
府
さ
ん
の
生
前
の
二
つ
の

展
示
で
は
、
異
な
る
エ
ン
ジ
ン
が
使

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
便
宜
上
、
二

〇
一
二
年
に
展
示
さ
れ
た
も
の
を

「
一
号
機
」、
二
〇
一
三
年
に
再
展
示

さ
れ
た
も
の
を
「
二
号
機
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
一
方
、
今
回
の
再
制
作

に
も
二
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
再
制

作
の
一
台
目
を
「
三
号
機
」、
再
制
作

の
二
台
目
を
「
四
号
機
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
再
制
作
の
具
体
的

な
作
業
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
白
石

さ
ん
に
お
伺
い
し
ま
す
。

白
石
：
二
〇
一
六
年
十
月
頃
、
遠
藤

さ
ん
か
ら
「《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
再

制
作
し
た
い
」
と
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
遠
藤
さ
ん
と
二
人
で
、
國
府

さ
ん
の
ご
遺
族
へ
の
あ
い
さ
つ
に
伺

い
、「
作
品
に
使
わ
れ
た
エ
ン
ジ
ン

本
体
が
無
い
」
と
い
う
一
番
の
課
題

を
聞
き
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
資
料

と
し
て
は
、
写
真
や
映
像
し
か
残
っ

て
い
な
い
状
況
で
、
車
種
の
特
定
、

必
要
な
材
料
、
起
こ
り
得
る
問
題
を

想
定
す
る
調
査
を
十
二
月
後
半
ま
で

続
け
ま
し
た
。
私
は
、
二
〇
一
二
年

に
初
め
て
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
が
展

示
さ
れ
た
時
に
、
國
府
さ
ん
の
制
作

を
手
伝
っ
た
の
で
、
そ
の
経
験
も
手

が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
﹇
現
・
京

都
芸
術
大
学
﹈
のU

LT
R

A
 FA

C
-

T
O

R
Y

で
作
業
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
、
十
二
月
末
に
國
府
さ

ん
の
実
家
か
ら
水
槽
を
搬
入
し
、
中

古
で
買
っ
た
エ
ン
ジ
ン
が
届
き
、
大

気
中
で
展
示
状
況
を
再
現
し
、
エ
ン

ジ
ン
を
安
定
的
に
稼
働
調
整
す
る
た

め
の
冶
具
フ
レ
ー
ム
を
制
作
し
ま
し

た
。
記
録
写
真
や
映
像
を
エ
ン
ジ
ン

の
実
物
と
照
合
し
、
ど
の
パ
ー
ツ
が

要
る
の
か
、
要
ら
な
い
の
か
を
判
断

し
ま
し
た
。
こ
の
時
、「
一
号
機
」と

「
二
号
機
」
に
形
状
的
な
差
が
あ
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
検

討
し
や
す
い
よ
う
に
、
3
Ｄ
ス
キ
ャ

ナ
ー
を
用
い
て
エ
ン
ジ
ン
の
3
Ｄ
モ

デ
ル
も
作
成
し
ま
し
た
。

作
業
は
、
ま
ず
エ
ン
ジ
ン
が
大
気

中
で
動
く
状
態
を
再
現
し
﹇
図
3
﹈、

次
に
水
中
に
も
っ
て
い
く
と
い
う
段

取
り
で
進
め
ま
し
た
。
大
気
中
で
の

エ
ン
ジ
ン
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
テ
ス
ト

を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
パ
ー
ツ
の

追
加
や
加
工
な
ど
の
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ

プ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
時
に

メ
ー
カ
ー
が
作
成
し
た
エ
ン
ジ
ン
の

ユ
ー
ザ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
検
討
し
、

専
門
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
に
も
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
嶋
：「
水
中
で
エ
ン
ジ
ン
を
動
か

す
」
た
め
に
重
要
な
の
が
、
シ
ー
リ

ン
グ
の
作
業
で
し
た
ね
。

白
石
：
エ
ン
ジ
ン
の
各
パ
ー
ツ
を
で

き
る
限
り
外
し
て
、
金
属
製
・
紙
製

の
ガ
ス
ケ
ッ
ト
（
密
閉
用
の
シ
ー
ル

材
）
や
シ
リ
コ
ン
を
充
填
し
、
エ
ン

ジ
ン
の
密
閉
度
を
高
め
る
作
業
を
行

な
い
ま
し
た﹇
図
4
﹈。

ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
國

府
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
で
稼
働
時

の
一
番
の
問
題
は
、
漏
電
に
よ
る
電

圧
降
下
だ
と
予
測
が
立
っ
た
の
で
、

電
装
系
パ
ー
ツ
の
防
水
シ
ー
リ
ン
グ

は
、
國
府
さ
ん
が
用
い
た
方
法
と
は

大
き
く
変
更
し
て
い
ま
す
。
國
府
さ

ん
は
、
シ
リ
コ
ン
製
の
シ
ー
リ
ン
グ

材
で
パ
ー
ツ
の
隙
間
を
充
填
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
今
回
は
、
む
き
出

し
に
な
っ
た
端
子
部
分
に
3
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
で
成
形
し
た
パ
ー
ツ
を
用
い

て
、
密
閉
度
を
高
め
る
方
法
を
採
っ

て
い
ま
す
。
入
手
が
難
し
い
パ
ー
ツ

も
多
い
の
で
、
壊
れ
て
も
中
を
開
け

て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
や
す
い
設
計
を

採
用
し
、
で
き
る
限
り
再
利
用
可
能

な
仕
様
に
し
ま
し
た
。

高
嶋
：
シ
ー
リ
ン
グ
終
了
後
、
エ
ン

ジ
ン
の
重
さ
が
約
八
十
キ
ロ
も
あ

る
の
で
、
門
型
の
ク
レ
ー
ン
か
ら
エ
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ン
ジ
ン
を
吊
っ
て
、
水
槽
の
中
へ
移

し
ま
し
た
﹇
図
5
﹈。
そ
し
て
、
水
槽

に
水
を
入
れ
て
「
リ
ー
ク
チ
ェ
ッ
ク

（
漏
れ
試
験
）」を
し
ま
し
た
。

白
石
：
今
回
、
一
番
大
変
だ
っ
た
の

は
、こ
の
リ
ー
ク
チ
ェ
ッ
ク
で
し
た
。

不
測
の
浸
水
を
避
け
る
た
め
、
水
没

さ
せ
て
の
稼
働
実
験
の
際
に
は
エ
ン

ジ
ン
に
常
に
空
気
を
流
し
込
み
ま
し

た
。
水
位
が
上
が
っ
て
き
て
、
水
面

が
風
圧
で
揺
れ
た
り
、
気
泡
が
出
て

き
た
ら
、
空
気
が
漏
れ
る
穴
や
隙
間

が
あ
る
と
分
か
り
ま
す
。
発
見
し
た

場
合
、
も
う
一
度
水
槽
か
ら
出
し
て

再
シ
ー
リ
ン
グ
す
る
作
業
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
シ
ー
リ
ン
グ
の
シ
リ
コ

ン
が
硬
化
す
る
ま
で
半
日
以
上
待
つ

必
要
が
あ
り
、
水
槽
に
エ
ン
ジ
ン
を

移
す
作
業
も
今
回
の
作
業
場
で
は
工

数
が
ど
う
し
て
も
増
え
て
し
ま
う
た

め
、
単
純
な
わ
り
に
時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
元
々
エ
ン
ジ
ン
に

は
、
溜
ま
っ
た
ゴ
ミ
を
排
出
す
る
穴

が
い
た
る
と
こ
ろ
に
開
い
て
い
る
の

で
す
が
、
発
見
が
困
難
で
し
た
し
、

そ
の
穴
を
全
て
埋
め
る
作
業
は
、
非

常
に
大
変
で
し
た
。

高
嶋
：
再
制
作
一
台
目
の
「
三
号
機
」

を
無
事
に
水
中
で
動
か
す
こ
と
が
で

き
、
二
〇
一
七
年
四
月
〜
六
月
、
小

山
市
立
車
屋
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
展
「
裏
声
で
歌
へ
」
に
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
を
企

画
さ
れ
た
遠
藤
さ
ん
に
経
緯
や
趣
旨

を
お
伺
い
し
ま
す
。

遠
藤
：
そ
も
そ
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
僕
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
グ

ル
ー
プ
展
に
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を

組
み
込
ん
だ
プ
ラ
ン
を
想
定
し
た
こ

上から
［図3］ 大気中でのエンジンアイドリングテスト
［図4］ シーリング作業
［図5］ 水槽へのエンジン移設

と
で
す
。
作
品
そ
の
も
の
が
現
存
し

て
い
て
、
借
り
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ

ら
に
進
め
る
う
ち
に
、
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
展
の
枠
組
み
を
圧
倒
的
に
超

え
る
労
力
と
予
算
が
か
か
る
こ
と

が
分
か
っ
た
の
で
、
助
成
金
に
応
募

し
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
の
展
示

も
追
加
し
て
、
車
屋
美
術
館
と
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
の
展
示
の
両
方
を

一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

白
石
：
車
屋
美
術
館
の
展
示
は
、
会

期
が
二
ヶ
月
半
も
あ
り
、「
三
号
機
」

が
初
め
て
の
再
制
作
だ
っ
た
た
め
、

安
全
性
の
高
い
展
示
方
法
を
検
討

し
、展
示
室
内
に「
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
」
を
設
置
し
て
、
水
没
時
は
常

時
圧
縮
空
気
を
送
る
方
法
を
採
用
し

ま
し
た
。
少
し
ず
つ
空
気
を
エ
ン
ジ

ン
内
部
に
送
り
、
浸
水
が
あ
っ
た
場

合
、
内
圧
で
強
制
的
に
排
水
す
る
機

構
で
す
。
結
果
と
し
て
、
展
示
中
に

ほ
と
ん
ど
漏
水
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

高
嶋
：
そ
の
後
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

虹
で
の
展
示
の
前
期
展
で
は
、
こ

の
「
三
号
機
」
を
門
型
か
ら
吊
っ
て

展
示
し
ま
し
た
﹇
図
6
﹈。
そ
の
理
由

は
、
遠
藤
さ
ん
か
ら
ご
説
明
い
た
だ

け
ま
す
か
。

遠
藤
：
ま
ず
、
白
石
さ
ん
か
ら
技
術

的
判
断
が
あ
り
ま
し
た
。
車
屋
美
術

館
で
展
示
し
た
「
三
号
機
」
は
ボ
ロ

ボ
ロ
で
、
引
き
続
き
一
ヵ
月
間
の
展

示
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
。

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
動
か
な
い
エ

ン
ジ
ン
を
展
示
す
る
方
法
も
あ
り
ま

し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
動
い
て
な
ん
ぼ

だ
と
い
う
こ
と
で
、
僕
の
懐
具
合
で

は
苦
渋
の
判
断
で
（
笑
）、
も
う
一
台

エ
ン
ジ
ン
を
買
っ
て
つ
く
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
判
断
が
遅
か
っ

た
ん
で
す
。
車
屋
美
術
館
で
の
様
子

を
見
て
か
ら
決
め
た
の
で
。
車
屋
美

［図6］ 「國府理 水中エンジン redux」（前期展）、2017 年、アートスペース虹の展示風景　撮影：Tomas Svab
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術
館
の
展
示
が
終
了
す
る
六
月
十
八

日
か
ら
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
展

示
が
始
ま
る
七
月
四
日
ま
で
二
週
間

ほ
ど
し
か
な
く
、
も
う
一
台
の
再
制

作
が
間
に
合
わ
な
い
。
そ
う
い
う
リ

ア
ル
な
理
由
か
ら
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
虹
で
の
展
示
は
前
期
と
後
期
に
分

け
て
、
も
う
一
台
つ
く
っ
た
「
四
号

機
」は
後
期
に
投
入
し
、前
期
は「
三

号
機
」
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「『
四
号
機
』
の
水
中
稼
働
テ
ス
ト

に
水
槽
を
使
う
」
と
白
石
さ
ん
に
言

わ
れ
た
の
で
、
前
期
に
は
水
槽
が
使

え
ず
、「
三
号
機
」
を
ど
う
展
示
す

る
か
考
え
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
國

府
さ
ん
の
《
地
中
時
間
》（
一
九
九
三

‐
二
〇
〇
七
）
と
い
う
作
品
が
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
國
府
さ
ん
が
自

動
車
の
エ
ン
ジ
ン
（
車
種
は
不
明
）

を
地
中
に
埋
め
て
、
十
四
年
後
に
掘

り
出
し
、
吊
り
下
げ
て
展
示
し
た
作

品
で
す
。
二
〇
一
二
年
に
初
め
て

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
が
展
示
さ
れ
た
際
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
広
報
用
画

像
に
《
地
中
時
間
》
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、國
府
さ
ん
は《
地

中
時
間
》
と
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
に

関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た「
三
号
機
」を《
地

中
時
間
》
同
様
に
吊
っ
て
展
示
す
る

こ
と
を
、
前
期
展
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

据
え
ま
し
た
。

高
嶋
：
後
期
で
は
、
も
う
一
台
再
制

作
し
た
「
四
号
機
」
を
水
槽
に
入
れ

て
、
白
石
さ
ん
が
実
際
に
稼
働
さ
せ

ま
し
た
﹇
図
7
﹈。
会
場
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
発
表
さ
れ
た
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

虹
で
あ
っ
た
こ
と
、
会
期
が
二
週
間

と
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
形
態
に
可
能
な
限
り
近
づ
け

る
配
慮
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

安
全
面
か
ら
、
改
変
が
い
く
つ
か
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

白
石
：
具
体
的
に
は
、
セ
ル
モ
ー

タ
ー
と
い
う
部
品
に
3
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
で
成
形
し
た
パ
ー
ツ
を
用
い
、

紫
外
線
硬
化
樹
脂
で
全
体
を
覆
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
展

示
で
は
排
気
の
マ
フ
ラ
ー
が
む
き
出

し
で
室
内
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
設
営
の
際
に
同
様
の
状
態
で

試
運
転
を
行
な
っ
た
の
で
す
が
、
稼

働
時
の
室
内
を
一
酸
化
炭
素
測
定
器

で
調
べ
る
と
、
建
築
法
の
基
準
を
大

幅
に
超
え
る
値
だ
っ
た
の
で
、
ア
ク

リ
ル
製
ボ
ッ
ク
ス
で
マ
フ
ラ
ー
を

覆
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
の
自
然
排
気
で
は
、
十
分
に
排

出
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら

に
ブ
ロ
ワ
ー
（
強
力
な
フ
ァ
ン
）
を

用
い
て
強
制
排
出
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

高
嶋
：
こ
こ
か
ら
は
、
今
回
の
再
制

作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
お
二

人
に
質
問
し
ま
す
。
今
回
の
再
制
作

に
は
、
主
に
三
つ
の
困
難
が
挙
げ
ら

［図7］ 「國府理 水中エンジン redux」（後期展）、
2017 年、アートスペース虹の展示風景
撮影：Tomas Svab

れ
る
と
思
い
ま
す
。
作
家
が
不
在
で

あ
る
こ
と
。
設
計
図
や
操
作
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
。
そ
し

て
、
稼
働
や
水
没
に
よ
っ
て
パ
ー
ツ

が
劣
化
・
損
傷
し
、
脆
さ
や
不
安
定

さ
を
抱
え
た
作
品
で
あ
る
こ
と
。
こ

う
し
た
困
難
を
抱
え
た
再
制
作
で

あ
っ
た
た
め
、
遠
藤
さ
ん
に
よ
る

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
判
断
、
あ

る
い
は
白
石
さ
ん
の
技
術
的
判
断
が

前
景
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
作
品
の

同
一
性
を
ど
こ
に
置
く
べ
き
と
判

断
し
た
の
か
、
何
が
損
な
わ
れ
た
ら

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
と
は
言
え
な
く

な
る
の
か
、
ど
こ
に
ポ
イ
ン
ト
を
置

か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

遠
藤
：
僕
は
、
作
品
の
同
一
性
を
完

全
に
決
定
す
る
形
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
技

術
的
課
題
や
、
観
客
と
の
関
係
で
発

生
す
る
安
全
性
の
問
題
な
ど
の
具
体

的
案
件
に
そ
の
都
度
対
応
す
る
こ
と

で
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
と
い
う
作

品
の
曖
昧
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
再
定

義
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
諸

問
題
を
多
層
的
で
意
義
あ
る
形
で
含

む
こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

良
い
あ
り
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

白
石
：
ま
ず
、「
エ
ン
ジ
ン
を
動
か

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
遺
族
の
希

望
が
前
提
に
あ
っ
た
の
で
、
エ
ン
ジ

ン
が
水
中
で
動
く
こ
と
を
最
優
先

課
題
と
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
な

い
改
変
や
部
品
の
追
加
を
行
い
ま

し
た
。
先
ほ
ど
言
っ
た
樹
脂
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
た
パ
ー
ツ
も
、
こ
の

判
断
基
準
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
完

全
な
再
現
」
を
目
指
し
た
の
で
は
な

く
、「
技
術
的
拡
張
」
を
行
な
っ
た

と
言
っ
た
方
が
今
回
の
場
合
は
適
切

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
出
来
る
限
り
元

の
形
態
を
維
持
し
つ
つ
、
よ
り
安
定

的
な
稼
働
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
し
や

す
さ
を
考
慮
し
ま
し
た
。

遠
藤
：
作
品
の
同
一
性
の
問
題
は
、

初
期
の
問
題
設
定
と
し
て
考
え
ま
し

た
。
國
府
さ
ん
は
生
前
の
展
示
で
、

会
場
で
頻
繁
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
様
子
を

見
た
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
ワ
ー

ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
レ
ス
の
作
品
に

な
り
ま
す
。
國
府
さ
ん
が
い
な
い
時

に
来
た
お
客
さ
ん
の
場
合
は
、
彫
刻

的
な
鑑
賞
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
一

方
、
國
府
さ
ん
が
稼
働
さ
せ
る
様
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
お
客
さ
ん
に

と
っ
て
は
、「
動
か
す
と
こ
ろ
を
見

せ
る
」
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ

な
作
品
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
鑑

賞
体
験
の
ブ
レ
自
体
の
再
現
は
ほ

ぼ
不
可
能
だ
と
思
っ
た
の
で
、
あ
ま

り
考
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
一

方
、（
実
際
に
は
そ
こ
ま
で
至
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
）、
仮
に
人
力
抜

き
で
の
完
全
な
安
定
稼
働
が
実
現
し

た
場
合
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な

側
面
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
、
作
品
解

釈
を
大
き
く
損
な
う
」
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

國
府
さ
ん
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
の

鑑
賞
体
験
の
中
で
一
番
多
く
、
喜
ば

し
い
も
の
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る

の
は
、「
國
府
さ
ん
が
動
か
し
て
く

れ
る
様
子
を
見
ら
れ
て
非
常
に
良

か
っ
た
」
と
い
う
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

高
嶋
：
次
に
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は

モ
ノ
と
し
て
残
す
こ
と
が
難
し
い

作
品
で
あ
る
た
め
、
保
存
の
問
題
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
遠
藤
さ
ん

は
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
の
展
示
の

関
連
ト
ー
ク
で
、
美
術
館
へ
の
収
蔵

で
は
な
く
、
十
四
年
後
に
も
う
一
度

再
制
作
を
行
な
っ
て
「《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
を
反
復
す
る
」
と
い
う
話
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

遠
藤
：
美
術
館
は
そ
の
意
義
や
役
割

を
変
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
同
時

に
、
変
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、

そ
の
制
度
に
介
入
す
る
こ
と
が
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
嫌
ら
し
い
喜
び
で
す
の
で
（
笑
）。

遠藤水城×白石晃一×高嶋 慈
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美
術
館
の
外
の
部
分
は
僕
が
や
れ
る

だ
け
や
っ
て
み
て
、
美
術
館
の
「
美

術
館
」
性
と
作
品
の
「
作
品
」
性
の

関
係
を
更
新
し
て
い
け
る
よ
う
な
契

機
が
発
生
す
れ
ば
、
僕
の
役
割
は
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。國

府
さ
ん
の
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

の
感
想
と
し
て
、「
心
臓
の
よ
う
だ
」

あ
る
い
は
「
胎
児
の
よ
う
だ
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
を
し
ば
し
ば
聞
き
ま

し
た
。
作
品
が
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ

る
こ
と
は
、
基
本
的
に
「
ミ
イ
ラ
化
」

で
す
。
何
度
で
も
蘇
る
「
ゾ
ン
ビ
」

の
方
が
良
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
、「
心
臓
」や「
胎
児
」

と
い
う
意
見
を
聞
い
た
と
き
に
、
僕

が
連
想
し
た
の
は
違
う
モ
デ
ル
で
し

た
。
例
え
る
な
ら
、『
風
の
谷
の
ナ

ウ
シ
カ
』
に
出
て
く
る
巨
神
兵
の
よ

う
な
。
巨
神
兵
っ
て
、
ミ
イ
ラ
状
態

だ
っ
た
心
臓
か
ら
ゾ
ン
ビ
化
し
て
現

在
時
に
復
活
す
る
ん
で
す
が
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
半
端
な
い
で
す
よ
ね

（
笑
）。
ゾ
ン
ビ
っ
て
、
遅
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
動
き
が
。
全
然
強
く
な

い
し
。
で
も
巨
神
兵
っ
て
、
心
臓
の

よ
う
な
も
の
か
ら
蘇
っ
て
、
一
瞬
だ

け
あ
り
得
な
い
く
ら
い
の
破
壊
力
を

放
っ
て
、
で
、
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け
て

い
き
ま
す
よ
ね
。
も
う
ミ
イ
ラ
と
し

て
も
残
ら
な
い
。
僕
は
最
近
、「『
水

中
エ
ン
ジ
ン
』
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
も
う
一
回
、
十
四
年
後
に
や
り

た
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
十
四

年
後
」
に
設
定
し
た
理
由
は
、《
地

中
時
間
》
が
十
四
年
間
埋
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
と
、
日
本
政
府
が
十
四
年

後
く
ら
い
に
は
自
動
車
の
完
全
電
化

を
成
し
遂
げ
た
い
、
と
言
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
想
定
と
し
て
は
、こ
う
、

も
う
一
回
太
古
の
エ
ン
ジ
ン
を
蘇
ら

せ
て
、
王
蟲
み
た
い
な
自
動
走
行
電

気
自
動
車
ど
も
を
、
ぐ
わ
ー
っ
と
蹴

散
ら
す
絵
を
描
い
て
い
ま
す（
笑
）。

白
石
：
技
術
面
か
ら
話
す
と
、《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
を
保
存
す
る
た
め
の

一
番
理
想
的
な
方
法
は
、「
常
に
動

か
す
」
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
が
日

常
的
に
乗
っ
て
い
る
車
と
同
じ
で
、

毎
日
乗
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
続
け
れ
ば
、
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
に
繋
が
り
に
く
い
。
内
部
で
磨
耗

し
疲
労
し
て
い
く
パ
ー
ツ
を
致
命
的

な
故
障
の
前
に
交
換
し
、
新
陳
代
謝

を
行
な
う
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
し

か
し
、
美
術
館
で
保
存
す
る
場
合
、

な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
た

ま
に
動
か
す
か
ら
こ
そ
、
そ
の
時
に

大
き
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
技
術
的
な
仕
様
書
が
あ
る
こ
と

で
乗
り
越
え
ら
れ
る
部
分
も
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
情
報
の
開
示
の

仕
方
や
受
け
継
ぎ
方
、
そ
し
て
そ
こ

に
ま
つ
わ
る
権
利
関
係
を
明
示
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

高
嶋
：
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
仕
様
書

や
設
計
図
を
残
す
」
こ
と
は
、
今
回

の
再
制
作
の
も
う
一
つ
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。
記
録
写
真
や
映
像
な
ど

の
資
料
調
査
や
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
な
い
、「
再
制
作
過
程
が
、

同
時
に
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
で
も

あ
っ
た
こ
と
」
も
一
つ
の
意
義
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
：
そ
れ
は
重
要
な
点
だ
と
思
い

ま
す
。
新
た
に
制
作
す
る
作
業
で
あ

り
な
が
ら
、
過
去
の
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
と
い
う
作
品
の
ア
ー
カ
イ
ビ
ン

グ
に
も
な
っ
て
い
る
点
が
、
僕
自
身

も
興
味
深
い
プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。
過

去
を
調
べ
な
い
と
技
術
的
な
課
題
や

展
示
の
実
現
が
ク
リ
ア
で
き
な
い

し
、
未
来
の
こ
と
を
考
え
な
い
と
今

つ
く
る
指
針
が
な
い
。
過
去
へ
遡
及

的
に
向
か
う
線
と
未
来
に
向
か
う
複

数
の
線
と
い
う
、
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ

の
複
数
の
線
が
同
時
に
発
生
し
、
ど

れ
を
選
ぶ
か
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
駆

動
さ
せ
る
原
理
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

の
糧か

て

）》で
す
。
伝
統
料
理
で
あ
る
ヤ

ギ
の
シ
チ
ュ
ー
を
煮
込
む
た
め
に
使

わ
れ
た
古
い
鍋
を
壁
一
面
に
並
べ
た

こ
の
作
品
は
、
数
々
の
芸
術
祭
で
再

制
作
を
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ル
ー
ヴ
ル
・
ア
ブ
ダ
ビ
に
収
蔵
さ
れ

る
際
、
作
者
の
立
ち
会
い
の
下
、
作

私
は
、
近
代
の
保
存
修
復
理
論
を

中
心
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
今
日

は
、「
近
代
の
保
存
修
復
理
論
か
ら

現
代
美
術
あ
る
い
は
そ
の
再
制
作
の

問
題
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
最
近
の
興
味
深
い
再
制
作

の
例
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
つ

め
は
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
、
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
た
ル
ー
ヴ
ル
・
ア
ブ
ダ
ビ
に
展
示

さ
れ
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
芸
術

家
、
マ
ハ
・
マ
ル
ー
の《
無
題（
思
考

品
に
修
復
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
展
示

を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
作
品
本

体
で
あ
る
鍋
の
一
部
を
曲
げ
て
変
形

す
る
と
い
う
処
置
で
し
た
。
マ
ル
ー

は
、「
私
の
作
品
は
可
変
的
な
も
の

で
す
。
再
制
作
を
経
て
、
あ
る
い
は

傷
や
破
損
が
進
む
中
で
、
作
品
は
良

い
方
向
へ
と
変
化
し
て
い
く
で
し
ょ

う
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
例
は
、
二
〇
一
六
年

八
月
、
韓
国
の
ア
ー
ト
・
ソ
ン
ジ
ェ
・

セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
た
イ
・
ブ
ル

の
《
華
厳
》
で
す
。
ス
パ
ン
コ
ー
ル

で
飾
ら
れ
た
生
魚
が
ビ
ニ
ー
ル
バ
ッ

グ
の
中
で
徐
々
に
腐
敗
し
崩
壊
し
て

い
く
こ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
一
九
九
七
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
で
初
め
て
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
腐
敗
す
る
魚
が
放
つ
悪
臭
を

理
由
に
、
開
幕
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て

作
品
が
撤
去
さ
れ
る
と
い
う
前
代
未

聞
の
顛
末
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
作
品

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一

六
年
に
は
、
魚
の
腐
敗
臭
の
拡
散
を

防
ぐ
た
め
に
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

中
に
作
品
を
封
じ
込
め
る
よ
う
な
外

観
で
再
制
作
さ
れ
た
ほ
か
、
定
期
的

に
防
腐
剤
を
注
入
す
る
と
い
う
「
修

復
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
イ
・
ブ

ル
は
、「
再
制
作
を
繰
り
返
す
た
び

に
、
作
品
の
外
観
や
サ
イ
ズ
は
変
わ

る
で
し
ょ
う
。
変
わ
ら
な
い
の
は
、

『
腐
敗
』
と
い
う
作
品
に
と
っ
て
不

可
欠
な
要
素
だ
け
で
す
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
「
再
制
作
」
の
例
を

第
二
部

「
現
代
美
術
の
保
存
修
復
の
責
務
と
倫
理
」

田
口
か
お
り

「『残余』の現代美術
─保存修復と再制作のあいだ」

田口かおり
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田口かおり

前
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
思
う
で
し
ょ
う
か
。
作
品
の
成

り
立
ち
や
大
き
さ
、
見
た
目
ま
で
も

が
、
作
家
の
意
図
の
下
で
自
在
に
変

化
し
て
い
く
と
い
う
再
制
作
の
自

由
さ
と
、
い
っ
た
い
そ
れ
は
「
修
復
」

な
ん
だ
ろ
う
か
、「
修
復
」
と
い
う

言
葉
は
ど
こ
ま
で
の
領
域
を
カ
バ
ー

す
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
現
代
美
術
の
修
復

や
再
制
作
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為

な
の
か
に
つ
い
て
、
美
術
史
家
、
修

復
家
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
様
々
な

人
々
が
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
度

重
な
る
再
制
作
や
た
く
さ
ん
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
ソ
ル
・
ル

ウ
ィ
ッ
ト
は
、「
自
分
の
作
品
は
楽

譜
の
ス
コ
ア
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と

述
べ
て
、「
そ
れ
ゆ
え
、
誰
に
で
も

奏
で
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
言
い

ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ル
タ
ン

ス
キ
ー
も
ま
た
、
現
代
美
術
を
音
楽

に
例
え
て
、「
全
て
は
時
間
と
空
間

に
も
ま
れ
て
、
破
壊
と
再
生
を
繰
り

返
し
、
響
き
を
変
え
て
い
く
」
と
言

い
ま
す
。「
結
局
の
と
こ
ろ
、
完
全

に
残
る
も
の
な
ど
一
つ
も
な
い
の

だ
。
全
て
が
絶
え
間
な
く
変
わ
り
続

け
、
時
に
失
わ
れ
て
い
く
」
と
。
彼

ら
の
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
が
現
代

美
術
の
一
つ
の
側
面
だ
と
す
る
な

ら
ば
、
保
存
修
復
に
で
き
る
こ
と

と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う

か
。現

代
美
術
の
、
時
に
短
く
、
時
に

長
い
、
様
々
な
か
た
ち
の
「
生
」
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
保
存
修
復
の
分

野
が
検
討
を
開
始
し
た
の
は
、
一
九

五
〇
年
代
以
降
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や

ド
イ
ツ
を
中
心
に
会
議
が
次
々
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
議
論

が
活
発
化
し
た
一
九
八
〇
年
代
以

降
、
イ
タ
リ
ア
の
リ
ヴ
ォ
リ
で
開
催

さ
れ
た
国
際
修
復
会
議
「C

ontem
-

porary A
rt: W

ho C
ares?

」
な
ど
、

大
き
な
会
議
に
お
い
て
繰
り
返
し
引

用
さ
れ
て
き
た
修
復
理
論
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、一
九
四
〇
年
代
か
ら
、

作
品
の「
生
」あ
る
い
は「
時
間
」に
、

い
か
に
私
た
ち
が
異
な
る
立
場
か
ら

寄
り
添
う
べ
き
な
の
か
を
検
討
し
続

け
て
き
た
、イ
タ
リ
ア
の
美
術
史
家
、

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
修
復

理
論
で
す
。
彼
の
理
論
は
、
私
の
研

究
の
主
軸
で
も
あ
り
ま
す
。

一
九
六
〇
年
代
に
修
復
の
理
論
を

出
版
し
て
、
近
代
以
降
の
保
存
修
復

界
を
牽
引
し
て
き
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ

は
、
修
復
に
関
し
て
、
二
つ
の
重
要

な
ル
ー
ル
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
一

つ
は
、
美
術
作
品
は
み
な
、
未
来
へ

伝
達
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
修

復
は
、
作
品
を
保
存
す
る
義
務
と
い

う
道
徳
法
則
に
従
う
使
命
の
よ
う
な

も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ

め
は
、
作
品
は
美
術
作
品
と
し
て
の

美
し
さ
の
価
値
と
、
積
み
重
な
っ
て

い
く
歴
史
が
与
え
る
古
さ
の
価
値
、

こ
の
二
つ
の
極
か
ら
成
り
立
つ
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
双
方
が
作

品
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
と
り
わ

け
古
さ
の
価
値
、
つ
ま
り
作
品
が
ど

の
よ
う
な
道
筋
を
辿
っ
て
今
に
至
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
痕
跡
を
消
し
て

し
ま
う
こ
と
は
、
作
品
の
「
生
」
の

過
程
―
リ
ビ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
―
を

否
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。ブ

ラ
ン
デ
ィ
が
、
こ
れ
ら
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
古
典
絵
画
上
で
試
み
た

の
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
方
法

で
し
た
。
下
地
の
色
と
、
一
番
上
の

絵
の
具
の
色
と
の
境
目
を
漂
う
、
何

色
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
曖
昧
な
色

に
よ
っ
て
欠
け
た
部
分
を
補
う
、
中

間
色
に
よ
る
補
彩
の
技
法
で
す
。
そ

の
際
、
必
ず
、
後
々
に
除
去
が
可
能

な
素
材
や
絵
の
具
を
使
用
し
て
、
元

の
状
態
に
戻
せ
る
よ
う
に
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
可
逆
性
の
原
則
」
を
徹
底

す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
デ
ィ
は
こ
の
方
法
で
、
戦

争
や
災
害
で
大
き
く
破
損
し
た
作
品

や
文
化
財
、
あ
る
い
は
中
世
か
ら
現

代
に
伝
わ
る
中
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
か

ら
大
き
く
か
け
離
れ
た
外
観
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
作
品
を
次
々
と
修
復
し

ま
し
た
。
一
見
す
る
と
、
奇
妙
な
色

彩
の
つ
な
げ
方
に
見
え
ま
す
が
、
失

わ
れ
た
箇
所
は
も
う
失
わ
れ
た
も
の

と
し
て
認
め
た
上
で
、
あ
え
て
形
態

を
再
構
成
せ
ず
に
「
こ
こ
が
修
復
し

た
箇
所
だ
」
と
分
か
る
よ
う
に
修
復

す
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
時
間
と
領
域

に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
と

い
う
方
法
が
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
が
当
時

出
し
た
答
え
で
あ
り
、
作
品
の
「
生
」

の
過
程
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
方
法

で
し
た
。

し
か
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
こ
の
原

則
は
、
現
代
美
術
の
保
存
修
復
の
現

場
で
は
、
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
を
引
き

起
こ
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
ず
、
一
つ
め
の
ル
ー
ル
に
関

し
て
言
え
ば
、
存
命
の
芸
術
家
自
身

が
そ
れ
を
望
ま
な
い
場
合
が
出
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ
め
の

ル
ー
ル
に
関
し
て
は
、
現
代
美
術
作

品
に
は
、
何
度
で
も
素
材
を
交
換
で

き
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
写
真
や
映
画
の
み
な
ら

ず
、
何
度
で
も
再
制
作
で
き
る
作
品

と
い
う
の
は
、
唯
一
無
二
の
時
間
や

空
間
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
性

質
を
失
っ
て
い
ま
す
。
一
瞬
の
花
火

の
よ
う
に
短
い
命
の
存
在
で
あ
る
こ

と
が
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
場

合
に
は
、
素
材
も
ま
た
唯
一
無
二
で

な
く
、
時
間
の
流
れ
が
作
品
に
刻
ま

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
さ
の

価
値
が
重
要
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

う
わ
け
で
す
。
例
え
ば
、
六
十
年
代

後
半
に
相
前
後
し
て
制
作
さ
れ
た
、

前
田
守
一
や
ア
ラ
ン
・
カ
プ
ロ
ー
の

氷
を
使
っ
た
作
品
が
良
い
例
で
す
。

氷
を
組
み
立
て
て
、
溶
け
て
い
く
さ

ま
を
時
間
の
経
過
の
中
で
見
守
っ
て

い
く
と
い
う
作
品
で
す
が
、
こ
こ
で

は
、
歴
史
的
な
古
さ
の
価
値
の
保
存

は
全
く
望
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
代

美
術
に
お
い
て
、
芸
術
家
の
明
確
な

意
図
や
素
材
の
互
換
性
の
問
題
は
、

近
代
が
打
ち
立
て
た
保
存
修
復
の
原

則
に
対
し
て
、
悩
ま
し
い
ジ
レ
ン
マ

と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
が
見
出
し
た

近
代
保
存
修
復
の
原
則
は
何
の
役
に

も
立
た
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
々
な
国
で
、

近
現
代
美
術
の
修
復
に
関
わ
る
修
復

士
や
美
術
史
家
の
多
く
が
、
今
で
も

彼
の
理
論
に
着
目
す
る
理
由
は
何
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
作
品
の
過

去
か
ら
未
来
ま
で
の
「
生
」
に
、
い

か
に
私
た
ち
人
間
が
関
わ
る
べ
き
か

を
探
ろ
う
と
し
た
近
代
の
保
存
修
復

学
へ
の
信
頼
が
深
く
根
付
い
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
言
い
換
え
れ

ば
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
や
彼
の
周
囲
の
美

術
史
家
た
ち
が
一
九
〇
〇
年
代
前
半

か
ら
半
ば
に
か
け
て
示
し
た
修
復
理

論
の
新
し
さ
は
、
ま
だ
賞
味
期
限
切

れ
で
は
な
く
、
現
代
美
術
を
含
む
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
作
品
の
保
存
に
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
指
標
と
し
て
、
ま

だ
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
う

の
で
す
。

一
九
七
八
年
に
、
美
術
批
評
家
の

ミ
ケ
ー
レ
・
コ
ル
ダ
ー
ロ
は
、
初
め

て
、
現
代
美
術
の
修
復
の
会
議
に
お

い
て
、
現
代
美
術
の
修
復
に
お
け
る

原
則
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
長
く
な
る
の
で
触
れ
ま
せ
ん
が
、

例
え
ば
「
作
家
に
よ
る
修
復
を
制
限

す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
も
あ

り
ま
す
。
彼
の
原
則
の
基
軸
は
、
美

的
価
値
と
歴
史
的
価
値
の
両
方
を
尊

重
し
よ
う
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の

修
復
理
論
で
し
た
。
そ
の
約
四
十
年

後
、
二
〇
一
六
年
に
開
か
れ
た
現
代

美
術
の
保
存
修
復
の
国
際
シ
ン
ポ
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」
で
は
、
ナ
ム
ジ
ュ
ン
・

パ
イ
ク
の《
ワ
ン
・
キ
ャ
ン
ド
ル
》の

再
展
示
の
変
遷
を
振
り
返
る
過
程

で
、
再
び
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
理
論
が
参

照
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
美
術
の
再

制
作
や
保
存
修
復
に
携
わ
る
私
た
ち

は
、
時
の
流
れ
の
中
で
作
品
の
「
生
」

が
失
っ
た
も
の
が
何
か
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
何
を
得
た
の
か
を

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に

き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
こ
の
会

議
で
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

失
わ
れ
た
絵
の
具
の
層
を
中
間
色

で
埋
め
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
技
法
は
、

時
の
流
れ
の
中
で
発
生
し
た
欠
損
を

否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
色
彩
を
選

択
す
る
こ
と
で
残
す
と
い
う
一
つ
の

倫
理
で
し
た
。
現
代
美
術
に
お
け
る

保
存
修
復
は
、
美
的
価
値
と
歴
史
的

価
値
の
両
方
を
保
存
し
て
継
承
し
て

い
く
近
代
修
復
学
の
原
則
に
配
慮
し

な
が
ら
、
当
時
の
保
存
修
復
学
が
想

定
し
え
な
か
っ
た
よ
う
な
新
し
い
時

間
の
軸
の
中
で
、
多
様
な
再
制
作
の

手
法
を
介
し
た
新
し
い
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
こ
で
参
照
し
た
い
の

は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
「
技
術
の
保
存
」

と
い
う
考
え
方
で
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ

は
、
芸
術
家
に
よ
っ
て
刻
み
込
ま
れ

た
形
が
ほ
と
ん
ど
消
え
失
せ
て
、
物

質
の
残
余
に
な
り
果
て
て
し
ま
っ
た

場
合
の
修
復
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま

す
。
実
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
が
こ
こ
で
想

定
し
て
い
た
の
は
建
築
物
な
の
で
す

が
、
と
は
言
え
、
作
品
が
以
前
の
姿

と
は
か
な
り
違
う
も
の
に
な
っ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
と
認
識
で
き
な

い
が
、
そ
の
残
存
物
が
証
拠
と
し
て

残
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
そ
の

ま
ま
、
冒
頭
で
挙
げ
た
イ
・
ブ
ル
の

作
品
や
ア
ラ
ン
・
カ
プ
ロ
ー
の
崩
れ

た
氷
の
作
品
に
も
当
て
は
め
る
こ

と
が
で
き
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
場

合
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
は
、
技
術
的
か
つ

専
門
的
な
方
法
を
使
っ
た
残
存
物
の

保
存
、
す
な
わ
ち
ア
ー
カ
イ
ブ
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
こ

う
し
た
考
え
が
現
代
に
お
い
て
も
反

映
さ
れ
た
修
復
例
と
し
て
、
残
余
の

保
存
と
再
制
作
が
同
時
に
行
な
わ
れ

た
例
を
挙
げ
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
の
ト

リ
ノ
の
美
術
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
《
触
っ
て

く
だ
さ
い
》
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ゴ
ム
は
既
に
粉
末
化
し
て
し
ま
っ
た

の
で
、
透
明
な
容
器
に
粉
末
を
入
れ

て
収
蔵
庫
に
保
管
す
る
と
い
う
方
法

が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
残

り
の
も
の
」
を
保
存
し
て
い
る
例
で

す
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ト
リ
ノ
で

は
、
作
品
修
復
の
際
、
数
年
後
に
は

崩
れ
て
い
く
と
分
か
っ
て
い
る
素
材

が
使
わ
れ
ま
し
た
。
乳
房
の
部
分
を

再
形
成
す
る
際
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

同
じ
素
材
の
ゴ
ム
、
た
だ
し
最
長
で

も
五
十
年
し
か
持
た
な
い
柔
ら
か

い
ラ
バ
ー
素
材
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
感
触
の
柔
ら
か
さ
を
で
き
る

限
り
残
し
な
が
ら
も
、
部
分
的
に
再

制
作
し
て
、
五
十
年
後
の
修
復
士
に

た
す
き
を
渡
す
よ
う
な
修
復
の
例
で

す
。イ

タ
リ
ア
の
芸
術
家
、
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
・
ピ
ス
ト
レ
ッ
ト
が
面
白
い

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。「
現
代
美

術
と
は
自
然
の
流
れ
に
参
加
す
る

存
在
な
の
だ
」
と
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
は
、
何
も
静
的
な
も
の
で
は
な

く
、
時
の
流
れ
の
中
で
変
化
し
、
再

制
作
の
中
で
進
化
し
て
い
く
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
「
生
」
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
に
照
ら
し
合
わ
せ

る
と
、
現
代
美
術
の
「
生
」
と
は
、
ま

る
で
自
然
の
サ
イ
ク
ル
の
よ
う
で

す
。
修
復
士
、
あ
る
い
は
作
品
を
残

す
立
場
の
者
が
す
べ
き
こ
と
と
は
、

そ
の
「
生
」
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
も

う
一
度
し
か
る
べ
き
場
所
に
戻
し
て

再
活
性
化
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
十
七
世
紀
イ
タ
リ

ア
の
著
述
家
、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
バ
ル

デ
ィ
ヌ
ッ
チ
は
、
芸
術
作
品
の
欠
け

た
部
分
に
絵
の
具
を
塗
っ
て
補
う
介

入
の
こ
と
を
「R

ifiorire=

再
び
花

開
か
せ
る
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し

ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
語
で
「Fiore

」

は
「
花
」
な
の
で
、
色
を
補
う
こ
と

で
再
び=

R
i  

作
品
を
花
開
か
せ
る

=
Fiorire

と
い
う
意
味
に
な
り
ま

す
。
四
百
年
の
時
を
経
て
、
古
典
作

品
と
現
代
美
術
へ
の
修
復
は
、
作
品

の
「
生
」
を
再
び
花
開
か
せ
る
、
あ

る
い
は
再
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
言

葉
を
核
と
し
て
、
交
差
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

に
海
を
渡
っ
て
、
ま
た
無
事
に
戻
っ

て
き
た
船
は
三
十
挺
艪
船
だ
っ
た
の

だ
が
、
こ
れ
は
、
パ
レ
ロ
ン
の
デ
メ
ト

リ
オ
ス
の
こ
ろ
ま
で
、
ア
テ
ナ
イ
に

保
存
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
木
材
の

う
ち
古
く
な
っ
た
も
の
は
取
り
去
っ

て
、
そ
こ
へ
丈
夫
な
の
を
補
充
し
て

組
み
立
て
た
の
で
、
こ
れ
は
、
哲
学
者

の
間
で
行
な
わ
れ
て
い
た
「
生
長
の

議
論
」
の
、
格
好
の
材
料
と
な
っ
た
。

ど
っ
ち
と
も
と
れ
る
の
で
あ
る
。
あ

る
人
は
船
は
同
じ
ま
ま
で
あ
る
と
言

い
、
あ
る
人
は
、
同
じ
ま
ま
で
は
な
い

私
は
二
〇
一
五
年
度
ま
で
、
今
回

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
催
者
の
一
つ

で
あ
る
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

に
所
属
し
て
お
り
、
古
橋
悌
二
の

《LO
V

E
R

S

》
の
保
存
修
復
に
携
わ

り
ま
し
た
。
今
日
は
、
実
際
に
関

わ
っ
た
経
験
と
、
理
論
的
な
問
題
を

橋
渡
し
す
る
立
場
で
お
話
し
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
テ
セ
ウ
ス
の

船
」
と
い
う
の
は
、
古
代
ロ
ー
マ
か

ら
知
ら
れ
た
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
す
。

著
述
家
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、『
英
雄
伝
』

で
テ
セ
ウ
ス
と
い
う
ア
テ
ネ
の
指
導

者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

ま
す
。

「
テ
セ
ウ
ス
が
若
者
た
ち
と
い
っ
し
ょ

と
言
っ
た
」（
プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
英
雄
伝
』

第
一
巻
。
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

〇
〇
七
年
）。

三
十
挺
艪
船
と
は
、
三
十
の
オ
ー

ル
で
漕
い
で
進
む
船
の
こ
と
で
す
。

伝
承
で
は
テ
セ
ウ
ス
は
紀
元
前
十
三

世
紀
の
人
物
で
あ
り
、
パ
レ
ロ
ン
の

デ
メ
ト
リ
オ
ス
は
紀
元
前
四
世
紀
の

政
治
家
、
哲
学
者
で
す
の
で
、
こ
の

船
は
約
九
百
年
間
保
存
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た「
生
長
の
議
論
」

と
は
、プ
ル
タ
ル
コ
ス
の『
モ
ラ
リ
ア
』

の
中
の
「
神
罰
が
遅
れ
て
現
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
」
に
出
て
く
る
も
の

で
、
そ
こ
で
は
「
以
前
金
を
借
り
た

者
は
今
は
借
り
て
い
な
い
。
な
ぜ
な

ら
そ
の
人
は
成
長
し
て
別
人
に
な
っ

た
か
ら
」
と
い
う
例
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。「
テ
セ
ウ
ス
の
船
」
と
は
、

船
が
そ
の
部
品
を
と
り
換
え
て
、
最

初
の
部
品
が
全
く
残
ら
な
く
な
っ
て

も
、
元
の
船
と
言
え
る
の
か
と
い
う

「テセウスの船としての
現代美術」

加
治
屋
健
司

加治屋健司
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パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
、
同
一
性
に
関
す

る
哲
学
的
な
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

同
じ
こ
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で

も
考
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
プ
ラ
ト

ン
は
、『
ク
ラ
テ
ュ
ロ
ス
』
で
ヘ
ラ

ク
レ
イ
ト
ス
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ
で
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
台
詞
と
し
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
ま
す
。「
ヘ
ラ
ク
レ

イ
ト
ス
は
何
処
か
で
「
あ
ら
ゆ
る
も

の
は
動
い
て
い
て
何
も
の
も
と
ど
ま

ら
な
い
」
と
語
り
、
ま
た
有
る
も
の

を
川
の
流
れ
に
譬
え
な
が
ら
「
君
は

同
じ
川
に
二
度
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
も
語
っ

て
い
る
」（
プ
ラ
ト
ン
「
ク
ラ
テ
ュ
ロ

ス
」『
ク
ラ
テ
ュ
ロ
ス
・
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』

プ
ラ
ト
ン
全
集
第
二
巻
。
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
五
年
）。
こ
れ
は
一
般
に
、

ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
「
万
物
は
流
転

す
る
」
と
い
う
思
想
を
表
わ
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
要
素

が
変
わ
っ
て
い
く
も
の
を
同
一
の
も

の
と
見
な
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
な

の
で
、
テ
セ
ウ
ス
の
船
と
同
型
の
議

論
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、四
原
因
説
、

つ
ま
り
物
事
は
四
つ
の
要
素
で
で
き

て
い
る
と
い
う
説
を
述
べ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
芸
術
作
品
を
規
定
す

る
も
の
は
、「
質
料
因
」
す
な
わ
ち

物
質
、「
形
相
因
」
す
な
わ
ち
か
た

ち
、「
作
用
因
」す
な
わ
ち
作
者
、「
目

的
因
」
す
な
わ
ち
作
品
の
目
的
と

い
っ
た
よ
う
に
、
四
つ
あ
り
ま
す
。

「
テ
セ
ウ
ス
の
船
」
の
場
合
、
物
質
的

に
は
（
質
料
因
は
）
変
わ
っ
た
け
れ

ど
、
か
た
ち
と
し
て
は
（
形
相
因
と

し
て
は
）
同
じ
だ
と
考
え
れ
ば
、
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
せ
ま
す
。

今
回
は
、
実
際
の
再
制
作
の
例
も

紹
介
し
な
が
ら
、「
テ
セ
ウ
ス
の
船

と
し
て
の
現
代
美
術
」
に
つ
い
て
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
存
じ
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
岡
本
太

郎
の
《
痛
ま
し
き
腕
》
と
い
う
作
品

は
、
一
九
三
六
年
に
パ
リ
で
制
作
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
東
京
で
戦
災

に
よ
り
焼
失
し
、
一
九
四
九
年
、
展

覧
会
の
際
に
本
人
が
再
制
作
し
ま
し

た
。
赤
瀬
川
原
平
の
《
ヴ
ァ
ギ
ナ
の

シ
ー
ツ
（
二
番
目
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
）》

は
、
一
九
六
一
年
の
読
売
ア
ン
デ
パ

ン
ダ
ン
展
で
発
表
さ
れ
た
作
品
で
す

が
、
こ
れ
も
元
の
作
品
は
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
一
九
九
四
年
に
再

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
赤
瀬
川
の

作
品
は
、
最
近
、
東
京
国
立
近
代
美

術
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。
近
美
は

こ
れ
ま
で
、
再
制
作
さ
れ
た
作
品
を

基
本
的
に
は
購
入
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
学
芸
員
の
方
に
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
失
わ

れ
て
お
り
、
か
つ
作
者
自
身
が
再
制

作
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
二
つ
の

条
件
を
考
え
て
購
入
の
判
断
に
至
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
岡

本
太
郎
に
し
ろ
、
赤
瀬
川
原
平
に
し

ろ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
言
う
と
こ

ろ
の
「
質
料
因
」（
物
質
）
は
変
わ
っ

て
も
、「
形
相
因
」（
か
た
ち
）や
、「
作

用
因
」（
作
者
）
と
い
う
点
で
、
作
品

の
同
一
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

た
だ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
言
う

よ
う
な
要
素
を
踏
ま
え
れ
ば
、
常
に

作
品
の
同
一
性
が
保
た
れ
る
の
か
と

い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
最
近
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
岡
本
唐
貴
と
い

う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
の
画
家
に
よ

る
再
制
作
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
岡

本
が
一
九
二
九
年
に
描
い
た
《
争
議

団
の
工
場
襲
撃
》
と
い
う
作
品
は
、

当
時
の
ソ
連
の
大
使
館
員
が
購
入
し

て
、
本
国
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
そ

の
後
日
本
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美

術
に
対
す
る
弾
圧
が
激
し
く
な
り
、

岡
本
の
作
品
の
多
く
は
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
戦
後
、
岡
本
は
、

こ
の
作
品
の
所
在
が
分
か
ら
な
い

の
で
、
も
う
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
残
さ
れ
た
カ

ラ
ー
の
絵
ハ
ガ
キ
を
も
と
に
、
一
九

七
三
年
に
こ
の
絵
を
描
き
直
し
ま
し

た
。
岡
本
は
「
復
元
画
」
と
い
う
言

い
方
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最

近
、
小
学
館
が
日
本
美
術
全
集
を
出

す
に
あ
た
っ
て
調
査
し
た
ら
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
絵
が
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美

術
館
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で

す
。
つ
ま
り
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
絵

が
複
数
枚
生
じ
る
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、古
橋
の《LO

V
-

E
R

S

》
に
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

《LO
V

E
R

S

》
は
一
九
九
四
年
に
キ

ヤ
ノ
ン
・
ア
ー
ト
ラ
ボ
で
発
表
さ
れ
、

一
九
九
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代

美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
こ
の
作
品
は
、
二
〇
〇
一
年
に

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
再
制

作
さ
れ
た
の
で
、
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
中
央
の
タ
ワ
ー
に
ス
ラ
イ
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
二
台
と
ビ
デ
オ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
五
台
あ
っ
て
、
映

像
は
元
々
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で

出
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
作
品

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
に

入
っ
た
時
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ク

ニ
カ
ル
な
部
分
を
担
当
し
て
い
た

高
谷
史
郎
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を 

PC
-98
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に
替
え
、
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

も
劣
化
し
て
い
た
の
で
交
換
し
て

い
ま
す
。
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
五
台
の
う
ち

四
台
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
替
え

ま
し
た
。

《LO
V

E
R

S

》
は
、
近
年
ど
ち
ら
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
も
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
つ

く
ら
れ
た
も
の
は
、
二
〇
一
五
年
に

京
都
で
修
復
さ
れ
ま
し
た
。
京
都

で
は
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

入
れ
替
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
に
あ
っ
た
天
井
か
ら
の
ビ
デ

オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
四
台
を
追
加

し
ま
し
た
。
他
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
は
、
二
〇
一
六
年
の
修

復
に
お
い
て
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
や
め
て
、
マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
の
パ
ソ
コ
ン
の
中
の
ム
ー

ビ
ー
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
映
像
を
動
か

す
よ
う
に
変
え
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

《LO
V

E
R

S

》に
お
い
て
は
、
一
つ
の

作
品
が
二
つ
に
分
岐
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
形
態
と
構
造
を
持
つ
作
品

に
な
っ
た
の
で
す
。
先
ほ
ど
田
口
さ

ん
の
お
話
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
現

代
の
素
材
を
使
っ
た
場
合
、
複
製
可

能
性
が
出
て
き
ま
す
の
で
、
再
制
作

の
問
題
は
、作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

「
テ
セ
ウ
ス
の
船
」
と
は
、
個
々
の

要
素
を
入
れ
替
え
て
い
く
作
品
だ
け

で
な
く
、
美
術
館
に
関
し
て
も
言
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

こ
で
再
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術

館
の
例
を
出
す
と
、
一
九
二
九
年
に

開
館
し
た
と
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近

代
美
術
館
は
、
実
験
を
行
な
う
ラ
ボ

ラ
ト
リ
ー
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
の

が
、
初
代
館
長
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

バ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
考
え
で
し
た
。

一
般
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

は
、
様
々
な
美
術
の
動
向
や
流
派
を

整
理
し
て
一
つ
の
歴
史
の
流
れ
を
つ

く
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
そ
う
し
た
チ
ャ
ー
ト
も
つ
く
っ
て

い
ま
す
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
当

初
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
定
期
間
保

有
し
た
後
に
売
却
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ー
自
身
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代

美
術
館
を
「
魚
雷
」
に
例
え
て
、
そ

の
先
端
は
現
在
に
切
り
込
む
と
同
時

に
、
尾
の
方
は
五
十
年
か
ら
百
年
く

ら
い
の
過
去
を
示
す
も
の
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
先
頭
に
は
ア
メ
リ
カ
や

加治屋健司
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メ
キ
シ
コ
の
美
術
が
あ
り
、
尾
の
方

は
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ

ン
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
絵

画
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
時
代
の
中
を
通
り
抜
け
て
い
っ

て
、
五
十
年
か
ら
百
年
く
ら
い
の
新

し
い
芸
術
だ
け
を
持
ち
、
古
い
芸
術

は
ど
ん
ど
ん
売
っ
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
し
た
。
売
却
先
は
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
を
考
え
て
お
り
、

実
際
に
い
く
つ
か
の
作
品
は
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
売
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美

術
館
は
次
第
に
作
品
を
売
ら
な
く
な

り
、
最
終
的
に
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
歴

史
的
な
流
れ
を
自
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
で
追
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

う
し
て
見
て
く
る
と
、「
テ
セ

ウ
ス
の
船
」
と
い
う
の
は
、
個
々
の

要
素
を
変
え
て
い
く
再
制
作
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
、
あ
る
い
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
替

え
て
い
く
美
術
館
だ
け
で
な
く
、
現

代
美
術
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
示

し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は「
現
在
」が
、
常
に
そ
の

内
実
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
起
因

し
て
い
ま
す
。
英
語
で
「
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
（
現
代
美
術
）」
と

言
っ
た
と
き
、
私
の
学
生
時
代
の
九

〇
年
代
末
は
「
一
九
四
五
年
以
降
の

美
術
」
と
い
う
意
味
で
し
た
。
し
か

し
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
「
一

九
六
〇
年
代
以
降
の
美
術
」
を
指

し
、
今
で
は
「
一
九
八
九
年
以
降
の

美
術
」
の
こ
と
を
言
う
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、「
現
代
美
術
」
が
指
す
も

の
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
は
、
作

品
の
同
一
性
に
対
す
る
時
間
概
念

の
影
響
で
す
。
と
い
う
の
は
、
作
品

は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
だ
け
で

な
く
、
制
作
の
時
代
に
よ
っ
て
も
同

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。「
現
代

（
モ
ダ
ン
）」
と
い
う
言
葉
の
背
後
に

は
、
過
去
―
現
在
―
未
来
と
い
う
歴

史
主
義
的
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
「
モ

ダ
ン
」
に
お
い
て
、
現
在
は
過
去
を

踏
ま
え
つ
つ
、
未
来
に
向
か
っ
て
進

む
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
で
は
「
同

時
代
（
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
）」
と

い
う
言
葉
が
「
現
在
」
を
指
す
も
の

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
ク
レ
ア
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ

は
『R

adical M
useology

』（
二
〇

一
四
年
﹇
邦
訳
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ミ
ュ
ゼ

オ
ロ
ジ
ー
』
二
〇
二
〇
年
﹈）
と
い
う
本

の
中
で
、「
同
時
代
」
を
二
つ
に
分

け
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
一
つ
め

の「
同
時
代
」は
、
ボ
リ
ス
・
グ
ロ
イ

ス
と
い
う
ロ
シ
ア
出
身
の
思
想
家

が
考
え
て
い
る
よ
う
な
「
現
在
」
で

す
。
そ
れ
は
、
過
去
―
現
在
―
未
来

と
い
う
つ
な
が
っ
た
時
間
軸
の
中
で

歴
史
主
義
的
に
現
在
を
考
え
る
の
で

は
な
く
、
も
は
や
そ
う
し
た
歴
史
が

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
後
、
過
去
と
の

繋
が
り
も
な
く
、
未
来
へ
の
展
望
も

な
い
ま
ま
表
れ
て
い
る
よ
う
な
、
ポ

ス
ト
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
な
概
念
で
す
。

二
つ
め
の
「
同
時
代
」
は
、
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

デ
ィ
デ
ィ
゠
ユ
ベ
ル
マ
ン
と
い
っ
た

思
想
家
た
ち
が
考
え
て
い
る
よ
う
な

概
念
で
す
。
そ
れ
は
、
多
数
の
時
間

性
が
共
存
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
、

ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
的
な
あ
り
方
を

指
し
ま
す
。
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
の
時

間
の
ズ
レ
の
中
に
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
は

弁
証
法
的
な
契
機
を
見
出
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
単
に
複
数
の
時
間
が
並
置

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
展
開
を
生

み
出
す
よ
う
な
も
の
と
し
て
「
同
時

代
」を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

分
か
り
や
す
い
例
で
言
う
と
、
歴

史
主
義
的
な「
現
代
」と
は
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
常
設
展
で

示
さ
れ
る
も
の
で
す
。
歴
史
的
に
美

国
立
国
際
美
術
館
の
学
芸
課
長
の

中
井
で
す
。
私
は
現
場
の
人
間
と
し

て
、
現
代
美
術
の
展
示
方
法
で
あ
る

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
広
義
の

「
再
制
作
」
と
捉
え
て
、
特
に
一
九
六

〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け

て
の
「
も
の
派
」
の
作
品
に
つ
い
て
、

私
自
身
が
こ
れ
ま
で
展
示
に
関
わ
っ

た
作
品
を
お
見
せ
し
な
が
ら
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
エ
ン
ジ
ン
》
の
よ
う
に
「
そ
の
場

限
り
の
未
来
な
き
再
制
作
」
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
他
方
、
二
つ
め
の
ア

ナ
ク
ロ
ニ
ッ
ク
な
同
時
代
の
考
え

方
に
基
づ
く
と
、《LO

V
E

R
S

》
の

よ
う
に
、
元
の
作
品
の
時
間
が
あ
っ

て
、
新
し
い
要
素
も
付
け
加
わ
り
、

複
数
の
時
間
が
混
在
し
て
い
る
よ
う

な
保
存
修
復
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

一
般
に
、
現
代
美
術
の
再
制
作
や

修
復
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す

が
、
こ
う
し
た
複
数
の
時
間
概
念

を
考
え
る
こ
と
で
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
近
づ
け
る
の
が
最
も
オ
ー
セ
ン

テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
で

は
な
い
か
た
ち
で
現
代
美
術
の
保
存

修
復
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

術
の
流
れ
を
整
理
し
て
、
ゴ
ッ
ホ
や

セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
か
ら
始
ま

り
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
や
抽
象
、
そ
し
て
、

抽
象
表
現
主
義
、
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー

ト
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト

な
ど
を
経
て
生
じ
る
「
現
代
」
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
一
つ
め
の
ポ
ス
ト

ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
な
「
同
時
代
」
と
は
、

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
や
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

が
捉
え
よ
う
と
す
る
、「
今
の
美
術

は
こ
う
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う

な
「
同
時
代
」
の
捉
え
方
で
す
。
過

去
の
流
れ
を
受
け
た
発
展
で
は
な
い

し
、
未
来
予
想
の
元
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
今
は

マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
が
進
行

し
て
い
る
の
で
、
様
々
な
国
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
全
部
並
べ
る
こ
と
で
生
ま
れ
て

く
る
よ
う
な
「
同
時
代
」
と
言
っ
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
二
つ
め
の
同
時

代
の
例
は
、
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
や
ポ

ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
常
設
展

の
こ
と
で
、「
テ
ー
マ
別
展
示
」
と

言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
は
、

様
々
な
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
が

並
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
複
数
の
時
間

の
作
品
を
混
在
さ
せ
て
、
時
間
軸
を

ズ
ラ
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
作

品
ど
う
し
の
間
で
起
こ
る
弁
証
法
的

な
展
開
の
中
か
ら
未
来
を
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
展
示
で
す
。
ビ
シ
ョ
ッ

プ
は
、
こ
う
し
た
二
つ
め
の
同
時
代

を
考
え
る
こ
と
で
、
美
術
館
は
自
ら

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
組
み
換
え
な
が

ら
、
新
し
い
も
の
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
と
、
現

代
美
術
の
保
存
修
復
や
再
制
作
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
歴
史
主
義
的
な
立
場
で
あ
れ

ば
、
過
去
の
も
の
を
な
る
べ
く
そ
の

ま
ま
残
す
と
い
う
考
え
方
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
ポ
ス
ト
ヒ
ス
ト
リ
カ

ル
な
同
時
代
と
い
う
考
え
方
を
す
る

な
ら
ば
、
第
一
部
の
國
府
理
の
《
水

「美術作品の
『再制作』について」

中
井
康
之

中井康之
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私
は
二
〇
〇
五
年
に
国
立
国
際

美
術
館
で
「
も
の
派
―
再
考
」
展
を

企
画
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
三

タ
イ
プ
に
分
け
て
実
例
を
紹
介
し

ま
す
。（
一
）
作
者
が
す
で
に
亡
く

な
っ
て
い
る
が
、
最
初
に
展
示
し
た

材
料
が
残
っ
て
い
る
作
品
。
例
と
し

て
、
吉
田
克
朗
の
《
6 

5 

0
ワ
ッ
ト

と
60
ワ
ッ
ト
》（
一
九
七
〇
）
が
あ
り

ま
す
。
作
品
は
現
存
し
て
お
り
、
埼

玉
県
立
近
代
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
家
不
在
の
状
況
下
で
の

展
示
に
あ
た
り
、
当
時
、
親
交
の
深

か
っ
た
小
清
水
漸
さ
ん
に
監
修
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
明
る
さ
の
異

な
る
二
つ
の
電
球
の
光
の
関
係
性
を

見
せ
る
」
と
い
う
の
が
こ
の
作
品
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
、
作
家
が
使
っ
た
素
材

を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
通
り
に
設

置
す
れ
ば
作
品
性
が
保
持
さ
れ
る
の

か
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式
の

作
品
性
を
ど
の
よ
う
に
保
持
し
て
い

く
の
か
は
、
困
難
な
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。

次
に
、（
二
）
作
者
は
現
役
で
、
最

初
に
展
示
し
た
材
料
が
残
っ
て
い
る

作
品
。
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
形
式

の
作
品
で
は
、
こ
の
作
例
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、（
三
）作
者

は
現
役
で
、
最
初
に
展
示
し
た
材
料

と
同
等
の
素
材
に
よ
る
再
制
作
。
例

え
ば
、
小
清
水
漸
の
《
か
み
》（
一
九

六
九
）。
展
示
方
法
や
材
質
は
、
小

清
水
さ
ん
自
身
が
保
証
し
て
い
ま
す

の
で
、
先
ほ
ど
の
吉
田
克
朗
の
例
よ

り
も
、
作
品
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
も
の

派
の
初
期
作
品
に
は
ト
リ
ッ
キ
ー
な

要
素
が
あ
り
、
こ
の
《
か
み
》
で
は
、

作
品
の
巨
大
さ
を
よ
り
感
じ
さ
せ
る

た
め
に
、
小
清
水
さ
ん
自
身
が
こ
れ

を
二
つ
に
割
っ
て
ハ
の
字
形
に
し
た

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に

発
表
さ
れ
た
作
品
で
は
、
置
か
れ
た

石
は
一
つ
で
す
が
、
ご
自
身
が
再
制

作
し
た
作
品
で
は
石
が
二
つ
で
す
。

作
品
の
意
図
を
よ
り
明
確
に
す
る
た

め
に
、
作
家
自
身
が
手
を
加
え
て
い

ま
す
。

「
も
の
派
」
が
生
ま
れ
る
前
の
六
〇

年
代
頃
か
ら
、「
読
売
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
展
」、「
ネ
オ
・
ダ
ダ
・
オ
ル
ガ

ナ
イ
ザ
ー
ズ
」や「
ハ
イ
レ
ッ
ド
・
セ

ン
タ
ー
」
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
組

ん
で
い
た
作
家
を
中
心
に
、
作
品
が

そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
ス
タ
イ
ル
か

ら
変
わ
っ
て
い
っ
て
、
以
前
は
使
わ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
素
材
を
使
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
赤

瀬
川
原
平
の
《
ヴ
ァ
ギ
ナ
の
シ
ー
ツ

（
二
番
目
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
）》（
一
九

六
一
／
九
四
）
は
、
ゴ
ム
や
真
空
管

を
使
っ
て
い
て
、
展
示
を
終
え
た
ら

捨
て
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
工
藤
哲
巳
が
第
十
四
回
読
売
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
で
展
示
し
た
《
イ

ン
ポ
分
布
図
と
そ
の
飽
和
部
分
に
於

け
る
保
護
ド
ー
ム
の
発
生
》（
一
九

六
一
）
は
、
展
示
室
一
室
を
占
有
し
、

そ
の
辺
の
廃
物
を
使
っ
た
よ
う
な
作

品
で
す
。
工
藤
は
自
分
の
作
品
を
保

持
す
る
こ
と
に
非
常
に
固
執
し
た
作

家
で
、
海
外
で
個
展
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
や
る
時
に
は
、
こ
の
作
品
を

様
々
な
か
た
ち
で
展
示
し
ま
し
た
。

今
は
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
て
、
二
〇
一
三
年
に
国
立
国

際
美
術
館
で
工
藤
哲
巳
の
回
顧
展
を

開
催
し
た
時
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
借

用
し
て
展
示
し
ま
し
た
。
た
だ
、
こ

の
作
品
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
と

し
て
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
ど
う
す
る
か
を

美
術
館
内
で
議
論
し
、
も
う
一
般
に

売
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
食
玩
の
制

作
会
社
に
発
注
し
て
展
示
に
用
い
ま

し
た
。
こ
れ
が
再
制
作
に
あ
た
る
の

か
ど
う
か
は
、
私
自
身
も
判
断
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
展
示

す
る
の
は
工
藤
自
身
の
意
に
添
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
形
態
が
同
じ

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
食
べ
て
し

ま
え
る
も
の
、
腐
る
も
の
と
い
う
こ

と
の
方
に
重
き
を
置
い
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
作
品
性
を
ど
う
保
持

し
て
い
く
の
か
は
、
工
藤
が
残
し
た

資
料
を
読
み
込
む
こ
と
で
も
っ
と
明

ら
か
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

次
は
再
制
作
の
例
で
す
が
、「
も

の
派
―
再
考
」
展
に
出
品
し
た
李
禹

煥
の《
関
係
項
―
ふ
た
つ
の
石
と
ふ

た
つ
の
鉄
》（
一
九
七
八
／
九
〇
）
と

い
う
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
す
。
制

作
年
が「
一
九
七
八
／
九
〇
年
」
と

あ
る
の
は
、
一
九
七
八
年
に
ド
イ
ツ

で
の
個
展
で
発
表
さ
れ
た
後
、
一
九

九
〇
年
に
国
立
国
際
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た「
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
」
展

で
作
家
自
身
に
依
頼
し
て
再
制
作
さ

れ
、当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

今
、
当
館
で
は
、
私
が
企
画
し
ま
し

た「
態
度
が
形
に
な
る
と
き 

―
安
齊

重
男
に
よ
る
日
本
の
七
〇
年
代
美
術

―
」
展
が
開
催
中
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
関
連
し
た
収
蔵
品
を
展
示
し
て

い
て
、
李
禹
煥
の
こ
の
作
品
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
九
〇
年
の
展

覧
会
の
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
元
に
展
示

し
ま
し
た
の
で
、
寸
分
違
わ
な
い
と

言
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
写
真
記
録

を
見
る
と
、
位
置
が
若
干
違
う
よ
う

に
思
い
ま
す
。
鉄
は
酸
化
が
速
い
物

質
な
の
で
、
色
も
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
通
り

に
並
べ
て
印
象
が
少
し
違
う
と
い
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
の
ど
の

よ
う
な
空
間
に
作
品
が
置
か
れ
、
ど

の
よ
う
な
関
係
性
で
作
品
を
見
る
こ

と
が
作
者
の
意
図
に
近
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
第
三
者
に
分
か
る
よ
う

に
残
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
李
禹
煥
の
意

図
し
た
作
品
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
何
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ

る
の
か
は
、
多
く
の
人
に
考
え
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
現
代
美
術
の
作
品
が

「
作
品
」
と
し
て
成
立
し
え
る
の
か
、

と
い
う
了
解
を
見
る
人
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
美
術
館

で
仕
事
を
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、

現
代
美
術
の
作
品
と
し
て
成
立
す
る

た
め
の
作
品
性
が
い
っ
た
い
ど
こ
に

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
よ
り
良
い

か
た
ち
で
伝
え
て
い
く
必
要
性
、
責

務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
作

品
の
「
再
生
」（
と
私
は
考
え
る
の
で

す
が
）
の
場
合
、
ど
こ
を
基
準
に
考

え
る
の
か
、
新
し
い
基
準
は
ど
う
い

う
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

の
か
を
改
め
て
考
え
直
す
必
要
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

兵
庫
県
立
美
術
館
保
存･

修
復
グ

ル
ー
プ
学
芸
員
の
相
澤
と
申
し
ま

す
。
当
館
所
蔵
の
吉
村
益
信
《
豚
・

pig lib;

》﹇
図
8
﹈
の
修
復
事
例
を
ご

報
告
し
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
豚
の

剥
製
が
用
い
ら
れ
、
胴
体
に
食
品
サ

ン
プ
ル
の
ハ
ム
が
固
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
剥
製
は
、
前
脚
に
は
め
ら
れ
た

「吉村益信《豚・pig lib;》の修復処置と
保存の課題について」

相
澤
邦
彦

相澤邦彦
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ボ
ル
ト
で
木
製
の
台
に
固
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
、
右
耳
付
け
根
部

分
に
亀
裂
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
﹇
図

9
﹈。
そ
の
後
、
亀
裂
は
徐
々
に
広

が
っ
て
内
容
物
が
露
出
し
、
白
い
粉

が
落
ち
続
け
て
い
た
た
め
、
貸
出
及

び
館
内
展
示
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
露
出
し
た
内
容
物
は
色
や
形
状

か
ら
石
膏
か
セ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
も

の
と
思
わ
れ
、
亀
裂
周
辺
の
表
皮
は

変
形
し
て
浮
き
上
が
っ
た
ま
ま
硬
化

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
亀
裂
に

よ
り
少
し
前
に
傾
い
た
耳
は
、
全
く

動
か
な
い
状
態
で
し
た
。
当
初
、
異

状
が
無
か
っ
た
左
耳
付
け
根
に
も
二

〇
一
五
年
に
亀
裂
が
発
生
し
、
徐
々

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
白
い
粉
を
分

析
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
多
く

の
成
分
が
検
出
さ
れ
、
何
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
亀
裂
は
ま
さ
に
進
行
し
て

い
る
の
で
す
が
、
原
因
が
全
く
分
か

ら
ず
、
ど
う
修
復
す
べ
き
か
見
当
が

つ
か
な
い
状
態
で
し
た
。
博
物
館
に

は
資
料
と
し
て
の
剥
製
が
あ
り
ま

す
が
、
美
術
品
に
剥
製
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
稀
で
、
同
様
の
損
傷
例
や

修
復
事
例
が
国
内
に
な
く
、
現
代
美

術
作
品
の
修
復
事
例
が
豊
富
な
テ
ー

ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
、

ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
、ノ
イ
エ
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ハ
ン
ブ

ル
ガ
ー
・
バ
ー
ン
ホ
フ
に
も
確
認
し

ま
し
た
が
、
似
た
事
例
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

国
内
の
複
数
の
専
門
家
と
上
記
欧

米
各
館
の
助
言
を
も
と
に
、
ま
ず
、

粉
の
落
下
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
石

膏
ま
た
は
セ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の

を
接
着
剤
で
あ
る
程
度
固
め
て
、
損

傷
箇
所
内
部
を
Ｘ
線
透
過
装
置
で
調

査
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
損
傷
箇
所

内
部
は
Ｘ
線
を
通
さ
な
い
も
の
が
複

雑
に
重
な
り
、
具
体
的
な
損
傷
原
因

［図8］ 作品全図（修復後）

相澤邦彦

や
解
決
策
の
た
め
の
判
断
材
料
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
因
が
わ
か
ら
ず
、
似
た
事
例
も

無
く
、
そ
の
一
方
で
広
が
り
続
け
る

亀
裂
は
、
顔
や
胴
体
に
ま
で
達
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と
も
想
像
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
石
膏
か
セ
メ
ン
ト
の

よ
う
な
も
の
を
少
し
取
り
除
き
、
び

く
と
も
し
な
い
耳
と
皮
を
元
の
位
置

に
戻
せ
る
よ
う
に
し
て
応
急
的
に
接

着
し
、
せ
め
て
短
期
間
で
も
展
示
可

能
な
状
態
を
目
指
し
つ
つ
、
並
行
し

て
亀
裂
の
原
因
の
調
査
を
続
け
る
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。

石
膏
か
セ
メ
ン
ト
に
見
え
た
も
の

を
外
科
メ
ス
で
削
る
と
、
実
は
非
常

に
薄
く
、
断
面
が
銀
色
の
金
属
の
よ

う
で
し
た
。
石
膏
か
セ
メ
ン
ト
に
見

え
て
い
た
内
容
物
は
、
実
は
金
属
、

し
か
も
鉛
で
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
原

因
で
劣
化
し
つ
つ
、
鉄
の
錆
の
よ
う

に
、
鉛
表
面
に
鉛
白
が
発
生
し
た
も

の
と
推
測
し
ま
し
た
。
鉛
白
が
発
生

し
た
分
だ
け
、
内
容
物
の
体
積
が
増

え
て
、
剥
製
の
皮
が
破
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
劣
化
し
た
鉛
が
一

部
崩
壊
し
、
内
部
で
干
渉
し
て
、
耳

や
皮
が
元
の
位
置
に
戻
ら
な
く
な
っ

て
い
る
と
推
測
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
亀
裂
周
辺
の
内
容
物
を

可
能
な
限
り
掻
き
出
し
ま
し
た
。
内

容
物
は
皮
の
一
部
、
乾
燥
し
た
粘

土
、
藁
、
鉛
、
鉛
白
な
ど
で
す
が
、
初

め
に
調
査
し
た
白
い
粉
は
、
こ
れ
ら

が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
多
く
の
成
分
が
検
出
さ
れ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
掻
き
出
し
た
内
容

物
の
う
ち
、
鉛
及
び
鉛
白
と
思
わ
れ

る
も
の
の
み
改
め
て
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
や
は
り
鉛
と
鉛
白
の
成
分
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
鉛
、
鉛
白
、
内
容

物
を
可
能
な
限
り
取
り
除
き
、
耳
が

ま
さ
に
皮
一
枚
で
繋
が
っ
て
い
る

状
態
に
し
ま
し
た
が
、
作
業
が
し
に

く
い
こ
と
、
接
着
が
不
十
分
と
な
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
皮
を
切

り
、
い
っ
た
ん
取
り
外
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
部
の
専
門
家
の
協
力
を

得
て
、
剥
製
内
部
の
空
気
成
分
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
剥
製
内
部
が
酸
性

に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
鉛
の
劣
化
と
鉛
白
発
生

の
原
因
、
つ
ま
り
亀
裂
の
原
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
収
蔵

庫
内
で
は
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
を
被
せ

て
作
品
を
保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、

剥
製
内
部
や
台
座
か
ら
揮
発
す
る
ガ

ス
が
ケ
ー
ス
内
に
こ
も
り
、
鉛
白
発

生
の
原
因
に
な
っ
た
の
で
は
、
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

切
り
離
し
た
耳
を
接
着
す
る
前

に
、
接
着
材
料
の
実
験
を
し
た
結

果
、
接
着
力
の
強
い
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

と
、
修
復
用
の
ア
ク
リ
ル
接
着
剤
を

matsumotohisaki
テキストボックス
※画像を加工しています。
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併
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
剥
製
の
皮
の
破
片
を
用
い
て
、

皮
の
内
側
に
ア
ク
リ
ル
接
着
剤
を

塗
っ
て
も
、
皮
の
表
面
が
変
化
し
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

接
着
作
業
で
は
、
ま
ず
、
ア
ク
リ

ル
接
着
剤
で
層
を
作
り
ま
し
た
。
そ

の
う
え
で
少
し
エ
ポ
キ
シ
を
充
填

し
、
さ
ら
に
ア
ク
リ
ル
接
着
剤
で
層

を
作
り
ま
す
。
エ
ポ
キ
シ
同
士
で
は

う
ま
く
く
っ
つ
か
な
い
性
質
が
あ
る

の
で
す
が
、
こ
う
す
る
こ
と
で
し
っ

か
り
接
着
で
き
ま
す
。
こ
の
作
業
を

何
度
も
繰
り
返
し
ま
す
。

切
り
離
し
た
耳
に
も
同
じ
こ
と
を

し
、
亀
裂
の
固
定
や
耳
と
本
体
の
接

着
の
際
は
、接
着
剤
が
固
ま
る
ま
で
、

四
時
間
、
力
加
減
や
角
度
を
調
整
し

な
が
ら
手
で
支
え
続
け
ま
し
た
。
な

お
左
耳
の
付
け
根
は
、
ア
ク
リ
ル
接

着
剤
の
充
填
の
み
で
と
ど
め
て
い
ま

す
。
接
着
及
び
充
填
完
了
後
、
皮
が

既
に
無
い
と
こ
ろ
の
み
、
水
彩
絵
の

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
豚
は
二
本
脚
で
す
の

で
、
脚
の
負
担
が
か
な
り
大
き
い
も

の
と
危
惧
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ

し
、
Ｘ
線
写
真
で
見
る
と
、
脚
に
は

め
ら
れ
た
固
定
の
た
め
の
金
属
の
棒

が
、
か
な
り
長
く
太
さ
も
十
分
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
台
座
と

の
固
定
箇
所
の
み
補
強
す
る
こ
と
を

近
く
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
作
業
を
通
じ
て
、
ま
た
あ

ら
ゆ
る
修
復
作
業
の
前
提
と
し
て
、

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
修
復
は
必
要
悪
で
あ
る
」、つ
ま

り
何
も
し
な
い
で
済
む
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
最
良
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

や
は
り
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
本
作
品
の
損
傷
例
を

含
め
、
や
む
を
得
ず
修
復
を
行
な
わ

ね
ば
な
ら
な
い
事
態
が
必
ず
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
場
合
は
必
然
的
に
、
最

低
限
の
処
置
に
と
ど
め
る
こ
と
、
ま

た
そ
の
処
置
に
お
い
て
、
修
復
作
業

具
で
補
彩
し
ま
し
た﹇
図
10
﹈。

作
業
を
終
え
て
、
二
〇
一
七
年
四

月
、
約
八
年
ぶ
り
に
当
館
で
展
示
し

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
や
留
意
点
と

し
て
、
ま
ず
、
剥
製
の
毛
が
光
に
弱

く
褪
色
し
や
す
い
の
で
、
展
示
に
際

し
て
照
度
を
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
両
耳
の
中
身
は
鉛
で
、

左
耳
付
け
根
の
鉛
も
残
っ
た
ま
ま

な
の
で
、
こ
れ
ら
が
将
来
、
劣
化
す

る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
特

に
耳
は
、
皮
を
剥
い
で
鉛
を
取
り
除

き
、
合
成
樹
脂
で
形
、
大
き
さ
、
角

度
が
同
じ
も
の
を
作
成
し
て
入
れ
替

え
、
同
じ
皮
を
張
る
作
業
が
必
要
と

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

剥
製
に
付
け
ら
れ
た
「
ハ
ム
」
の

部
分
は
合
成
樹
脂
で
で
き
て
い
ま
す

が
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
の
合
成

樹
脂
は
寿
命
が
短
く
、
長
く
て
も
百

年
程
度
で
形
が
保
て
な
く
な
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ハ
ム
」

は
、
再
制
作
が
必
要
に
な
る
と
考
え

者
の「
個
性
」、「
嗜
好
性
」、「
主
張
」

が
明
ら
か
に
目
に
つ
く
こ
と
は
、
当

然
な
が
ら
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
状
況
が
困
難
な
場
合
は
無
理
を

せ
ず
に
い
っ
た
ん
作
業
を
見
合
わ
せ

る
こ
と
、「
断
念
」
す
る
こ
と
も
必

要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
作
品
に
限
ら
ず
、
現
代
美
術
作

品
は
実
に
多
様
で
、そ
の
保
存
修
復
作

業
に
実
際
に
臨
む
上
で
は
、
個
々
の

作
品
と
損
傷
に
個
別
に
向
き
合
う
こ

と
、
個
別
に
考
え
る
こ
と
が
い
っ
そ

う
求
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
参
照
可
能
な
現
代
美

術
作
品
の
具
体
的
な
修
復
事
例
が
、

ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
次
々
と
開

発
さ
れ
、
作
品
に
用
い
ら
れ
る
新
し

い
素
材
の
特
性
把
握
と
、
そ
れ
ら
が

実
際
に
作
品
に
用
い
ら
れ
た
際
の
劣

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
把
握
も
な
か

な
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現

代
美
術
作
品
の
保
存
処
置
、
修
復
処

置
に
、
実
際
に
対
応
し
う
る
修
復
技

そ
れ
ぞ
れ
大
変
興
味
深
い
ご
発
表

で
し
た
が
、
共
通
す
る
ト
ピ
ッ
ク
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
つ
め
が
、

田
口
さ
ん
の
ご
発
表
で
言
わ
れ
て
い

た
、「
作
家
性
」
あ
る
い
は
「
オ
ー
ソ

小
林
公
：
司
会
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
、
兵
庫
県
立
美
術
館
学
芸

員
の
小
林
で
す
。
四
名
の
ご
発
表
者

に
遠
藤
さ
ん
を
加
え
て
共
同
討
議
に

入
り
ま
す
。

リ
テ
ィ
」
を
ど
こ
に
見
定
め
た
ら
よ

い
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
れ
は

中
井
さ
ん
の
ご
発
表
で
も
指
摘
さ
れ

た
、
再
制
作
さ
れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
見
る
時
に
、「
何
に
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
を
託
す
の
か
」
と
い
う
問

題
と
共
通
す
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
非
常
に
大
き
な
問
題
と
し

て
、「
時
間
」が
あ
り
ま
す
。
作
品
が

物
理
的
に
影
響
を
こ
う
む
る
時
間
と

い
う
こ
と
と
、
加
治
屋
先
生
の
お
話

に
あ
っ
た
よ
う
に
、
作
品
を
取
り
巻

く
側
の
時
間
に
対
す
る
意
識
も
変
化

し
つ
つ
あ
り
、
美
術
館
に
期
待
さ
れ

る
時
間
の
あ
り
方
が
現
在
進
行
形
で

検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

三
つ
め
が
、「
再
制
作
」
の
問
題

で
す
。
作
品
が
無
限
に
複
製
さ
れ
る

こ
と
も
想
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
第
一
部
の

最
後
で
遠
藤
さ
ん
が
「
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
持
つ
価
値
あ
る
い
は

性
格
が
、
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

記
録
と
い
う
範
囲
を
超
え
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
國
府
さ
ん
の
《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
そ
の
も
の
に
ま
で
遡
っ
て
再

現
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
持
ち
う
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
題
提
起

を
さ
れ
ま
し
た
。

私
か
ら
の
整
理
を
お
話
し
た
と
こ

ろ
で
、
ま
ず
、
田
口
さ
ん
に
ご
質
問

し
ま
す
。
修
復
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
「
作
家
に
よ
る
修
復
を
制
限
し

た
方
が
良
い
」
と
い
う
提
言
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

田
口
：
ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

登
壇
者

司
会

術
者
や
専
門
家
も
少
な
く
、
人
材
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に

結
果
が
出
な
く
て
も
、
こ
れ
ら
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

の
作
品
は
、
現
在
当
館
で
展
示

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

遠
藤
水
城

田
口
か
お
り

加
治
屋
健
司

中
井
康
之

相
澤
邦
彦

小
林 

公

ディスカッション
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定
的
に
表
現
す
る
場
合
、
そ
の
「
老

い
」
が
進
行
し
て
い
っ
た
結
果
と
し

て
の
、
作
品
の
「
死
」
を
想
定
し
て

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
、

失
わ
れ
て
し
ま
う
瞬
間
を
無
限
に
引

き
延
ば
す
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

田
口
：
作
品
の
「
死
」
と
い
う
も
の

を
、
現
代
美
術
を
扱
う
美
術
館
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
は
、
私
も
す
ご

く
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ゲ
テ
ィ
美
術

館
の
学
芸
員
と
話
し
て
い
た
時
、「
収

蔵
庫
の
中
に
、
展
示
で
き
な
い
、
死

ん
で
し
ま
っ
た
作
品
用
の
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
て
い
る
」
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
「
死
」
を
ど
う
定
義
す
る
の
か

は
、
各
国
の
各
コ
ン
サ
ヴ
ァ
タ
ー
の

考
え
方
に
よ
り
ま
す
が
、
も
う
お
そ

ら
く
外
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

生
を
終
え
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う

方
法
も
現
代
美
術
の
保
存
修
復
に

お
い
て
あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。
近
代
保
存
修
復
で
は
作
品
の

「
死
」
を
仮
定
し
て
い
な
か
っ
た
の

ま
す
。
第
一
部
で
、
國
府
さ
ん
の
作

品
の
再
制
作
に
あ
た
り
、
三
つ
の
困

難
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
作
家
が
不
在
で
あ
る
こ

と
、マ
ニ
ュ
ア
ル
が
無
か
っ
た
こ
と
、

動
か
す
度
に
傷
ん
で
い
く
脆
さ
と
不

安
定
さ
の
問
題
で
す
。
そ
の
話
を
受

け
て
、
発
表
の
中
で
、「
作
家
は
制

作
に
特
化
す
る
べ
き
で
、
修
復
の
作

業
に
作
家
が
入
っ
て
く
る
こ
と
は
可

能
な
限
り
防
が
な
い
と
い
け
な
い
」

と
い
う
、
イ
タ
リ
ア
の
現
代
美
術
の

保
存
修
復
学
の
中
で
出
て
き
た
考

え
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。「
や
は
り

作
家
は
ど
う
し
て
も
、
目
の
前
に
あ

る
作
品
を
見
る
と
、
も
っ
と
よ
り
良

い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
」
と
指
摘

す
る
修
復
家
や
美
術
史
家
は
多
い
で

す
。
一
方
、
作
家
が
自
作
を
も
う
一

度
再
制
作
す
る
こ
と
を
「
修
復
」
と

呼
ん
で
何
の
問
題
が
あ
る
の
か
と
い

う
主
張
も
あ
り
、
未
だ
に
そ
の
答
え

は
出
て
い
ま
せ
ん
。
最
近
、
イ
タ
リ

ア
や
ア
メ
リ
カ
で
開
か
れ
た
国
際
修

復
学
会
で
、「
作
家
自
身
か
ら
作
品

を
守
っ
て
い
く
」
こ
と
が
修
復
の
一

つ
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
引
き
受
け

た
上
で
議
論
す
る
こ
と
に
果
敢
に
向

か
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
提
言
が
あ
っ
た
こ
と
が
非
常
に

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

小
林
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

作
品
を
完
成
し
た
も
の
と
し
て
見
る

の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
作
品
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
様
々

な
可
能
性
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
今
度
は
加
治
屋
先
生
に
伺
い
ま

す
。
作
品
が
更
新
さ
れ
続
け
る
こ
と

に
つ
い
て
、
想
定
さ
れ
て
い
る
モ
デ

ル
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

加
治
屋
：
そ
う
で
す
ね
、
作
品
の
素

材
や
来
歴
も
、
再
制
作
の
あ
り
方
も

様
々
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
中
井
さ
ん
が
お
話
し
に
な
っ
た

李
禹
煥
は
、
再
制
作
に
つ
い
て
の
言

葉
を
残
し
て
い
ま
す
。「
自
分
は
い

わ
ゆ
る
再
制
作
は
好
き
で
は
な
い
。

全
く
同
じ
も
の
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
て
、
作
品
を
つ
く
る
『
場
』
を
考

え
な
が
ら
つ
く
り
直
す
ん
だ
」
と
い

う
趣
旨
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
私
自
身
は
、
そ
こ
で
新
た

に
生
ま
れ
る
も
の
が
、「
比
較
」
と

い
う
視
点
を
生
み
出
す
と
思
う
ん
で

す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
ず
れ
る
も
の
が

で
き
た
場
合
―
こ
れ
は
、
作
家
が
存

命
中
に
つ
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す

し
、
作
家
が
不
在
の
時
に
（
例
え
ば

國
府
さ
ん
の
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
よ
う
に
）
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
違
う
も

の
が
で
き
た
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
―
、
そ
こ
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
持
つ
特
徴
が
見
え
て
く
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
私
は
再
制
作
で
作
品
が

変
わ
る
こ
と
に
は
肯
定
的
な
価
値
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
林
：
田
口
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。

作
品
の
「
古
色
」
や
「
老
い
」
を
肯

で
、
ど
こ
ま
で
も
延
び
て
い
く
生
を

見
せ
る
か
た
ち
で
修
復
す
る
の
か
、

し
な
い
の
か
、
現
実
的
に
「
物
理
的

な
死
」
が
ま
ざ
ま
ざ
と
迫
っ
て
き
て

い
る
な
か
、
新
し
い
保
存
修
復
の
考

え
方
が
美
術
館
で
も
出
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

加
治
屋
：
最
近
、
ボ
リ
ス
・
グ
ロ
イ
ス

の
著
書『In the Flow

』（
二
〇
一
六

年﹇
邦
訳『
流
れ
の
中
で
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
の
ア
ー
ト
』
二
〇
二
一
年
﹈）
を
読

ん
で
い
る
の
で
す
が
、
作
品
の
「
死
」

と
い
う
問
題
は
、
グ
ロ
イ
ス
の
い
う

「
フ
ロ
ー
（
流
れ
）」
と
も
関
係
す
る

と
思
い
ま
す
。
グ
ロ
イ
ス
は
、
大
き

な
話
か
ら
始
め
る
の
で
す
が
、
文
化

と
は
、
個
別
的
で
い
つ
か
死
ぬ
有
限

の
存
在
で
あ
る
人
間
が
、
よ
り
普
遍

的
か
つ
永
遠
な
も
の
を
目
指
し
て
つ

く
る
も
の
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。
作

家
は
自
分
が
死
ん
だ
後
も
永
続
的
に

残
る
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、

現
代
に
お
い
て
は
そ
れ
は
壊
れ
つ

つ
あ
る
と
グ
ロ
イ
ス
は
言
い
ま
す
。

個
々
の
作
品
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う

け
れ
ど
、
作
品
が
生
ま
れ
続
け
る
と

い
う
こ
と
は
永
続
的
で
あ
り
、
そ
う

し
た
作
品
生
成
の
流
れ
、
フ
ロ
ー
に

現
代
的
な
意
味
を
見
出
し
て
い
ま

す
。
確
か
に
今
の
現
代
美
術
は
、
そ

う
し
た
流
れ
を
い
か
に
捉
え
る
か
と

い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
従

来
、
美
術
館
は
作
品
を
永
続
的
に
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
展
覧
会
で

は
、
例
え
ば
イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
や
っ
て
い
ま
す
し
、
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
移
り
変
わ
る
も
の
を
い
か
に

捉
え
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
、「
フ
ロ
ー

と
し
て
の
美
術
」
を
こ
れ
か
ら
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

中
井
：
ゲ
テ
ィ
美
術
館
の
「
死
ん
だ

作
品
の
部
屋
」
は
と
て
も
興
味
深
い

と
い
う
か
、
ど
う
い
う
も
の
が
あ
る

の
か
と
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。
美

術
館
は
近
代
的
な
美
術
作
品
の
概
念

に
基
づ
く
場
所
な
の
で
、
元
々
あ
っ

た
も
の
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
第
一

義
に
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
加
治

屋
さ
ん
が
先
ほ
ど
「
フ
ロ
ー
」
と
い

う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

今
後
、
も
の
派
の
作
品
の
よ
う
に
、

土
や
粘
土
と
か
、
生
の
素
材
を
使
っ

た
作
品
に
関
し
て
は
、
伊
勢
神
宮
の

式
年
遷
宮
で
は
な
い
で
す
が
、
素
材

を
新
し
く
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方

も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
た
だ
そ
の
時
、
作
品
の
質
を
誰

が
ど
う
決
め
る
の
か
が
問
題
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
も
の
派
や
ア

ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ
の
作
品
は
、
作

品
の
成
り
立
ち
が
そ
れ
ま
で
の
作
品

と
は
根
本
的
に
異
な
る
の
で
。

小
林
：「
モ
ノ
を
残
す
」
こ
と
を
託
さ

れ
て
い
る
立
場
と
し
て
、
相
澤
さ
ん

か
ら
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

相
澤
：
私
自
身
は
、
近
現
代
の
新
し

い
作
品
を
処
置
す
る
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
守
る
と
い
う
こ
と
に
長
く
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

今
日
お
話
し
し
た
吉
村
の
豚
の
作
品

の
ハ
ム
の
部
分
は
、
合
成
樹
脂
な
の

で
長
く
も
た
な
い
だ
ろ
う
と
か
、
最

近
関
わ
っ
た
別
の
例
で
は
、
蛍
光
灯

を
使
っ
た
作
品
も
そ
う
で
す
ね
。
ご

存
じ
の
通
り
、
ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ

ン
の
作
品
は
、
蛍
光
灯
し
か
使
わ
な

い
作
品
が
多
い
で
す
。
蛍
光
灯
の

メ
ー
カ
ー
や
型
番
、
色
温
度
や
光
の

太
さ
も
含
め
て
指
定
が
あ
っ
た
際

に
、
蛍
光
灯
は
い
ず
れ
無
く
な
る
の

で
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
と
、
お
そ

ら
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
る
し
か
選

択
肢
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
そ
う
す
る
と
多
分
、
私
の
感
覚

で
は
ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品

で
は
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
お
そ
ら

く
多
々
生
じ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ディスカッション



237 236

COMPOST記録 vol .  03202 2

別
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ナ
ウ

ム
・
ガ
ボ
の
合
成
樹
脂
に
よ
る
作
品

で
す
。
ナ
ウ
ム
・
ガ
ボ
は
初
め
て
合
成

樹
脂
を
使
っ
て
彫
刻
を
つ
く
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
三
〇
〜
四

〇
年
代
に
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
テ
グ

ス
、
釣
り
糸
で
つ
く
っ
た
彫
刻
作
品

が
あ
り
ま
す
が
、
テ
ー
ト
所
蔵
の
ナ

ウ
ム
・
ガ
ボ
作
品
の
一
部
は
百
年
も

も
た
ず
、
九
〇
年
代
終
わ
り
頃
か
ら

も
う
崩
壊
し
始
め
た
の
で
、
テ
ー
ト

で
は
3
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
な
ど
を
用
い
て

再
制
作
し
ま
し
た
。
作
家
は
も
ち
ろ

ん
も
う
他
界
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

も
う
一
つ
別
の
例
で
は
、
ポ
ン
ピ

ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
に
、
カ
シ
ミ
ー

ル
・
マ
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
の
建
築
模
型

か
宇
宙
船
の
よ
う
な
マ
ケ
ッ
ト
の
作

品
が
あ
り
ま
す
。
石
膏
で
で
き
て
い

て
、
ま
だ
モ
ノ
は
崩
壊
し
て
い
な
い

状
態
で
す
が
、
展
示
や
貸
出
に
は
耐

え
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
、
近
く
再

制
作
を
行
な
っ
て
展
示
や
貸
出
に
充

て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
素

材
に
は
寿
命
が
短
い
も
の
が
多
く
、

開
発
の
サ
イ
ク
ル
も
ど
ん
ど
ん
速
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
個
別
の
事
例
の

対
応
に
き
ち
ん
と
時
間
を
か
け
て
検

討
し
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

小
林
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
で
遠
藤
さ
ん
に
も
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
言
い
足
り
な
か
っ
た
こ

と
や
、
第
二
部
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
、
ご
質
問
や
ご
意
見
が
あ
り
ま

し
た
ら
ど
う
ぞ
。

遠
藤
：
今
日
の
話
を
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
に
引
き
寄
せ
る
な
ら
ば
、「
生

の
モ
デ
ル
」
と
「
死
の
モ
デ
ル
」
の

話
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。
人
間
は

死
ぬ
の
で
永
続
性
の
あ
る
も
の
を
つ

く
ろ
う
と
す
る
、
と
い
う
古
典
的
な

ア
ー
ト
の
概
念
に
対
し
て
、
加
治
屋

さ
ん
が
「
フ
ロ
ー
の
概
念
」
を
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
僕
が
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
に
つ
い
て
思
う
の
は
、
國
府
さ

ん
の
他
の
作
品
で
も
「
フ
ロ
ー
」、
循

環
を
そ
も
そ
も
扱
っ
て
い
て
、
な
お

か
つ
美
術
館
を
前
提
と
し
た
形
跡
が

な
い
こ
と
で
す
。
美
術
館
に
入
ろ
う

と
思
っ
た
ら
使
わ
な
い
よ
う
な
、
植

物
や
土
、
水
、
ガ
ソ
リ
ン
を
使
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
ね
。

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
以
外
の
國
府
さ

ん
の
作
品
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
フ

ロ
ー
と
い
う
か
、
完
結
し
た
循
環

が
な
さ
れ
る
よ
う
に
で
き
て
い
る

と
僕
は
認
識
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
来
「
エ
ン

ジ
ン
」
は
車
を
動
か
す
た
め
に
あ
る

も
の
で
、
力
が
発
生
し
て
、
機
関
が

連
結
さ
れ
て
、
車
が
動
く
ん
で
す
け

ど
、
國
府
さ
ん
が
見
せ
よ
う
と
し
た

の
は
、
彼
の
言
葉
に
明
確
に
残
っ
て

い
ま
す
が
、
エ
ン
ジ
ン
か
ら
放
出
さ

れ
る
熱
が
水
中
で
対
流
の
よ
う
な
も

の
を
つ
く
る
様
子
を
見
て
ほ
し
い

ん
だ
と
。
そ
の「
熱
」は
、
本
来
は
車

を
動
か
す
た
め
の
熱
で
は
な
い
の

で
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
連
結
か
ら
外

れ
て
し
ま
っ
た
剰
余
、
残
余
み
た
い

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ん
で
す
。
残
余
み

た
い
な
生
と
言
い
換
え
て
も
い
い
ん

で
す
け
ど
。
ど
う
し
て
も
漏
れ
て
し

ま
う
、
そ
う
し
た
残
余
性
を
作
品
が

持
っ
て
い
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
連

結
で
は
な
い
も
の
を
見
せ
よ
う
と
す

る
か
ら
、
そ
も
そ
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

に
動
く
は
ず
も
な
く
、
作
品
自
体
が

有
機
的
に
連
結
し
て
完
結
し
た
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
構
造
的
に
含
ま

れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
結

果
、
國
府
さ
ん
が
そ
の
場
に
い
て
、

壊
れ
た
も
の
を
直
し
て
い
た
、
動
か

し
て
い
た
、
國
府
さ
ん
の
存
命
中
も

一
度
エ
ン
ジ
ン
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
呼
び
こ
ん
で
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
よ
く
知
ら

れ
た
國
府
作
品
で
は
見
ら
れ
な
い
状

態
で
す
。
こ
う
言
っ
て
よ
け
れ
ば
、

こ
こ
で
は
「
残
余
と
し
て
の
生
」
が

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
彼
が
そ

こ
に
い
て
、
壊
れ
た
も
の
を
直
し
た

り
、
動
か
し
て
い
て
、
お
そ
ら
く
一

酸
化
炭
素
も
発
生
し
て
い
た
で
し
ょ

う
し
、
し
か
し
そ
れ
を
お
客
さ
ん
も

見
て
い
た
と
い
う
の
は
、
危
険
な
状

態
で
あ
る
と
同
時
に
ナ
マ
の
状
態
、

む
き
出
し
の
生
々
し
さ
の
よ
う
な
も

の
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
僕
ら
が
し
た

再
制
作
は
、
徹
底
的
に
安
全
管
理
を

整
え
て
い
く
と
い
う
側
面
を
持
っ
て

い
ま
す
。《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
を
僕

ら
が
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
虹
で
再
現
し

た
時
に
は
、
一
酸
化
炭
素
測
定
器
や

酸
素
注
入
器
を
用
意
し
て
、
稼
働
時

は
窓
を
開
け
て
、「
む
き
出
し
の
生
」

に
対
し
て
、
安
全
管
理
技
術
を
投
下

し
た
状
態
で
し
た
。

「
永
続
性
の
あ
る
生
」
や
「
美
術
館

モ
デ
ル
の
生
」
で
は
な
く
て
、
ど
う

し
て
も
溢
れ
て
し
ま
う
生
、
安
全
管

理
技
術
が
発
生
し
て
し
ま
う
生
の
モ

デ
ル
。
つ
ま
り
、
作
品
を
一
つ
の
生

命
体
と
捉
え
た
と
き
に
、
フ
ー
コ
ー

＝
ア
ガ
ン
ベ
ン
的
な
生
の
モ
デ
ル
を

適
用
さ
せ
る
べ
き
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
モ
デ
ル
、
あ
る
い
は
美
術
制
度
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
明

確
に
美
術
館
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
永

続
性
を
発
揮
さ
せ
よ
う
と
か
、
常
に

フ
ロ
ー
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
し
続
け
れ
ば

い
い
と
い
う
モ
デ
ル
と
は
少
し
違
う

と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
背
景
と

し
て
は
福
島
の
原
発
の
問
題
が
あ
っ

た
。
そ
う
な
る
と
、《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》

か
ら
僕
が
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
た

か
っ
た
の
は
、「
存
命
」
で
も
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
な
運
動
性
」
で
も
な
い
、

違
う
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
で
す
。

小
林
：
か
な
り
本
質
的
と
い
う
か
、

新
し
い
課
題
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
再
制
作
の
四
号
機
に
つ
い
て
安

全
管
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
種

の
「
生
権
力
」
が
発
動
さ
れ
て
拘
束

さ
れ
た
状
態
の
四
号
機
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
美
術
館
と
い
う
シ
ス

テ
ム
が
最
も
機
能
を
発
揮
し
や
す

い
の
は
、「
物
を
残
す
」
機
能
で
す
。

「
物
を
残
す
」
だ
け
で
、
中
井
さ
ん

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
作
品
性
」
が
百

パ
ー
セ
ン
ト
残
る
わ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
が
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
は
残

る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
田
口

さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
遺
物
」
と

い
う
言
葉
は
そ
れ
に
近
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
が
。

田
口
：
そ
う
で
す
ね
、
一
九
四
〇
〜

五
〇
年
代
か
ら
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
だ
け

で
な
く
、
当
時
の
保
存
修
復
学
を
成

立
さ
せ
た
美
術
史
家
た
ち
が
取
り
組

ん
で
い
た
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
自
分
た
ち
の
尺
度
で
は
測
り
切

れ
な
い
作
品
が
出
て
く
る
だ
ろ
う

と
予
測
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ブ

ラ
ン
デ
ィ
は
、
作
品
の
生
を
め
ぐ
る

自
分
の
議
論
が
成
り
立
た
な
く
な

る
と
し
た
ら
、
作
品
そ
れ
自
体
が
今

ま
で
の
生
の
あ
り
方
に
は
戻
ら
な
く

な
る
時
だ
ろ
う
、
と
予
言
し
て
い
ま

す
。
生
の
様
態
が
変
わ
っ
て
い
く
、

イ
コ
ー
ル
作
品
の
「
死
」
の
形
も
変

わ
っ
て
い
く
、
そ
の
時
に
お
そ
ら

く
、「
残
り
の
も
の
」「
残
余
」
に
つ

い
て
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
時

が
く
る
だ
ろ
う
と
予
感
し
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え
た
上
で
、

多
分
彼
は
「
遺
物
」
と
い
う
言
葉
を

使
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
遠

藤
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で
は
な
い
、
ど
う
し

て
も
溢
れ
て
し
ま
う
生
の
余
剰
や
、

残
余
と
い
う
も
の
を
ど
う
や
っ
て
見

せ
る
の
か
、
残
す
の
か
と
い
う
問
題

が
保
存
修
復
の
課
題
で
も
あ
り
、
美

術
館
で
の
展
示
の
課
題
に
も
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

加
治
屋
：
先
ほ
ど
の
遠
藤
さ
ん
の
ご

発
言
で
、「
國
府
さ
ん
の
作
品
は
、

フ
ロ
ー
モ
デ
ル
で
も
美
術
館
モ
デ
ル

ディスカッション
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で
も
な
い
」
と
い
う
お
話
は
非
常
に

面
白
い
で
す
ね
。
ア
ガ
ン
ベ
ン
的
な

残
り
も
の
の
生
に
つ
い
て
、
遠
藤
さ

ん
は
安
全
管
理
モ
デ
ル
を
通
し
て
初

め
て
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
と
お
考

え
で
す
か
。
実
際
の
技
術
面
で
安
全

管
理
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
は
理
解

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
強
調
す
る
必

要
は
あ
り
ま
す
か
。
つ
ま
り
安
全
管

理
技
術
が
な
い
と
、
國
府
さ
ん
の
作

品
の
中
の
「
残
余
の
生
」
は
出
て
こ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
と

も
、
そ
れ
と
は
別
に
、
作
品
の
中
に

「
残
余
の
生
」
が
あ
る
と
お
考
え
で

す
か
。

遠
藤
：
善
悪
や
意
図
の
問
題
で
は
な

く
て
、
作
品
を
理
解
・
解
釈
可
能
な

も
の
に
す
る
行
為
の
一
つ
と
し
て
再

制
作
を
行
な
っ
た
場
合
、
必
然
的
に

安
全
対
策
が
付
随
し
て
き
た
の
は
プ

ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
事
実
で
す
。
國
府

さ
ん
が
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
て
い

る
の
で
、
再
制
作
の
際
、
少
し
で
も

危
険
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
ら
本
当
に

ダ
メ
だ
か
ら
、
準
備
段
階
に
お
い
て

も
、
お
客
さ
ん
に
も
そ
う
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
言
い
ま
し

た
。

加
治
屋
：
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
國
府

さ
ん
の
作
品
の
場
合
、
安
全
管
理
の

重
要
性
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。
た

だ
、
作
品
の
「
残
余
の
生
」
に
つ
い

て
、
作
品
に
内
在
す
る
も
の
で
も
な

け
れ
ば
、
外
部
の
管
理
型
権
力
の
問

題
で
も
な
い
か
た
ち
で
論
じ
る
こ
と

は
可
能
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た

ん
で
す
。

遠
藤
：
な
る
ほ
ど
。
例
え
ば
で
す
が
、

こ
う
い
っ
た
事
態
は
起
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
も
し
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ

押
す
だ
け
で
動
い
て
、
一
酸
化
炭
素

が
出
な
く
て
、
安
定
稼
働
し
、
か
つ

永
続
性
を
持
っ
て
い
る
《
水
中
エ
ン

ジ
ン
》
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ

は
も
は
や
《
水
中
エ
ン
ジ
ン
》
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の
で

す
。
作
品
を
め
ぐ
っ
て
、
作
品
の
ま

わ
り
で
、
残
余
が
ジ
ェ
ネ
レ
イ
ト
さ

れ
て
い
る
。
展
示
も
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
、
僕
ら
が
し
た
よ
う
な
再
制
作

も
、
あ
る
い
は
安
全
対
策
も
、
全
て

が
危
う
い
状
態
で
、
連
鎖
的
に
発
生

し
て
い
る
、
そ
ん
な
風
に
感
じ
て
い

ま
す
。
答
え
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
く
ま
で
も

関
係
論
的
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
価
値
内
在

論
で
も
制
度
論
で
も
な
い
ア
ー
ト
を

想
定
し
た
と
き
に
、
こ
の
道
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

小
林
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議
論
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
時
間
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
て
閉
会
し

た
い
と
思
い
ま
す
。閉
会
に
際
し
て
、

当
館
学
芸
部
門
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
飯

尾
よ
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

飯
尾
由
貴
子
：
本
日
は
、
長
時
間
に

わ
た
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
國
府
理
さ
ん
の
《
水
中
エ
ン
ジ

ン
》
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細

な
お
話
、
そ
し
て
現
代
美
術
の
修
復

保
存
、
再
制
作
に
関
し
て
、
様
々
な

ご
専
門
の
立
場
か
ら
の
お
話
で
、
非

常
に
示
唆
に
富
む
も
の
で
し
た
。
國

府
さ
ん
の
非
常
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
再

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
お
話
を
お
伺

い
し
て
、
再
制
作
を
通
し
て
、
作
家

の
制
作
を
追
体
験
し
て
、
作
家
が
意

図
し
た
以
上
の
新
し
い
意
味
や
解
釈

の
よ
う
な
も
の
も
生
ま
れ
て
き
た
の

か
な
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

近
現
代
美
術
を
扱
う
当
館
に
お
い

て
、
現
代
美
術
の
保
存
修
復
や
再
制

作
は
、
非
常
に
大
き
く
リ
ア
ル
な
問

題
で
す
。
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

の
石
原
先
生
を
は
じ
め
、
ご
尽
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
國
府
理
《
水

中
エ
ン
ジ
ン
》
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
の
皆
様
、
ご
登
壇
者

の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

〈
音
楽
学
部
・
音
楽
研
究
科
ア
ナ
ロ
グ
演
奏
記
録

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
〉
に
つ
い
て  

山
本 
毅　
　

﹇
解
題
﹈

『C
O

M
PO

ST

』
で
は
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了

時
に
、
記
録
の
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。
今
回
、

重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〈
音
楽
学
部
・
音
楽
研

究
科
ア
ナ
ロ
グ
演
奏
記
録
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

化
〉
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
山
本

毅
音
楽
学
部
教
授
の
定
年
退
職
に
と
も
な
い
終
了

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
記
録
を
山
本
先
生
に
お
話

を
う
か
が
う
か
た
ち
で
残
す
こ
と
と
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
五
年
度
に
始
ま
っ

た
。
開
始
当
初
の
名
称
は
「
音
楽
学
部
演
奏
記
録

ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
調
査
」
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年

度
の
現
名
称
へ
の
変
更
、
二
〇
一
九
年
度
の
休
止

期
間
を
経
て
、
現
在
に
至
る
。
二
〇
二
一
年
度
末

を
も
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
応
の
終
了
を
迎
え

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
が
継
続
す
る
こ
と
は
本

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
で
山
本
先
生
が
語
ら
れ
て
い
る

通
り
で
あ
る
。

足
か
け
七
年
間
の
研
究
に
よ
っ
て
、
芸
資
研
に

は
約
四
〇
〇
枚
の
Ｃ
Ｄ
と
、
同
内
容
の
デ
ジ
タ
ル

音
声
フ
ァ
イ
ル
（
A 

I 

F 

F
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
。
全

体
で
一
一
五
・
七
八
Ｇ
Ｂ
）、
演
奏
記
録
内
容
の
Ｃ

Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
が
残
さ
れ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
源

は
、
現
在
も
附
属
図
書
館
地
下
二
階
の
「
試
奏
室
」

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
の
崇
仁
移
転

の
際
に
も
移
動
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

 

（
佐
藤
知
久
）

 

聞
き
手
・
編
集
・
撮
影
：
佐
藤
知
久

 

　

山本 毅
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岡
崎
の
図
書
室
か
ら

最
初
に
、
こ
の
調
査
と
い
う
か
、

ア
ー
カ
イ
ブ
の
作
成
を
は
じ
め
た
経

緯
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。

話
せ
ば
長
い
こ
と
に
な
る
ん
で
す

が
、
僕
が
学
生
の
こ
ろ
で
す
か
ら
、

二
十
歳
と
し
て
も
四
十
四
年
前
。﹇
京

都
市
立
芸
術
大
学
﹈
音
楽
学
部
は
、

美
術
学
部
と
は
別
に
、
岡
崎
学
舎
に

あ
り
ま
し
た
。
僕
が
卒
業
す
る
少
し

前
、
そ
の
岡
崎
の
図
書
館
の
書
架
、

今
で
い
う
閉
架
書
庫
に
今
ま
で
の
演

奏
会
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
が

す
べ
て
並
ん
で
い
る
の
を
知
っ
て
、

僕
は
も
の
す
ご
く
興
味
を
持
っ
た
ん

で
す
。
い
つ
か
こ
れ
を
聞
き
た
い
な

と
思
っ
て
ま
し
た
。
幸
い
僕
は
卒
業

演
奏
会
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
多
分
そ
の
記
録
も
オ
ー
プ
ン

リ
ー
ル
テ
ー
プ
で
こ
こ
に
残
る
ん
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

卒
業
と
同
時
に
非
常
勤
講
師
に
採

用
し
て
頂
き
ま
し
て
、
非
常
勤
講
師

と
い
っ
て
も
教
え
る
仕
事
で
は
な

く
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
譜
の
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ア
ン
と
い
う
形
で
、
図
書
館

に
も
出
入
り
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
そ
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

テ
ー
プ
を
借
り
出
す
こ
と
が
で
き

た
ん
で
す
。
一
九
七
九
年
の
こ
と
で

す
。当

時
は
、
学
生
は
オ
ー
プ
ン
リ
ー

ル
本
体
は
聞
か
せ
て
も
ら
え
な
く

て
、
そ
こ
か
ら
ダ
ビ
ン
グ
し
た
も
の

し
か
聞
か
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
ん

で
す
。
自
分
が
演
奏
し
た
も
の
を
聞

か
せ
て
ほ
し
い
と
申
し
出
る
と
、
そ

の
当
時
、
浅
井
先
生1

❖

と
い
う
心
理
学

の
先
生
が
お
ら
れ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
方
が
オ
ー
デ
ィ
オ
マ
ニ
ア
で
。
そ

の
先
生
が
自
分
で
そ
れ
を
ダ
ビ
ン

グ
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
聞
か
せ
て

く
れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
形
で
し

た
。
だ
か
ら
職
員
さ
ん
が
い
た
わ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
浅
井
先
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
な
厚
意
で
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
状
況
で
し
た
。
そ
の

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
テ
ー
プ
は
、
当

時
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
し
、
先
生
方
も
そ
れ
ほ

ど
聞
い
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。し

か
し
、
非
常
勤
講
師
で
あ
る
と

い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
私
が
た
ま

た
ま
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
の

デ
ッ
キ
も
家
に
持
っ
て
た
も
の
で
す

か
ら
、
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
を
貸
し
て

い
た
だ
い
て
、
聴
き
ま
し
た
。
そ
う

す
る
と
、
そ
の
鮮
烈
な
音
質
と
い
い

ま
す
か
、
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し

て
ね
。
こ
ん
な
に
い
い
音
で
記
録
が

残
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
て
感
激
し

た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
な
ん

で
す
。

そ
の
後
﹇
一
九
八
〇
年
に
﹈
こ
ち

ら
﹇
沓
掛
﹈
に
大
学
が
移
転
し
ま
し

た
。
そ
の
時
も
僕
は
そ
の
非
常
勤
講

師
を
や
っ
て
ま
し
た
か
ら
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
楽
譜
だ
と
か
い
ろ
ん
な

資
料
の
引
っ
越
し
は
、
僕
が
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
形
で
、
学
生
た

ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て

や
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
、
こ
の

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
の
山
は
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
た

ら
、
図
書
館
の
方
で
き
ち
っ
と
移
し

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
僕
は
ド
イ
ツ
に
留
学

し
ま
し
て
、
ま
た
札
幌
交
響
楽
団
と

い
う
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
行
っ
て
、
京

都
芸
大
を
離
れ
て
約
十
年
間
外
に
い

た
ん
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
専
任
教
員

プロジェクトの経緯

と
し
て
帰
っ
て
来
い
と
い
う
こ
と
で

呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、
あ
ら
た
め
て

こ
こ
で
勤
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
を

処
分
し
た
い
」

そ
う
し
て
沓
掛
キ
ャ
ン
パ
ス
に

大
学
が
移
り
、
僕
も
働
い
て
い
た
あ

る
と
き
。
図
書
館
の
方
か
ら
「
オ
ー

プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
場
所
に
困
る
か
ら
処
分
し

て
い
い
か
」
と
連
絡
を
受
け
た
ん
で

す
。
そ
の
連
絡
を
た
ま
た
ま
僕
が
聞

い
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
。
直
接
僕

に
じ
ゃ
な
く
て
音
楽
学
部
の
方
に
連

絡
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
他
の
先
生

方
は
そ
ん
な
に
反
応
さ
れ
な
か
っ
た

の
か
、
も
し
く
は
教
員
に
相
談
が
な

か
っ
た
の
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

け
ど
、
と
に
か
く
図
書
館
の
方
で
は

そ
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
を
処

分
し
た
が
っ
て
い
る
、
と
。
そ
う
い

う
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
れ
は
絶
対
ダ

メ
だ
と
。
こ
れ
は
一
度
処
分
し
た
ら

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。
過
去
の
学

生
た
ち
の
「
音
声
」
の
記
録
で
す
か

ら
。
文
字
じ
ゃ
な
く
て
音
声
。
こ
れ

は
音
楽
学
部
の
歴
史
、
生
の
歴
史
が

そ
こ
に
詰
ま
っ
て
る
も
の
な
の
だ
か

ら
、
絶
対
に
処
分
し
な
い
で
く
だ
さ

い
と
お
願
い
し
た
ん
で
す
。

そ
の
後
ま
た
ず
っ
と
ほ
っ
た
ら
か

し
に
な
っ
て
た
ん
で
す
が
（
笑
）、
僕

の
退
職
が
近
い
な
と
何
年
か
前
に
思

い
始
め
た
と
き
、
あ
れ
は
ど
う
な
る

ん
だ
ろ
う
、
と
思
い
出
し
た
。
ハ
ッ

と
気
が
つ
く
と
、
私
の
家
か
ら
も

オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
の
デ
ッ
キ
は
消
え

ま
し
た
。
使
わ
な
い
し
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
で
き
な
い
の
で
。﹇
沓
掛
の
﹈

講
堂
の
機
器
に
も
今
は
無
い
。
ど
う

し
た
ん
で
す
か
っ
て
聞
い
た
ら
、
全

部
処
分
し
ま
し
た
と
。
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
聞
い
て
も
ほ
と
ん
ど
が
残
っ

て
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
「
こ
れ

は
え
ら
い
こ
と
だ
、
あ
れ
を
聞
け
な

く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
思
っ
た
ん
で

す
。将

来
の
研
究
者
に
と
っ
て
、
こ
れ

は
過
去
に
京
都
芸
大
の
学
生
た
ち
が

ど
ん
な
演
奏
を
し
て
い
た
の
か
に
つ

い
て
の
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
に
な

る
だ
ろ
う
。
で
も
そ
の
時
に
「
も
う

再
生
で
き
ま
せ
ん
」
で
は
、
き
っ
と

も
の
す
ご
く
残
念
に
思
う
人
が
出
て

く
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
、
な
ん
と
か
音
声
だ
け
で
も
救

い
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
思
っ

て
、
予
算
を
つ
け
て
人
を
つ
け
て

そ
れ
を
や
っ
て
欲
し
い
と
﹇
各
方
面

に
﹈お
願
い
し
た
ん
で
す
け
ど
、「
そ

ん
な
お
金
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

こ
と
で
ね
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状

態
で
し
た
。

結
局
芸
資
研
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
多
少
の
予
算
は
つ
け
ら
れ
る
け

ど
、
人
を
雇
っ
て
や
る
の
は
難
し

い
。
そ
こ
で
一
番
安
く
で
き
る
方
法

と
し
て
、
デ
ー
タ
の
抽
出
だ
け
は
業

者
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
検

聴
す
る
の
は
僕
が
や
ろ
う
と
。
そ
れ

な
ら
僕
が
や
れ
ま
す
か
ら
、
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す﹇
図
1
﹈。

［図1］ テープは図書館地下の試奏室に保管されていた
山本 毅
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そ
れ
と
、
こ
の
仕
事
を
や
ら
ね
ば

と
調
査
を
始
め
た
二
〇
一
五
年
に

は
、
Ｄ
Ａ
Ｔ
は
ま
だ
大
丈
夫
だ
と
僕

は
勝
手
に
思
っ
て
い
た
の
で
、
後
回

し
に
し
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は 

Ｄ
Ａ
Ｔ
を
や
ら
な
い
と
ち
ょ
っ
と
怖

い
で
す
。
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
僕

一
人
な
の
で
、
こ
れ
で
無
理
だ
っ
た

ら
無
理
で
、
そ
の
ま
ま
で
歴
史
は
行

く
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
…
。

最
終
的
に
は
、
三
年
間
（
調
査
期

間
・
休
止
期
間
を
入
れ
る
と
七
年
間
）

で
約
三
五
〇
本
の
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ

の
な
か
で
も
ま
だ
デ
ジ
タ
ル
化
で
き

て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
残
り

の
テ
ー
プ
に
は
写
し
と
い
う
か
、
同

じ
も
の
が
二
本
あ
っ
た
り
も
し
ま

す
。
と
に
か
く
ま
ず
は
大
学
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
、
定
期
演
奏
会
、
卒

業
演
奏
会
、
あ
と
は
特
別
演
奏
会
と

い
う
、
大
学
の
主
催
す
る
主
要
な
コ

資
料
の
全
体
像
と
デ
ジ
タ
ル
化
の

優
先
順
位

図
書
館
に
あ
っ
た
資
料
は
、
全
部

で
一
〇
七
三
点
で
し
た
。
う
ち
約
六

〇
〇
点
が
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ

で
、
残
り
が
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
Ｄ

Ａ
Ｔ
で
し
た
。
た
だ
よ
く
み
る
と
、

カ
セ
ッ
ト
は
も
と
も
と
オ
ー
プ
ン

が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ダ
ビ
ン
グ
さ

れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
し

た
。
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

最
初
か
ら
カ
セ
ッ
ト
に
録
音
し
て
い

た
の
は
、
そ
も
そ
も
重
要
性
が
低
い

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
再
生
す
る
機
械

は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
じ
ゃ
な
い
で
す

け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
残
る
と
思
う

し
、
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま

し
た
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
そ
も
そ

も
最
初
か
ら H

igh Fidelity

、
高
い

レ
ベ
ル
の
再
生
音
を
求
め
ら
れ
て
い

な
い
の
で
。

ン
サ
ー
ト
、
そ
の
記
録
だ
け
で
も
と

に
か
く
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
で
お
願
い
し
た
ん
で
す
。

定
期
演
奏
会
や
卒
業
演
奏
会
は
、

間
違
い
な
く
私
た
ち
の
大
学
の
一
番

大
事
な
演
奏
会
で
す
。
こ
れ
は
ち
ゃ

ん
と
残
し
て
、
あ
と
は
そ
れ
以
外
の

も
の
で
も
大
学
が
特
別
に
何
周
年
だ

か
ら
こ
れ
を
や
る
と
か
、
そ
う
い
う

記
念
に
な
る
よ
う
な
演
奏
会
は
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
将

来
の
研
究
者
の
方
に
と
っ
て
、
そ
れ

ほ
ど
不
足
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。今

回
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
担
当
し
て

く
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
奥
野
哲
也

さ
ん
と
い
う
方
（
有
限
会
社
テ
ィ
ー

ボ
ー
ン T

-B
O

R
N

 C
o.Ltd.

）
は
、

京
響
﹇
京
都
市
交
響
楽
団
﹈
の
持
っ

て
い
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
デ
ジ
タ
ル
化

も
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。
レ

コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
も
オ
ー
プ
ン

リ
ー
ル
・
デ
ッ
キ
で
も
、
ア
ナ
ロ
グ

機
器
は
再
生
す
る
人
の
腕
前
で
、
い

か
よ
う
に
も
音
が
変
わ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
業
者
さ
ん
の
選
定
は
非

常
に
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ

そ
れ
ほ
ど
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
ふ
た
つ
の
業
者
さ

ん
に
試
し
に
や
っ
て
い
た
だ
い
て
、

音
質
の
聴
き
比
べ
も
し
ま
し
た
。
京

都
に
は
こ
の
ふ
た
つ
の
業
者
さ
ん
以

外
に
も
、
あ
と
二
、
三
あ
っ
た
ん
で

す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
感
じ

で
は
そ
の
ふ
た
つ
か
な
と
思
っ
て
。

最
終
的
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
業
者

さ
ん
は
音
声
よ
り
も
む
し
ろ
映
像
が

専
門
だ
と
い
う
こ
と
と
、
京
響
の
も

の
を
全
部
や
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
だ

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
話
も
し
や
す

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
奥
野
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
非
常
に
真

面
目
に
、
き
っ
ち
り
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
も
し
僕
が
学
生

の
時
に
、
図
書
館
で
そ
こ
に
並
ん
で

い
る
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
の
山

と
い
う
か
列
を
見
て
い
な
け
れ
ば
、

こ
う
い
う
思
い
に
は
な
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す﹇
図
2 

・ 

3
﹈。

定
期
演
奏
会
と
合
奏

定
期
演
奏
会
、
特
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
定
期
演
奏
会
は
、
学
生
に

と
っ
て
本
当
に
楽
し
い
、
と
て
も
や

り
が
い
の
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
や
り
が
い
の
な

い
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
な
い
と
は
思
う
ん
で
す

が
。
た
だ
、
卒
業
演
奏
会
や
修
了
演

た
り
す
る
と
、
す
ご
く
痛
み
が
あ

る
。
だ
か
ら
合
奏
の
練
習
で
は
本
当

に
喧
嘩
に
な
っ
た
り
、
反
目
し
あ
っ

て
し
ば
ら
く
口
も
き
か
な
い
こ
と
も

よ
く
あ
る
ん
で
す
。

そ
れ
だ
と
演
奏
会
は
成
り
立
た
な

い
。
だ
か
ら
ど
こ
か
で
譲
り
あ
い
、

妥
協
し
ま
す
。
演
奏
会
っ
て
妥
協
の

か
た
ま
り
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る

ん
で
す
。
裸
の
自
分
の
姿
を
晒
し
、

主
張
も
全
部
出
し
、
譲
り
あ
っ
た
り

認
め
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
最
終
的

に
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
く

ん
で
す
。

プ
ロ
の
現
場
で
は
、
そ
こ
ま
で
も

め
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
い
で
す
よ

ね
。
も
う
す
で
に
、
い
ろ
ん
な
妥
協

を
す
る
術
を
身
に
つ
け
た
人
が
現
場

に
は
い
ま
す
か
ら
。
で
も
、
学
生
た

ち
の
な
か
に
は
、
大
学
の
室
内
楽
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
な
か
で
初
め
て
、

そ
う
し
た
ぶ
つ
か
り
あ
い
を
経
験
す

る
人
た
ち
も
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

奏
が
自
分
の
ソ
ロ
で
あ
る
の
に
く
ら

べ
て
、
や
っ
ぱ
り
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

す
か
ら
、
自
分
が
主
役
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
自
分
が
主
役
で
は
な

い
演
奏
会
っ
て
す
ご
く
大
切
な
ん
で

す
よ
。

僕
ら
は
音
楽
家
と
し
て
、
仲
間
と

一
緒
に
何
か
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

が
仕
事
の
形
態
と
し
て
一
番
多
い
。

そ
の
訓
練
が
一
番
よ
く
で
き
る
の

が
、
こ
の
定
期
演
奏
会
で
す
。
教
育

分
野
に
行
く
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、

合
奏
の
指
導
は
非
常
に
大
切
な
仕
事

に
な
り
ま
す
。
合
奏
の
経
験
は
す
ご

く
大
切
な
時
間
で
す
。

演
奏
に
は
、
そ
の
人
の
人
間
と
し

て
の
裸
の
姿
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

合
奏
の
場
合
は
誰
か
と
一
緒
に
音
を

出
す
の
で
、
人
間
の
存
在
の
一
番
根

本
的
な
魂
の
部
分
と
い
い
ま
す
か
、

そ
こ
が
触
れ
あ
う
。
こ
れ
が
う
ま
く

触
れ
あ
っ
て
い
る
と
き
は
い
い
け
れ

ど
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
こ
す
れ
あ
っ

録音内容

［図2］ テープは図書カードで管理されていた［図3］ 1965年の録音テープ（オープンリール）
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も
の
す
ご
く
磨
か
れ
て
い
く
ん
で

す
。角

が
取
れ
て
い
く
と
い
う
か
、
低

い
と
こ
ろ
が
埋
め
ら
れ
て
い
く
。
ゴ

ツ
ゴ
ツ
の
原
石
だ
っ
た
も
の
が
段
々

丸
い
形
に
さ
れ
て
い
く
。
あ
る
程
度

丸
み
を
も
っ
て
、
誰
と
で
も
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
ら
な
い

と
、
仕
事
は
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
に

ど
う
耐
え
て
い
く
か
。
そ
の
一
番
し

ん
ど
い
部
分
が
大
学
時
代
か
な
と
思

い
ま
す
ね
。
人
間
と
し
て
成
長
し
て

い
く
た
め
の
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
、

学
生
の
合
奏
の
中
に
は
あ
る
わ
け
で

す
。若

い
学
生
た
ち
の
演
奏
の
魅
力

で
は
、
こ
の
演
奏
記
録
の
中
に
若

い
演
奏
者
た
ち
の
生
身
の
ぶ
つ
か
り

あ
い
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い

え
ば
、
演
奏
会
の
録
音
で
す
か
ら
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
葛
藤
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
出
来
上

が
っ
た
も
の
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
プ
ロ
の
人
に
は
な
い
、

そ
の
一
回
の
演
奏
会
に
か
け
る
思
い

と
い
う
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
入
っ

て
い
る
こ
と
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

る
ん
で
す
。

全
て
が
未
熟
な
演
奏
と
言
っ
て
い

い
と
思
う
ん
で
す
。
し
か
し
、
僕
が

検
聴
し
て
い
る
な
か
で
も
、
思
わ
ず

引
き
込
ま
れ
て
い
く
演
奏
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
下
手
な
ん
だ
け
れ

ど
、な
ん
か
知
ら
ん
、感
動
す
る
。
精

神
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
い
ま
す
か
、

魂
の
叫
び
と
い
う
か
、
そ
れ
を
も
の

す
ご
く
感
じ
る
。
こ
れ
は
真
剣
に
聞

い
て
あ
げ
な
い
と
い
か
ん
、
と
い
う

演
奏
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

僕
自
身
の
演
奏
録
音
も
こ
こ
に

は
あ
り
ま
す
。
一
九
七
九
年
の
卒
業

演
奏
会
で
す
。
非
常
勤
講
師
の
こ
ろ

に
最
初
聞
い
た
時
に
は
、
こ
ん
な
い

い
音
で
記
録
さ
れ
て
て
、
何
十
年
か

経
っ
た
ら
自
分
に
と
っ
て
こ
れ
は
す

ご
く
良
い
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。
実
は
、
芸
大
の
専

任
教
員
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う
い
っ

ぺ
ん
聞
い
て
み
た
ん
で
す
よ
。
そ
の

時
に
は
、
今
の
自
分
に
は
絶
対
出
せ

な
い
、
若
い
と
き
に
し
か
出
せ
な
い

魅
力
み
た
い
な
も
の
が
そ
の
演
奏
に

は
あ
る
。
未
熟
な
演
奏
で
は
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
自
分
が
二
十
二
歳
だ
っ

た
と
き
に
し
か
な
い
輝
き
と
い
う

か
、
そ
う
い
う
も
の
を
感
じ
た
ん
で

す
。
だ
か
ら
な
お
一
層
、
こ
の
テ
ー

プ
の
山
は
将
来
宝
の
山
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
自
分
の

録
音
は
今
聞
い
て
も
な
か
な
か
面
白

い
演
奏
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、「
こ

れ
が
僕
の
演
奏
だ
よ
」
と
は
あ
ま
り

人
に
言
い
た
く
な
い
（
笑
）。
こ
れ

は
、
こ
の
記
録
を
ど
う
活
用
・
公
開

し
て
い
く
か
に
も
か
か
わ
る
こ
と
で

す
。

な
ぜ
公
開
を
待
っ
た
方
が
い
い
と

思
っ
た
の
か

デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
た
こ
ろ
の

最
初
の
計
画
で
は
、
ち
ゃ
ん
と
整
理

を
し
て
、
い
つ
で
も
誰
で
も
聞
け
る

よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
思
い
で
い
ま

し
た
。
で
も
、検
聴
し
て
い
る
間
に
、

そ
れ
は
や
め
と
こ
う
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
今
一
流

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
演
奏
家
と

し
て
も
の
す
ご
く
輝
い
て
い
る
、
そ

う
い
う
方
が
い
っ
ぱ
い
こ
の
中
に
は

活用・公開方法に
ついて

入
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
方
た
ち

の
今
の
演
奏
を
聞
い
て
、
そ
れ
か
ら

同
じ
そ
の
人
た
ち
の
何
十
年
か
前
の

演
奏
を
聞
い
た
と
し
ま
す
。
そ
う
し

た
ら
、
多
く
の
人
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
る
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
大

変
失
礼
な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、

み
ん
な
昔
は
こ
ん
な
に
下
手
だ
っ
た

の
か
と
。
こ
う
い
う
言
い
方
は
本
当

に
申
し
訳
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
自
分
も
含
め
て
で
す
。
す
ご

く
未
熟
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の

演
奏
を
し
た
人
が
ま
だ
現
役
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
や
っ
て
る
あ
い
だ
、

生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
あ
い
だ
は
、

広
く
公
開
は
し
な
い
方
が
い
い
の
で

は
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
逆
に
言
え
ば
、
よ
く
こ
の
状

態
か
ら
今
の
こ
こ
ま
で
来
た
と
も
言

え
る
ん
で
す
。
演
奏
の
技
術
っ
て
い

う
の
は
、
こ
の
数
十
年
で
も
の
す
ご

く
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の

レ
ベ
ル
に
つ
い
て
き
た
だ
け
で
は
な

く
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
上
に
立

つ
、
若
い
人
た
ち
か
ら
憧
れ
ら
れ
る

演
奏
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
人
た

ち
が
、
ス
タ
ー
ト
の
時
点
で
は
こ
ん

な
に
今
の
学
生
に
身
近
な
と
こ
ろ
に

い
て
、
そ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
来
て
い

る
。
そ
れ
は
、
は
げ
ま
し
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
学
生
の
時
の
演
奏
を
今
の
学

生
た
ち
が
聞
い
て
く
れ
る
の
は
、
僕

自
身
、
あ
ま
り
に
も
恥
ず
か
し
い
感

じ
が
す
る
ん
で
す
。
自
分
の
過
去
の

裸
の
写
真
を
公
開
す
る
よ
う
な
も
の

で
、
僕
に
つ
い
て
の
記
憶
が
こ
こ
の

学
生
た
ち
か
ら
薄
れ
て
、「
昔
は
山

本
さ
ん
て
い
う
人
が
教
え
て
た
ら
し

い
な
ぁ
」
と
い
う
時
代
に
な
る
ま
で

待
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
が
何
十

年
か
経
っ
た
ら
公
開
さ
れ
る
み
た
い

に
、
そ
れ
を
公
開
さ
れ
た
こ
と
で
、

そ
の
「
被
害
」
を
受
け
る
人
が
い
な

く
な
る
ま
で
は
、
広
い
範
囲
へ
の
公

開
は
待
ち
た
い
ん
で
す
。

具
体
的
に
は
、
演
奏
活
動
を
ほ
ぼ

引
退
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
な

る
と
き
。
こ
の
録
音
が
、
あ
の
演
奏

家
の
、
あ
の
目
の
前
で
今
日
弾
い
て

る
あ
の
人
の
過
去
の
録
音
だ
と
結
び

付
け
ら
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
ら
、

何
十
年
前
の
京
都
芸
大
の
学
生
は
こ

ん
な
演
奏
で
し
た
よ
っ
て
い
う
こ
と

が
、
割
と
オ
ー
プ
ン
に
で
き
る
と
思

う
ん
で
す
。
そ
の
と
き
に
な
っ
た
ら

公
開
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

ラ
イ
ブ
演
奏
と
録
音
の
た
め
の
演
奏

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
う
ひ
と
つ

言
え
る
の
は
、
こ
の
演
奏
は
全
部
ラ

イ
ブ
の
記
録
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
ラ
イ
ブ
っ
て
い
う
の
は
、
録
音

の
た
め
の
録
音
に
比
べ
る
と
「
傷
」

が
多
く
て
、
ど
う
し
て
も
そ
の
「
傷
」

の
と
こ
ろ
に
耳
が
い
っ
て
し
ま
う
。

た
と
え
ば
僕
で
言
え
ば
、
二
〇

年
く
ら
い
前
に
ち
ゃ
ん
と
録
音
し

て
作
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
最
近
聞
い
て
み

た
ら
、「
あ
れ
、
こ
の
と
き
の
方
が

ひ
ょ
っ
と
し
て
よ
か
っ
た
か
な
？
」

と
い
う
気
も
し
ま
す（
笑
）。
直
近
の

ラ
イ
ブ
演
奏
は
逆
に
生
々
し
く
て
、

思
う
と
こ
ろ
も
い
ろ
い
ろ
多
々
あ

る
。
そ
し
て
同
じ
二
〇
年
前
の
今
度

は
ラ
イ
ブ
を
聞
く
と
、
や
は
り
お
そ

ら
く
痛
み
が
あ
る
。
傷
が
い
っ
ぱ
い

残
っ
て
ま
す
か
ら
ね
。
こ
こ
は
で
き

な
か
っ
た
と
こ
だ
な
、
こ
こ
は
不
完

全
だ
な
、
こ
れ
は
聞
か
せ
た
く
な
い

な
、
と
か
や
っ
ぱ
り
あ
る
と
思
い
ま

す
。Ｃ

Ｄ
な
ど
に
す
る
た
め
の
録
音
の

場
合
は
通
常
、
繰
り
返
し
聴
い
て
も

ら
え
る
よ
う
に
作
っ
て
い
く
ん
で

す
。
そ
れ
に
く
ら
べ
ラ
イ
ブ
は
一
回

し
か
聞
い
て
も
ら
え
な
い
か
ら
、
そ

の
一
回
で
全
部
語
り
尽
く
す
。
そ
う
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い
う
違
い
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
朗
読

を
録
音
す
る
な
ら
「
げ
い
し
け
ん
の

じ
ゅ
う
て
ん
け
ん
き
ゅ
う
ぷ
ろ
じ
ぇ

く
と
」と﹇
平
板
に
﹈語
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
今
し
か
な
い
、
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、「
げ
い
し
け
ん
の
！

じ
ゅ
う
て
ん
け
ん
き
ゅ
う
！　

ぷ
ろ

じ
ぇ
く
と
！
」
と
い
う
風
に
言
う
か

も
し
れ
な
い
。
ラ
イ
ブ
で
し
か
出
さ

な
い
話
し
方
を
あ
と
で
録
音
で
聞
く

と
、
な
ん
て
大
げ
さ
な
表
現
を
し
て

た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
。

逆
に
言
え
ば
、
今
の
学
生
の
演
奏

技
術
は
、
も
の
す
ご
く
高
い
。
そ
れ

は
も
う
間
違
い
な
く
、
学
生
の
時
点

で
、
段
違
い
に
違
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
、
大
学
入
学
に
至
る
ま
で
の
教
育

の
質
が
上
が
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
科
の
入
学
試
験
の
時

に
、
音
楽
棟
の
入
り
口
で
受
験
票
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
が
、
受
験
生
が
選
択
し
た
自
由
曲

の
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
ス
ク
リ
ャ
ー

ビ
ン
の
ソ
ナ
タ
と
か
が
、
ず
ら
ず
ら

並
ん
で
い
る
。「
十
八
歳
の
子
が
こ

れ
を
弾
く
の
？
」
っ
て
思
い
ま
し

た
。
技
術
的
に
も
大
変
だ
し
、
ス
ク

リ
ャ
ー
ビ
ン
の
音
楽
や
精
神
世
界
を

十
八
歳
が
理
解
で
き
る
時
代
が
来
た

の
か
と
思
っ
て
ね
。
自
由
曲
だ
か
ら

何
を
選
ん
で
も
い
い
わ
け
で
す
が
、

そ
こ
に
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
を
選
ん
で

く
る
受
験
生
が
た
く
さ
ん
い
る
。
全

く
僕
ら
の
時
代
と
違
う
な
と
思
い
ま

し
た
。
僕
が
学
生
の
時
に
は
、
今
の

私
の
ク
ラ
ス
の
学
生
た
ち
が
や
っ
て

る
曲
を
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い

う
気
に
さ
え
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

で
も
そ
の
一
方
で
、
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
水
準
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

上
が
っ
て
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
が

そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。
か
つ
て

巨
匠
と
言
わ
れ
た
人
た
ち
の
高
み
に

ま
で
達
し
て
い
る
今
の
演
奏
家
が
ど

れ
だ
け
い
る
か
と
い
う
と
、
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
人
数
は
そ
ん
な
に
増
え
て

な
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
早
く
弾

け
る
と
か
、
も
っ
と
大
き
な
音
が
で

る
と
か
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
曲
が

弾
け
ま
す
と
か
、
そ
う
い
う
人
は
い

る
。し
か
し
、ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
や
ル
ー

ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
演
奏
か
ら
受
け

る
音
楽
的
な
感
動
を
出
せ
る
人
が
、

今
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
か
と
い
う
と
、

僕
は
い
な
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
、

い
な
い
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
か
も

し
れ
な
い
け
ど
。
層
と
し
て
の
一
般

の
音
楽
家
の
レ
ベ
ル
は
、
若
い
人
も

含
め
て
も
の
す
ご
く
上
が
っ
た
け
れ

ど
、
ト
ッ
プ
の
レ
ベ
ル
は
変
わ
っ
て

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
作
品

を
研
究
す
る
研
究
の
深
さ
は
、
情
報

が
増
え
て
い
ま
す
か
ら
お
そ
ら
く
進

歩
し
て
る
と
思
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ

を
実
際
に
音
に
す
る
時
に
は
そ
の
人

の
人
生
そ
の
も
の
が
そ
こ
に
投
影

さ
れ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の

人
生
経
験
が
全
然
違
う
と
思
う
ん

で
す
。
昔
の
巨
匠
は
、
ふ
た
つ
の
世

界
大
戦
と
か
、
辛
い
時
代
を
経
験
し

て
い
ま
す
よ
ね
。
ノ
ー
バ
ー
ト
・
ブ

ラ
イ
ニ
ン（N

orbert B
rainin

一
九

二
三
‐
二
〇
〇
五
）
と
い
う
、
ア
マ

デ
ウ
ス
・
カ
ル
テ
ッ
ト
（
か
つ
て
家

内
が
ケ
ル
ン
で
室
内
楽
を
学
ん
で

い
た
）
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
バ
イ
オ
リ

ン
の
人
が
い
ま
す
。
彼
は
ユ
ダ
ヤ
人

だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
も
と
も
と

ウ
ィ
ー
ン
に
住
ん
で
い
た
っ
て
い
う

こ
と
で
、
戦
争
の
時
に
ド
イ
ツ
の
ス

パ
イ
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
、
イ

ギ
リ
ス
で
収
容
所
に
入
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
時
が
つ
ら

か
っ
た
と
言
っ
て
、
そ
れ
で
ボ
ロ
ボ

ロ
と
涙
を
こ
ぼ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
学
生
食
堂
で
ね
。

そ
う
い
う
時
代
を
生
き
た
人
が
、

同
じ
音
符
を
見
た
と
き
に
、
そ
こ
に

持
っ
て
く
る
精
神
的
な
何
か
。
何
か

と
し
か
言
え
な
い
で
す
け
ど
。
そ

れ
と
、
僕
ら
み
た
い
な
幸
せ
な
時
代

し
か
生
き
て
い
な
い
―
そ
う
い
う

経
験
っ
て
、
僕
ら
は
し
て
な
い
で
す

―
そ
の
違
い
は
大
き
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
悲

惨
な
出
来
事
は
な
い
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
。

自
分
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
の
意
味

演
奏
家
が
自
分
の
演
奏
を
聞
く
と

い
う
経
験
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
に
も
重
要
で
す
。
自
分
の
近
い
過

去
、
そ
れ
こ
そ
こ
の
前
の
演
奏
会
が

ど
う
だ
っ
た
か
を
聞
い
て
み
る
と

い
う
経
験
は
、
こ
れ
は
い
つ
の
時
代

に
も
あ
っ
た
し
、
僕
ら
も
、
学
生
も
、

今
で
も
や
っ
て
い
ま
す
。
客
観
的
に

自
分
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
。
今
は
そ
れ
が
非
常
に
や
り
や

す
く
な
っ
て
い
て
、
大
学
の
演
奏
会

の
数
日
後
に
は
Ｃ
Ｄ
の
形
で
教
務
課

に
そ
の
音
が
出
て
く
る
し
、
安
く
て

良
い
デ
ジ
タ
ル
録
音
機
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

は
自
分
の
演
奏
を
録
っ
て
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
い
い

時
代
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
ま

す
ま
す
便
利
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

一
方
で
、
自
分
の
遠
い
過
去
、
三

〇
年
・
四
〇
年
前
の
録
音
を
「
そ
ん

な
の
が
あ
っ
た
ん
だ
」
っ
て
取
り
出

し
て
聞
く
と
い
う
経
験
は
、
先
ほ
ど

も
言
っ
た
よ
う
に
過
去
の
自
分
の
裸

を
公
開
さ
れ
る
よ
う
な
、
穴
が
あ
っ

た
ら
入
り
た
い
、
こ
れ
誰
か
に
聞
か

れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
こ
れ
は
も
う

抹
消
し
た
い
。
そ
う
い
う
思
い
に
自

分
は
な
り
ま
す
。

で
も
し
ば
ら
く
す
る
と
、
こ
れ
が

そ
の
時
の
自
分
の
真
実
の
姿
だ
っ
た

と
思
っ
て
愛
お
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

勉
強
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
で
す

よ
。
直
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
や

反
省
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
、

今
更
し
ょ
う
が
な
い
で
す
か
ら
。
で

も
、
本
当
に
下
手
く
そ
だ
っ
た
け
ど

も
、
二
十
歳
過
ぎ
の
自
分
が
こ
う
い

う
感
じ
で
、
こ
う
い
う
風
に
音
楽
を

感
じ
て
た
ん
だ
っ
て
い
う
の
は
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

自
分
に
と
っ
て
も
尊
い
も
の
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
誰
か
に
聞

か
れ
る
と
な
る
と
、
あ
ま
り
に
も
そ

れ
は
残
酷
す
ぎ
る
の
で
す
が
（
笑
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
年
齢
を
重
ね
た
者
だ

け
が
出
せ
る
味
が
自
分
に
あ
る
と

は
思
わ
な
い
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

「
今
」
の
演
奏
は
未
熟
で
す
。
そ
し

て
若
い
時
の
演
奏
は
、
さ
ら
に
度
を

外
れ
て
未
熟
な
演
奏
な
ん
で
す
。
だ

か
ら
恥
ず
か
し
さ
の
方
が
先
に
立

つ
。
だ
け
ど
、
そ
の
恥
ず
か
し
さ
を

ち
ょ
っ
と
乗
り
越
え
て
み
る
と
、
若

い
時
の
本
当
の
自
分
の
姿
に
、
た
ま

ら
な
い
慈
し
み
を
感
じ
る
。
そ
う
い

う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
あ
あ
、
こ
の

と
き
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
い

た
ん
だ
な
、
そ
れ
も
ひ
と
つ
の
真
理

だ
よ
な
、
こ
の
時
の
自
分
の
本
音
は

こ
れ
だ
っ
た
ん
だ
、
そ
う
い
う
も
の

が
あ
る
ん
で
す
。

音
楽
に
「
到
達
目
標
」
は
な
い

僕
は
常
々
学
生
に
、
京
都
芸
大
っ

て
何
す
る
と
こ
ろ
な
の
？
っ
て
聞

く
ん
で
す
。
そ
し
て
、「
こ
こ
で
は

『
音
楽
っ
て
何
だ
ろ
う
』
っ
て
い
う

こ
と
を
勉
強
し
て
る
ん
だ
」
と
言

う
ん
で
す
。
京
都
芸
大
は
、
習
う
ん

じ
ゃ
な
く
て
、
音
楽
と
は
何
か
、
そ

の
答
え
を
探
し
求
め
る
場
で
あ
る
。

教
師
に
も
僕
に
も
、
も
ち
ろ
ん
他
の

先
生
に
も
答
え
は
な
い
。
追
求
す
る

の
が
こ
の
学
校
で
、
大
学
生
の
間
に

は
答
え
は
出
な
い
し
、
多
分
一
生
答

え
は
出
な
い
。
で
も
そ
の
答
え
の
な

い
質
問
に
対
し
て
、
と
こ
と
ん
食
い
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下
が
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
音
楽
家
の

人
生
だ
よ
っ
て
話
を
し
て
る
ん
で

す
。少

し
脱
線
し
ま
す
け
ど
、
教
育
の

ゴ
ー
ル
を
大
学
が
設
定
す
る
と
い
う

の
は
、
本
当
に
い
ら
な
い
と
思
っ
て

る
ん
で
す
。
こ
れ
こ
れ
こ
う
い
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
学
士

号
が
与
え
ら
れ
ま
す
と
か
、
そ
れ
が

も
し
明
確
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

こ
を
狙
っ
て
い
る
学
生
は
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
そ
れ
を
遥
か
に
超
え
る
水

準
を
、
み
ん
な
が
狙
っ
て
い
る
は
ず

だ
か
ら
で
す
。
誰
で
も
と
い
う
か
、

卒
業
し
て
い
く
ほ
と
ん
ど
の
人
が
達

成
で
き
る
ゴ
ー
ル
と
い
う
の
は
ほ
ど

ん
ど
の
人
に
と
っ
て
は
意
味
な
い
で

す
か
ら
。

学
生
自
身
が
、
四
年
間
で
こ
れ
を

勉
強
し
た
い
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
つ
く

る
の
は
賛
成
で
す
。
入
学
し
て
最
初

の
レ
ッ
ス
ン
で
も
、聞
く
ん
で
す
よ
。

君
が
四
年
生
で
卒
業
す
る
と
き
に
、

ど
ん
な
人
に
な
っ
て
い
た
い
？　

ど

ん
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
た
い
？

と
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
は
変
え
て

い
い
ん
で
す
。
自
分
も
学
生
の
と
き

そ
う
だ
っ
た
し
、
そ
れ
が
大
事
な
ん

で
す
。
変
わ
っ
て
い
く
そ
の
ゴ
ー
ル

を
、大
学
の
方
で「
こ
こ
で
す
よ
」
っ

て
示
す
の
は
い
か
ん
だ
ろ
う
と
僕
は

思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
が
た
と
え
目

標
を
設
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を

突
き
抜
け
て
い
く
学
生
で
あ
っ
て
欲

し
い
。
京
都
芸
大
は
そ
う
い
う
学
校

で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
。
と
ん
が
っ

た
学
校
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
。
退

職
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
う
思
い
ま

す
ね
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
も
保
存
す
る

現
在
も
音
楽
学
部
で
は
、
演
奏
会

の
録
音
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
は
外

村
雄
一
郎
さ
ん
（
音
楽
学
部
非
常
勤

講
師
）
が
、
録
音
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
で

聞
け
る
よ
う
に
焼
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
直
近
の
も
の
は
教
務
課
に

置
い
て
あ
る
の
で
、
学
生
た
ち
は
自

分
の
演
奏
が
ど
う
だ
っ
た
か
を
聴
き

た
け
れ
ば
、
そ
れ
を
借
り
て
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
ど
こ
か

に
行
け
ば
過
去
の
も
の
が
全
部
聞
け

る
と
い
う
よ
う
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。そ

の
一
方
、
研
究
室
レ
ベ
ル
で
も

録
音
は
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
打
楽
器
研
究
室
で
あ
れ

ば
、
過
去
の
演
奏
は
ほ
と
ん
ど
、
自

分
た
ち
で
録
り
た
め
た
も
の
が
あ
っ

て
、
か
な
り
細
か
い
演
奏
会
ま
で

残
っ
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
昔
の

演
奏
を
聴
い
て
、
先
輩
達
は
こ
う
い

う
演
奏
を
し
て
い
た
ん
だ
な
と
か
、

自
分
が
つ
ぎ
に
ど
う
い
う
演
奏
会
を

し
よ
う
か
と
い
う
と
き
に
、
過
去
の

記
録
を
見
て
、
こ
の
曲
は
ど
ん
な
曲

な
の
か
聞
い
て
み
よ
う
と
か
。
こ
の

曲
の
こ
の
部
分
を
、
ど
う
い
う
ふ
う

に
先
輩
は
演
奏
し
て
た
ん
だ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
を
、
検
証
し
た
り
、
学

ぶ
た
め
に
聞
き
直
し
て
い
ま
す
。
最

近
の
も
の
は
Ｃ
Ｄ
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
の
は
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
で
す
。
僕
は
聞
き
直

し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
学
生
た
ち
が

丁
寧
に
整
理
し
て
、
取
り
出
し
て
聞

演奏記録の
これから

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
演
奏
記
録
ア
ー
カ
イ

ブ
も
、
Ｃ
Ｄ
で
置
い
て
お
か
な
く
て

も
、
デ
ー
タ
さ
え
サ
ー
バ
に
置
い
て

お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど
う
に
で

も
な
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
元
々

の
生
テ
ー
プ
も
、
置
い
て
お
い
て
欲

し
い
ん
で
す
よ
。

こ
の
仕
事
を
始
め
て
、
抽
出
し
た

音
を
検
聴
し
て
い
く
中
で
、
デ
ジ
タ

ル
化
処
理
が
終
わ
っ
た
テ
ー
プ
は
全

部
処
分
し
た
ら
い
い
と
思
っ
て
た
ん

で
す
。
図
書
館
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
も

空
き
ま
す
よ
、
と
。
と
こ
ろ
が
、
あ

る
時
大
学
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
が
来
て
く

だ
さ
っ
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
っ
て
い
う

の
が
ど
う
い
う
も
の
か
っ
て
い
う

お
話
を
、
二
時
間
ば
か
り
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
も
過
去
の
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ

を
抽
出
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
っ
て

い
う
、
そ
れ
は
も
う
わ
れ
わ
れ
に
は

想
像
で
き
な
い
ほ
ど
膨
大
な
作
業
を

や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
う
や
っ
て

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
ん
で
す
け
ど
、
そ

の
過
去
の
ア
ナ
ロ
グ
の
ソ
ー
ス
は
、

絶
対
に
処
分
し
ち
ゃ
駄
目
で
す
よ
っ

て
話
を
伺
っ
た
ん
で
す
。

僕
は
び
っ
く
り
し
ま
し
て
ね
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
を
置
い
と
い
て
も
、
再
生

で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
っ

て
質
問
し
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た

ら
、
確
か
に
再
生
で
き
な
く
な
る
ん

だ
け
れ
ど
も
、
記
録
再
生
方
法
の
仕

様
書
が
残
っ
て
い
る
限
り
、
再
生
機

を
も
う
い
っ
ぺ
ん
作
る
こ
と
が
で

き
る
。
必
要
に
な
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
も
う
一
度
再
生
す
る
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
、
と
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、

そ
の
た
め
に
な
ら
一
台
の
テ
ー
プ

デ
ッ
キ
を
最
初
か
ら
作
る
と
こ
ろ

ま
で
や
り
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
っ

て
い
う
の
は
そ
う
い
う
価
値
が
あ

る
も
ん
で
す
よ
、
と
い
う
話
を
さ

れ
た
ん
で
す
。
そ
も
そ
も
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
置
い
て
お
か
な
い
と
、
コ

［図4］ 複数のテープに分けて録音されている演奏会も多い
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将
来
の
研
究
者
の
た
め
に

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
事
務
局

の
方
で
過
去
の
演
奏
会
に
関
す
る
文

字
情
報
の
記
録
を
全
部
残
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
文
字
デ
ー

タ
と
こ
の
録
音
デ
ー
タ
を
照
ら
し
合

わ
せ
て
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
目
録
を
つ

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
時
期
そ

の
文
字
情
報
の
整
理
を
担
当
さ
れ

て
い
た
、
板
橋
浩
之
さ
ん
と
い
う
も

う
退
職
さ
れ
た
職
員
の
方
が
、「
僕

ら
ず
っ
と
こ
れ
や
っ
て
る
ん
で
す

け
ど
、
い
つ
か
日
の
目
を
見
る
こ
と

が
あ
る
ん
で
す
か
ね
？
」
っ
て
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
い
や
、
絶
対
い
つ
か

日
の
目
を
見
ま
す
。
僕
が
録
音
の

方
を
や
っ
て
る
か
ら
、
い
つ
か
そ
の

デ
ー
タ
と
照
ら
し
合
わ
さ
な
き
ゃ
い

け
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
デ
ー
タ
を
絶

対
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」
っ
て

お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

僕
は
あ
く
ま
で
演
奏
家
な
の
で
、

ピ
ー
の
意
味
が
な
い
ん
だ
と
。

そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
わ
っ
た
ら

テ
ー
プ
は
捨
て
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
こ
れ
は
や
っ
ぱ
置
い
と

こ
う
、
と
（
笑
）。
こ
れ
以
上
は
増
え

な
い
で
す
か
ら
ね
―
温
度
湿
度
管

理
が
な
さ
れ
た
場
所
に
置
い
て
い
た

だ
く
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

今
置
い
て
あ
る
図
書
館
の
地
下
に
あ

る
部
屋
は
、
そ
の
点
が
ち
ょ
っ
と
心

配
で
す
。
夏
に
は
暑
く
な
っ
た
り
し

ま
す
か
ら
。
で
も
そ
こ
に
何
十
年
も

置
い
て
あ
っ
て
無
事
だ
っ
た
の
で
、

あ
と
一
年
は
大
丈
夫
だ
と
は
思
う
ん

で
す
（
笑
）。
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
っ
た
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
、
べ
ら
ぼ
う
な
量
で

は
な
い
で
す
。
だ
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

も
処
分
せ
ず
そ
の
ま
ま
置
い
て
あ
り

ま
す﹇
図
4
﹈。

過
去
の
記
録
を
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て

何
か
論
文
を
書
く
気
も
な
い
し
、
そ

の
能
力
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
録
音

を
僕
が
聞
き
直
す
こ
と
も
、
お
そ
ら

く
今
後
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
僕

は
や
っ
ぱ
り
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
演
奏
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に

興
味
が
あ
り
ま
す
。
で
も
将
来
、
研

究
者
の
方
が
こ
の
学
校
の
過
去
の
歴

史
を
勉
強
し
よ
う
、
研
究
し
よ
う
と

し
た
と
き
に
、
材
料
が
な
い
っ
て
い

う
状
態
に
だ
け
は
し
た
く
な
い
。
こ

の
大
学
の
歴
史
は
将
来
、
重
大
な
研

究
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
う
し
、
百
年

前
に
学
生
が
ど
ん
な
演
奏
し
て
い

た
の
か
を
実
際
に
耳
で
聞
け
る
っ

て
い
う
の
は
、
絶
対
あ
っ
た
方
が
い

い
。
音
楽
の
記
録
は
音
で
な
い
と
。

ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
評
論
家
が
ど

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
ば
で
そ
れ

を
表
現
し
た
と
し
て
も
、
実
際
の
音

と
は
違
い
ま
す
。

そ
の
思
い
だ
け
で
す
。
言
う
た
ら

「
京
芸
愛
」
と
い
う
か
。「
材
料
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ど
う
さ
れ

る
か
は
今
後
の
皆
さ
ん
の
ご
自
由

に
ど
う
ぞ
」
っ
て
こ
と
で
す
。
目
録

を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
専
門
の

方
が
こ
れ
か
ら
さ
れ
た
ら
い
い
。
で

も
材
料
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
取
り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。
こ

こ
﹇
沓
掛
﹈
の
学
校
に
来
る
移
転
の

と
き
に
も
そ
の
こ
と
が
気
が
か
り
で

し
た
。
無
事
に
こ
っ
ち
に
来
れ
て
、

次
に
﹇
崇
仁
に
﹈
移
転
す
る
前
に
は

け
り
を
つ
け
て
、
ち
ゃ
ん
と
将
来
の

研
究
者
の
た
め
の
ソ
ー
ス
を
残
し
と

か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
こ
れ
を
材
料

と
し
て
研
究
し
た
ら
、
き
っ
と
面
白

い
研
究
が
で
き
ま
す
よ
。
そ
う
い
う

も
の
を
残
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

演
奏
の
記
録
と
い
う
こ
と
で
い
う

と
、
面
白
い
の
は
ね
、
ノ
イ
エ
・
ザ
ッ

ハ
リ
ヒ
カ
イ
トN

eu
e Sach

lich
-

keit

「
新
即
物
主
義
」
と
い
わ
れ
る

運
動
が
音
楽
の
世
界
に
も
あ
っ
た
ん

で
す
。
そ
の
人
た
ち
が
、
音
楽
の
歴

史
の
な
か
で
多
分
初
め
て
「
楽
譜
に

忠
実
に
演
奏
し
よ
う
」
と
強
力
に
言

い
は
じ
め
た
。
そ
の
前
は
、
自
分
を

表
現
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
作
曲
者

の
意
図
を
い
ち
ば
ん
大
切
に
す
る
、

と
い
う
こ
と
が
さ
ほ
ど
に
は
考
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
が
長
く
続
い

た
。
そ
の
な
か
で
、
楽
譜
に
忠
実
な

演
奏
を
す
る
ん
だ
と
言
い
出
し
た
の

が
、
バ
ル
ト
ー
ク
と
か
ヒ
ン
デ
ミ
ッ

ト
と
か
、
そ
う
い
う
人
た
ち
で
す
。

そ
う
し
た
二
十
世
紀
前
半
ご
ろ
の

作
曲
家
の
自
作
自
演
の
記
録
が
、
今

で
も
残
っ
て
い
て
ね
。
非
常
に
乏
し

い
音
質
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
聞
け

る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
録
音
は
、
バ

ル
ト
ー
ク
や
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
と
い
っ

た
作
曲
家
が
、
自
分
の
作
品
を
ど
う

い
う
ふ
う
に
演
奏
さ
れ
て
ほ
し
い
の

か
を
物
語
る
何
よ
り
の
資
料
に
な
り

ま
す
。

そ
の
演
奏
を
聞
く
と
、
彼
ら
が

思
っ
て
い
る
「
楽
譜
に
忠
実
」
と
い

う
こ
と
ば
の
意
味
が
、
現
代
の
人
が

考
え
て
い
る
「
楽
譜
に
忠
実
に
」
と

い
う
の
と
は
、
随
分
違
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
え
る
ん
で
す
。
現
代
の
人

た
ち
が
考
え
る
「
楽
譜
に
忠
実
」
と

い
う
の
は
、
物
理
的
な
忠
実
さ
だ
と

思
う
ん
で
す
が
、
バ
ル
ト
ー
ク
や
ヒ

ン
デ
ミ
ッ
ト
が
考
え
て
い
た
の
は
、

楽
譜
を
書
い
た
作
曲
者
の
思
い
に
忠

実
と
い
う
か
、
書
い
た
作
曲
者
の
心

に
忠
実
な
演
奏
こ
そ
が
、
楽
譜
に
忠

実
な
演
奏
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
僕
に

は
感
じ
ら
れ
る
ん
で
す
。
と
い
う
の

は
、
今
の
基
準
か
ら
い
え
ば
彼
ら
の

演
奏
は
、
そ
ん
な
に
楽
譜
通
り
じ
ゃ

な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、
作

曲
者
に
よ
る
演
奏
を
聞
く
と
す
ご
く

良
く
わ
か
る
。
自
分
が
書
い
た
こ
と

を
守
っ
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で

す
。で

も
彼
ら
は
、
作
曲
者
と
し
て
の

思
い
に
は
忠
実
に
演
奏
し
て
い
る
は

ず
で
す
。
そ
れ
が
本
当
の
意
味
で
の

楽
譜
に
忠
実
と
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

楽
譜
に
書
け
る
こ
と
っ
て
少
な
い

ん
で
す
。
楽
譜
は
不
完
全
な
情
報
な

ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
楽
譜
で
指
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
全
部
守
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
け
れ
ど
、
指
示
し
き

れ
て
い
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
こ
を
ど
う
組
み
立
て
て
い
く

か
。
そ
れ
が
芸
術
の
芸
術
た
る
と
こ

ろ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
無
数
の
演
奏

が
あ
る
わ
け
だ
し
、
そ
こ
に
み
な
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値
が
あ
る
ん
で
す
。

若
い
演
奏
者
に
し
か
見
え
な
い

風
景
の
記
録

そ
の
人
に
し
か
見
え
て
い
な
い
、

そ
の
演
奏
者
に
し
か
見
え
て
い
な
い

景
色
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
未
熟
な

人
に
は
未
熟
な
人
な
り
の
、
そ
の
人

に
し
か
見
え
な
い
景
色
が
あ
る
。
学

生
の
演
奏
に
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
部

分
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
は

「
つ
た
な
い
」
か
も
し
れ
な
い
。「
下

手
く
そ
」か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
、

二
十
歳
の
時
の
そ
の
人
に
し
か
見

え
な
い
風
景
っ
て
い
う
の
が
、
絶
対

あ
っ
た
は
ず
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
貴

重
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
子
供
は
札
幌
で
生
ま
れ
ま
し

記録＝記譜法と演奏

山本 毅
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た
。
札
幌
で
す
か
ら
海
が
な
い
。
本

で
し
か
海
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ

の
子
を
初
め
て
函
館
に
連
れ
て
行
っ

た
と
き
―
夜
に
着
い
た
ん
で
す
け

ど
―
、
朝
に
な
っ
て
窓
を
ぱ
っ
と

開
け
た
ら
そ
こ
に
海
が
あ
っ
て
、
船

が
浮
か
ん
で
い
た
ん
で
す
。
そ
し
た

ら
そ
の
子
が
「
船
が
い
っ
ぱ
い
泳
い

で
る
！
」
っ
て
。
そ
れ
は
、
い
ま
ま

で
実
際
の
海
を
見
た
こ
と
な
い
子
供

に
し
か
、
出
て
こ
な
い
言
葉
で
す
。

あ
れ
は
感
動
し
ま
し
た
。
そ
う
い

う
も
の
が
、
若
い
人
の
演
奏
に
は
あ

る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
知
ら
な
い
が

ゆ
え
に
出
せ
た
言
葉
の
よ
う
な
、
そ

う
い
う
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た

録
音
だ
と
思
い
ま
す
。　

大
変
な
仕
事
で
は
あ
っ
た
け
ど
、

や
っ
て
み
て
非
常
に
楽
し
い
仕
事
で

は
あ
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ａ
Ｔ
が
あ
り
ま

す
か
ら
ま
だ
終
わ
っ
て
ま
せ
ん
け
ど

（
笑
）。

将
来
こ
の
記
録
を
、
研
究
材
料
に

使
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
出
て
き
た

ら
、
面
白
い
研
究
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
を
単
な
る
、
学
生
の
未

熟
な
演
奏
と
み
る
の
か
、
そ
れ
と
も

宝
物
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
録
音
と

し
て
み
る
の
か
。
そ
れ
は
聞
く
人
の

価
値
観
次
第
で
す
。

二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
九
日

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
に
て

 

　

注
❖
1 

浅
井
憲
。
京
都
市
立
音
楽
短
期
大
学

専
任
講
師
、
助
教
授
等
を
経
て
、
一
九 

七
五
年
よ
り
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学

部
教
授
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
。

音
楽
心
理
学
を
担
当
。
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『C
O

M
P

O
ST

』（
以
下
「
本
誌
」
と
い
う
）
は
、
京
都
市

立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
芸
資
研
」

と
い
う
）
の
研
究
紀
要
で
あ
る
。
本
誌
は
、
原
則
と
し
て

年
一
回
発
行
す
る
。

一
　
目
的

一
、 

本
誌
は
、
芸
資
研
で
行
わ
れ
る
研
究
・
制
作
・
そ

の
他
の
活
動
お
よ
び
、
芸
術
資
源
に
関
連
す
る
学

内
外
の
研
究
・
制
作
・
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い

て
、
そ
の
成
果
と
可
能
性
を
公
表
し
、
議
論
・
交

流
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
た
る
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
す
る
。

二
、 

ま
た
本
誌
は
、
芸
資
研
・
芸
術
資
源
研
究
に
関
わ

る
若
手
研
究
者
の
研
究
お
よ
び
活
動
発
表
の
場
た

る
こ
と
を
目
指
す
。

二
　
編
集
委
員
会

一
、 

本
誌
の
編
集
は
、
編
集
委
員
会
に
て
行
う
。

二
、 

編
集
委
員
会
は
、
所
長
、
専
任
研
究
員
、
そ
の
他

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
以
下
「
運

営
委
員
会
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
者
若

干
名
で
構
成
す
る
。

三
、 

編
集
委
員
会
は
、
執
筆
要
項
を
別
途
定
め
る
。

四
、 

編
集
委
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な

い
。

三
　
内
容

本
誌
は
、
以
下
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

依
頼
な
い
し
投
稿
原
稿
か
ら
成
る
。

一
、 

学
術
論
文

二
、 

研
究
ノ
ー
ト

三
、 

作
品
・
活
動
紹
介

四
、 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
等
の
記
録

五
、 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

六
、 
座
談
会

七
、 

レ
ビ
ュ
ー（
書
評
、
展
評
な
ど
）

八
、 

資
料

九
、 

翻
訳

十
、 

そ
の
他

四
　
投
稿

一
、 

原
則
と
し
て
、
本
セ
ン
タ
ー
所
長
、
副
所
長
、
研

究
員
（
専
任
／
非
常
勤
／
客
員
）、
兼
担
教
員
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
、
客
員
教
授
、
特
別
招
聘

研
究
員
お
よ
び
、
本
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
る
本
学
専
任
教
員
・
本
学
大
学
院
生
に
よ

る
、
単
著
な
い
し
共
著
の
場
合
、
投
稿
資
格
を
有

す
る
。

二
、 

上
記
以
外
に
つ
い
て
も
、
編
集
委
員
会
お
よ
び
運
営

委
員
会
が
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
投
稿
で
き
る
。

三
、 

学
術
論
文
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
は
、
執
筆
要
項
に

沿
っ
て
投
稿
す
る
原
稿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

四
、 

そ
の
他
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
特
に
形
式
を
設
け

な
い
。

五
　
採
択

一
、 

投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
う
ち
、学
術
論
文
の
掲
載
可
否

は
、査
読
に
も
と
づ
き
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

査
読
者
は
編
集
委
員
会
が
選
定
し
、委
嘱
す
る
。

二
、 

そ
れ
以
外
の
原
稿
の
掲
載
可
否
は
、
編
集
委
員
会

が
決
定
す
る
。

六
　
改
廃

一
、 

本
規
程
の
改
廃
は
、運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
行
う
。

七
　
附
則

こ
の
規
程
は
、二
〇
一
九
年
六
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
編
集
・
投
稿
規
程
　
｜
　
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ーC

O
M

P
O

ST

編
集
委
員
会

編集・投稿規程／学術論文・研究ノート執筆要項
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れ
て
く
だ
さ
い
。

雑
誌
論
文

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）「
論
文
名
」『
雑
誌
名
』（
巻
号
）掲

載
頁
。

（
例
）加

治
屋
健
司
（
二
〇
一
八
）「
グ
ロ
イ
ス
に
お
け
る
芸

術
の
制
度
と
戦
後
日
本
美
術
」『
思
想
』（
一
一
二
八

号
）八
七‒

九
九
頁
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，名
．出
版
年
．論
文
名
．雑
誌
名（
イ
タ
リ
ッ

ク
），
巻
号
，pp

．掲
載
ペ
ー
ジ
．

（
例
）

B
ish

op
, C

laire. 2
0

0
6. T

h
e S

ocial T
u

rn
: 

C
ollaboration and It’ s D

iscontents. A
rtforum
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書
籍

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）『
書
名
』出
版
社
名
。

（
例
）藤

田
直
哉
（
二
〇
一
六
）『
地
域
ア
ー
ト  

美
学
／
制

度
／
日
本
』堀
ノ
内
出
版
。

ロ
ス
、
ア
レ
ッ
ク
ス
（
二
〇
一
五
）『
こ
れ
を
聴
け
』

柿
沼
敏
江
訳
、
み
す
ず
書
房
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，
名
．出
版
年
．書
名
（
イ
タ
リ
ッ
ク
）．出
版

地
：
出
版
社
名
．

（
例
）

K
ester, G

ran
t H

. 2013. C
onversation pieces: 

com
m

unity and com
m

unication in m
odern art 

(U
pdated edition ). B

erkley an
d L

os A
n

gels: 

U
n

iversity of C
aliforn

ia P
ress.

論
文
集
掲
載
文
献

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）「
章
名
」編
者
名
編『
書
名
』出
版

社
名
、
掲
載
頁
。

（
例
）菅

原
和
孝
（
二
〇
一
三
）「
過
去
の
出
来
事
へ
の
身
体

の
投
入
│
グ
イ
の
身
ぶ
り
論
序
説
」
菅
原
和
孝
編

『
身
体
化
の
人
類
学
│
認
知
・
記
憶
・
言
語
・
他

者
』世
界
思
想
社
、
二
五
四‒

二
八
四
頁
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，
名
．出
版
年
．章
名
．In 

書
名
（
イ
タ
リ
ッ

ク
），ed

．編
者
名
．出
版
地
：
出
版
社
名
，pp

．掲
載

ペ
ー
ジ
．

（
例
）

P
raet, Istvan

. 2013. H
um

an
ity an

d life as the 

perpetual m
ain

ten
an

ce of specific efforts: a 

reappraisal of an
im

ism
. In B

iosocial B
ecom

-

ings: integrating social and biological anthro-

pology, eds. T
im

 In
gold an

d G
ish

i Parson
. 

C
am

bridge: C
am

bridge U
n

iversity P
ress, pp. 

191-210.

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

著
者
名
（
発
表
年
）「
ペ
ー
ジ
名
」
媒
体
名
。
ア
ク
セ

ス
日
閲
覧
。
U
R
L

（
例
）高

嶋
慈
（
二
〇
一
九
）「
美
術
作
品
に
「
時
間
」
は
ど

う
作
用
す
る
？  

高
嶋
慈 

評
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン 

時
間

に
触
れ
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
方
法
」
展
」
美
術
手

帖
。
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
七
日
閲
覧
。https://

bijutsutecho.com
/m

agazin
e/review

/19982  

編集・投稿規程／学術論文・研究ノート執筆要項

本
執
筆
要
項
は
、
芸
資
研
紀
要
『C

O
M

P
O

ST

』
に
掲
載

す
る
、
学
術
論
文
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
執
筆
に
関
し
て

定
め
て
い
ま
す
。

本
紀
要
は
、
芸
術
家
や
芸
術
研
究
者
の
他
、
芸
術
・
芸

術
資
源
に
関
心
を
持
つ
専
門
家
・
学
生
・
一
般
読
者
（
理

系
・
文
系
問
わ
ず
）
を
読
者
と
し
て
想
定
し
、
学
術
的
な

価
値
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
記
述
方
法
を
保
ち
つ

つ
、
読
み
が
い
の
あ
る
、
お
も
し
ろ
い
誌
面
を
目
指
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
編

集
委
員
会
よ
り
、
語
句
の
表
記
な
ど
に
つ
い
て
修
正
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

一
　
原
稿
の
言
語
・
形
態
・
提
出
方
法

・
日
本
語
ま
た
は
英
語
で
執
筆
し
て
く
だ
さ
い
。

・
文
字
数
は
、
学
術
論
文
の
場
合
、
日
本
語
で
八
〇
〇

〇
〜
一
二
〇
〇
〇
字
程
度
を
、
研
究
ノ
ー
ト
は
六
〇

〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
〇
字
程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。

・
日
本
語
の
場
合
、
基
本
的
に
縦
書
き
で
印
刷
さ
れ
ま

す
（
横
書
き
が
望
ま
し
い
場
合
は
、
編
集
委
員
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

・
原
稿
は
手
書
き
あ
る
い
は
電
子
媒
体
で
、
編
集
委
員

会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

二
　
表
題
・
副
題
・
執
筆
者
氏
名

・
原
稿
の
冒
頭
に
、
表
題
、
副
題
（
必
要
な
場
合
）、

執
筆
者
の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

三
　
本
文
の
構
成

・
本
文
に
見
出
し
を
付
け
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
際

は
、
以
下
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）1

．コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
彼
岸
を
超
え
て

1 ‒

1
．
○
○
○
○
○
○（
節
見
出
し
）

○
○
○
○
○
○（
項
見
出
し
）

四
　
図
表
な
ど

・
本
文
内
に
、
図
、
表
、
写
真
、
音
声
・
動
画
（W

eb

版
の
み
）等
を
付
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・W
eb

版
で
は
、im

age
フ
ァ
イ
ル
、video

フ
ァ
イ

ル
、audio

フ
ァ
イ
ル
、
そ
の
他
の
フ
ァ
イ
ル
な
ど

の
表
示
と
、
外
部
リ
ン
ク
の
埋
め
込
み
（YouT

ube, 

C
odePen

, V
im

eo, Soun
dC

loud
等
）
が
可
能
で

す
。

・
図
表
等
に
は
、
全
体
に
通
し
番
号
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

・
で
き
る
か
ぎ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
図
表
等
に
、
表
題
・
出

典
・
撮
影
者
情
報
な
ど
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
印
刷
用
に
、
図
・
写
真
の
高
精
度
デ
ー
タ
（
解
像
度

3
0
0

dpi
以
上
程
度
）
を
、
原
稿
本
文
と
は
別
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。 

五
　
注

・
注
は
後
注
と
し
ま
す
。

・
通
し
番
号
を
1
、
2
、
3
、
…
の
よ
う
に
付
け
て
、

句
読
点
の
前
に
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
例
）

﹇
本
文
…
﹈
に
つ
い
て
は
鷲
田
清
一
に
よ
っ
て
詳
細

に
論
じ
ら
れ
て
き
た１
。

六
　
参
考
文
献

・
本
文
お
よ
び
注
で
の
表
記
法

（
例
）

「
…
と
い
う
説
も
あ
る（
石
原 

二
〇
〇
五
）」 

「
…
と
書
い
て
い
る（
石
原 

二
〇
〇
五
：
三
九
）」

・
引
用
・
参
考
文
献
の
リ
ス
ト
は
、
著
者
名
の
五
十
音

順
（
英
語
文
献
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）
と
し
、
以

下
の
形
式
を
参
考
に
、
本
文
の
最
後
に
一
括
し
て
入

　
　
学
術
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
執
筆
要
項
　
｜
　
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ーC

O
M

P
O

ST

編
集
委
員
会
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川
上 

央
｜H

iroshi K
aw

akam
i

｜

日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授
。
一
九
六
八
年
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
音
の
デ
ザ
イ
ン
。
芸
術
表
現

に
使
え
る
電
子
音
の
研
究
。
二
〇
〇
五
年
フ
ラ

ン
ス
国
立
音
響
音
楽
研
究
所
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
チ
ー
ム
招
聘
研
究
員
。
こ
れ
ま
で
に
、
湯
浅

譲
二
氏
の
電
子
音
楽
の
リ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
国
有
鉄
道
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
駅
の
誘
導

音
デ
ザ
イ
ン
、国
内
電
機
メ
ー
カ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
や
自
動
車
関
係
の
音
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手

が
け
る
。
日
本
音
響
学
会
音
の
デ
ザ
イ
ン
調
査

研
究
委
員
会
委
員
、
日
本
音
楽
知
覚
認
知
学
会

常
任
理
事
。

菊
川
亜
騎
｜A

ki K
ikukaw

a

｜

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
。
京
都
市
立

芸
術
大
学
修
士
号
取
得
、
大
阪
大
学
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
を
経
て
現
職
。
日
本
近
現
代

の
彫
刻
に
つ
い
て
研
究
し
、
彫
刻
史
に
お
け
る

京
都
の
位
置
付
け
や
、
一
九
五
〇
年
代
の
抽
象

表
現
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
調

査
を
行
な
っ
て
い
る
。
主
な
論
文
に「
堀
内
正

和
の
構
成
彫
刻
に
関
す
る
考
察
―
１
９
５
０
年

代
に
お
け
る
幾
何
学
抽
象
の
国
際
的
伝
播
と

の
関
係
か
ら
」（『
待
兼
山
論
叢
』大
阪
大
学
、二

〇
一
七
年
）、「
関
西
日
仏
学
館
と
京
都
の
美
術

家
―
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
交
流
に
つ
い
て
」

（『
研
究
紀
要
』
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
二
〇
一

九
年
）な
ど
。

北
浦
雄
大
｜Y

udai K
itaura

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
総
合
基
礎
実
技
非
常
勤
講

師
。
一
九
九
四
年
生
ま
れ
、
二
〇
二
〇
年
京
都

芸
大
修
士
課
程
漆
芸
専
攻
修
了
。
学
生
時
は
漆

素
材
を
軸
に
作
品
を
制
作
し
、
縄
文
時
代
と
漆

の
関
係
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を

通
し
て
研
究
し
て
い
た
。
二
〇
二
一
年
か
ら
は

奈
良
伝
統
工
芸
後
継
者
育
成
研
修
に
て
、
正
倉

院
宝
物
よ
り
伝
わ
る
、
厚
貝
の
加
飾
技
法
に
つ

い
て
学
ぶ
。
今
は
日
本
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お

け
る
装
飾
、文
様
の
存
在
な
ど
に
興
味
が
あ
る
。

黒
川 

岳
｜G

aku K
urokaw

a

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
彫
刻
専
攻
非
常
勤
講
師
。

一
九
九
四
年
島
根
県
生
ま
れ
。
物
や
環
境
と
生

物
の
身
体
と
の
関
係
に
着
目
し
な
が
ら
、
彫
刻

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
過
去
の
個
展

に「listening to stone

」（
ヴ
ォ
イ
ス
ギ
ャ
ラ

リ
ー
／
二
〇
一
九
年
）、「
甕
々
の
声
」（
ア
ー
ト

ラ
ボ
あ
い
ち
／
二
〇
二
一
年
）な
ど
。

佐
藤
知
久
｜T

om
ohisa Sato

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
。
一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
専
門
は
文
化
人

類
学
。
出
来
事
と
そ
の
経
験
を
記
録
す
る
た
め

の
活
動
と
組
織
、
記
録
メ
デ
ィ
ア
と
ア
ー
カ
イ

ブ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
研
究
を
、
震
災
・
現
代

芸
術
・
都
市
空
間
を
軸
に
行
な
っ
て
い
る
。
著

書
に『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ
く

ろ
う
！ 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
３
が
つ

11
に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
奮

闘
記
』（
甲
斐
賢
治
・
北
野
央
と
共
著
、晶
文
社
、

二
〇
一
八
年
）
な
ど
。
チ
ェ
キ
日
記
、
は
じ
め

ま
し
た
。

佐
藤
直
哉
｜N

aoya Sato

｜

エ
グ
ゼ
モ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

正
垣
雅
子
｜M

asako Shogaki

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
画
専
攻
准
教
授
。
一

九
七
五
年
生
ま
れ
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学

院
日
本
画
専
攻
修
了
、
同
大
学
院
博
士
課
程
保

存
修
復
専
攻
満
期
退
学
。
専
門
は
、日
本
画（
模

写
）。
近
年
は
、
中
央
ア
ジ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

文
化
圏
の
石
窟
お
よ
び
寺
院
壁
画
の
現
地
調
査

と
模
写
制
作
を
行
な
っ
て
い
る
。
作
品
と
し
て

《
讃
嘆
す
る
王
と
妃
―
キ
ジ
ル
石
窟
80
窟
壁
画

模
写
―
》《
維
摩
詰
―
敦
煌
莫
高
窟

220
窟
壁
画
模

写
―
》《
般
若
波
羅
蜜
仏
母
―
ア
ル
チ
寺
三
層
堂

一
階
壁
画
模
写
―
》。

白
石
晃
一
｜K

oichi Shiraishi

｜

美
術
家
、 

研
究
者
、 

京
都
芸
術
大
学
准
教
授
。

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
金
属
造
形
や
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
使
い
機
械
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
組
み
込
ん
だ
彫
刻
を
制

作
、 

自
身
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
り
、

観
客
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
、
公
共
空

間
を
中
心
に
発
表
を
行
う
。
様
々
な
フ
ィ
ー
ル

ド
に
い
る
人
た
ち
と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
・
実
践
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
様
々
な
ツ
ー
ル
・

技
術
を
使
い
、
誰
も
が
共
創
で
き
る
市
民
工
房

「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
北
加
賀
屋
」を
共
同
設
立
。

砂
原 

悟
｜Satoru Sunahara

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
。
東
京
藝
術
大
学
卒

業
。
同
大
学
院
修
了
。
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ（
ド
イ
ツ
学

術
交
流
会
）
奨
学
生
と
し
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
楽

大
学
マ
イ
ス
タ
ー
ク
ラ
ッ
セ
・
デ
ィ
プ
ロ
ム
取

得
。
一
九
八
四
年
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
。

一
九
八
七
年
ポ
ル
ト
市
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
。
一
九
八
八
年
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
賞
受

賞
。
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
に
よ
る
藤
枝
守
作
品
発

表（
二
〇
〇
五
年
〜
）。R

hodes

ソ
ロ
コ
ン
サ
ー

ト（
二
〇
一
四
年
）。
河
合
小
市m

inipiano

コ

ン
サ
ー
ト（
二
〇
一
九
年
）。

砂
山
太
一
｜T

aichi Sunayam
a

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
。
芸
術

表
現
領
域
に
お
け
る
情
報
性
・
物
質
性
を
切
り

口
に
、制
作
・
設
計
・
企
画
・
批
評
を
手
が
け
る
。

日
本
で
彫
刻
を
学
ん
だ
後
、
二
〇
〇
四
年
渡

仏
。
フ
ラ
ン
ス
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
建

築
設
計
手
法
を
学
び
、
設
計
事
務
所
や
構
造
事

務
所
に
お
い
て
勤
務
・
協
働
す
る
。
二
〇
一
一

年
帰
国
。
現
在
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
お
い

て
現
代
芸
術
、
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
講
義
を
お
こ

な
う
。
最
近
の
主
な
活
動
に
、
第
十
七
回
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
建
築
展
日
本

館
展
示
出
展
作
家
。

高
嶋 

慈
｜M

egum
i T

akashim
a

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
研
究
員
。
美
術
・
舞
台
芸
術
批
評
。
國

府
理「
水
中
エ
ン
ジ
ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
（
二
〇
一
七
年
〜
）。

共
著
に『
身
体
感
覚
の
旅
―
舞
踊
家
レ
ジ
ー
ヌ・

シ
ョ
ピ
ノ
と
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ポ
ッ

ト
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、二
〇
一
七
年
）。

執
筆
者
略
歴

青
木
敬
士
｜K

eishi A
oki

｜

日
本
大
学
芸
術
学
部
文
芸
学
科
教
授
。
一
九

七
〇
年
生
。
専
門
は
文
芸
創
作
だ
が
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
低
コ
ス
ト
で
空
間
投
影
で
き
る「
ア

ミ
ッ
ド
ス
ク
リ
ー
ン
」
を
開
発
し
、
第
一
回
ニ

コ
ニ
コ
学
会
β
で
ク
ウ
ジ
ッ
ト
賞
を
受
賞
。

ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
界
隈
で
は
「
ア
ミ
ッ
ド
Ｐ
」
の

名
で
知
ら
れ
て
い
る
。『
鉄
道
模
型
趣
味
』
誌

（
二
〇
二
一
年
八
、
十
、
十
一
月
号
）
に
自
作
ジ

オ
ラ
マ
が
掲
載
さ
れ
た
り
、
専
門
分
野
外
に
脱

線
し
が
ち
。
著
書
に『
Ｓ
Ｆ
小
説
論
講
義
』（
江

古
田
文
学
会
）な
ど
。

あ
ご
う
さ
と
し
｜Satoshi A

go

｜

劇
作
家
・
演
出
家
・T

H
E

A
T

R
E

 E
9 K

Y
O

T
O

芸
術
監
督
・
ア
ー
ツ
シ
ー
ド
京
都
代
表
理
事
。

「
複
製
」「
純
粋
言
語
」を
主
題
に
、有
人
、無
人

の
演
劇
作
品
を
創
作
し
て
い
る
。
二
〇
一
九

年
よ
り
新
劇
場
「T

H
E

A
T

R
E

 E
9 K

Y
O

T
O

」

を
設
立
、
運
営
す
る
。
二
〇
〇
七
年
度
若
手
演

出
家
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
、
二
〇
一
二
年
度

利
賀
演
劇
人
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
、
二
〇
一
七

年
度
京
都
市
芸
術
新
人
賞
受
賞
。
令
和
二
年

度
京
都
府
文
化
賞
奨
励
賞
。
二
〇
二
一
年
度

こ
れ
か
ら
の
１
０
０
０
年
を
紡
ぐ
企
業
認
定
。

令
和
三
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
賞
大
賞
（
演
出
）。

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

客
員
研
究
員
。

石
谷
治
寛
｜H

aruhiro Ishitani

｜

広
島
市
立
大
学
国
際
学
部
准
教
授
、
美
学
・
芸

術
理
論
。
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
美
術
と
視
覚
文

化
に
関
す
る
研
究
か
ら
、
外
傷
記
憶
の
表
現
・

治
療
・
再
演
を
扱
う
現
代
美
術
、
メ
デ
ィ
ア
芸

術
の
保
存
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ま
で
を
考
察
。
著
書

に『
幻
視
と
レ
ア
リ
ス
ム
―
ク
ー
ル
ベ
か
ら
ピ

サ
ロ
へ　
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
再
考
』（
人
文
書
院
）。

共
訳
に
ク
レ
ー
リ
ー
『
知
覚
の
宙
吊
り
』（
平
凡

社
）、『
24
／
７
眠
ら
な
い
社
会
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

な
ど
。
共
同
企
画
に『
Ｍ
Ａ
Ｍ
リ
サ
ー
チ006

：

ク
ロ
ニ
ク
ル
京
都1990s

』（
森
美
術
館
）な
ど
。

井
上
明
彦
｜A

kihiko Inoue

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
、
美
術
家
。
一

九
五
五
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
一
九
九
〇
年
代
半

ば
以
降
、
水
、
重
力
、
地
面
、
屋
根
な
ど
人
間

の
生
存
を
基
礎
づ
け
る
も
の
に
対
し
て
、
絵
や

立
体
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
写
真
、
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
領
域
横
断
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続

け
る
。
二
〇
〇
六
―
二
〇
〇
七
年
文
化
庁
新
進

芸
術
家
在
外
研
修
で
パ
リ
滞
在
。
本
学
に
は
一

九
九
五
年
か
ら
勤
務
、
共
通
教
育
で
造
形
計
画

を
担
当
。
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
に
関

わ
り
、
総
合
基
礎
実
技
ア
ー
カ
イ
ブ
を
担
当
。

移
転
基
本
コ
ン
セ
プ
ト〈T

errace

〉
立
案
に
も

従
事
し
た
。
二
〇
二
一
年
三
月
退
任
。

梅
岡
俊
彦
｜T

oshihiko U
m

eoka

｜

古
典
鍵
盤
楽
器
技
術
者
、
京
都
市
立
芸
術
大
学

非
常
勤
講
師
。
兵
庫
県
出
身
。
十
代
か
ら
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
や
演
劇
に
関
わ
り
ピ
ア
ノ

修
理
工
房
勤
務
を
経
て
一
九
八
五
年
に
神
戸
で

古
典
鍵
盤
楽
器
技
術
者
と
し
て
梅
岡
楽
器
サ
ー

ビ
ス
を
設
立
。
現
在
は
東
京
・
神
戸
二
ヶ
所
に

ス
タ
ジ
オ
を
持
ち
多
く
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
や
フ
ォ

ル
テ
ピ
ア
ノ
、
ポ
ジ
テ
ィ
フ
オ
ル
ガ
ン
を
所
有

し
国
内
外
の
多
数
の
演
奏
家
の
公
演
に
参
加
。

最
近
は
日
本
の
古
楽
史
の
研
究
家
と
し
て
、
ま

た
蓄
音
器
に
よ
る
歴
史
的
音
源
の
演
奏
を
交
え

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
講
師
と
し
て
も
活
動
中
。

大
西
伸
明
｜N

obuaki O
nishi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
。
主
な

個
展
、
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
・
入
善
町
下

山
芸
術
の
森
発
電
所
美
術
館（
富
山
）・
兵
庫

県
立
美
術
館
・M

A
2 gallery

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ノ

マ
ル
な
ど
。
主
な
グ
ル
ー
プ
展
、「Im

m
anent 

Landscape / 

内
在
の
風
景
」ウ
ェ
ス
ト
ス
ペ
ー

ス
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・「
ふ
た

つ
の
セ
ン
ス 

大
西
伸
明
と
杉
浦
慶
太 

存
在
と

不
在
」岡
山
県
立
美
術
館
・「
自
由
に
な
れ
る
と

き
―
現
代
美
術
は
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
！
」

岡
山
県
立
美
術
館
・「A

rtM
eets02 

大
西
伸
明

／
相
川
勝
」 

ア
ー
ツ
前
橋
、 

群
馬
・「
岡
崎
和
郎

／
大
西
伸
明
：B

orn T
w

ice

」京
都
市
立
芸
術

大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
、京
都
な
ど
。

岡
田
加
津
子
｜K

azuko O
kada

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
。
神
戸
生
ま
れ
。
東

京
藝
術
大
学
作
曲
科
卒
業
、同
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
修
了
。
二
〇
〇
三
年
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー

ル
賞
受
賞
。
二
〇
一
六
年
藤
堂
音
楽
賞
受
賞
。

作
曲
活
動
の
一
方
で
、楽
器
を
使
わ
ず
に
音
楽

す
る
「
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を

全
国
的
に
展
開
。
二
〇
一
五
年
バ
シ
ェ
の
音

響
彫
刻
の
修
復
に
立
ち
会
い
、強
い
衝
撃
を
受

け
る
。
そ
れ
以
来
、
音
響
彫
刻
の
保
存
と
、
そ

れ
ら
を
用
い
た
新
し
い
創
造
活
動
、教
育
活
動

に
情
熱
を
注
ぐ
。

岡
本 

秀
｜Shu O

kam
oto

｜

美
術
家（
絵
画
／
現
代
美
術
）。
一
九
九
五
年
生

ま
れ
。
京
都
市
内
を
拠
点
と
し
て
絵
を
描
く
傍

ら
、リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
」

を
発
足
す
る
。
主
な
個
展
に
二
〇
一
九
年「
次

元
の
え
ん
そ
く（
京
都
市
立
芸
術
大
学
ギ
ャ
ラ

リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
／
京
都
）」、「
位
置
に
つ
く
死

体
、幽
霊
の
支
度（
清
須
市
は
る
ひ
美
術
館
／
愛

知
）、受
賞
に
二
〇
二
一
年「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ａ
展
２
０

２
１
」佳
作
賞
、大
原
美
術
館
賞
な
ど
。
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
熊
野
の
好
き
な
動
物
は
ア
シ
カ
。

加
須
屋
明
子
｜A

kiko K
asuya

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
。
一
九
六
三
年
生

ま
れ
。
専
門
は
近
・
現
代
美
術
、
美
学
。
国
立

国
際
美
術
館
学
芸
員
を
経
て
現
職
。
主
な
展

覧
会
企
画
は
「
芸
術
と
環
境
」
一
九
九
八
年
、

「
転
換
期
の
作
法
」二
〇
〇
五
年
、「
死
の
劇
場
」

二
〇
一
五
年
、「
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
二
〇

一
九
年
、「
山
怪
」
二
〇
二
一
年
な
ど
。
二
〇

一
一‒

二
〇
二
〇
年
龍
野
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
芸
術
監
督
。
著
書
に
『
現
代
美
術
の
場
と
し

て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
』（
創
元
社
、二
〇
二
一
年
）、

『
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
前
衛
美
術
』（
創
元
社
、
二
〇

一
四
年
）な
ど
。
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り
近
年
、 

柳
川
三
味
線
、
尺
八
、
十
七
絃
、
マ

リ
ン
バ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
等
東
西
交
差
協
奏
曲

群
へ
と
向
か
う
。
十
七
ヶ
国
の
音
楽
祭
、
歌
劇

場
、音
楽
院
、大
学
、放
送
局
で
作
品
上
演
・
講

演
。

橋
爪
皓
佐
｜K

osuke H
ashizum

e

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
研
究
員
。
同
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
。
音
を
シ
ェ
ア
す
る
空

間
の
枠
組
み
を
再
考
、
再
構
築
す
る
こ
と
を
主

な
テ
ー
マ
と
し
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
と
の
共
有

領
域
に
お
い
て
、
音
楽
的
な
技
法
を
展
開
し
、

新
た
な
提
示
方
法
に
よ
る
制
作
を
行
う
。
平
行

し
て
伝
統
的
な
西
洋
音
楽
家
と
し
て
の
活
動

も
行
っ
て
い
る
。
作
曲
家
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

奏
者
。
音
空
間
ア
ー
ト
制
作
者
。
ア
ー
ト
・
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
・
ロ
ゼ
ッ
タ
主
宰
。
野
営
地
メ
ン

バ
ー
。

畑
中
英
二
｜E

iji H
atanaka

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
。
専
門
は

考
古
学
。
大
学
で
は
工
芸
史（
主
に
陶
磁
器
）

や
博
物
館
学
・
考
古
学
を
担
当
。
学
外
で
は
文

化
・
文
化
財
を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
や

自
治
体
の
文
化
財
保
護
・
活
用
関
係
の
委
員
を

務
め
、
後
世
に
何
を
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
腐
心
し
て
い
る
。

前
﨑
信
也
｜Shinya M

aezaki

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

客
員
研
究
員
、
京
都
女
子
大
学
生
活
造
形
学
科

准
教
授
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
客
員
協
力
研
究
員
、
大
阪
歴
史
博
物
館

外
部
研
究
員
ほ
か
。
滋
賀
県
甲
賀
市
生
ま
れ
。

ロ
ン
ド
ン
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院

博
士
課
程
修
了（PhD

 in H
istory of A

rt

）。

専
門
は
日
本
文
化
史
・
東
洋
工
芸
史
。
近
代
工

芸
史
や
茶
の
歴
史
か
ら
み
る
ア
ジ
ア
各
国
の

文
化
交
流
史
が
主
な
研
究
対
象
。
更
に
美
術
展

覧
会
の
監
修
や
、
陶
磁
器
を
中
心
と
す
る
工
芸

品
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
な
ど
、

研
究
は
多
岐
に
渡
る
。

森 

萌
衣
｜M

ei M
ori

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
総
合
基
礎
実
技
非
常
勤
講

師
。
一
九
九
六
年
生
ま
れ
、
二
〇
二
〇
年
京
都

芸
大
修
士
課
程
日
本
画
専
攻
修
了
。
模
写
を
通

じ
て
古
典
絵
画
技
法
を
学
び
、
伝
統
的
な
技
法

と
現
代
の
素
材
と
の
新
た
な
表
現
方
法
を
模
索

し
て
い
る
。
現
在
は
主
に
胡
粉
を
用
い
た
盛
り

上
げ
技
法
を
使
っ
て
、
絵
画
に
お
け
る
絵
の
具

で
の
立
体
的
な
表
現
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も

た
ら
す
の
か
を
研
究
し
て
い
る
。

森
野
彰
人
｜A

kito M
orino

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
・
美
術
学
部
教
授
、Ｉ
Ａ
Ｃ（
国
際
陶
芸
ア

カ
デ
ミ
ー
）会
員
。
一
九
六
九
年
京
都
生
ま
れ
。

一
九
九
五
年
京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術

研
究
科
修
了
。
一
九
九
四
年「
近
作
展
17  

ク
レ

イ
ワ
ー
ク
の
４
人
展
」
国
立
国
際
美
術
館
。
一

九
九
八
年「
第
５
回
国
際
陶
磁
器
展
、美
濃
’98
」

銀
賞
受
賞
。
二
〇
〇
二
年「
現
代
陶
芸
の
１
０

０
年 

第
一
部 

日
本
陶
芸
の
展
開
」
岐
阜
県
現

代
陶
芸
美
術
館
。
二
〇
〇
七
年
京
都
市
芸
術
新

人
賞
受
賞
。
二
〇
〇
六
年「
日
本
陶
芸
１
０
０

年
の
精
華
」
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
。
二
〇
一
二

年
タ
カ
シ
マ
ヤ
美
術
大
賞
受
賞
。
二
〇
一
五
年

「
京
焼
歴
代
展
│
継
承
と
展
開
」
京
都
市
美
術

館
。
二
〇
一
九
年『
わ
が
陶
器
造
り
』
富
本
憲

吉
著
を
編
集
、
出
版（
里
文
出
版
）。
そ
の
他
グ

ル
ー
プ
展
、
個
展
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
多
数
。

山
本
和
弘
｜K

azuhiro Yam
am

oto

｜

栃
木
県
立
美
術
館
主
任
研
究
員
、東
京
藝
術
大

学
・
弘
前
大
学
非
常
勤
講
師
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
ビ
デ
オ
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
元

客
員
研
究
員
（
文
部
省
在
外
研
修
）、
美
術
評

論
家
連
盟
元
常
任
委
員
長
。
主
な
訳
書
と
し

て
Ｈ
・
シ
ュ
タ
ッ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
『
評
伝
ヨ
ー
ゼ

フ
・
ボ
イ
ス
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、

Ｈ
・
ア
ビ
ン
グ
『
な
ぜ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
貧
乏

な
の
か
？
』（G

ram
books

、
二
〇
〇
七
年
）。

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
写
真
・
映
像
・
ド
イ
ツ

現
代
美
術
な
ど
の
展
覧
会
企
画
多
数
。

山
本 

毅
｜T

suyoshi Yam
am

oto

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
、
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
音
楽
大
学
で
打
楽
器
を
、
ア
ン
テ
オ

ケ
国
際
宣
教
神
学
校
に
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学

を
学
ぶ
。
札
幌
交
響
楽
団
打
楽
器
奏
者
を
経

て
、
現
在
母
校
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部

教
授
。
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル“ E

nsem
ble 

Philia”

、
ユ
ー
オ
ー
デ
ィ
ア
管
弦
団
、
い
ず
み

シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
、
京
都
シ
ャ
ロ
ー
ム

チ
ャ
ー
チ
室
内
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
等
で
打
楽
器

奏
者
・
指
揮
者
と
し
て
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い

る
。二
〇
〇
〇
年
度
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー
ル
賞
受
賞
。

王 

杰
｜W

ang Jie

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
研
究
科
博
士（
後

期
）
課
程
保
存
修
復
領
域
。
奈
良
文
化
財
研
究

所
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
。
一
九
八
九
年
生

ま
れ
。
中
国
甘
粛
省
麦
積
山
石
窟
第

127
窟
壁
画

を
対
象
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
文
化

財
保
存
修
復
学
会
第
四
十
二
回
、
四
十
三
回
大

会
で
研
究
対
象
壁
画
の
制
作
技
法
及
び
彩
色

材
料
、
説
法
図
の
仏
に
お
け
る
表
現
技
法
を
発

表
。
二
〇
二
〇
年
に
画
家
活
動
を
開
始
。
第
三

十
九
回
上
野
の
森
美
術
館
大
賞
展
入
選
、
美
術

新
人
賞
デ
ビ
ュ
ー
二
〇
二
一
奨
励
賞（
二
〇
二

二
年
入
選
）、
第
五
回
星
乃
珈
琲
店
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
佳
賞（
第
六
回
優
秀
賞
）な
ど
。

高
林
弘
実
｜H

irom
i T

akabayashi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
保
存

修
復
専
攻
准
教
授
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美

術
研
究
科
文
化
財
保
存
学
専
攻
保
存
科
学
研
究

領
域
博
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇

一
四
年
ま
で
東
京
文
化
財
研
究
所
と
敦
煌
研
究

院
に
よ
る
敦
煌
壁
画
の
保
護
に
関
す
る
日
中

共
同
研
究
に
客
員
研
究
員
と
し
て
参
加
。
二
〇

一
一
年
よ
り
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
勤
務
。
現

在
、
近
代
日
本
画
に
使
用
さ
れ
た
顔
料
に
関
す

る
研
究
な
ど
に
従
事
。

竹
内 

直
｜N

ao T
akeuchi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
研
究
員
。
沖
縄
県
宜
野
湾
市
出
身
。
沖

縄
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
修
士
課
程
お

よ
び
博
士
後
期
課
程
修
了
。
二
〇
一
三
年
、
早

坂
文
雄
の
研
究
で
博
士
号
取
得
。
博
士（
音
楽

学
）。
専
門
は
音
楽
学（
音
楽
史
、
現
代
音
楽

論
）。
現
在
、京
都
市
立
芸
術
大
学
お
よ
び
奈
良

教
育
大
学
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
、
同
志
社
女

子
大
学
、
京
都
市
立
京
都
堀
川
音
楽
高
等
学
校

各
非
常
勤
講
師
。

竹
浪 

遠
｜H

aruka T
akenam

i

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
総
合
芸
術
学

科
准
教
授（
美
術
研
究
科
保
存
修
復
専
攻
兼

担
）。
一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
中
国
絵
画
史
、特

に
山
水
画
、
花
鳥
画
を
中
心
に
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
著
書
：『
唐
宋
山
水
画
研
究
』（
中
央
公

論
美
術
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。
最
近
の
論
考
：

「『
御
製
秘
蔵
詮
』
版
画
の
山
水
表
現
と
そ
の
思

想
性
に
つ
い
て
」（
共
著『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論

集　

東
ア
ジ
ア
Ⅲ　

五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』

中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
年
）、「
中
国

の
画
巻（
絵
巻
）
の
奥
行
き
表
現
に
つ
い
て
」

（
共
著
、
研
究
報
告
書『「
奥
行
き
の
感
覚
」
を

求
め
て
―
美
術
を
め
ぐ
る
新
た
な
鑑
賞
と
実

践
』京
都
市
立
芸
術
大
学
、二
〇
二
一
年
）。

武
内
恵
美
子
｜E

m
iko T

akenouchi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン

タ
ー
准
教
授
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所

長
。
国
立
音
楽
大
学
楽
理
科
卒
業
、
同
大
学
院

音
楽
研
究
科
音
楽
学
専
攻
修
了
、
総
合
研
究
大

学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
国
際
日
本
研
究

専
攻
修
了
、
博
士（
学
術
）。
秋
田
大
学
教
育
文

化
学
部
准
教
授
を
経
て
現
職
。
日
本
に
お
け
る

楽
思
想
の
展
開
、
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
古
琴

文
化
の
受
容
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

近
著
に
武
内
恵
美
子
編『
近
世
日
本
と
楽
の
諸

相
』（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研

究
セ
ン
タ
ー
、二
〇
一
九
年
）、武
内
恵
美
子
／

文
、
周
耘
／
译
『
古
琴
东
传
史
实
与
日
本
琴
乐

现
状
』《
音
乐
文
化
研
究
》（
浙
江
音
楽
学
院
、二

〇
二
〇
年
）二
巻
六
│
一
四
頁
、他
。

建
畠 

晢
｜A

kira T
atehata 

｜

美
術
評
論
家
、
詩
人
。
多
摩
美
術
大
学
学
長
。

京
都
市
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
仏
文
学

科
卒
業
。
多
摩
美
術
大
学
芸
術
学
科
教
授
、
国

立
国
際
美
術
館
長
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
学
長

な
ど
を
経
て
、
現
職
。
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館

長
、草
間
彌
生
美
術
館
長
、京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー

館
長
な
ど
を
兼
任
。
全
国
美
術
館
会
議
会
長
。

詩
人
と
し
て
は
高
見
順
賞
、
萩
原
朔
太
郎
賞
な

ど
を
受
賞
。

田
中
栄
子
｜E

iko T
anaka

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
版
画
専
攻
教

授
。
大
阪
生
ま
れ
。
一
九
九
八
年
大
阪
府
の
芸

術
家
交
流
事
業「A

R
T

-E
X

」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
ベ
ル
ギ
ー
・
カ
ス
タ
レ
ー
市
の
招
待
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
・
マ
セ
レ
ー
ル
・

セ
ン
タ
ー
に
て
滞
在
・
制
作
。
二
〇
〇
九
年
京

都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士

（
後
期
）
課
程
版
画
修
了
。
博
士
論
文「
ア
ナ

ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
＝
境
界
面
と
し
て
の
作
品
と

研
究
」。
色
面
表
現
に
よ
る
切
り
絵
と
絵
画
と

版
画
と
を
横
断
し
て
作
品
制
作
を
行
う
。
二
〇

一
七
年
よ
り
石
版
画
の
再
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
片
山
浩
、
衣
川
泰
典
、
坂
井
淳
二
ら
と
立
ち

上
げ「Stone Letter Project #1

」（G
allery 

T
R

I-A
N

G
LE

／
宝
塚
大
学
）
企
画
。
二
〇
二

一
年『
令
和
万
葉
集
』『
令
和
古
事
記
』
佐
々
木

良
著（
万
葉
社
）
の
表
紙
画
デ
ザ
イ
ン
と
挿
絵

を
担
当
。

棚
橋
映
水
｜E

m
i T

anahashi

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博

士（
後
期
）
課
程
保
存
修
復
専
攻
。
一
九
七
三

年
生
ま
れ
。
文
化
財
修
理
に
関
わ
る
仕
事
に
二

〇
一
八
年
ま
で
従
事
す
る
。
東
洋
絵
画
修
理
を

専
門
に
こ
れ
ま
で
実
際
の
作
品
修
理
を
手
掛

け
る
一
方
で
、
絵
画
技
法
に
も
関
心
を
も
ち
、

作
品
に
用
い
ら
れ
て
き
た
技
法
の
解
明
と
、
修

理
と
の
関
連
性
に
注
目
し
て
研
究
を
行
っ
て

い
る
。
二
〇
一
一
年
六
月
、
文
化
財
保
存
修
復

学
会
第
三
十
三
回
大
会
研
究
発
表
に
て
、
紅
白

梅
図
屏
風
の
流
水
部
分
の
技
法
解
明
を
再
現

実
証
し
発
表
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム「
極
上
美
の
饗
宴
」
シ
リ
ー

ズ「
琳
派
・
華
麗
な
る
革
命 

黒
い
流
水
の
謎
〜

尾
形
光
琳
・
紅
白
梅
図
屏
風
〜
」
に
て
技
法
の

解
明
に
つ
い
て
放
映
さ
れ
る
。
二
〇
一
二
年
、

岡
山
に
て
以
上
の
研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
、
第

十
三
回
岡
山
芸
術
文
化
賞
功
労
賞
を
受
賞
す

る
。

津
崎 

実
｜M

inoru T
suzaki

｜

京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
教
授
。
一
九
五

七
年
生
ま
れ
。
専
門
は
聴
覚
心
理
学
・
音
楽
心

理
学
。
基
本
的
に
聴
覚
の
基
礎
過
程
に
関
す
る

研
究
を
続
け
て
き
て
い
る
一
方
で
、
視
聴
覚
情

報
統
合
、
音
声
合
成
な
ど
の
研
究
に
も
携
わ
っ

て
き
た
。
共
著
に『
絶
対
音
感
を
科
学
す
る
』

（
全
音
楽
譜
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）、『
聴
覚
』

（
コ
ロ
ナ
社
、
二
〇
二
一
年
）、『
聴
覚
モ
デ
ル
』

（
コ
ロ
ナ
社
、
二
〇
一
一
年
）。
本
論
文
の
ダ
ン

ス
提
供
者
足
太
ぺ
ん
た
の
フ
ァ
ン
。

中
村
典
子
｜N

oriko N
akam

ura

｜

作
曲
家
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
・
大

学
院
音
楽
研
究
科
准
教
授
。
一
九
六
五
年
生
ま

れ
。
環
境
よ
り
聴
取
・
記
号
化
・
構
成
す
る
音

楽
の
あ
り
方
の
地
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
探
究
を
、
伝

統
と
創
造
の
リ
サ
ー
チ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
行
う
。
初
期
作
品
群
が
伝
統
現
代
の
世
界

各
地
の
舞
踊
舞
台
の
歌
劇
場
等
で
連
続
上
演
。

シ
ア
タ
ー 

ピ
ー
ス
・
オ
ラ
ト
リ
オ
・
オ
ペ
ラ
よ
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編
集
後
記

『C
O

M
PO

ST

』
第
一
号
の
石
原
友

明
先
生
の
巻
頭
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、

芸
資
研
の
紀
要
の
名
称
は
「C

O
M

-
PO

ST

」、直
訳
す
る
と
「
堆
肥
」「
堆

肥
化
」
で
す
。
そ
し
て
芸
資
研
は
、

芸
術
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
で

は
な
く
、
芸
術
資
源
の
利
活
用
を
研

究
す
る
組
織
で
す
。

「C
O

M
PO

ST

」
は
芸
資
研
に
相
応

し
い
名
称
で
す
。
な
ぜ
な
ら
芸
術
資

源
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
・
音
楽

を
含
む
全
て
の
芸
術
資
料
、
日
々
学

生
達
が
制
作
す
る
成
果
物
、
制
作
過

程
で
生
み
出
さ
れ
る
全
て
の
行
動
、

活
動
を
含
む
も
の
だ
か
ら
で
す
。
ま

た
、
芸
術
大
学
を
創
作
活
動
が
行
わ

れ
る
場
と
し
て
の
視
点
か
ら
捉
え
る

と
、
大
学
の
様
々
な
活
動
や
そ
れ
に

関
係
す
る
事
務
書
類
な
ど
も
立
派
な

芸
術
資
源
と
成
り
得
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。『C

O
M

PO
ST

』
は
、
従
来

の
よ
う
な
形
式
ば
っ
た
紀
要
で
は
な

く
、
本
学
に
関
わ
る
人
た
ち
、
芸
術

に
関
わ
る
多
く
の
人
た
ち
が
投
稿
出

来
る
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
紀
要
の
形

を
模
索
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
が
、
時
間
を
経
て
「C

O
M

-
PO

ST

」に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
す
。

今
、私
の
手
元
に
は『C

O
M

PO
ST

』

へ
の
掲
載
を
見
送
っ
た
原
稿
が
あ
り

ま
す
。
第
三
号
を
刊
行
す
る
に
あ
た

り
、
こ
の
原
稿
に
つ
い
て
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
創
造
の
現
場

で
あ
る
大
学
の
活
動
記
録
で
す
。
掲

載
を
見
送
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
今

は
世
に
問
う
こ
と
が
難
し
い
と
い
う

理
由
か
ら
で
す
。

二
〇
二
〇
年
の
初
秋
、
あ
る
大
学

関
係
者
か
ら
「C

O
M

PO
ST

に
投

稿
し
た
い
の
で
相
談
に
の
っ
て
ほ
し

い
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。「
投

稿
の
内
容
は
本
学
の
名
称
に
関
す
る

事
で
す
。
研
究
活
動
や
芸
術
活
動
に

関
す
る
も
の
で
は
な
い
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
内
容
で
も
掲
載
で
き
ま
す

か
？
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
相
談
で
し

た
。
私
は
「
研
究
者
か
ら
の
研
究
論

文
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
報
告

と
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大

学
の
活
動
に
関
し
て
の
原
稿
な
ら
喜

ん
で
掲
載
し
た
い
の
で
、
ま
ず
は
原

稿
を
読
ま
せ
て
下
さ
い
」
と
お
答
え

し
ま
し
た
。
実
際
に
そ
の
原
稿
が
仕

上
が
り
、
目
を
通
し
た
の
は
二
〇
二

〇
年
の
十
一
月
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。原

稿
は
三
万
四
千
字
に
及
ぶ
も
の

で
、
文
中
に
は
「
こ
の
投
稿
内
容
は

執
筆
者
個
人
の
主
観
的
な
も
の
で
あ

り
、大
学
の
正
式
な
記
録
で
は
な
い
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
と
し
て

の
公
式
な
文
書
は
、
大
学
で
保
管
し

後
世
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
零
れ
落
ち
る
も

の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
名
称

問
題
は
紆
余
曲
折
を
経
て
裁
判
で
争

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
裁
判
で
す

の
で
結
果
は
出
ま
す
。
結
果
は
自
ず

と
後
世
に
記
録
と
し
て
残
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
過
程
や
そ
の

経
緯
の
背
景
に
あ
る
人
の
悩
み
、
迷

い
、
憤
り
、
戸
惑
い
な
ど
、
記
録
と

し
て
残
り
に
く
い
も
の
は
意
図
し
て

残
さ
な
い
と
残
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
、
理
事
の
立
場
で
名
称
問

題
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

意
図
し
て
残
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
共
感
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
そ
の
原
稿
は
、
大
学

と
社
会
の
関
係
性
や
、
芸
術
大
学

の
在
り
方
ま
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る

内
容
で
し
た
の
で
、
個
人
的
に
も

非
常
に
興
味
深
く
、
芸
術
資
源
と

し
て
も
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
言
う
と
、

『C
O

M
PO

ST

』
に
教
員
や
研
究
者

以
外
の
方
が
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
、
非
常
に
嬉
し
い
申
し

出
で
し
た
。

な
ぜ
、
掲
載
予
定
の
な
い
原
稿
に

つ
い
て
編
集
後
記
で
触
れ
る
の
か
。

そ
れ
は
、
芸
資
研
が
単
な
る
資
料

ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

「
記
録
機
関
」
で
は
な
く
、「
記
憶
機

関
」
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
原
稿
で
は

時
系
列
に
沿
っ
て
、
非
常
に
緻
密
か

つ
丁
寧
に
名
称
問
題
の
経
緯
を
記
載

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
投

稿
者
の
個
人
的
な
悩
み
、
迷
い
、
憤

り
、
戸
惑
い
な
ど
人
の
感
情
か
ら
く

る
「
記
憶
」
に
関
し
て
の
記
述
も
多

く
見
ら
れ
る
の
で
す
。

裁
判
の
結
果
は
芸
術
活
動
で
言
う

と
「
作
品
」
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

「
作
品
」の
記
録
情
報
は
こ
れ
ま
で
、

「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
だ
れ
が
」「
大

き
さ
は
」「
素
材
は
」
な
ど
に
と
ど

ま
り
、「
ど
の
よ
う
に
し
て
」「
ど
う

し
て
」「
ど
こ
か
ら
作
り
始
め
た
か
」

「
ど
う
し
て
作
る
必
要
が
あ
っ
た
か
」

「
ど
の
よ
う
に
作
品
を
考
え
た
か
」

「
誰
に
影
響
さ
れ
た
か
」「
誰
と
会
話

し
た
か
」
な
ど
の
、
作
者
の
記
憶
や

感
情
に
関
す
る
情
報
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
ご
く
稀
で
す
。

今
回
の
名
称
問
題
も
、「
い
つ
」

「
ど
こ
で
」「
だ
れ
が
」「
な
ぜ
」
な

ど
記
録
と
し
て
必
要
な
も
の
は
残
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る

人
の
「
記
憶
」
や
「
感
情
」
に
関
し

て
の
情
報
は
、
誰
か
が
意
図
的
に
努

め
な
い
と
残
り
ま
せ
ん
。
人
の
「
記

憶
」や「
感
情
」は
移
ろ
い
や
す
く
、

時
間
と
共
に
変
化
し
ま
す
。
困
難
に

ぶ
ち
当
た
っ
た
中
で
書
か
れ
た
言
葉

に
は
生
々
し
い
ま
で
の
「
感
情
」
と

「
記
憶
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
時

が
経
て
ば
、
名
称
問
題
は
多
く
の
人

の
記
憶
か
ら
薄
ら
ぐ
で
し
ょ
う
。
そ

の
時
に
公
式
の
文
書
を
開
い
て
も
、

当
時
の
生
々
し
い
ま
で
の
「
感
情
」

や
「
記
憶
」
が
蘇
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
個
人
の

主
観
で
は
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

も
、
こ
の
原
稿
は
名
称
問
題
に
関
し

て
の
非
常
に
貴
重
な
「
記
録
」
で
あ

り
「
記
憶
」
な
の
で
す
。

こ
の
原
稿
が
い
つ
に
な
っ
た
ら
多

く
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
は
、現
時
点
で
は
「
不
確
定
」

で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
時

期
は
永
遠
に
来
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
名
称
問
題
へ
の
関
心
が
薄

れ
、
我
々
世
代
が
こ
の
世
を
去
っ
た

永
い
先
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
二

〇
一
九
年
か
ら
二
〇
二
一
年
に
か
け

て
の
名
称
問
題
を
振
り
返
る
必
要
が

生
じ
た
と
き
の
た
め
に
、
こ
の
原
稿

の
存
在
を
記
録
に
と
ど
め
て
お
き
、

次
世
代
に
残
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。「
堆
肥
（C

O
M

PO
ST

）」

と
は
、
有
機
物
が
微
生
物
の
力
に
よ

り
時
間
を
か
け
て
分
解
さ
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
原
稿
も
時
間
に
よ
り
分

解
さ
れ
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
、

そ
し
て
芸
術
の
「
堆
肥
」
に
な
る
日

が
必
ず
訪
れ
る
と
思
い
ま
す
。

『C
O

M
PO

ST

』vol.3

は
、
多
く

の
方
々
か
ら
非
常
に
充
実
し
た
原
稿

を
い
た
だ
い
た
結
果
、
ペ
ー
ジ
数
増

加
に
よ
る
予
算
の
心
配
を
す
る
ほ
ど

充
実
し
た
内
容
と
な
り
、
執
筆
い
た

だ
い
た
方
々
に
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、『C

O
M

PO
ST

』
刊
行

に
際
し
て
毎
号
の
表
紙
を
担
当
し
、

陰
で
芸
資
研
の
活
動
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
桐
月
さ
ん
、
事
務
処
理

で
だ
け
で
な
く
、
動
画
配
信
な
ど
に

も
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
鬼
頭

さ
ん
、
岡
本
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の

事
務
職
員
の
方
々
の
多
大
な
協
力
に

も
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
森
野
彰
人
）






